




令和 7 年度 職能委員会報告

ಖ೺師職能委員会

委員長：松尾祐子

委 員：有川文美、田邉真理、永山加恵、西尾仁美、溝口由香梨

１.活動目標

1）保健師活動指針をふまえた全世代型の地域包括ケアを目指した保健活動を推進する。

2）保健師職能集会及び研修会等を通して知識技術のスキルアップを図るとともに保健師同士の交流及

び他職種との連携を推進する。

�）県、県立看護大学と 3 者で実施している保健師現任教育の推進に取り組み、段階に応じた保健師の人

材育成を行う。

２.活動内容

1）委員会開催状況

��）開催回数 � 回

(2）内容

・令和７年度委員会活動について

・保健師職能研修会および交流会の企画、実施、評価

・保健師職能だよりの企画、編集、発行

・次年度委員会活動計画について

・宮崎県看護協会理事会報告

・全国保健師職能委員長会等報告

・会員拡大についての検討

2）研修会の開催

(1）保健師職能研修会

日 時：11 月 8 日（土）9：30～12：00

参加者：91 名（うち会員以外 7 名）、運営委員 6 名

テーマ：レジリエンス（折れないこころ）の高め方

講 師：成木弘子（元赤十字看護大学 さいたま看護学部教授）

3）イベントの開催

(1）保健師の魅力発信のイベント

日 時：8 月 2 日（土）9：25～12：00

参加者：58 名（イベント参加者）、23 名（ブース参加者）

内 容：話題提供：保健師の仕事について

トークイベント：ここでしか聞けない保健師の仕事

各自治体、事業所のお仕事内容紹介・相談ブース

4）会議・学会等への参加

(1）第 1 回全国職能委員長会

日 時：8 月 1 日（金）13：00～16：00

会 場：TKP 新橋カンファレンスセンター     参加者：1 名

(2）宮崎県段階別保健師研修運営委員会

日 時：10 月 22 日（水）14:00～16:30   12 月 18 日（木）14：00～16：30

         3 月 4 日（水）14:00～16:30

会 場：県立看護大学      参加者：各 1 名

(3）第 14 回日本公衆衛生看護学会学術集会

日 時：12 月 13 日（土）～14 日（日）

会 場：石川県地場産業新興センター（愛知県産業労働センター）    参加者：1 名

(4）地区別保健師職能委員会長会

日 時：10 月 24 日(金) 9：00～15：00

会 場：ホテル日航大分   参加者： 1 名

(5）宮崎県保健師現任教育推進会議

日 時：2月 16日(月) 9：30～10：30

会 場：県庁防災庁舎     参加者：1名

(6）第 2回全国職能委員長会

日 時：3月 6日（金）10：00～16：00

会 場：TKP新橋カンファレンスセンター   参加者：1名

(7）宮崎県母子保健運営協議会

日 時：3月 19日（月）19：00～20：15

会 場：県庁防災庁舎 参加者：1名

5）実態調査・事業報告書等

保健師職能だより「さくら」第 22号 300部 3月発行

３.実施評価と課題

今年度は、保健師職能研修会を通して、地域での保健師業務は多様で困難も多い中、レジリエンスの

高め方を学ぶと共に、所属を超え横のつながりを意識した交流を図ることができた。

次年度は、ＡＣＰ『人生会議』について看護職種合同での研修会を開催し、保健師活動指針をふまえ

た全世代型の地域包括ケアを目指した保健活動に生かしていきたい。

また、急激な少子高齢化により、保健師における業務や役割が年々増加する中で、人材確保は喫緊の

課題である。そこで、今年度は中学・高校・看護学生・保護者・保健師資格保有者を対象に「保健師の

魅力発信イベント」を開催した。主に中学・高校生の参加が多く、現役保健師によるトークイベントや

自治体等ごとの相談ブースでは積極的に話を聞いている姿があり、大変好評であった。若年層へ積極的

に PRする機会として次年度も引き続き開催し、保健師課程への進路選択をしていただくと共に、保健師

資格保有者には県内就業促進につながるようにしたい。

さらに、行政や保健師長会等の関係団体と最新情報の共有や意見交換を図りながら看護協会の役割周

知と入会促進につながるよう進めていきたい。

助産師職能委員会

委員長：田中優子

委 員：林田留実子、小野純佳、長倉千夏、佐藤百恵、長友三梨子

１.活動目標

1）安心・安全な妊娠・出産・育児環境整備に向け、助産師としての助産実践能力の強化支援、モチベー

ション向上のための研修会の実施

2）宮崎県周産期医療ネットワークを基盤とした、助産ケアに関する情報共有とネットワークづくりの実施

3）助産師の役割・活動の啓発ならびに地域への貢献を行う。

２.活動内容

1）委員会開催状況

(1）開催回数 8回

(2）内容

・令和 7年度助産師職能活動計画検討事業計画説明

・役割分担・委員会活動マニュアル説明 委員会活動方針検討

・助産師職能研修会企画・運営

・「いいお産の日」の企画・運営

・次年度活動計画書作成

2）研修会の開催

(1）助産師職能研修会

日 時：1月 17日（土）10：00～12：00

参加者：20名（うち会員以外 0名）、運営委員 5名

テーマ：「開業助産師に学ぶ分娩期ケア」～開業助産師のケアの実際を学ぶ～

3）イベント等の開催

(1）いいお産の日 in宮崎＜わたしたちのお産と育児を創造しよう～両親学級ひなたバージョン～＞
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日 時：11月 8日（土）13：00～16：00

会 場：宮崎県県❧図書㤋

᮶場者：70名  ἃᾎ体㦂 10⤌ （妊፬ 14名・産ᚋのࣃࣃママ 7⤌）

4）会議・学会等への参加

(1）第 2回ᛶと生Ṫに関する調査検討会

日 時：9月 4日（ᮌ）18：00～19：30（࢜ンࣛイン）     参加者 1名

(2）第 3回ᛶと生Ṫに関する調査検討会

日 時：1月 27日（ⅆ）18：00～19：30

会 場：県庁防災庁舎     参加者 1名

(3）日ᮏ母ᛶ⾨生学会

日 時：10月 10日（金）、11日（土） 9：00～16：00

会 場：ி⋤࣍ࢨࣛࣉテル    参加者：1名

３.実施評価と課題

「いいお産の日」イベントは、出産と育児の創造を࣓インテーマとし、妊፬を対象に「助産師職能委

員が企画する両親学級」をࢥンセࣉトに開催した。ἃᾎに関する新しい情報ᥦ౪やኵ፬で育児について

⪃える機会をタけ、学び多いイベントとなった。令和 7 年度はつᶍを⦰小して、༗ᚋからの開催とした

が、༗ᚋからの開催であっても対象者の‶㊊度は高く、対象者を⤠ってのࢥンࣃクトな開催も魅力的で

あるとឤࡌた。より対象者のニーࢬに合わࡏた今ᚋの情報発信をᶍ⣴することがᚲせと⪃える。

子࡝もの出生数がῶ少し、分娩ྲྀりᢅい施タでは分娩௓助数のῶ少により、助産師のモチベーション

⥔ᣢが困難となっている。分娩௓助ᢏ⾡のス࢟ルアッࣉが難しい現状があるため、知識・ᢏ⾡を高める

₇⩦を主とした参加型の研修、また、助産師がാき続けるための意見཰㞟の場となる研修会の企画がᚲ

せである。

助産師職能としては、就ປする助産師育成だけでなく、県内の助産師確保の課題に対し、₯ᅾ助産師

へのാきかけも㔜せである。

┳ㆤ師職能委員会Ϩ

委員長：㔥㷂 信

委 員：日㧘ᰤ⨾、㣰ཎᝋ子、ᖹᒣ ⸅、ᒾ部 ோ、中ᮧᖾ恵、᱒ᮌᚿ✑、児⋢⿱子、Ọ㏕Ἃ⧊

ᢲᕝ᭸୍㑻（෸看護師⌮事）

１.活動目標

1）看護職がᑓ㛛ᛶを発᥹し、やりがいをᣢちാき続けらࢀるための看護実践能力向上を支援する

2）෸看護師の進学支援

２.ϩ 活動内容

1）委員会開催状況

(1）開催回数 7回（合同委員会ྵめ）

(2）内容

・県内の医療機関における課題、ၥ題Ⅼのᢳ出

・令和 7年度事業計画について

・෸看護師研修会・交流会について

・ാき続けらࢀる職場環境づくり推進委員会合同研修会について

・保健師職能、看護師職能Ϩϩ合同研修会について

・令和 8年度事業計画・研修企画書（᱌）について

2）研修会の開催

(1）෸看護師研修会・交流会

日 時：10月 25日（土）9：20～12：30  

参加者：9名（うち会員以外 6名）、運営委員 5名

テーマ：෸看護師から看護師へステッࣉアッࣉ～情報ᥦ౪と進学支援～

          ㅮ  師：ᒣୗ佳⨾（㒔ᇛ看護ᑓ㛛学校）、㕥ᮌⴥ子（㯞生看護大学校）

野㛫かࡎ子（✰྿医療大学校）

          体㦂発⾲：㒔ᇛ看護ᑓ㛛学校 ༞業生、㯞生看護大学校 ༞業生

✰྿医療大学校 ༞業生

(2）看護職のാき方ᨵ㠉研修会・事౛報告会（ാき続けらࢀる職場づくり推進委員会との合同研修会）

ͤാき続けらࢀる職場づくり推進委員会報告参↷

3）会議・学会等への参加

(1）第 1回全国看護師職能委員長会Ϩ

日 時：8月 1日（金）13：00～16：00

会 場：TKP新橋カンファレンスセンター     参加者：1名

(2）地༊ู看護師職能委員長会Ϩ ⑓㝔㡿域

日 時：10月 24日（金）9：00～15：00

会 場：࣍テル日⯟大分 ࢜アシスタワー     参加者：1名

(3）第 2回全国看護師職能委員長会Ϩ ⑓㝔㡿域

日 時：3月 6日（金）10：00～16：00

会 場：TKP新橋カンファレンスセンター     参加者：1名

(4) 第 56回(2025年度)日ᮏ看護学会学⾡㞟会

日 時：9月 12日（金）～9月 14日（日）

  会 場：ឡ知県名ྂᒇᕷ ࣏ート࣓ッセ名ྂᒇ  参加者：1名

３.実施評価と課題

年㛫 7回の会議を通して、宮崎県内の⑓㝔看護⟶⌮者の役割発᥹に向けた情報཰㞟や課題整⌮、意見

㞟⣙を行い、職員が健ᗣで安全にാける職場づくりにྲྀり⤌ࢇできた。研修は、ձ「෸看護師研修会・

交流会」とղ「看護職員がാきつづけるための多様なാき方とやりがいのある職場作り」は合同研修と

した。ձでは進学ྍ能な 3校の⤂௓や༞業生の体㦂談を共有した。参加者からは進学への意ḧ向上や୙

安㍍ῶにつながったとのኌがᐤࡏらࢀた。ղのヲ⣽はാき続けらࢀる職場環境つくり推進委員会参↷。

委員会ではྛ医療機関の໅務環境について意見交換を行った⤖ᯝ、ࣃワーࣛࣁス࣓ントやカスタマー

きၥ࡭ゎỴす、࡝ス࣓ントにより看護師が心を③める事౛、看護⿵助者との協ാにకう医療事ᨾなࣛࣁ

題が多い現状が明らかになった。2040年に向けて、ࣛࣁス࣓ント対⟇や地域医療体ไの⥔ᣢ、看護職員

の確保が㔜せ課題となる中、看護師職能Ϩは今ᚋも情報཰㞟と課題発見、意見㞟⣙を⥅続し、看護職員

が安心して長くാける環境づくりに貢献していく。

┳ㆤ師職能委員会ϩ

委員長：㯮ᮌṇᶞ

委 員：佐藤ᖾ代、㇂ཱྀ世ᚿ⨾、日野ுྖ、小᳃㡰子、ඤ⋢┿⏤見、作ᮏឡ、ᅄ఩⨾ᖾ

１㸬活動目標

1)ᑓ㛛職の知識やᢏ⾡を学び日ᖖの業務に活かす

2)情報交換を通ࡌてྛ事業所等の⌮ゎを῝める

3)医療、௓護、⚟♴施タ、ᅾᏯ㡿域等多職種とのネットワークの推進を図り災ᐖ対⟇の知識を῝める。

２㸬活動内容

1)委員会開催状況

(1）開催回数 8回

(2）内容

令和 7年度委員会活動について

看護師職能委員会ϩ研修会の企画・運営・評価

日ᮏ看護協会通ᖖ⥲会報告

日ᮏ看護協会職能委員長会会議報告

日ᮏ看護協会地༊ู職能委員長会会議報告

宮崎県看護協会通ᖖ⥲会・⌮事会等報告

職能委員のᢪえているၥ題ᥦ㉳（意見交換）

次年度活動計画について
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日 時：11月 8日（土）13：00～16：00

会 場：宮崎県県❧図書㤋

᮶場者：70名  ἃᾎ体㦂 10⤌ （妊፬ 14名・産ᚋのࣃࣃママ 7⤌）

4）会議・学会等への参加

(1）第 2回ᛶと生Ṫに関する調査検討会

日 時：9月 4日（ᮌ）18：00～19：30（࢜ンࣛイン）     参加者 1名

(2）第 3回ᛶと生Ṫに関する調査検討会

日 時：1月 27日（ⅆ）18：00～19：30

会 場：県庁防災庁舎     参加者 1名

(3）日ᮏ母ᛶ⾨生学会

日 時：10月 10日（金）、11日（土） 9：00～16：00

会 場：ி⋤࣍ࢨࣛࣉテル    参加者：1名

３.実施評価と課題

「いいお産の日」イベントは、出産と育児の創造を࣓インテーマとし、妊፬を対象に「助産師職能委

員が企画する両親学級」をࢥンセࣉトに開催した。ἃᾎに関する新しい情報ᥦ౪やኵ፬で育児について

⪃える機会をタけ、学び多いイベントとなった。令和 7 年度はつᶍを⦰小して、༗ᚋからの開催とした

が、༗ᚋからの開催であっても対象者の‶㊊度は高く、対象者を⤠ってのࢥンࣃクトな開催も魅力的で

あるとឤࡌた。より対象者のニーࢬに合わࡏた今ᚋの情報発信をᶍ⣴することがᚲせと⪃える。

子࡝もの出生数がῶ少し、分娩ྲྀりᢅい施タでは分娩௓助数のῶ少により、助産師のモチベーション

⥔ᣢが困難となっている。分娩௓助ᢏ⾡のス࢟ルアッࣉが難しい現状があるため、知識・ᢏ⾡を高める

₇⩦を主とした参加型の研修、また、助産師がാき続けるための意見཰㞟の場となる研修会の企画がᚲ

せである。

助産師職能としては、就ປする助産師育成だけでなく、県内の助産師確保の課題に対し、₯ᅾ助産師

へのാきかけも㔜せである。

┳ㆤ師職能委員会Ϩ

委員長：㔥㷂 信

委 員：日㧘ᰤ⨾、㣰ཎᝋ子、ᖹᒣ ⸅、ᒾ部 ோ、中ᮧᖾ恵、᱒ᮌᚿ✑、児⋢⿱子、Ọ㏕Ἃ⧊

ᢲᕝ᭸୍㑻（෸看護師⌮事）

１.活動目標

1）看護職がᑓ㛛ᛶを発᥹し、やりがいをᣢちാき続けらࢀるための看護実践能力向上を支援する

2）෸看護師の進学支援

２.ϩ 活動内容

1）委員会開催状況

(1）開催回数 7回（合同委員会ྵめ）

(2）内容

・県内の医療機関における課題、ၥ題Ⅼのᢳ出

・令和 7年度事業計画について

・෸看護師研修会・交流会について

・ാき続けらࢀる職場環境づくり推進委員会合同研修会について

・保健師職能、看護師職能Ϩϩ合同研修会について

・令和 8年度事業計画・研修企画書（᱌）について

2）研修会の開催

(1）෸看護師研修会・交流会

日 時：10月 25日（土）9：20～12：30  

参加者：9名（うち会員以外 6名）、運営委員 5名

テーマ：෸看護師から看護師へステッࣉアッࣉ～情報ᥦ౪と進学支援～

          ㅮ  師：ᒣୗ佳⨾（㒔ᇛ看護ᑓ㛛学校）、㕥ᮌⴥ子（㯞生看護大学校）

野㛫かࡎ子（✰྿医療大学校）

          体㦂発⾲：㒔ᇛ看護ᑓ㛛学校 ༞業生、㯞生看護大学校 ༞業生

✰྿医療大学校 ༞業生

(2）看護職のാき方ᨵ㠉研修会・事౛報告会（ാき続けらࢀる職場づくり推進委員会との合同研修会）

ͤാき続けらࢀる職場づくり推進委員会報告参↷

3）会議・学会等への参加

(1）第 1回全国看護師職能委員長会Ϩ

日 時：8月 1日（金）13：00～16：00

会 場：TKP新橋カンファレンスセンター     参加者：1名

(2）地༊ู看護師職能委員長会Ϩ ⑓㝔㡿域

日 時：10月 24日（金）9：00～15：00

会 場：࣍テル日⯟大分 ࢜アシスタワー     参加者：1名

(3）第 2回全国看護師職能委員長会Ϩ ⑓㝔㡿域

日 時：3月 6日（金）10：00～16：00

会 場：TKP新橋カンファレンスセンター     参加者：1名

(4) 第 56回(2025年度)日ᮏ看護学会学⾡㞟会

日 時：9月 12日（金）～9月 14日（日）

  会 場：ឡ知県名ྂᒇᕷ ࣏ート࣓ッセ名ྂᒇ  参加者：1名

３.実施評価と課題

年㛫 7回の会議を通して、宮崎県内の⑓㝔看護⟶⌮者の役割発᥹に向けた情報཰㞟や課題整⌮、意見

㞟⣙を行い、職員が健ᗣで安全にാける職場づくりにྲྀり⤌ࢇできた。研修は、ձ「෸看護師研修会・

交流会」とղ「看護職員がാきつづけるための多様なാき方とやりがいのある職場作り」は合同研修と

した。ձでは進学ྍ能な 3校の⤂௓や༞業生の体㦂談を共有した。参加者からは進学への意ḧ向上や୙

安㍍ῶにつながったとのኌがᐤࡏらࢀた。ղのヲ⣽はാき続けらࢀる職場環境つくり推進委員会参↷。

委員会ではྛ医療機関の໅務環境について意見交換を行った⤖ᯝ、ࣃワーࣛࣁス࣓ントやカスタマー

きၥ࡭ゎỴす、࡝ス࣓ントにより看護師が心を③める事౛、看護⿵助者との協ാにకう医療事ᨾなࣛࣁ

題が多い現状が明らかになった。2040年に向けて、ࣛࣁス࣓ント対⟇や地域医療体ไの⥔ᣢ、看護職員

の確保が㔜せ課題となる中、看護師職能Ϩは今ᚋも情報཰㞟と課題発見、意見㞟⣙を⥅続し、看護職員

が安心して長くാける環境づくりに貢献していく。

┳ㆤ師職能委員会ϩ

委員長：㯮ᮌṇᶞ

委 員：佐藤ᖾ代、㇂ཱྀ世ᚿ⨾、日野ுྖ、小᳃㡰子、ඤ⋢┿⏤見、作ᮏឡ、ᅄ఩⨾ᖾ

１㸬活動目標

1)ᑓ㛛職の知識やᢏ⾡を学び日ᖖの業務に活かす

2)情報交換を通ࡌてྛ事業所等の⌮ゎを῝める

3)医療、௓護、⚟♴施タ、ᅾᏯ㡿域等多職種とのネットワークの推進を図り災ᐖ対⟇の知識を῝める。

２㸬活動内容

1)委員会開催状況

(1）開催回数 8回

(2）内容

令和 7年度委員会活動について

看護師職能委員会ϩ研修会の企画・運営・評価

日ᮏ看護協会通ᖖ⥲会報告

日ᮏ看護協会職能委員長会会議報告

日ᮏ看護協会地༊ู職能委員長会会議報告

宮崎県看護協会通ᖖ⥲会・⌮事会等報告

職能委員のᢪえているၥ題ᥦ㉳（意見交換）

次年度活動計画について
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2)研修会の開催

(1）看護師職能委員会Ⅱ研修会

日 時：9月 20日(土) 13：25～16：10 

参加者：68名(うち会員以外 5名)、運営委員 5名

内 容：講演「地域におけるインクルーシブ防災～救命率向上のための取組～」

講師：山下展弘（宮崎県総務部危機管理局 危機管理課 防災企画担当主任主事）

日野亮司（株式会社陽のひかり 代表取締役）

情報交換「来て・見て・触れて・備えよう！」（防災用品展示・企業による展示）

3)会議・学会等への参加

(1）第１回延岡市在宅医療・介護連携推進協議会部会

日 時：6月 27日(金)18：30～20：00

会 場：延岡市役所     参加者：1名

(2）第 1回全国看護師職能委員長会Ⅱ

日 時：8月 1日(金)13：00～16：00

会 場：ＴＫＰ新橋カンファレンスセンター     参加者：1名

(3）第１回宮崎県介護現場革新会議

日 時：10月 9日(木)13：30～14：30

会 場：宮崎県防災庁舎     参加者：1名

(4）地区別看護師職能委員長会Ⅱ

日 時：10月 24日(金)9：00～15：00

会 場： ホテル日航大分オアシスタワー      参加者：１名

(5）第 2回延岡市在宅医療・介護連携推進協議会部会

日 時：1月 9日(金)18：30～20：00

会 場：延岡市役所      参加者：１名

(6）第２回宮崎県介護現場革新会議

日 時：2月 17日(火)10：30～11：30

会 場：宮崎県防災庁舎     参加者：１名

(7）第２回全国看護師職能委員長会Ⅱ

日 時：3月 6日(金)10：00～16：00

会 場：ＴＫＰ新橋カンファレンスセンター     参加者：１名

３．実施評価と課題

本年度の看護師職能委員会Ⅱでは、専門職としての知識・技術の向上および地域における看護職の役

割強化を目的に取り組んだ。委員会を年間８回開催し、各施設の課題共有や意見交換を通して現場の実

情を踏まえた活動推進を図るとともに、日本看護協会および県看護協会の動向について情報共有を行っ

た。

研修会では、「地域におけるインクルーシブ防災」をテーマに開催し、多職種の参加があった。個別避

難計画や地域での取組について学びを深め、地域連携への意識向上につながる内容であった。また、行

政・企業の協力を得て多様な防災用品を展示し、実際に触れながら意見交換をすることで自事業所の備

えを見直す機会となり、実践に活用できる研修会となった。

会議・学会等の参加では、得られた全国および地域の情報を委員会活動へ還元し、地域包括ケア推進

における看護職の役割理解を深めることができた。

今後は、現場ニーズを踏まえた研修内容の充実と多職種連携のさらなる強化を図り、地域における看

護職の専門性発揮と地域課題解決に寄与する活動を継続していく。

令和 7 年度 常任委員会報告

推薦委員会

委員長：中山雄貴

委 員：甲斐聡、湯浅宏美、池永博恵、上森妃美、河野由香里

１．活動目標

1)専門職としての目的を達成するために、会員の代表として各施設に協力と理解を求め、委員の候補者

を公平に推薦する。

2)推薦名簿の作成を円滑に行う。

２．活動内容

1)委員会開催状況

(1）開催回数 3 回

(2）内容

・推薦委員会の概要

・令和 8 年度役員･常任委員の選出について

・令和 9 年度日本看護協会代議員及び予備代議員の選出について

・令和 8 年度推薦委員会 活動計画･予算請求書(案)作成

・推薦委員会における課題と解決について検討

・令和 8 年度活動報告書作成･提出

３．実施評価と課題

 県内での看護師不足も背景にあるのか、施設内での人員不足により、人選の調整に苦慮した。

 各委員会の活動回数が多いと各施設の負担も大きいと思われるので、委員会の回数減や WEBでの開催な

どの委員が参加しやすくなるよう工夫が必要である。

教育委員会

委員長：坂本香代

委 員：束野千春、後藤香織、佐藤美和、久保江里、田村美千代、木津里美、日髙早苗、薦岡やよい、

田井徳子、西 香奈、乙守 篤（～7/18）、関屋翔太（7/19～）

１．活動目標

宮崎県看護協会の教育目標に沿って、生涯にわたり、自律的にキャリア形成できる研修の企画・運営

評価を行うとともに教育委員としての質向上を図る。

２．活動内容

1）委員会開催状況

(1）開催回数 8 回

(2）内容

 研修運営担当選考と次期開催研修の打ち合わせ

 研修運営

 研修実施報告と評価

 次年度委員会活動および研修企画の検討、立案

 研修の運営・総合評価、委員会活動の評価

2）研修会の開催（P77～80参照）

(1）専門職としての活動の基盤となる研修 18 研修 22回（28日間）参加者数 1,723 名

(2）人材育成や教育支援を行う者を対象とした研修 5研修 6回（6日間）参加者数 410名

(3）看護管理者を対象とした研修 1 研修 2 回（2 日間）参加者数 112名

3）会議・学会等への参加

(1）第 56 回日本看護学会学術集会（愛知県）

－ 36－



2)研修会の開催

(1）看護師職能委員会Ⅱ研修会

日 時：9月 20日(土) 13：25～16：10 

参加者：68名(うち会員以外 5名)、運営委員 5名

内 容：講演「地域におけるインクルーシブ防災～救命率向上のための取組～」

講師：山下展弘（宮崎県総務部危機管理局 危機管理課 防災企画担当主任主事）

日野亮司（株式会社陽のひかり 代表取締役）

情報交換「来て・見て・触れて・備えよう！」（防災用品展示・企業による展示）

3)会議・学会等への参加

(1）第１回延岡市在宅医療・介護連携推進協議会部会

日 時：6月 27日(金)18：30～20：00

会 場：延岡市役所     参加者：1名

(2）第 1回全国看護師職能委員長会Ⅱ

日 時：8月 1日(金)13：00～16：00

会 場：ＴＫＰ新橋カンファレンスセンター     参加者：1名

(3）第１回宮崎県介護現場革新会議

日 時：10月 9日(木)13：30～14：30

会 場：宮崎県防災庁舎     参加者：1名

(4）地区別看護師職能委員長会Ⅱ

日 時：10月 24日(金)9：00～15：00

会 場： ホテル日航大分オアシスタワー      参加者：１名

(5）第 2回延岡市在宅医療・介護連携推進協議会部会

日 時：1月 9日(金)18：30～20：00

会 場：延岡市役所      参加者：１名

(6）第２回宮崎県介護現場革新会議

日 時：2月 17日(火)10：30～11：30

会 場：宮崎県防災庁舎     参加者：１名

(7）第２回全国看護師職能委員長会Ⅱ

日 時：3月 6日(金)10：00～16：00

会 場：ＴＫＰ新橋カンファレンスセンター     参加者：１名

３．実施評価と課題

本年度の看護師職能委員会Ⅱでは、専門職としての知識・技術の向上および地域における看護職の役

割強化を目的に取り組んだ。委員会を年間８回開催し、各施設の課題共有や意見交換を通して現場の実

情を踏まえた活動推進を図るとともに、日本看護協会および県看護協会の動向について情報共有を行っ

た。

研修会では、「地域におけるインクルーシブ防災」をテーマに開催し、多職種の参加があった。個別避

難計画や地域での取組について学びを深め、地域連携への意識向上につながる内容であった。また、行

政・企業の協力を得て多様な防災用品を展示し、実際に触れながら意見交換をすることで自事業所の備

えを見直す機会となり、実践に活用できる研修会となった。

会議・学会等の参加では、得られた全国および地域の情報を委員会活動へ還元し、地域包括ケア推進

における看護職の役割理解を深めることができた。

今後は、現場ニーズを踏まえた研修内容の充実と多職種連携のさらなる強化を図り、地域における看

護職の専門性発揮と地域課題解決に寄与する活動を継続していく。

令和 7 年度 常任委員会報告

推薦委員会

委員長：中山雄貴

委 員：甲斐聡、湯浅宏美、池永博恵、上森妃美、河野由香里

１．活動目標

1)専門職としての目的を達成するために、会員の代表として各施設に協力と理解を求め、委員の候補者

を公平に推薦する。

2)推薦名簿の作成を円滑に行う。

２．活動内容

1)委員会開催状況

(1）開催回数 3 回

(2）内容

・推薦委員会の概要

・令和 8 年度役員･常任委員の選出について

・令和 9 年度日本看護協会代議員及び予備代議員の選出について

・令和 8 年度推薦委員会 活動計画･予算請求書(案)作成

・推薦委員会における課題と解決について検討

・令和 8 年度活動報告書作成･提出

３．実施評価と課題

 県内での看護師不足も背景にあるのか、施設内での人員不足により、人選の調整に苦慮した。

 各委員会の活動回数が多いと各施設の負担も大きいと思われるので、委員会の回数減や WEB での開催な

どの委員が参加しやすくなるよう工夫が必要である。

教育委員会

委員長：坂本香代

委 員：束野千春、後藤香織、佐藤美和、久保江里、田村美千代、木津里美、日髙早苗、薦岡やよい、

田井徳子、西 香奈、乙守 篤（～7/18）、関屋翔太（7/19～）

１．活動目標

宮崎県看護協会の教育目標に沿って、生涯にわたり、自律的にキャリア形成できる研修の企画・運営

評価を行うとともに教育委員としての質向上を図る。

２．活動内容

1）委員会開催状況

(1）開催回数 8 回

(2）内容

 研修運営担当選考と次期開催研修の打ち合わせ

 研修運営

 研修実施報告と評価

 次年度委員会活動および研修企画の検討、立案

 研修の運営・総合評価、委員会活動の評価

2）研修会の開催（P77～80参照）

(1）専門職としての活動の基盤となる研修 18 研修 22回（28日間）参加者数 1,723 名

(2）人材育成や教育支援を行う者を対象とした研修 5研修 6回（6日間）参加者数 410名

(3）看護管理者を対象とした研修 1 研修 2 回（2 日間）参加者数 112名

3）会議・学会等への参加

(1）第 56 回日本看護学会学術集会（愛知県）
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日 ᫬：9᭶ 12 日（㔠）～9 ᭶ 14日（日）

会 ሙ：࣏࣮ࢭࢵ࣓ࢺなࡈや     参加者：1名

３．実施評価と課題

研修の参加者24、ࡣ 研修で参加総数ࡣ 2,245 名であった。各研修のᐃ員に対する参加⋡ࡣ平ᆒ 88㸣と

㧗く、≉に᪂たに企画した研修の参加数がቑ加したⅬࡣ成ᯝである。ࡇれࡣ、委員会での研修評価にお

いて、参加者の⌧ሙの課題を㋃࠼ࡲたࢬ࣮ࢽをᢕᥱし、♫会᝟ໃや⌧ሙの実ែを的☜に཯ᫎする研修内

容であったと評価する。

研修運営ࡣ委員会࣐ࣗࢽアࣝ㏻りに実施でき、運営に必要な実㊶的ࢫキࣝを㧗めるᶵ会となった。研

修によってࢩ࢓ࣇࡣリ࣮ࢱ࣮ࢸとしての役๭を求めࡽれるࡇともあり、教育委員としてࡽࡉに質向上に

ດめる。

ࠒ課題ࠑ

 研修運営の質向上を図るため自ᕫ研㛑にດめ、研修運営・企画に役立つ研修に参加する。

 ♫会᝟ໃのኚ໬や次ୡ代のࢬ࣮ࢽを㋃࠼ࡲ、研修内容が⌧ሙの実ែに༶した研修を企画する。

ാࡿࢀࡽࡅ⥆ࡁ⫋ሙ⎔ቃ࡙ࡾࡃ推㐍委員会

委員長：後藤美⣖

委 員：ᰡ田ᚿ஀、甲斐Ὀᖾ、⠛ཎ┿理子、早田ᗣ἞、⚟田奈津⣖、藤村ᾴ子、Ⲩᕝ貴代美

１．活動目標

1） 看護職のാき᪉ᨵ㠉の推㐍に向け、ാく看護職を守り、ാき᪉を支援する。

2） 県内看護職の໅ົ⎔ቃ調ᰝの⤖ᯝを活⏝し、研修を企画する。

3） 宮崎県内の་⒪ᶵ関・⚟♴施設等がよりよい職ሙ⎔ቃᨵၿにྲྀり⤌めるよう協力する。

２．活動内容

1）委員会開催状況

(1）開催回数 7 回

(2）内容

 年間活動の企画・運営・評価

 看護職のാき⥆けࡽれる職ሙ⎔ቃᨵၿ推㐍研修の企画・運営・評価

 令和 8年度の活動計画(研修企画)作成

 令和 7年度の活動報告

2）研修会の開催

(1）看護職のാき᪉ᨵ㠉研修会・஦౛報告会（看護師職⬟委員会Ϩとの合ྠ研修会）

日 ᫬：8᭶ 22 日（㔠）10：00～16：00

参加者：98名（51 施設）会ሙ 43名・Web 55 名参加、運営委員 11名

看護職員がാき⥆けるための多ᵝなാき᪉とやりがいのある職ሙ作りࠖࠕ࣐࣮ࢸ

ձ ⏝の活ࢫ࣮ࢼࢼࢳࣛࣉ ᆺ人஦のᑟධࠖࣈࣙࢪࠕ

ㅮ師：山ཱྀࡳࢁࡦ（≉ᐃ♫会保㝤ປົኈ）

ղ ஦౛報告会ࠖࠕ

እᅜ人㞠⏝によって᫬間እປാ๐減を実⌧

報告者：㬼野和代（㏆間⑓㝔看護㒊長）

ࣝࢭ看護提౪᪉ᘧを参考に看護の質向上、᫬間እປാ๐減を実⌧

報告者：大ᆤ㱟ྖ（宮崎ၿோ会⑓㝔 ๪看護師長）

DX のᑟධによって看護ᴗົのຠ⋡໬を実⌧

報告者：㯮木ṇᶞ（௓護⪁人保೺施設⺯㑚ⱌ 施設長）

ճ ᝟報提౪

ᆅᇦ་⒪໅ົ⎔ቃᨵၿయไ整備஦ᴗ㈝補ຓ㔠等について

令和 7年度ാき᪉ᨵ㠉推㐍支援ຓ成㔠について

3）関ಀᶵ関とのලయ的な㐃ᦠ

看護師職⬟委員会１と㐃ᦠし研修会を開催した

県་⒪ᨻ⟇課に研修会において᝟報提౪を౫㢗した

各ᆅ༊運営委員会との㐃ᦠ、᝟報ඹ᭷



３．実施評価と課題

௒年度の研修会ࡣ看護職のാき᪉ᨵ㠉研修会、஦౛報告会の࣐࣮ࢸで開催し、98名（51 施設）の参加

があった。♫会保㝤ປົኈによるㅮ₇会でࡣ㧗㱋者㞠⏝ไ度とࣈࣙࢪᆺ人஦のᑟධについて職ሙのྲྀり

看護人材☜保・ᐃ╔に関する各་⒪ᶵ関の看護のࡣとができた。஦౛報告会でࡇࡪを学ࡳ⤌ DXᑟධにつ

いて᝟報提౪を企画し 3 施設に஦౛報告をしてもࡽった。看護職員がാき⥆けࡽれる多ᵝなാき᪉、や

りがいのある職ሙ⎔ቃ࡙くり、DX のᑟධに学ࡪᶵ会となった。アࣥࢺ࣮ࢣ⤖ᯝでࠕࡣ研修内容のわかり

やすࡉ 実㊶への活⏝度ࠕࠖ、 れた。参加者にとって実ࡽれもⰋい⤖ᯝがᚓࡎ参加目的の達成度ࠖといࠕࠖ、

㊶的かつ᭷ព⩏な学びのሙとなり、自施設でのලయ的なྲྀり⤌ࡳへのࢺࣥࣄや課題ㄆ㆑を῝めるᶵ会と

なった。௒後の課題解決や職ሙ⎔ቃ整備、ຠ⋡໬推㐍に⧅ࡆていくពḧがឤࡽࡌれた。

次年度ࡣ看護師不足が῝้な中、看護職人材☜保・ᐃ╔に向け、࢚ࣥࢺ࣓ࣥࢪ࣮ࢤの必要ᛶやᨵၿ・

向上を目的とした看護管理者（リ࣮࣮ࢲ）研修、ࡲたࢫ࣮ࢼࢼࢳࣛࣉが㍤く職ሙ࡙くりについて஦౛報

告会を企画した。研修会の開催ࡔけでなく、関ಀᶵ関、各ᆅ༊運営委員会等と㐃ᦠし看護職人材の☜保

とᐃ╔に向けたලయ的支援等、各施設がよりよい職ሙ⎔ቃᨵၿにྲྀり⤌めるようᘬき⥆き協力していき

たい。

ᗈሗฟ∧委員会

委員長：⇃಴ோ美

委 員：山㷂ᮒ美、坂ඖ由美子、上田㯞⾰子、㈈㒊ṇ恵、Ᏻ田修୍㑻、加藤཭❶、୸田ḷ織、

長㇂ᕝᑦ子、㧗ぢ多恵

１．活動目標

看護協会の஦ᴗについて、会報ࠕなでしࠖࡇを㏻して会員及び県ẸへⓎಙする。

２．活動内容

1）委員会開催状況

(1）開催回数 12 回

(2）内容

 会報ࠕなでしࠖࡇの企画ᵓ成、⦅集について（第 159ྕࠥ162 ྕ）

 ⦅集会議（企画・ࣞ࢖ア࢘ࢺ・ཎ✏౫㢗）

ᐃ期内容と⦅集内容の検討、ྲྀ材内容・ྲྀ材ඛ等の検討

 ᗈ報出∧ྲྀ材ᕼᮃ調ᰝ（各委員会、ᆅ༊理஦へ）

 ஦ົᒁかࠕࡽ看護協会の⤌織、ᗈ報出∧委員の役๭についてࠖ

2）学会・研修会等のྲྀ材

ࢫ࣮ࢼきࡊやࡳ（1) Today 5᭶ 10 日

(2）宮崎看護協会㏻常総会 6᭶ 21 日

(3）看護㐍㊰┦ㄯ会 6᭶ 26日

れあい看護య㦂ࡩ（4) 7᭶ 23～25日、28 日～31 日

(5）宮崎県看護研✲学会 3᭶ 7 日

３．実施評価と課題

1）ཎ✏やグ㍕予ᐃの研修・委員会等の日⛬の関ಀで委員会ࡈとの作ᴗ㔞の೫りが大きかった。

2）⑓㝔⤂௓を⣬፹యࡔけでなく、各施設の SNS をᥖ㍕するࡇとで人材☜保に⧅がるきっかけにしたい。

次回ྕかࡽᥖ㍕予ᐃである。ᗈ報委員のᡤᒓする施設かࡽ開ጞするが、ᕼᮃする施設があれࡤເって

いく。

3）参加ᅔ㞴な委員に対しても Lineを活⏝し、ඹ᭷するࡇとができた。

4）協会員が参加できる࣮ࢼ࣮ࢥをධれ㎸ࡇࡴとで、ᗈ報ㄅに関ᚰがもてるとの཯ᛂを⪥にするࡇとがあ

った。次年度も協会員が、参加できる内容を⤌ࡳ㎸ࢇでいく。

－ 38－



日 ᫬：9᭶ 12 日（㔠）～9 ᭶ 14日（日）

会 ሙ：࣏࣮ࢭࢵ࣓ࢺなࡈや     参加者：1名

３．実施評価と課題

研修の参加者24、ࡣ 研修で参加総数ࡣ 2,245 名であった。各研修のᐃ員に対する参加⋡ࡣ平ᆒ 88㸣と

㧗く、≉に᪂たに企画した研修の参加数がቑ加したⅬࡣ成ᯝである。ࡇれࡣ、委員会での研修評価にお

いて、参加者の⌧ሙの課題を㋃࠼ࡲたࢬ࣮ࢽをᢕᥱし、♫会᝟ໃや⌧ሙの実ែを的☜に཯ᫎする研修内

容であったと評価する。

研修運営ࡣ委員会࣐ࣗࢽアࣝ㏻りに実施でき、運営に必要な実㊶的ࢫキࣝを㧗めるᶵ会となった。研

修によってࢩ࢓ࣇࡣリ࣮ࢱ࣮ࢸとしての役๭を求めࡽれるࡇともあり、教育委員としてࡽࡉに質向上に

ດめる。

ࠒ課題ࠑ

 研修運営の質向上を図るため自ᕫ研㛑にດめ、研修運営・企画に役立つ研修に参加する。

 ♫会᝟ໃのኚ໬や次ୡ代のࢬ࣮ࢽを㋃࠼ࡲ、研修内容が⌧ሙの実ែに༶した研修を企画する。

ാࡿࢀࡽࡅ⥆ࡁ⫋ሙ⎔ቃ࡙ࡾࡃ推㐍委員会

委員長：後藤美⣖

委 員：ᰡ田ᚿ஀、甲斐Ὀᖾ、⠛ཎ┿理子、早田ᗣ἞、⚟田奈津⣖、藤村ᾴ子、Ⲩᕝ貴代美

１．活動目標

1） 看護職のാき᪉ᨵ㠉の推㐍に向け、ാく看護職を守り、ാき᪉を支援する。

2） 県内看護職の໅ົ⎔ቃ調ᰝの⤖ᯝを活⏝し、研修を企画する。

3） 宮崎県内の་⒪ᶵ関・⚟♴施設等がよりよい職ሙ⎔ቃᨵၿにྲྀり⤌めるよう協力する。

２．活動内容

1）委員会開催状況

(1）開催回数 7 回

(2）内容

 年間活動の企画・運営・評価

 看護職のാき⥆けࡽれる職ሙ⎔ቃᨵၿ推㐍研修の企画・運営・評価

 令和 8年度の活動計画(研修企画)作成

 令和 7年度の活動報告

2）研修会の開催

(1）看護職のാき᪉ᨵ㠉研修会・஦౛報告会（看護師職⬟委員会Ϩとの合ྠ研修会）

日 ᫬：8᭶ 22 日（㔠）10：00～16：00

参加者：98名（51 施設）会ሙ 43名・Web 55 名参加、運営委員 11名

看護職員がാき⥆けるための多ᵝなാき᪉とやりがいのある職ሙ作りࠖࠕ࣐࣮ࢸ

ձ ⏝の活ࢫ࣮ࢼࢼࢳࣛࣉ ᆺ人஦のᑟධࠖࣈࣙࢪࠕ

ㅮ師：山ཱྀࡳࢁࡦ（≉ᐃ♫会保㝤ປົኈ）

ղ ஦౛報告会ࠖࠕ

እᅜ人㞠⏝によって᫬間እປാ๐減を実⌧

報告者：㬼野和代（㏆間⑓㝔看護㒊長）

ࣝࢭ看護提౪᪉ᘧを参考に看護の質向上、᫬間እປാ๐減を実⌧

報告者：大ᆤ㱟ྖ（宮崎ၿோ会⑓㝔 ๪看護師長）

DX のᑟධによって看護ᴗົのຠ⋡໬を実⌧

報告者：㯮木ṇᶞ（௓護⪁人保೺施設⺯㑚ⱌ 施設長）

ճ ᝟報提౪

ᆅᇦ་⒪໅ົ⎔ቃᨵၿయไ整備஦ᴗ㈝補ຓ㔠等について

令和 7年度ാき᪉ᨵ㠉推㐍支援ຓ成㔠について

3）関ಀᶵ関とのලయ的な㐃ᦠ

看護師職⬟委員会１と㐃ᦠし研修会を開催した

県་⒪ᨻ⟇課に研修会において᝟報提౪を౫㢗した

各ᆅ༊運営委員会との㐃ᦠ、᝟報ඹ᭷



３．実施評価と課題

௒年度の研修会ࡣ看護職のാき᪉ᨵ㠉研修会、஦౛報告会の࣐࣮ࢸで開催し、98名（51 施設）の参加

があった。♫会保㝤ປົኈによるㅮ₇会でࡣ㧗㱋者㞠⏝ไ度とࣈࣙࢪᆺ人஦のᑟධについて職ሙのྲྀり

看護人材☜保・ᐃ╔に関する各་⒪ᶵ関の看護のࡣとができた。஦౛報告会でࡇࡪを学ࡳ⤌ DXᑟධにつ

いて᝟報提౪を企画し 3 施設に஦౛報告をしてもࡽった。看護職員がാき⥆けࡽれる多ᵝなാき᪉、や

りがいのある職ሙ⎔ቃ࡙くり、DX のᑟධに学ࡪᶵ会となった。アࣥࢺ࣮ࢣ⤖ᯝでࠕࡣ研修内容のわかり

やすࡉ 実㊶への活⏝度ࠕࠖ、 れた。参加者にとって実ࡽれもⰋい⤖ᯝがᚓࡎ参加目的の達成度ࠖといࠕࠖ、

㊶的かつ᭷ព⩏な学びのሙとなり、自施設でのලయ的なྲྀり⤌ࡳへのࢺࣥࣄや課題ㄆ㆑を῝めるᶵ会と

なった。௒後の課題解決や職ሙ⎔ቃ整備、ຠ⋡໬推㐍に⧅ࡆていくពḧがឤࡽࡌれた。

次年度ࡣ看護師不足が῝้な中、看護職人材☜保・ᐃ╔に向け、࢚ࣥࢺ࣓ࣥࢪ࣮ࢤの必要ᛶやᨵၿ・

向上を目的とした看護管理者（リ࣮࣮ࢲ）研修、ࡲたࢫ࣮ࢼࢼࢳࣛࣉが㍤く職ሙ࡙くりについて஦౛報

告会を企画した。研修会の開催ࡔけでなく、関ಀᶵ関、各ᆅ༊運営委員会等と㐃ᦠし看護職人材の☜保

とᐃ╔に向けたලయ的支援等、各施設がよりよい職ሙ⎔ቃᨵၿにྲྀり⤌めるようᘬき⥆き協力していき

たい。

ᗈሗฟ∧委員会

委員長：⇃಴ோ美

委 員：山㷂ᮒ美、坂ඖ由美子、上田㯞⾰子、㈈㒊ṇ恵、Ᏻ田修୍㑻、加藤཭❶、୸田ḷ織、

長㇂ᕝᑦ子、㧗ぢ多恵

１．活動目標

看護協会の஦ᴗについて、会報ࠕなでしࠖࡇを㏻して会員及び県ẸへⓎಙする。

２．活動内容

1）委員会開催状況

(1）開催回数 12回

(2）内容

 会報ࠕなでしࠖࡇの企画ᵓ成、⦅集について（第 159ྕࠥ162ྕ）

 ⦅集会議（企画・ࣞ࢖ア࢘ࢺ・ཎ✏౫㢗）

ᐃ期内容と⦅集内容の検討、ྲྀ材内容・ྲྀ材ඛ等の検討

 ᗈ報出∧ྲྀ材ᕼᮃ調ᰝ（各委員会、ᆅ༊理஦へ）

 ஦ົᒁかࠕࡽ看護協会の⤌織、ᗈ報出∧委員の役๭についてࠖ

2）学会・研修会等のྲྀ材

ࢫ࣮ࢼきࡊやࡳ（1) Today 5᭶ 10 日

(2）宮崎看護協会㏻常総会 6᭶ 21 日

(3）看護㐍㊰┦ㄯ会 6᭶ 26日

れあい看護య㦂ࡩ（4) 7᭶ 23～25日、28 日～31 日

(5）宮崎県看護研✲学会 3᭶ 7 日

３．実施評価と課題

1）ཎ✏やグ㍕予ᐃの研修・委員会等の日⛬の関ಀで委員会ࡈとの作ᴗ㔞の೫りが大きかった。

2）⑓㝔⤂௓を⣬፹యࡔけでなく、各施設の SNS をᥖ㍕するࡇとで人材☜保に⧅がるきっかけにしたい。

次回ྕかࡽᥖ㍕予ᐃである。ᗈ報委員のᡤᒓする施設かࡽ開ጞするが、ᕼᮃする施設があれࡤເって

いく。

3）参加ᅔ㞴な委員に対しても Lineを活⏝し、ඹ᭷するࡇとができた。

4）協会員が参加できる࣮ࢼ࣮ࢥをධれ㎸ࡇࡴとで、ᗈ報ㄅに関ᚰがもてるとの཯ᛂを⪥にするࡇとがあ

った。次年度も協会員が、参加できる内容を⤌ࡳ㎸ࢇでいく。
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௧࿴ 7年度 特ู委員会報告

看護ไᗘ委員会

委員長：濱嵜真由美

委  員：久保ᩔ子、門田広美、ᆏ本୕智代、藤村涼子、井上洋子

１.活動目標

看護制度及び関㐃ㅖ事㡯について⥅⥆的に検討を重ࡡ、看護の質向上のための具体的方向性を♧す。

２.活動内容

1）委員会開催状況

(1）開催回数 3回

(2）内容

以下の内容について情報を共有し、宮崎県看護協会活動を検討する上での資料とした。

・日本看護協会の活動に関すること（日本看護協会理事会報告）

・認定看護師教育の現状と課題に関すること

・看護師基礎教育の４年制化に関すること

・看護教育の動向について

・助産師教育に関すること（OSCEの導入等）

・宮崎県看護協会の活動について（施設代表者会議報告等）

・新たな地域医療構想について

・医療機関業務効率化・職場環境改善の推進のための法改正について

３.実施評価と課題

宮崎┴におࡅる看護職員の㟂⤥、認定看護師教育・特定行Ⅽ研修、看護⌧場の DXの推進、看護管理者

育成といったᖜᗈいテーマが議ㄽされた。加えて、日本看護協会のᨻ策にకう、看護関㐃の制度ኚ᭦等

課題が明らかになった。

今後は、「看護のᑗ来ࣙࢪࣅン 2040」に♧された社会動向を㋃まえ、看護職の࢙࢘ルࣅーインࢢを☜

保すること、看護職の役割ᣑ大に対ᛂできる㈨質向上、ゼၥ看護体制ᩚ備としてのゼၥ看護⥲合支援セ

ンターの設⨨や、看護⌧場の DX推進、看看㐃ᦠにおࡅる⅏ᐖ時の支援体制強化、看護の質向上、ேᮦ育

成な࡝の具体的な施策を検討しながら、地域の医療体制を支えることが求められる。

་⒪Ᏻ඲᥎㐍委員会

委員長：ᑠ川㈼஧

委 員：Ọ཭ᘏỤ、甲斐㑥ᏹ、ྑ松真ᑑ美、宮内ࡦかる、⸨内༓ኟ、㯮木美紀

１.活動目標

1）看護職及び医療職の医療安全のᑓ㛛的▱㆑・ᢏ術向上の推進をᅗる。

2）医療安全管理者養成研修の支援を行う。

3）医療安全に関ࢃる担ᙜ者等のネットワークసりと相互支援を行う。

4）7地区におࡅる医療安全推進活動の支援を行う。

２.活動内容

1）委員会開催状況

(1）開催回数 5回

(2）内容

・医療安全研修会の企画・運営

・看護協会主催の医療安全管理者養成研修支援

・地区活動報告

・医療安全に関する᝟報交᥮と共有

・委員会活動実⦼のまとめとḟ年度活動計画᱌のస成

2）研修会の開催

(1）医療安全研修会①

日 時：9月 28日 9：30～15：30

参加者：79名（うち会員以外 13名）、運営委員 3名

テーマ：心理学とヒューマンエラーの関係から安全対策のヒントを得る

講 師：河野龍太郎（株式会社安全推進研究所 所長）

(2）医療安全研修会②

日 時：12月 13日（土）9：30～15：30

参加者：74名（うち会員以外 10名）、運営委員 3名

テーマ：インシデントレポートを前向きに活用してみよう

講 師：長谷川剛（泉大津急性期メディカルセンター クオリティー管理センター長）

(3）医療安全管理者養成研修 集合研修

日 時：10月 30日（木）9：20～15：30

参加者：43名（うち会員以外 9名）、運営委員 3名

テーマ：第 6章 安全文化の醸成

講 師：甲斐由紀子（宮崎大学名誉教授）

3）会議・学会等への参加

(1）第 20回医療の質・安全学会学術集会

日 時：11月 8日（土）～9日（日）

会 場：京都市勧業館みやこめっせ   参加者：１名

３.実施評価と課題

医療安全研修①「心理学とヒューマンエラーの関係から安全対策のヒントを得る」および研修②「イ

ンシデントレポートを前向きに活用してみよう」は、いずれも受講者から「実践に活かせる有意義な内

容だった」「新たな視点を得ることができた」といった前向きな意見が多く寄せられ、満足度の高い研修

であった。特に、各施設での具体的な取り組みにつながる内容であった点は大きな成果である。

本年度から委員を削減して活動したが、事前準備や役割分担を工夫することで大きな混乱もなく、円

滑に運営できた。また、委員会において各地区や施設の課題を共有したことで、他施設の取り組みを参

考にした改善策の検討や、新たな研修企画への発展につながるケースも見られた。来年度は医療安全管

理者の交流を目的とした研修を予定しており、ネットワークの構築と相互支援体制の強化が期待される。

一方で、医療安全活動は依然として看護部主導に偏る傾向があり、多職種が対等な立場で関与する体

制づくりは十分とはいえない。今後は、医療安全を特定職種の責務とするのではなく、多職種協働によ

る医療安全文化をいかに醸成していくかが重要な課題である。

認定看護管理者教育運営委員会

委員長：松田聖美

委 員：東美代子、武田 愛、井上由紀子、久保田智美、日髙明美、髙岩真秀美、向井ふさ子

１.活動目標

認定看護管理者教育の理念・目的が達成されるためにファーストレベル及びセカンドレベル教育課程

に関する審議を行い、効果的な運営を行う。

２.活動内容

1）委員会開催状況

(1）開催回数 6回

(2）内容

・教育課程年間計画について

・運営委員会年間計画・演習支援について

・ファーストレベル研修・セカンドレベル研修について

・ファーストレベル・セカンドレベルフォローアップ研修について

・看護管理実践報告について
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௧࿴ 7年度 特ู委員会報告

看護ไᗘ委員会

委員長：濱嵜真由美

委  員：久保ᩔ子、門田広美、ᆏ本୕智代、藤村涼子、井上洋子

１.活動目標

看護制度及び関㐃ㅖ事㡯について⥅⥆的に検討を重ࡡ、看護の質向上のための具体的方向性を♧す。

２.活動内容

1）委員会開催状況

(1）開催回数 3回

(2）内容

以下の内容について情報を共有し、宮崎県看護協会活動を検討する上での資料とした。

・日本看護協会の活動に関すること（日本看護協会理事会報告）

・認定看護師教育の現状と課題に関すること

・看護師基礎教育の４年制化に関すること

・看護教育の動向について

・助産師教育に関すること（OSCEの導入等）

・宮崎県看護協会の活動について（施設代表者会議報告等）

・新たな地域医療構想について

・医療機関業務効率化・職場環境改善の推進のための法改正について

３.実施評価と課題

宮崎┴におࡅる看護職員の㟂⤥、認定看護師教育・特定行Ⅽ研修、看護⌧場の DXの推進、看護管理者

育成といったᖜᗈいテーマが議ㄽされた。加えて、日本看護協会のᨻ策にకう、看護関㐃の制度ኚ᭦等

課題が明らかになった。

今後は、「看護のᑗ来ࣙࢪࣅン 2040」に♧された社会動向を㋃まえ、看護職の࢙࢘ルࣅーインࢢを☜

保すること、看護職の役割ᣑ大に対ᛂできる㈨質向上、ゼၥ看護体制ᩚ備としてのゼၥ看護⥲合支援セ

ンターの設⨨や、看護⌧場の DX推進、看看㐃ᦠにおࡅる⅏ᐖ時の支援体制強化、看護の質向上、ேᮦ育

成な࡝の具体的な施策を検討しながら、地域の医療体制を支えることが求められる。

་⒪Ᏻ඲᥎㐍委員会

委員長：ᑠ川㈼஧

委 員：Ọ཭ᘏỤ、甲斐㑥ᏹ、ྑ松真ᑑ美、宮内ࡦかる、⸨内༓ኟ、㯮木美紀

１.活動目標

1）看護職及び医療職の医療安全のᑓ㛛的▱㆑・ᢏ術向上の推進をᅗる。

2）医療安全管理者養成研修の支援を行う。

3）医療安全に関ࢃる担ᙜ者等のネットワークసりと相互支援を行う。

4）7地区におࡅる医療安全推進活動の支援を行う。

２.活動内容

1）委員会開催状況

(1）開催回数 5回

(2）内容

・医療安全研修会の企画・運営

・看護協会主催の医療安全管理者養成研修支援

・地区活動報告

・医療安全に関する᝟報交᥮と共有

・委員会活動実⦼のまとめとḟ年度活動計画᱌のస成

2）研修会の開催

(1）医療安全研修会①

日 時：9月 28日 9：30～15：30

参加者：79名（うち会員以外 13名）、運営委員 3名

テーマ：心理学とヒューマンエラーの関係から安全対策のヒントを得る

講 師：河野龍太郎（株式会社安全推進研究所 所長）

(2）医療安全研修会②

日 時：12月 13日（土）9：30～15：30

参加者：74名（うち会員以外 10名）、運営委員 3名

テーマ：インシデントレポートを前向きに活用してみよう

講 師：長谷川剛（泉大津急性期メディカルセンター クオリティー管理センター長）

(3）医療安全管理者養成研修 集合研修

日 時：10月 30日（木）9：20～15：30

参加者：43名（うち会員以外 9名）、運営委員 3名

テーマ：第 6章 安全文化の醸成

講 師：甲斐由紀子（宮崎大学名誉教授）

3）会議・学会等への参加

(1）第 20回医療の質・安全学会学術集会

日 時：11月 8日（土）～9日（日）

会 場：京都市勧業館みやこめっせ   参加者：１名

３.実施評価と課題

医療安全研修①「心理学とヒューマンエラーの関係から安全対策のヒントを得る」および研修②「イ

ンシデントレポートを前向きに活用してみよう」は、いずれも受講者から「実践に活かせる有意義な内

容だった」「新たな視点を得ることができた」といった前向きな意見が多く寄せられ、満足度の高い研修

であった。特に、各施設での具体的な取り組みにつながる内容であった点は大きな成果である。

本年度から委員を削減して活動したが、事前準備や役割分担を工夫することで大きな混乱もなく、円

滑に運営できた。また、委員会において各地区や施設の課題を共有したことで、他施設の取り組みを参

考にした改善策の検討や、新たな研修企画への発展につながるケースも見られた。来年度は医療安全管

理者の交流を目的とした研修を予定しており、ネットワークの構築と相互支援体制の強化が期待される。

一方で、医療安全活動は依然として看護部主導に偏る傾向があり、多職種が対等な立場で関与する体

制づくりは十分とはいえない。今後は、医療安全を特定職種の責務とするのではなく、多職種協働によ

る医療安全文化をいかに醸成していくかが重要な課題である。

認定看護管理者教育運営委員会

委員長：松田聖美

委 員：東美代子、武田 愛、井上由紀子、久保田智美、日髙明美、髙岩真秀美、向井ふさ子

１.活動目標

認定看護管理者教育の理念・目的が達成されるためにファーストレベル及びセカンドレベル教育課程

に関する審議を行い、効果的な運営を行う。

２.活動内容

1）委員会開催状況

(1）開催回数 6回

(2）内容

・教育課程年間計画について

・運営委員会年間計画・演習支援について

・ファーストレベル研修・セカンドレベル研修について

・ファーストレベル・セカンドレベルフォローアップ研修について

・看護管理実践報告について
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2）研修会の開催

(1）認定看護管理者教育課程ファーストレベルフォローアップ研修

日 時：6月 1日（日）

参加者：20名（うち会員以外 0名）、運営委員 6名

(2）認定看護管理者教育課程ファーストレベル研修

日 時：5月 13日（ⅆ）～9月 19日（ⅆ）

参加者：66名（うち会員以外 0名）

(3）認定看護管理者教育課程セカンドレベルファローアップ研修

日 時：7月 6日（日）

参加者：9名（うち会員以外 0名）、運営委員 2名

(4）認定看護管理者教育課程セカンドレベル看護管理実践報告会

日 時：8月 2日（土）

参加者：11名（うち会員以外 0名）、運営委員 7名

(5）認定看護管理者教育課程セカンドレベル研修

日 時：10月 3日（㔠）～1月 23日（㔠）

参加者：20名（うち会員以外 0名）

３.実施評価と課題

各研修ともに計画㏻りに実行でき、受講⏕の満足度も高くⰋい学びにつながった。⤫合演習において

は、ファーストレベルでは「ၥ題ゎỴの方ἲ」の特ู講義と発⾲会を取りධれたヨみを行いዲ評であっ

た。セカンドレベルでは、講義で学ࢇだ組⧊分ᯒにおࡅる͆クロス SWOT分ᯒ͇の看護管理改善計画への

活用について支援を行い、学びを῝めることができた。受講⏕は、⤫合演習を㏻してデータやᣦ標の重

要性を認㆑できたが、͆ 課題Ѝ目標Ѝ計画͇の一㈏性を保つ支援のᅾり方を෌考するᚲ要がある。今後の

課題は、ḟ年度から開ጞする͆看護管理研修͇の࿘▱をᅗっていくことである。

Ꮫ会委員会

委員長：松本᠇子

委 員：松ⴥ㔛Ụ、ᖹ田ࢧオリ、日髙真紀、川崎᭸子、川㷂ఙ子

１.活動目標

1）宮崎┴看護研究学会のᢒ㘓ᛂເ施設数のቑ加を目ᣦす。

2）宮崎┴看護研究学会の活発な意見交᥮により看護の質の向上を目ᣦす。

3）㨩ຊある特ู講演を企画・実施する。

２.活動内容

1）委員会開催状況

(1）開催回数 6回

(2）内容

・前年度委員会活動報告

・௧࿴ 7年度活動計画について

・学会開催内容と構成

・特ู講演のテーマと講師㑅定

・ᢒ㘓㑅考とᗙ長㑅ฟ

・ḟ年度活動計画᭩స成

2）宮崎┴看護研究学会の開催

日 時：3月 7日（土）9：00～12：15

参加者：240名(うち会員以外 1名、学⏕ 139名)、運営員 32名

学会テーマ：「日本のࡦなた宮崎」を支える看護～ୡ代を㉸えて築く、➗㢦とಙ㢗の看護

発⾲演題 ཱྀ演：17題、♧ㄝ：11題

講演テーマ：「ゼၥ看護大ዲきっ」～⚾の看護のཎ点はここにあった～

講師 久保野 イࢶ子(認定 NPOἲே࣍ー࣒࣍スࣆス宮崎 ๪理事長)

3）会議・学会等への参加

(1）第 20回医療の質・安全学会学術集会

日 時：11月 8日（土）～11月 9日（日）

会 場：京都市勧業館みやこめっせ   参加者：1名

３.実施評価と課題

今年度は、᫖年度ྠᵝ会場参加のみで開催し、240名が参加した（うち学⏕が 139名）。

ᙜ日は、ཱྀ演 17演題、♧ㄝ 11演題が発⾲され、質␲ᛂ⟅も活発に行ࢃれた。学⏕も一⯡参加者とྠ

ᵝに✚ᴟ的に質ၥするጼが見られ、大ኚ㢗もしくឤࡌられた。

今年度より新たに実践報告の区分を設2、ࡅ 演題のᛂເがあったが、今回はṧ念ながら᥇ᢥには⮳ら

なかった。また、ྠ一施設からの演題が多かったことから、今後は他施設からのᛂເ数ቑ加に向ࡅた取

り組みが課題である。

♧ㄝ発⾲は 2㝵ラ࢘ンࢪで実施されたが、アンケートでは「会場が⊃い」「ḟの♧ㄝへの⛣動がしにく

い」「参加者の⚾ㄒがẼになる」な࡝の意見が寄せられた。発⾲者・参加者཮方がᛌ㐺に㐣ࡈせる⎔ቃづ

くりに向ࡅ、今後十分な検討がᚲ要である。

ᐇ⩦ᣦᑟ者ㅮ⩦会᳨ウ委員会

委員長：ᑠ川῟子

委  員：上ᒣ美紀、῝見ಙ子、ᆏ井ㅬḟ、川㷂ఙ子

１.活動目標

1）実習ᣦ導者講習会の目的に↷らし合ࢃせ、実施にకう企画・運営・評価を㐺ษに行う。

2）講習会受講後のフォローアップ研修を企画・運営し、受講⏕が実習ᣦ導の課題やᣦ導体制のよりよい

方向性を見いだすᶵ会とする。

２.活動内容

1）委員会開催状況

(1）開催回数 5回

(2）内容

・⑓㝔主体ࢥース・特定分野ࢥース運営

・⑓㝔主体ࢥース・特定分野ࢥース開講式・発⾲会・㛢講式ฟᖍ

・⑓㝔主体ࢥース・特定分野ࢥース運営評価

・実習ᣦ導者講習会フォローアップ研修運営評価

・௧࿴ 8年度⑓㝔主体ࢥース・特定分野ࢥース計画

2）研修会の開催

(1）宮崎┴保೺師ຓ⏘師看護師実習ᣦ導者講習会（⑓㝔主体）

日  程：5月 28日（Ỉ）～8月 6日（Ỉ） eラーࢽンࢢ 15時間 集合研修 29日間

受講者数：42名（うち会員以外 7名）、運営委員 5名

修஢者数：42名

(2）宮崎┴保೺師ຓ⏘師看護師実習ᣦ導者講習会（特定分野）

日  程：5月 28日（Ỉ）～7月２5日（㔠）  集合研修 9日間

受講者数：11名（うち会員以外 5名）、運営委員 5名

修஢者数：12名 ͤ௧࿴ 6年度⿵講者 1名ྵࡴ

(3）実習ᣦ導者講習会フォローアップ研修

日  程：1月 31日（土）

受講者数：19名（うち会員以外 1名）、運営委員 4名

３.実施評価と課題

 講習会運営について、講習会の目的に↷らし合ࢃせ企画・運営できた。

 演習担ᙜ教員について㍯␒制を導ධしたが、ᕼᮃの担ᙜ⛉目と合⮴しない状況もあり、᏶全な㍯␒制

とはならない状況でேᮦ☜保にᅔ㞴な状況は⥆いている。

 ᣦ導᱌స成について、講義担ᙜ教員と演習担ᙜ教員の共㏻理ゎがᚲ要である。

 教育ཎ理の eラーࢽンࢢの理ゎについて協議し、௧࿴ 8年度からは対㠃講義とする。

－ 42－



2）研修会の開催

(1）認定看護管理者教育課程ファーストレベルフォローアップ研修

日 時：6月 1日（日）

参加者：20名（うち会員以外 0名）、運営委員 6名

(2）認定看護管理者教育課程ファーストレベル研修

日 時：5月 13日（ⅆ）～9月 19日（ⅆ）

参加者：66名（うち会員以外 0名）

(3）認定看護管理者教育課程セカンドレベルファローアップ研修

日 時：7月 6日（日）

参加者：9名（うち会員以外 0名）、運営委員 2名

(4）認定看護管理者教育課程セカンドレベル看護管理実践報告会

日 時：8月 2日（土）

参加者：11名（うち会員以外 0名）、運営委員 7名

(5）認定看護管理者教育課程セカンドレベル研修

日 時：10月 3日（㔠）～1月 23日（㔠）

参加者：20名（うち会員以外 0名）

３.実施評価と課題

各研修ともに計画㏻りに実行でき、受講⏕の満足度も高くⰋい学びにつながった。⤫合演習において

は、ファーストレベルでは「ၥ題ゎỴの方ἲ」の特ู講義と発⾲会を取りධれたヨみを行いዲ評であっ

た。セカンドレベルでは、講義で学ࢇだ組⧊分ᯒにおࡅる͆クロス SWOT分ᯒ͇の看護管理改善計画への

活用について支援を行い、学びを῝めることができた。受講⏕は、⤫合演習を㏻してデータやᣦ標の重

要性を認㆑できたが、͆ 課題Ѝ目標Ѝ計画͇の一㈏性を保つ支援のᅾり方を෌考するᚲ要がある。今後の

課題は、ḟ年度から開ጞする͆看護管理研修͇の࿘▱をᅗっていくことである。

Ꮫ会委員会

委員長：松本᠇子

委 員：松ⴥ㔛Ụ、ᖹ田ࢧオリ、日髙真紀、川崎᭸子、川㷂ఙ子

１.活動目標

1）宮崎┴看護研究学会のᢒ㘓ᛂເ施設数のቑ加を目ᣦす。

2）宮崎┴看護研究学会の活発な意見交᥮により看護の質の向上を目ᣦす。

3）㨩ຊある特ู講演を企画・実施する。

２.活動内容

1）委員会開催状況

(1）開催回数 6回

(2）内容

・前年度委員会活動報告

・௧࿴ 7年度活動計画について

・学会開催内容と構成

・特ู講演のテーマと講師㑅定

・ᢒ㘓㑅考とᗙ長㑅ฟ

・ḟ年度活動計画᭩స成

2）宮崎┴看護研究学会の開催

日 時：3月 7日（土）9：00～12：15

参加者：240名(うち会員以外 1名、学⏕ 139名)、運営員 32名

学会テーマ：「日本のࡦなた宮崎」を支える看護～ୡ代を㉸えて築く、➗㢦とಙ㢗の看護

発⾲演題 ཱྀ演：17題、♧ㄝ：11題

講演テーマ：「ゼၥ看護大ዲきっ」～⚾の看護のཎ点はここにあった～

講師 久保野 イࢶ子(認定 NPOἲே࣍ー࣒࣍スࣆス宮崎 ๪理事長)

3）会議・学会等への参加

(1）第 20回医療の質・安全学会学術集会

日 時：11月 8日（土）～11月 9日（日）

会 場：京都市勧業館みやこめっせ   参加者：1名

３.実施評価と課題

今年度は、᫖年度ྠᵝ会場参加のみで開催し、240名が参加した（うち学⏕が 139名）。

ᙜ日は、ཱྀ演 17演題、♧ㄝ 11演題が発⾲され、質␲ᛂ⟅も活発に行ࢃれた。学⏕も一⯡参加者とྠ

ᵝに✚ᴟ的に質ၥするጼが見られ、大ኚ㢗もしくឤࡌられた。

今年度より新たに実践報告の区分を設2、ࡅ 演題のᛂເがあったが、今回はṧ念ながら᥇ᢥには⮳ら

なかった。また、ྠ一施設からの演題が多かったことから、今後は他施設からのᛂເ数ቑ加に向ࡅた取

り組みが課題である。

♧ㄝ発⾲は 2㝵ラ࢘ンࢪで実施されたが、アンケートでは「会場が⊃い」「ḟの♧ㄝへの⛣動がしにく

い」「参加者の⚾ㄒがẼになる」な࡝の意見が寄せられた。発⾲者・参加者཮方がᛌ㐺に㐣ࡈせる⎔ቃづ

くりに向ࡅ、今後十分な検討がᚲ要である。

ᐇ⩦ᣦᑟ者ㅮ⩦会᳨ウ委員会

委員長：ᑠ川῟子

委  員：上ᒣ美紀、῝見ಙ子、ᆏ井ㅬḟ、川㷂ఙ子

１.活動目標

1）実習ᣦ導者講習会の目的に↷らし合ࢃせ、実施にకう企画・運営・評価を㐺ษに行う。

2）講習会受講後のフォローアップ研修を企画・運営し、受講⏕が実習ᣦ導の課題やᣦ導体制のよりよい

方向性を見いだすᶵ会とする。

２.活動内容

1）委員会開催状況

(1）開催回数 5回

(2）内容

・⑓㝔主体ࢥース・特定分野ࢥース運営

・⑓㝔主体ࢥース・特定分野ࢥース開講式・発⾲会・㛢講式ฟᖍ

・⑓㝔主体ࢥース・特定分野ࢥース運営評価

・実習ᣦ導者講習会フォローアップ研修運営評価

・௧࿴ 8年度⑓㝔主体ࢥース・特定分野ࢥース計画

2）研修会の開催

(1）宮崎┴保೺師ຓ⏘師看護師実習ᣦ導者講習会（⑓㝔主体）

日  程：5月 28日（Ỉ）～8月 6日（Ỉ） eラーࢽンࢢ 15時間 集合研修 29日間

受講者数：42名（うち会員以外 7名）、運営委員 5名

修஢者数：42名

(2）宮崎┴保೺師ຓ⏘師看護師実習ᣦ導者講習会（特定分野）

日  程：5月 28日（Ỉ）～7月２5日（㔠）  集合研修 9日間

受講者数：11名（うち会員以外 5名）、運営委員 5名

修஢者数：12名 ͤ௧࿴ 6年度⿵講者 1名ྵࡴ

(3）実習ᣦ導者講習会フォローアップ研修

日  程：1月 31日（土）

受講者数：19名（うち会員以外 1名）、運営委員 4名

３.実施評価と課題

 講習会運営について、講習会の目的に↷らし合ࢃせ企画・運営できた。

 演習担ᙜ教員について㍯␒制を導ධしたが、ᕼᮃの担ᙜ⛉目と合⮴しない状況もあり、᏶全な㍯␒制

とはならない状況でேᮦ☜保にᅔ㞴な状況は⥆いている。

 ᣦ導᱌స成について、講義担ᙜ教員と演習担ᙜ教員の共㏻理ゎがᚲ要である。

 教育ཎ理の eラーࢽンࢢの理ゎについて協議し、௧࿴ 8年度からは対㠃講義とする。
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ಖ೺ᐊᆅ༊௦⾲者委員会ࡢࡕࡲ

委員長：田୰⃈子

委 員：加⸨༓㭯、⸨ཎ຾美、୸ᒸ智子、ᑠ∹田బ▱子、㰺⸨ⓙ子、ᅄඖ⍞ᜨ、ᒣඖヒࢧ子、Ọ野秀子

１.活動目標

1）┴Ẹを対㇟に、ここࢁや㌟体について、いつでも、࡝こでも、だれもが㌟㏆なとこࢁでẼ㍍に相ㄯで

きる場所として「まちの保೺ᐊ」を┴内全ᇦで開設し、地ᇦにおࡅる他職種との㐃ᦠをᅗることにດ

めながら、┴Ẹの೺ᗣ保ᣢ・ቑ進を支援する。

2）「まちの保೺ᐊ」の活動が、┴Ẹの⏕活に寄りῧった「೺ᗣ」と「安心」を支える地ᇦづくり活動と

なることを目ᣦし、✚ᴟ的なၨ発にດめる。

3）研修会を㐺時開催し、相ㄯにᦠࢃる相ㄯ員の☜保・育成と相ㄯ員としての質向上をᅗる。

２.活動内容

1）委員会開催状況

(1）開催回数 5回

(2）内容

・௧࿴ 7年度委員会活動計画について

・まちの保೺ᐊ設⨨、運営について

・研修会企画・立᱌・実施・評価

・௧࿴ 7年度活動の᣺り㏉りと実⦼のまとめ

・ḟ年度の活動計画の検討

2）研修会の開催

(1）まちの保೺ᐊ協ຊ員等研修会（共㏻）

日 時：10月 4日（土）9：30～12：00

参加者：112名（うち会員以外 13名）、運営委員㸵名

テーマ：今こࡑ▱っておきたいឤᰁ⑕の動向と対策

講 師：బ⸨ᆂ๰（ᘏᒸ市医師会⑓㝔 医師）

(2）まちの保೺ᐊ協ຊ員等研修会（日༡・୵間地区）ͤ地区活動報告参↷

(3）まちの保೺ᐊ協ຊ員等研修会（ᘏᒸ・す⮻ᯂ、日向・東⮻ᯂ地区）ͤ地区活動報告参↷

(4）まちの保೺ᐊ協ຊ員等 4 地区合ྠ研修会（す都・ඣえ・ᯘᑠ、┴ㅖ໭・ᇛ都、┴ㅖ東・崎宮、‮

びの・すㅖ┴地区）ͤ地区活動報告参↷

3）地区活動

各地区活動報告 ⾲１、⾲２参↷

⾲１ 地区ู実⦼（定期ᆺ）
地区

内ヂ

ᘏᒸ
す⮻ᯂ

日向
東⮻ᯂ

す都
ඣ‮

宮崎
東ㅖ┴

都ᇛ
໭ㅖ┴

ᑠᯘ
えびの
すㅖ┴

日༡
୵間

合計

開 催 日 数 55 23 35 54 17 23 24 231

ᚑ事者⥲数 112 40 45 56 34 47 48 382

฼用者⥲数 460 195 233 776 109 193 374 2,340

ᘏ相ㄯ௳数 724 479 313 1,691 273 378 810 4,668

⾲２ 地区ู実⦼（イベントᆺ）  
地区

内ヂ

ᘏᒸ
す⮻ᯂ

日向
東⮻ᯂ

す都
ඣ‮

宮崎
東ㅖ┴

都ᇛ
໭ㅖ┴

ᑠᯘ
えびの
すㅖ┴

日༡
୵間

合計

開 催 日 数 0 1 1 5 2 0 4 13

ᚑ事者⥲数 0 3 3 11 4 0 15 36

฼用者⥲数 0 11 11 78 86 0 276 462

ᘏ相ㄯ௳数 0 37 11 126 90 0 538 802

３.実施評価と課題

まちの保೺ᐊ事業は、┴内 7地区で定期ᆺ・イベントᆺを開設しており、⌧ᅾ 134名の協ຊ員が活動

している。地区ู実⦼は、⾲１、２参↷。

協ຊ員研修は、共㏻、各地区ともに計画㏻り実施することができ、Ⰻい学びができた。また、研修時

に参加者へまちの保೺ᐊ活動の⤂௓をすることにより「まちの保೺ᐊについてึめて▱った」とのኌが

多く、保೺ᐊの活動内容について改めて࿘▱することができた。

相ㄯ業務について、今年度はឤᰁ⑕等のᙳ㡪がなく、定期ᆺ・イベントᆺともに全地区予定㏻り実施

することができ前年度にẚ࡭相ㄯ௳数がఙびた。

今後の課題は、開設場所についての検討と協ຊ員のቑ員☜保である。協ຊ員については、高㱋を理由

に㎡㏥するேもありே員☜保が急務だが、研修会での活動⤂௓や௧࿴ 6 年度にస成した「協ຊ員ເ集」

によりࡅラシの活用、地区会議等での࿧びかࢳ 14名の新つⓏ㘓があった。

「まちの保೺ᐊ」を฼用した相ㄯ者からは、「⾑ᅽ 定で高⾑ᅽをᣦ᦬され⑓㝔受デし内᭹するように

なってⰋかった。」やᐙ᪘௓護୰のேや㓄അ者をஸくされたேが「ヰをࡺっくり⫈いてもらってẼᣢちが

ⴠち╔き、ඖẼがฟた。」な࡝のኌがある。目標にἢった活動ができていると考える。今後も┴Ẹの೺ᗣ

の保ᣢ・ቑ進、೺ᗣと安心を支える地ᇦづくり活動に向ࡅて᭦にດຊしていく。

⅏ᐖ看護委員会

委員長：㛛田ᗈ美

委 員：㯮木⥤஀、ᶲ田ᚿᕹ、田代࿴代、⚟田ᖾ子、野間智ኟ、松田⳯⥴子、Ọ㏕ ᮃ

１.活動目標

1）⅏ᐖ支援ࢼースの養成を推進する。

2）⅏ᐖ支援ࢼースの⬟ຊ⥔ᣢ・向上をᅗる。

3）ᅜや┴等と動向にᛂࡌた⅏ᐖ支援活動のための体制ᩚ備をᅗる。

２.活動内容

1）委員会開催状況

(1）開催回数 6回

(2）内容

௧࿴ 7年度の委員会活動計画について

⅏ᐖ看護研修の運営・評価

⅏ᐖ支援ࢼースࣁンドࣈック（WEB∧）のస成について

⅏ᐖ支援ࢼースに係る体制ᩚ備の進ᤖの共有

௧࿴ 8年度委員会活動計画の検討

2）研修会の開催

(1）⅏ᐖ支援ࢼース⬟ຊ⥔ᣢ・向上研修（⅏ᐖ看護⦅）ͤ宮崎┴委ク事業

日 時：9月 26日（㔠）9：20～16：00

参加者：46名（うち会員以外 3名）、運営委員 5名

テーマ：㑊㞴所におࡅる⅏ᐖ支援活動のシ࣑ュレーシࣙン

講 師：㬼野࿴代（ᱜ十Ꮠࢢループ㏆間⑓㝔 看護部長、ᩆ急看護認定看護師）

(2）⅏ᐖ支援ࢼース⬟ຊ⥔ᣢ・向上研修（ឤᰁ⑕看護⦅）ͤ宮崎┴委ク事業

日 時：10月 10日（㔠）9：20～16：10

参加者：33名（うち会員以外 1名）、運営委員 5名

テーマ：࿧྾ჾឤᰁ⑕のᣑ大㜵Ṇ（ࢰーࢽンࢢ）、安ᴦな࿧྾管理と⫵理学療ἲ

講 師：୵間真由美（ࡅいめいグ念⑓㝔 ឤᰁ管理特定認定看護師）

河野⿱行（ᅜ立⑓㝔ᶵ構宮崎東⑓㝔 ࿧྾ჾ⑌ᝈ看護特定認定看護師）

(3）⅏ᐖ支援ࢼース養成研修（演習） ͤ日本看護協会委ク事業

日 時：(講義・⅏ᐖ演習)11月 28日（㔠）9：20～16：25

(ឤᰁ⑕演習)  11月 29日（土）9：20～15：25

参加者：57名（うち会員以外 10名）、運営委員 5名 ͤ修஢者 57名

講 師（講義）：ᶫཱྀ ᬸ（宮崎┴⚟♴保೺部医療ᨻ策課 看護担ᙜ）

Ọ野秀子（宮崎┴看護協会 ᖖ務理事）

演習ᣦ導者

（⅏ᐖ演習）：ኒᒱ由加฼（ඖ宮崎市㒆医師会⑓㝔 ⅏ᐖ支援ࢼース）

成合 ࿴代（῭⏕会日向⑓㝔 ⅏ᐖ支援ࢼース）
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ಖ೺ᐊᆅ༊௦⾲者委員会ࡢࡕࡲ

委員長：田୰⃈子

委 員：加⸨༓㭯、⸨ཎ຾美、୸ᒸ智子、ᑠ∹田బ▱子、㰺⸨ⓙ子、ᅄඖ⍞ᜨ、ᒣඖヒࢧ子、Ọ野秀子

１.活動目標

1）┴Ẹを対㇟に、ここࢁや㌟体について、いつでも、࡝こでも、だれもが㌟㏆なとこࢁでẼ㍍に相ㄯで

きる場所として「まちの保೺ᐊ」を┴内全ᇦで開設し、地ᇦにおࡅる他職種との㐃ᦠをᅗることにດ

めながら、┴Ẹの೺ᗣ保ᣢ・ቑ進を支援する。

2）「まちの保೺ᐊ」の活動が、┴Ẹの⏕活に寄りῧった「೺ᗣ」と「安心」を支える地ᇦづくり活動と

なることを目ᣦし、✚ᴟ的なၨ発にດめる。

3）研修会を㐺時開催し、相ㄯにᦠࢃる相ㄯ員の☜保・育成と相ㄯ員としての質向上をᅗる。

２.活動内容

1）委員会開催状況

(1）開催回数 5回

(2）内容

・௧࿴ 7年度委員会活動計画について

・まちの保೺ᐊ設⨨、運営について

・研修会企画・立᱌・実施・評価

・௧࿴ 7年度活動の᣺り㏉りと実⦼のまとめ

・ḟ年度の活動計画の検討

2）研修会の開催

(1）まちの保೺ᐊ協ຊ員等研修会（共㏻）

日 時：10月 4日（土）9：30～12：00

参加者：112名（うち会員以外 13名）、運営委員㸵名

テーマ：今こࡑ▱っておきたいឤᰁ⑕の動向と対策

講 師：బ⸨ᆂ๰（ᘏᒸ市医師会⑓㝔 医師）

(2）まちの保೺ᐊ協ຊ員等研修会（日༡・୵間地区）ͤ地区活動報告参↷

(3）まちの保೺ᐊ協ຊ員等研修会（ᘏᒸ・す⮻ᯂ、日向・東⮻ᯂ地区）ͤ地区活動報告参↷

(4）まちの保೺ᐊ協ຊ員等 4 地区合ྠ研修会（す都・ඣえ・ᯘᑠ、┴ㅖ໭・ᇛ都、┴ㅖ東・崎宮、‮

びの・すㅖ┴地区）ͤ地区活動報告参↷

3）地区活動

各地区活動報告 ⾲１、⾲２参↷

⾲１ 地区ู実⦼（定期ᆺ）
地区

内ヂ

ᘏᒸ
す⮻ᯂ

日向
東⮻ᯂ

す都
ඣ‮

宮崎
東ㅖ┴

都ᇛ
໭ㅖ┴

ᑠᯘ
えびの
すㅖ┴

日༡
୵間

合計

開 催 日 数 55 23 35 54 17 23 24 231

ᚑ事者⥲数 112 40 45 56 34 47 48 382

฼用者⥲数 460 195 233 776 109 193 374 2,340

ᘏ相ㄯ௳数 724 479 313 1,691 273 378 810 4,668

⾲２ 地区ู実⦼（イベントᆺ）  
地区

内ヂ

ᘏᒸ
す⮻ᯂ

日向
東⮻ᯂ

す都
ඣ‮

宮崎
東ㅖ┴

都ᇛ
໭ㅖ┴

ᑠᯘ
えびの
すㅖ┴

日༡
୵間

合計

開 催 日 数 0 1 1 5 2 0 4 13

ᚑ事者⥲数 0 3 3 11 4 0 15 36

฼用者⥲数 0 11 11 78 86 0 276 462

ᘏ相ㄯ௳数 0 37 11 126 90 0 538 802

３.実施評価と課題

まちの保೺ᐊ事業は、┴内 7地区で定期ᆺ・イベントᆺを開設しており、⌧ᅾ 134名の協ຊ員が活動

している。地区ู実⦼は、⾲１、２参↷。

協ຊ員研修は、共㏻、各地区ともに計画㏻り実施することができ、Ⰻい学びができた。また、研修時

に参加者へまちの保೺ᐊ活動の⤂௓をすることにより「まちの保೺ᐊについてึめて▱った」とのኌが

多く、保೺ᐊの活動内容について改めて࿘▱することができた。

相ㄯ業務について、今年度はឤᰁ⑕等のᙳ㡪がなく、定期ᆺ・イベントᆺともに全地区予定㏻り実施

することができ前年度にẚ࡭相ㄯ௳数がఙびた。

今後の課題は、開設場所についての検討と協ຊ員のቑ員☜保である。協ຊ員については、高㱋を理由

に㎡㏥するேもありே員☜保が急務だが、研修会での活動⤂௓や௧࿴ 6 年度にస成した「協ຊ員ເ集」

によりࡅラシの活用、地区会議等での࿧びかࢳ 14名の新つⓏ㘓があった。

「まちの保೺ᐊ」を฼用した相ㄯ者からは、「⾑ᅽ 定で高⾑ᅽをᣦ᦬され⑓㝔受デし内᭹するように

なってⰋかった。」やᐙ᪘௓護୰のேや㓄അ者をஸくされたேが「ヰをࡺっくり⫈いてもらってẼᣢちが

ⴠち╔き、ඖẼがฟた。」な࡝のኌがある。目標にἢった活動ができていると考える。今後も┴Ẹの೺ᗣ

の保ᣢ・ቑ進、೺ᗣと安心を支える地ᇦづくり活動に向ࡅて᭦にດຊしていく。

⅏ᐖ看護委員会

委員長：㛛田ᗈ美

委 員：㯮木⥤஀、ᶲ田ᚿᕹ、田代࿴代、⚟田ᖾ子、野間智ኟ、松田⳯⥴子、Ọ㏕ ᮃ

１.活動目標

1）⅏ᐖ支援ࢼースの養成を推進する。

2）⅏ᐖ支援ࢼースの⬟ຊ⥔ᣢ・向上をᅗる。

3）ᅜや┴等と動向にᛂࡌた⅏ᐖ支援活動のための体制ᩚ備をᅗる。

２.活動内容

1）委員会開催状況

(1）開催回数 6回

(2）内容

௧࿴ 7年度の委員会活動計画について

⅏ᐖ看護研修の運営・評価

⅏ᐖ支援ࢼースࣁンドࣈック（WEB∧）のస成について

⅏ᐖ支援ࢼースに係る体制ᩚ備の進ᤖの共有

௧࿴ 8年度委員会活動計画の検討

2）研修会の開催

(1）⅏ᐖ支援ࢼース⬟ຊ⥔ᣢ・向上研修（⅏ᐖ看護⦅）ͤ宮崎┴委ク事業

日 時：9月 26日（㔠）9：20～16：00

参加者：46名（うち会員以外 3名）、運営委員 5名

テーマ：㑊㞴所におࡅる⅏ᐖ支援活動のシ࣑ュレーシࣙン

講 師：㬼野࿴代（ᱜ十Ꮠࢢループ㏆間⑓㝔 看護部長、ᩆ急看護認定看護師）

(2）⅏ᐖ支援ࢼース⬟ຊ⥔ᣢ・向上研修（ឤᰁ⑕看護⦅）ͤ宮崎┴委ク事業

日 時：10月 10日（㔠）9：20～16：10

参加者：33名（うち会員以外 1名）、運営委員 5名

テーマ：࿧྾ჾឤᰁ⑕のᣑ大㜵Ṇ（ࢰーࢽンࢢ）、安ᴦな࿧྾管理と⫵理学療ἲ

講 師：୵間真由美（ࡅいめいグ念⑓㝔 ឤᰁ管理特定認定看護師）

河野⿱行（ᅜ立⑓㝔ᶵ構宮崎東⑓㝔 ࿧྾ჾ⑌ᝈ看護特定認定看護師）

(3）⅏ᐖ支援ࢼース養成研修（演習） ͤ日本看護協会委ク事業

日 時：(講義・⅏ᐖ演習)11月 28日（㔠）9：20～16：25

(ឤᰁ⑕演習)  11月 29日（土）9：20～15：25

参加者：57名（うち会員以外 10名）、運営委員 5名 ͤ修஢者 57名

講 師（講義）：ᶫཱྀ ᬸ（宮崎┴⚟♴保೺部医療ᨻ策課 看護担ᙜ）

Ọ野秀子（宮崎┴看護協会 ᖖ務理事）

演習ᣦ導者

（⅏ᐖ演習）：ኒᒱ由加฼（ඖ宮崎市㒆医師会⑓㝔 ⅏ᐖ支援ࢼース）

成合 ࿴代（῭⏕会日向⑓㝔 ⅏ᐖ支援ࢼース）
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⅏ᐖ看護委員 5名

(ឤᰁ⑕演習）：▼井೺⿱（宮崎୰ኸ║⛉⑓㝔 ឤᰁ管理認定看護師）

Ọ㏕ ᮃ（₶࿴会グ念⑓㝔 ឤᰁ管理認定看護師）

川野཭㤶㔛（ᑠᯘ市立⑓㝔 クリティカルケア認定看護師）

3）㜵⅏カ⦎への参加

(1）宮崎市⥲合㜵⅏カ⦎

日 時：12月 21日（日）9：00～12：00

会 場：宮崎බ立大学（地ᇦ保೺医療⚟♴ㄪᩚ本部、㑊㞴所として）

参加者：⅏ᐖ支援ࢼース 3名、委員 1名

(2）都ᇛ市⥲合㜵⅏カ⦎

日 時：11月 30日（日）8：30～ 12：30

会 場：都ᇛ市立東ᑠ学ᰯ

参加者：地区理事等 3名

4）会議・学会等への参加

(1）日本⅏ᐖ看護学会第 27回年ḟ大会

日 程：9月 6日（土）～7日（日）

会 場：ᅜ立オリンࣆックグ念㟷ᑡ年⥲合センター   参加者：委員１名

(2）⅏ᐖ支援ࢼース養成研修企画・ᣦ導者研修の受講

日 程：オンデマンド研修࠙共㏻⦅ 11月（3時間）ࠚ 1日～2月 10日

オンライン研修࠙演習⅏ᐖ⦅2ࠚ月 13日（㔠）13：00～16：30

オンライン研修࠙演習ឤᰁ⦅2ࠚ月 27日（㔠）13：00～16：30

修஢者：委員 3名（企画・ᣦ導者 1名、⅏ᐖ演習ᣦ導者 1名、ឤᰁ⑕演習ᣦ導者 1名）

３.実施評価と課題

௧࿴ 7年度は、⅏ᐖ支援ࢼースの養成および⬟ຊ⥔ᣢ・向上を目的として、⅏ᐖ看護⦅・ឤᰁ⑕看護

⦅の 2研修に加え、日本看護協会委ク事業として養成研修（演習）を実施し、実践につながる学びのᶵ

会をᥦ౪することができた。㑊㞴所を᝿定したシ࣑ュレーシࣙンや、࿧྾ჾឤᰁ⑕におࡅるࢰーࢽンࢢ・

࿧྾管理な࡝、⅏ᐖとឤᰁ⑕の཮方に対ᛂできる内容を඘実させ、参加者からは新しい▱見の⋓得やࢳ

ー࣒活動の理ゎにつながったというኌが多く寄せられた。

委員会活動では、新たな⅏ᐖ支援ࢼースの௙組みや┴内体制ᩚ備の進ᤖを共有するとともに、⅏ᐖ時

の活動のために「宮崎┴⅏ᐖ支援ࢼースࣁンドࣈック（WEB∧）」のస成に取り組ࢇだ。さらに、宮崎市

⥲合㜵⅏カ⦎への参画や学会・研修への参加を㏻ࡌて、行ᨻ・地ᇦとの㐃ᦠを῝めるᶵ会となった。

⅏ᐖ支援ࢼースⓏ㘓者の᝟報᭦新や、研修参加者のさらなるᣑ大、⅏ᐖ支援ࢼースࣁンドࣈックのᬑ

及な࡝、⥅⥆的に取り組࡭ࡴき課題もある。ḟ年度は、ᅜや┴の動向を㋃まえつつ、以ୗを重点的に進

めることがồめられる。

・⅏ᐖ支援ࢼースのⓏ㘓⥔ᣢ・ᣑ大と、༶ᛂ性の高いேᮦ☜保

・研修内容のさらなる῝化と、実践的演習の⥅⥆強化

・⅏ᐖ支援ࢼースࣁンドࣈックのᬑ及

・行ᨻ・関係ᶵ関との協働による体制ᩚ備の加㏿

・地ᇦ㜵⅏カ⦎等への⥅⥆的参画による多職種㐃ᦠのಁ進

ᑓ㛛࣭認定看護ᖌ委員会

委員長：୕㍯真◁子

委 員：㓇井美㤶、୰内೺太、高㡲㡰子、田ཎ真美代、୰ᮧబ代

１.活動目標

1）ᑓ㛛・認定看護師が宮崎┴の看護の質向上に寄与できるよう、研修会を企画・運営・評価する

2）ᑓ㛛・認定看護師が互いのネットワークづくりを推進できるよう取り組ࡴ

２.活動内容

1）委員会開催状況

(1）開催回数 4回

(2）内容

・௧࿴ 7年度の計画にἢって研修会の運営・評価

・ᑓ㛛・認定看護師間ネットワークづくり等の方策の進ᤖについて

・ᑓ㛛・認定看護師支援のための相ㄯ事業について

・௧年 8度の活動計画の検討、స成

2）研修会の開催

(1）ᑓ㛛看護師・認定看護師研修

日 時：1月 24日（土）9：00～16：30

参加者：ᑓ㛛看護師・認定看護師 65名

බ開講ᗙ 99名（うち会員以外 3名）、運営委員 3名

テーマ：アドࣂンス・ケア・プランࢽンࢢ（ACP）を考える

講 師：ᯈ井Ꮥኍ郎（宮崎大学医学部 教授）

    ሐ育子（ゼၥ看護認定看護師）、ᴋ見࿴子（急性・重⑕ᝈ者看護ᑓ㛛看護師）

Ⲩ➉ளᕼ子（៏性心୙全看護認定看護師）、྿上大♸（⢭⚄⛉認定看護師）

(2）ᑓ㛛・認定看護師が協働して企画する看護職対㇟研修会（活動報告㈨ᩱ P77～78参↷）

研修 8回（6月 18日、7月 2日、8月 27日、9月 6・7日、10月 17日、11月 1日、11月 15日、   11

月 26日）

3）᝟報発ಙ

(1）「会報なでしこ」にࠗもう一度ᢲさえておきたい看護のࢶࢥ～ᑓ㛛看護師・認定看護師からⓙᵝ

へ࠘を 4回ᥖ㍕

(2）宮崎┴看護協会࣍ー࣒࣌ーࢪ「┴Ẹのⓙさまへ」にࠗᑓ㛛・認定看護師から࠘を 4回ᥖ㍕

4）相ㄯ事業

「会報なでしこ」や研修をᶵ会にᗈ報したが、相ㄯはなかった。

３.実施評価と課題

௧࿴ 7年度より、ᑓ㛛看護師・認定看護師が講師を担う研修は、ᙜ委員会が担ᙜする体制となった。

ᑓ㛛看護師・認定看護師が主体的に研修運営を支援すると共に、宮㷂┴全体の看護の質向上に寄与する

研修プロࢢラ࣒を目ᣦし活動を行った。

9 つの研修の⥲合評価では、ᖹᆒ⥲合得点は 34.2 点/35 点、ᖹᆒ参加⋡は 94㸣と高いỈ準であった。

これらの⤖果から、本年度の研修は、参加者のࢽーࢬに༶した内容であったことが受講後アンケートの

⤖果からも♧၀された。

ᑓ㛛・認定看護師と委員会がより効果的に㐃ᦠできる体制を構築するため、研修後の評価や᝟ࠒ課題ࠑ

報を共有するフィードࣂックの場を設ࡅたいと考えている。

ᐑᓮ┴看護༠会ྐ⦅ࢇࡉ委員会

委員長：久保ᩔ子

委 員：Ọ野秀子、川㷂ఙ子、㟷木ฟ࿴ஓ、Ⲩ川㈗代美、Ⲩ川文子、田୰美ᖾ、୰武㑳子、ᶫ満༖子

１�目的
「看護職がேࠎの೺ᗣとくらしをᏲる」౑࿨のもと、日本看護協会とともに実施してきた本会活動のグ

㘓をస成し、㈗重な㈨ᩱとして後ୡにṧすことを目的とする。

２�活動内容
�）委員会開催状況

(1）開催回数 3回

(2）内容

 宮崎┴看護協会ྐのస成目的及び内容、స成スケࢪュールについて

 宮崎┴看護協会ྐの㡯目の☜認及び各担ᙜの᝟報཰集の⤖果について

３�実施評価と課題
ᖹ成 21年度から௧࿴ 7年度までに看護協会が行った事業内容をまとめ、ᥖ㍕内容の協議を行った。

各事業や各委員会活動のグ㘓をࢃかりやすくᩚ理し、宮崎┴看護協会のあࡺみを会員や関係ᶵ関のⓙ

ᵝにఏえ、さらなる看護協会活動の活性化につなࡆたい。
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⅏ᐖ看護委員 5名

(ឤᰁ⑕演習）：▼井೺⿱（宮崎୰ኸ║⛉⑓㝔 ឤᰁ管理認定看護師）

Ọ㏕ ᮃ（₶࿴会グ念⑓㝔 ឤᰁ管理認定看護師）

川野཭㤶㔛（ᑠᯘ市立⑓㝔 クリティカルケア認定看護師）

3）㜵⅏カ⦎への参加

(1）宮崎市⥲合㜵⅏カ⦎

日 時：12月 21日（日）9：00～12：00

会 場：宮崎බ立大学（地ᇦ保೺医療⚟♴ㄪᩚ本部、㑊㞴所として）

参加者：⅏ᐖ支援ࢼース 3名、委員 1名

(2）都ᇛ市⥲合㜵⅏カ⦎

日 時：11月 30日（日）8：30～ 12：30

会 場：都ᇛ市立東ᑠ学ᰯ

参加者：地区理事等 3名

4）会議・学会等への参加

(1）日本⅏ᐖ看護学会第 27回年ḟ大会

日 程：9月 6日（土）～7日（日）

会 場：ᅜ立オリンࣆックグ念㟷ᑡ年⥲合センター   参加者：委員１名

(2）⅏ᐖ支援ࢼース養成研修企画・ᣦ導者研修の受講

日 程：オンデマンド研修࠙共㏻⦅ 11月（3時間）ࠚ 1日～2月 10日

オンライン研修࠙演習⅏ᐖ⦅2ࠚ月 13日（㔠）13：00～16：30

オンライン研修࠙演習ឤᰁ⦅2ࠚ月 27日（㔠）13：00～16：30

修஢者：委員 3名（企画・ᣦ導者 1名、⅏ᐖ演習ᣦ導者 1名、ឤᰁ⑕演習ᣦ導者 1名）

３.実施評価と課題

௧࿴ 7年度は、⅏ᐖ支援ࢼースの養成および⬟ຊ⥔ᣢ・向上を目的として、⅏ᐖ看護⦅・ឤᰁ⑕看護

⦅の 2研修に加え、日本看護協会委ク事業として養成研修（演習）を実施し、実践につながる学びのᶵ

会をᥦ౪することができた。㑊㞴所を᝿定したシ࣑ュレーシࣙンや、࿧྾ჾឤᰁ⑕におࡅるࢰーࢽンࢢ・

࿧྾管理な࡝、⅏ᐖとឤᰁ⑕の཮方に対ᛂできる内容を඘実させ、参加者からは新しい▱見の⋓得やࢳ

ー࣒活動の理ゎにつながったというኌが多く寄せられた。

委員会活動では、新たな⅏ᐖ支援ࢼースの௙組みや┴内体制ᩚ備の進ᤖを共有するとともに、⅏ᐖ時

の活動のために「宮崎┴⅏ᐖ支援ࢼースࣁンドࣈック（WEB∧）」のస成に取り組ࢇだ。さらに、宮崎市

⥲合㜵⅏カ⦎への参画や学会・研修への参加を㏻ࡌて、行ᨻ・地ᇦとの㐃ᦠを῝めるᶵ会となった。

⅏ᐖ支援ࢼースⓏ㘓者の᝟報᭦新や、研修参加者のさらなるᣑ大、⅏ᐖ支援ࢼースࣁンドࣈックのᬑ

及な࡝、⥅⥆的に取り組࡭ࡴき課題もある。ḟ年度は、ᅜや┴の動向を㋃まえつつ、以ୗを重点的に進

めることがồめられる。

・⅏ᐖ支援ࢼースのⓏ㘓⥔ᣢ・ᣑ大と、༶ᛂ性の高いேᮦ☜保

・研修内容のさらなる῝化と、実践的演習の⥅⥆強化

・⅏ᐖ支援ࢼースࣁンドࣈックのᬑ及

・行ᨻ・関係ᶵ関との協働による体制ᩚ備の加㏿

・地ᇦ㜵⅏カ⦎等への⥅⥆的参画による多職種㐃ᦠのಁ進

ᑓ㛛࣭認定看護ᖌ委員会

委員長：୕㍯真◁子

委 員：㓇井美㤶、୰内೺太、高㡲㡰子、田ཎ真美代、୰ᮧబ代

１.活動目標

1）ᑓ㛛・認定看護師が宮崎┴の看護の質向上に寄与できるよう、研修会を企画・運営・評価する

2）ᑓ㛛・認定看護師が互いのネットワークづくりを推進できるよう取り組ࡴ

２.活動内容

1）委員会開催状況

(1）開催回数 4回

(2）内容

・௧࿴ 7年度の計画にἢって研修会の運営・評価

・ᑓ㛛・認定看護師間ネットワークづくり等の方策の進ᤖについて

・ᑓ㛛・認定看護師支援のための相ㄯ事業について

・௧年 8度の活動計画の検討、స成

2）研修会の開催

(1）ᑓ㛛看護師・認定看護師研修

日 時：1月 24日（土）9：00～16：30

参加者：ᑓ㛛看護師・認定看護師 65名

බ開講ᗙ 99名（うち会員以外 3名）、運営委員 3名

テーマ：アドࣂンス・ケア・プランࢽンࢢ（ACP）を考える

講 師：ᯈ井Ꮥኍ郎（宮崎大学医学部 教授）

    ሐ育子（ゼၥ看護認定看護師）、ᴋ見࿴子（急性・重⑕ᝈ者看護ᑓ㛛看護師）

Ⲩ➉ளᕼ子（៏性心୙全看護認定看護師）、྿上大♸（⢭⚄⛉認定看護師）

(2）ᑓ㛛・認定看護師が協働して企画する看護職対㇟研修会（活動報告㈨ᩱ P77～78参↷）

研修 8回（6月 18日、7月 2日、8月 27日、9月 6・7日、10月 17日、11月 1日、11月 15日、   11

月 26日）

3）᝟報発ಙ

(1）「会報なでしこ」にࠗもう一度ᢲさえておきたい看護のࢶࢥ～ᑓ㛛看護師・認定看護師からⓙᵝ

へ࠘を 4回ᥖ㍕

(2）宮崎┴看護協会࣍ー࣒࣌ーࢪ「┴Ẹのⓙさまへ」にࠗᑓ㛛・認定看護師から࠘を 4回ᥖ㍕

4）相ㄯ事業

「会報なでしこ」や研修をᶵ会にᗈ報したが、相ㄯはなかった。

３.実施評価と課題

௧࿴ 7年度より、ᑓ㛛看護師・認定看護師が講師を担う研修は、ᙜ委員会が担ᙜする体制となった。

ᑓ㛛看護師・認定看護師が主体的に研修運営を支援すると共に、宮㷂┴全体の看護の質向上に寄与する

研修プロࢢラ࣒を目ᣦし活動を行った。

9 つの研修の⥲合評価では、ᖹᆒ⥲合得点は 34.2 点/35 点、ᖹᆒ参加⋡は 94㸣と高いỈ準であった。

これらの⤖果から、本年度の研修は、参加者のࢽーࢬに༶した内容であったことが受講後アンケートの

⤖果からも♧၀された。

ᑓ㛛・認定看護師と委員会がより効果的に㐃ᦠできる体制を構築するため、研修後の評価や᝟ࠒ課題ࠑ

報を共有するフィードࣂックの場を設ࡅたいと考えている。

ᐑᓮ┴看護༠会ྐ⦅ࢇࡉ委員会

委員長：久保ᩔ子

委 員：Ọ野秀子、川㷂ఙ子、㟷木ฟ࿴ஓ、Ⲩ川㈗代美、Ⲩ川文子、田୰美ᖾ、୰武㑳子、ᶫ満༖子

１�目的
「看護職がேࠎの೺ᗣとくらしをᏲる」౑࿨のもと、日本看護協会とともに実施してきた本会活動のグ

㘓をస成し、㈗重な㈨ᩱとして後ୡにṧすことを目的とする。

２�活動内容
�）委員会開催状況

(1）開催回数 3回

(2）内容

 宮崎┴看護協会ྐのస成目的及び内容、స成スケࢪュールについて

 宮崎┴看護協会ྐの㡯目の☜認及び各担ᙜの᝟報཰集の⤖果について

３�実施評価と課題
ᖹ成 21年度から௧࿴ 7年度までに看護協会が行った事業内容をまとめ、ᥖ㍕内容の協議を行った。

各事業や各委員会活動のグ㘓をࢃかりやすくᩚ理し、宮崎┴看護協会のあࡺみを会員や関係ᶵ関のⓙ

ᵝにఏえ、さらなる看護協会活動の活性化につなࡆたい。
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௧和 7 年度 地区活動ሗ࿌

ᘏᒸ・す臼杵地区

地区理事 㬞田 ඘ୡ（ᘏᒸᕷ་ᖌ఍病院）

委員：ඣᓥⱥ和・ᒣ本いづみ・黒木ᖇග（延岡共立病院）、黒木ṇᶞ（介護⪁人保健施設⺯㑚ⱌ）、加藤千㭯（延

岡ࣜࣜࣅࣁテーション病院）、高ᶫ⚽⮧（介護⪁人保健施設࢚クࢭルࣛイࣇ）、⏥ᩫ㑥ᏹ（国ぢケୣ病院）、   
黒木健次・松田ᚨ子（訪問看護事ᴗ所あたࡈ）、日㔝ுྖ（訪看ステーション㝧のࡦかり）、松田ᬛ子（ᖹ田

東஑ᕞ病院）、木ᮧ⚈子（஭上病院）、⏥ᩫ⤱代・⏥ᩫ❶子・㛛田ᗈ美（延岡看護ᑓ㛛学ᰯ）、ᰡ田ᚿ乃（黒

木病院）、⏥ᩫ美幸（高千✑⏫国民健康保険病院）、田୰ᬛ子（᪩田病院）、⏥ᩫ和子（岡ᮧ病院）、新名ᆂ子
（⡿田⬻⚄⤒外⛉）、‖美ᰤ子・森久保裕・୰ᮧ↷美・日高ள⣖（宮崎県立延岡病院）、ᚋ藤⏤ె（延岡

保健所）、佐藤ዉ美（おがわクࣜࢽック）、⏥ᩫᩥ子（㇂ᮧ病院）、▮㔝裕子・黒木千㔛・⡿田真⏤美（ಶ人

会員）、日高㝯一（延岡市役所）

１．活動目標

1）延岡・西臼杵地区の看護㡿域の開発・展開を地区の活動を通して実㊶し、看護の質の向上を図るとと

もに、ാき続けられる⎔ቃづくりを目ᣦす。

2）より質の高い看護を目ᣦす研修の実施、まちの保健室の開催な࡝の地域貢献にも努め、ᖜᗈい活動を

通して人ࠎの健康的な生活の実⌧を目ᣦす。

3）宮崎県看護協会とᐦに連携をとり地域の医療・看護の発展と、職⬟ᅋ体である看護協会へのධ会増員

を目ᣦす。

㸰．活動実⦼

1）委員会活動

委員会・会議名 内容・議題 開催日 参加数 会場

1 看護の質の向上委員

会

質の向上のための委員会研修計画

について
4 月 26 日 7 名

ᖹ田東஑ᕞ病

院

2 ➨ 1 回医療安全推進

委員会

医療安全推進委員会ሗ࿌㸭地区研

修についてな࡝
7 月 24 日 6 名

延岡看護ᑓ㛛

学ᰯ

3 ➨ 1 回地区運営委員

会

理事会ሗ࿌・委員会組織の☜認㸭各

委員からの活動ሗ࿌な࡝
8 月 6 日 9 名

延岡看護ᑓ㛛

学ᰯ

4 ➨ 2 回医療安全推進

委員会
研修企画᭩స成 8 月 21 日 7 名

延岡看護ᑓ㛛

学ᰯ

5 ➨ 1 回まちの保健室

協力員会議
活動ሗ࿌㸭௧和 8 年度活動計画等 9 月 19 日 10 名

࣊ルストピア

延岡

6 施設代表者会議

看護協会からの᝟ሗ提供等㸭「看護

職ネットワークのᙉ໬」について意

ぢ交᥮㸭延岡・西臼杵地区委員から

の活動ሗ࿌な࡝

10 月 17 日 39 名
延岡看護ᑓ㛛

学ᰯ

7 ➨ 3 回医療安全推進

委員会

医療安全推進研修会の運営方法の

☜認及びᙜ日の役๭ศᢸな࡝
11 月 13 日 7 名

延岡看護ᑓ㛛

学ᰯ

8 ➨ 4 回医療安全推進

委員会

研修運営の評価・研修グ㘓స成㸭次

年度の役員及び委員会活動な࡝
11 月 29 日 6 名

宮崎県立延岡

病院

9 ➨ 2 回地区運営委員

会

各委員からの活動ሗ࿌㸭௧和 8 年

度活動計画な࡝
12 月 3 日 9 名

延岡看護ᑓ㛛

学ᰯ

10 ➨ 2 回まちの保健室

協力員会議

活動ሗ࿌㸭௧和 8 年度研修につい

てな࡝
1 月 30 日 14 名

࣊ルストピア

延岡

11

在宅㺃⚟♴施設等でാ

く看護職のための委

員会/その௚地域の要

ㄳ (行政㺃多ᅋ体との

連携)委員会

委員からの活動ሗ࿌㸭௧和 8 年度

活動計画な࡝
2 月 18 日 9 名

⡿田⬻⚄⤒外

⛉

12 ➨ 3 回地区運営委員

会

各委員からの活動ሗ࿌㸭組織表の

ぢ┤しと次年度メンバー☜認な࡝
2 月 25 日 9 名

延岡看護ᑓ㛛

学ᰯ

2）研修会活動                           ※参加者数（うち会員以外数）

研修名 内容 開催日 参加数※ 会場

看護の質向上のための

研修

なんか変だな？から始める急変対応

講師：森久保裕（宮崎県立延岡病院 救

急看護認定看護師）

7 月 5 日
22 名

(14 名)
宮崎県立延岡

病院

まちの保健室協力員等

研修（延岡・西臼杵地区

との合同開催）

認知症を学び地域で支えよう

講師：日髙裕子(延岡市役所 健康長寿

課 統括主任)
9 月 6 日

19 名

(1 名) 黒木病院

医療安全推進研修
「医療版失敗学」

講師：三好彰範（友愛会グループ一

さとやま遊人舎代表理事）

11 月 29 日
28 名

(8 名)
宮崎県立延岡

病院

3）行政等会議の参加

会議名 開催日 会場

延岡保健所運営協議会 7 月 14 日 延岡保健所

延岡西臼杵地域医療構想調整会議 7 月 17 日 延岡保健所

延岡市在宅医療・介護連携推進協議会 11 月 10 日 延岡市役所本庁舎

4）イベント活動

イベント名 開催日 参加数 会場

看護の日 PR（定期型まちの保健室） 5 月 24 日 協力員 2 名 イオン延岡

３．実施評価と課題

今年度は、目標達成に近づけるために、何が必要かを考えながら、地区運営委員会のメンバーや各

委員会でそれぞれの運営の在り方について検討した。

延岡・西臼杵地区は、地理的な面で看護協会での研修参加が困難との声は相変わらずあがっている。

また、近年では看護師不足により、施設から研修へ出せないことも管理者間で問題となっている。こ

のような点を鑑みて、質向上の研修と医療安全の研修を開催した。医療安全では、2 年前に行った研修

を再度行った。前回同様に参加者の満足度の高い研修となった。質向上の研修は、同テーマが続いた

ため参加者は減少しているが、新人教育を兼ねて参加を促す施設もあった。次年度は、災害に関する

研修で、支援を受ける側に視点をおいた研修を企画している。

まちの保健室の活動についても、計画通りに実施することが出来ている。開催日を心待ちにしてい

る住民もあり、地域貢献につながっている活動だと評価する。次年度は、まち保活動の場所や体制も

変わるため、より多くの人に利用してもらうようアピールの方法も課題である。

今年度の施設代表者会議では、「看護職ネットワーク」をテーマに開催された。施設代表者同士で交

流できる場となり大変有意義で満足度も高かった。地域の医療・看護の発展や、協会員を増やすため

には、看看連携を推進する必要がある。協会から提供された連携推進のツール等を活用しながら、地

区で共有し活動していきたい。

日向・東臼杵地区

地区理事 富山 由美（和田病院）

委員：三浦久美子（和田病院）、右松真寿美（済生会日向病院）、黒木綾乃・藤原勝美・阿部裕子（千代田

病院）、佐藤幸代（訪問看護ステーションなでしこ日向）、上原千枝（日向保健所）、美麻美佐（国民健康

保険西郷病院）、岩瀬夏美（日向市立東郷診療所）、前田明美（今給黎医院）

１．活動目標

1）地区活動が地区運営委員会を主として組織的に活動できる

2）研修会の企画・運営を通し看護の質向上及び看護職の交流を図り、会員拡大に努める

3）まちの保健室活動を計画的に実施し、地域住民の健康管理に努める

4）多職種と連携を図り、地域包括ケアシステム構築に積極的にかかわる
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௧和 7 年度 地区活動ሗ࿌

ᘏᒸ・す臼杵地区

地区理事 㬞田 ඘ୡ（ᘏᒸᕷ་ᖌ఍病院）

委員：ඣᓥⱥ和・ᒣ本いづみ・黒木ᖇග（延岡共立病院）、黒木ṇᶞ（介護⪁人保健施設⺯㑚ⱌ）、加藤千㭯（延

岡ࣜࣜࣅࣁテーション病院）、高ᶫ⚽⮧（介護⪁人保健施設࢚クࢭルࣛイࣇ）、⏥ᩫ㑥ᏹ（国ぢケୣ病院）、   
黒木健次・松田ᚨ子（訪問看護事ᴗ所あたࡈ）、日㔝ுྖ（訪看ステーション㝧のࡦかり）、松田ᬛ子（ᖹ田

東஑ᕞ病院）、木ᮧ⚈子（஭上病院）、⏥ᩫ⤱代・⏥ᩫ❶子・㛛田ᗈ美（延岡看護ᑓ㛛学ᰯ）、ᰡ田ᚿ乃（黒

木病院）、⏥ᩫ美幸（高千✑⏫国民健康保険病院）、田୰ᬛ子（᪩田病院）、⏥ᩫ和子（岡ᮧ病院）、新名ᆂ子
（⡿田⬻⚄⤒外⛉）、‖美ᰤ子・森久保裕・୰ᮧ↷美・日高ள⣖（宮崎県立延岡病院）、ᚋ藤⏤ె（延岡

保健所）、佐藤ዉ美（おがわクࣜࢽック）、⏥ᩫᩥ子（㇂ᮧ病院）、▮㔝裕子・黒木千㔛・⡿田真⏤美（ಶ人

会員）、日高㝯一（延岡市役所）

１．活動目標

1）延岡・西臼杵地区の看護㡿域の開発・展開を地区の活動を通して実㊶し、看護の質の向上を図るとと

もに、ാき続けられる⎔ቃづくりを目ᣦす。

2）より質の高い看護を目ᣦす研修の実施、まちの保健室の開催な࡝の地域貢献にも努め、ᖜᗈい活動を

通して人ࠎの健康的な生活の実⌧を目ᣦす。

3）宮崎県看護協会とᐦに連携をとり地域の医療・看護の発展と、職⬟ᅋ体である看護協会へのධ会増員

を目ᣦす。

㸰．活動実⦼

1）委員会活動

委員会・会議名 内容・議題 開催日 参加数 会場

1 看護の質の向上委員

会

質の向上のための委員会研修計画

について
4 月 26 日 7 名

ᖹ田東஑ᕞ病

院

2 ➨ 1 回医療安全推進

委員会

医療安全推進委員会ሗ࿌㸭地区研

修についてな࡝
7 月 24 日 6 名

延岡看護ᑓ㛛

学ᰯ

3 ➨ 1 回地区運営委員

会

理事会ሗ࿌・委員会組織の☜認㸭各

委員からの活動ሗ࿌な࡝
8 月 6 日 9 名

延岡看護ᑓ㛛

学ᰯ

4 ➨ 2 回医療安全推進

委員会
研修企画᭩స成 8 月 21 日 7 名

延岡看護ᑓ㛛

学ᰯ

5 ➨ 1 回まちの保健室

協力員会議
活動ሗ࿌㸭௧和 8 年度活動計画等 9 月 19 日 10 名

࣊ルストピア

延岡

6 施設代表者会議

看護協会からの᝟ሗ提供等㸭「看護

職ネットワークのᙉ໬」について意

ぢ交᥮㸭延岡・西臼杵地区委員から

の活動ሗ࿌な࡝

10 月 17 日 39 名
延岡看護ᑓ㛛

学ᰯ

7 ➨ 3 回医療安全推進

委員会

医療安全推進研修会の運営方法の

☜認及びᙜ日の役๭ศᢸな࡝
11 月 13 日 7 名

延岡看護ᑓ㛛

学ᰯ

8 ➨ 4 回医療安全推進

委員会

研修運営の評価・研修グ㘓స成㸭次

年度の役員及び委員会活動な࡝
11 月 29 日 6 名

宮崎県立延岡

病院

9 ➨ 2 回地区運営委員

会

各委員からの活動ሗ࿌㸭௧和 8 年

度活動計画な࡝
12 月 3 日 9 名

延岡看護ᑓ㛛

学ᰯ

10 ➨ 2 回まちの保健室

協力員会議

活動ሗ࿌㸭௧和 8 年度研修につい

てな࡝
1 月 30 日 14 名

࣊ルストピア

延岡

11

在宅㺃⚟♴施設等でാ

く看護職のための委

員会/その௚地域の要

ㄳ (行政㺃多ᅋ体との

連携)委員会

委員からの活動ሗ࿌㸭௧和 8 年度

活動計画な࡝
2 月 18 日 9 名

⡿田⬻⚄⤒外

⛉

12 ➨ 3 回地区運営委員

会

各委員からの活動ሗ࿌㸭組織表の

ぢ┤しと次年度メンバー☜認な࡝
2 月 25 日 9 名

延岡看護ᑓ㛛

学ᰯ

2）研修会活動                           ※参加者数（うち会員以外数）

研修名 内容 開催日 参加数※ 会場

看護の質向上のための

研修

なんか変だな？から始める急変対応

講師：森久保裕（宮崎県立延岡病院 救

急看護認定看護師）

7 月 5 日
22 名

(14 名)
宮崎県立延岡

病院

まちの保健室協力員等

研修（延岡・西臼杵地区

との合同開催）

認知症を学び地域で支えよう

講師：日髙裕子(延岡市役所 健康長寿

課 統括主任)
9 月 6 日

19 名

(1 名) 黒木病院

医療安全推進研修
「医療版失敗学」

講師：三好彰範（友愛会グループ一

さとやま遊人舎代表理事）

11 月 29 日
28 名

(8 名)
宮崎県立延岡

病院

3）行政等会議の参加

会議名 開催日 会場

延岡保健所運営協議会 7 月 14 日 延岡保健所

延岡西臼杵地域医療構想調整会議 7 月 17 日 延岡保健所

延岡市在宅医療・介護連携推進協議会 11 月 10 日 延岡市役所本庁舎

4）イベント活動

イベント名 開催日 参加数 会場

看護の日 PR（定期型まちの保健室） 5 月 24 日 協力員 2 名 イオン延岡

３．実施評価と課題

今年度は、目標達成に近づけるために、何が必要かを考えながら、地区運営委員会のメンバーや各

委員会でそれぞれの運営の在り方について検討した。

延岡・西臼杵地区は、地理的な面で看護協会での研修参加が困難との声は相変わらずあがっている。

また、近年では看護師不足により、施設から研修へ出せないことも管理者間で問題となっている。こ

のような点を鑑みて、質向上の研修と医療安全の研修を開催した。医療安全では、2 年前に行った研修

を再度行った。前回同様に参加者の満足度の高い研修となった。質向上の研修は、同テーマが続いた

ため参加者は減少しているが、新人教育を兼ねて参加を促す施設もあった。次年度は、災害に関する

研修で、支援を受ける側に視点をおいた研修を企画している。

まちの保健室の活動についても、計画通りに実施することが出来ている。開催日を心待ちにしてい

る住民もあり、地域貢献につながっている活動だと評価する。次年度は、まち保活動の場所や体制も

変わるため、より多くの人に利用してもらうようアピールの方法も課題である。

今年度の施設代表者会議では、「看護職ネットワーク」をテーマに開催された。施設代表者同士で交

流できる場となり大変有意義で満足度も高かった。地域の医療・看護の発展や、協会員を増やすため

には、看看連携を推進する必要がある。協会から提供された連携推進のツール等を活用しながら、地

区で共有し活動していきたい。

日向・東臼杵地区

地区理事 富山 由美（和田病院）

委員：三浦久美子（和田病院）、右松真寿美（済生会日向病院）、黒木綾乃・藤原勝美・阿部裕子（千代田

病院）、佐藤幸代（訪問看護ステーションなでしこ日向）、上原千枝（日向保健所）、美麻美佐（国民健康

保険西郷病院）、岩瀬夏美（日向市立東郷診療所）、前田明美（今給黎医院）

１．活動目標

1）地区活動が地区運営委員会を主として組織的に活動できる

2）研修会の企画・運営を通し看護の質向上及び看護職の交流を図り、会員拡大に努める

3）まちの保健室活動を計画的に実施し、地域住民の健康管理に努める

4）多職種と連携を図り、地域包括ケアシステム構築に積極的にかかわる
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5）地域の看護職のス࢟ルアップに貢献する

㸰．活動実⦼

1）委員会活動

委員会・会議名 内容・議題 開催日 参加数 会場

1 ➨ 1 回地区運営委員会 ௧和 7 年度活動計画について 4 月 18 日 12 名 和田病院

2 医療安全推進委員会
地域の⌧≧☜認/活動内容検討/
企画᭩స成

6 月 20 日 3 名 千代田病院

3 施設代表者会議

看護協会からの᝟ሗ提供等㸭

意ぢ交᥮㸭௧和 6年度活動ሗ࿌

と評価㸭௧和 7 年度活動計画

6 月 27 日 31 名 メ࢕ࢹケア┒年㤋

4 医療安全推進委員会 研修企画 8 月 22 日 3 名 千代田病院

5 ➨ 2 回地区運営委員会
上༙期の活動評価㸭ୗ༙期の

活動☜認㸭௧和 8年度活動計画
9 月 19 日 10 名 和田病院

6 まちの保健室運営会議
௧和 7年度活動ሗ࿌㸭௧和 8年

度活動計画
10 月 16 日 16 名 千代田病院

7 ➨ 3 回地区運営委員会
௧和 7年度活動評価㸭௧和 8年

度活動計画
11 月 1 日 7 名 和田病院

8 ➨ 4 回地区運営委員会 ௧和 8 年度活動計画 1 月 11 日 6 名 和田病院

2）研修会活動                         ※参加数（うち会員以外数）

研修名 内容 開催日 参加数※ 会場

௚職種交流会（日向市役所

との合同開催）

医療・介護ᚑ事者と地域住民がつながる、

ᴦしく考える人生会議

講師：高▼真㑣ᩯ（日向たかいしクࣜࢽッ

ク 院長）、୸田ᮃ（医療法人ㄔ和会

和田病院 ⦆和ケア内⛉医師）

7 月 6 日
67 名

(46 名) 日向市役所

まちの保健室協力員等研

修（延岡・西臼杵地区との合

同開催）

認知症を学び地域で支えよう

講師：日髙裕子（延岡市役所健康長寿課 統

括主任）

9 月 6 日
19 名

(1 名) 黒木病院

⮬ẅ対⟇研修
（日向保健所との合同開催）

⮬ẅᮍ㐙者支援

ሗ࿌者：所健保向日）⳯ᮤῦ‮ 健康づくり

課⑌病対⟇ᢸᙜ 主任ᢏ師）

講師：大ሯ 㡪（一⯡♫ᅋ法人藤ඖメ࢕ࢹ

࢝ルシステム 大ᝅ病院 医師）

12 月 9 日 26 名 日向保健所

3）行政等会議の参加

会議名 開催日 会場

日本のࡦなた宮崎 国ス࣏・㞀ス࣏日向市実行委員会➨ 2 回⥲会 6 月 5 日 日向市୰ኸබ民㤋

➨ 1 回日向ධ郷医療ᅪ地域医療構想調整会議 9 月 10 日 （᭩面会議）

௧和 7 年度日向保健所運営協議会 10 月 1 日 日向保健所

➨ 2 回日向ධ郷医療ᅪ地域医療構想調整会議 10 月 24 日 （᭩面会議）

日本のࡦなた宮崎 国ス࣏・㞀ス࣏日向市実行委員会 ➨ 2 回ᐟἩ

⾨生ᑓ㛛委員会
1 月 9 日 日向市୰ኸබ民㤋

4）イベント活動

イベント名 開催日 参加数 会場

看護の日 PR（定期型まちの保健室） 5 月 18 日 協力員 3 名 イオン日向ᗑ

஬༑⊛大⚍（イベント型まちの保健室） 11 月 3 日 協力員 3 名 マルイࢳ㈈ගᑎᗑ

３．実施評価と課題

今年度はึめて地域住民を交えた交流会を開催した。医療・介護職と地域住民のᇉ᰿を㉺えて、⮬ศ

⮬㌟の「もしもの場面」について考え、それぞれに人生会議の大ษさを実ឤするᶵ会となった。医療ᶵ

関や⚟♴施設において対㇟者の意ᛮỴ定を支援するにあたり、質問の௙方やヰの⪺き方な࡝、学びの多

い研修であった。また市役所と合同で開催したことにより、連携しながらお஫いの㈇ᢸ㍍減にもつなが

った。今回の⤒㦂をᶵに、積極的に協力する体制を☜保することができた。

まちの保健室協力員も 3 名の新つⓏ㘓者を㏄えることができた。また、各運営委員会の委員も☜保す

ることができた。地域の᝟ሗをᗈく㞟め、地域住民や看護職に必要な活動を展開していきたい。

す㒔・ඣ区地‮

地区理事 㛵ཎ ᫛࿃（㭯田病院）

委員：Ọ友延Ụ・Ἑ㔝ࢁࡦみ・ᶫ本ᜨ美（ᾏ⪁原⥲合病院）、㔝㑦つࡄみ・⚟田㈗ᘯ・木ᮧ༤人（西㒔ඣ‮

医療ࢭンࢱー）、今ᮧᝋ子・Ọ友⪷ᩄ（㭯田病院）、㘠಴ᢇ美（ඣ西）みとさ浦松・ಙ㷂㔥、（ᰯ学護看෸‮

㒔病院）、ᾏ㔝⃈子・ᶲ田ᚿᕹ・୸岡ᬛ子・Ụ藤⪽子（㒔㎰⏫国民健康保険病院）、㝮田ᜨ子・加藤友
❶（国立病院ᶵ構宮崎病院）、ᑠ森㡰子（介護⪁人保健施設୪木の㔛）、⊦上政ᚨ（訪問看護ステーションࡦな

た）、㈈満ࢁࡦみ（訪問看護ステーションⰼ࡯たる）、୰ᮧ჆代子（ࡦまわり訪問看護ステーション）、安藤
ඃ子（㒔㎰⏫健康管理ࢭンࢱー）、高ᶫ久美子・岩崎༤子（ಶ人会員）

１．活動目標

1）地区活動を通して看護職のネットワークのᙉ໬及び多職種との連携推進を図る

2）研修会の企画・運営を実施し、看護職の質向上を図るとともに組織ᙉ໬に努める

3）まちの保健室活動を、地域住民に࿘知し、健康保ᣢ・増進を支援する

㸰．活動実⦼

1）委員会活動

委員会・会議名 内容・議題 開催日 参加数 会場

1 在宅・⚟♴施設等でാく

看護職のための委員会

௧和㸵年度委員会活動につい

て検討
7 月 4 日 3 名 㭯田クࣜࢽック

2 ௧和㸵年度 西㒔・ඣ‮

地区施設代表者会議

看護協会からの᝟ሗ提供等㸭

意ぢ交᥮「看看連携推進のため

のネットワークᙉ໬」㸭地区活

動計画ሗ࿌

7 月 4 日 31 名 㭯田クࣜࢽック

3 看護の質向上委員会 ௧和 8 年度の活動について 11 月 14 日 5 名 㭯田クࣜࢽック

4 在宅・⚟♴施設等でാく

看護職のための委員会

日向・東臼杵地区のྲྀり組み共

有・᝟ሗ交᥮
12 月 5 日 6 名 和田病院

5 まちの保健室企画運営

委員会

௧和㸵年度実施≧ἣሗ࿌・定౛

委員会ሗ࿌㸭௧和 8年度事ᴗ計

画について㸭その௚

2 月 19 日 7 名 㭯田病院

2）研修会活動                            ※参加者数（うち会員以外数）

研修名 内容 開催日 参加数※ 会場

医療安全推進

研修

講₇「ᦤ㣗ᄟୗにおける安全管理」

講師：ᚨỌὒᖹ（西㒔ඣーࢱンࢭ療医‮ ᦤ㣗ᄟ

ୗ㞀害看護≉定認定看護師）

7 月 19 日
72 名

(23 名)
宮崎県立⏘ᴗ

ᢏ⾡ᑓ㛛ᰯ

災害看護研修
講₇「災害᫬の施設職員の役๭と応急ฎ⨨」

講師：森久保裕（県立延岡病院 救急認定看護師）
10 月 11 日

25 名

(2 名)
木ᇛ⏫⥲合交

流ࢭンࢱー

西㒔ඣ域地‮

ឤᰁ症対⟇研

修会（高㘠保健

所共催）

ձ行政ሗ࿌「新⯆ឤᰁ症にಀる西㒔ඣ域地‮

の医療体制について」

ㄝ明者：Ύᘺె（高㘠保健所健康づくり課）

ղオンࣛイン講₇「ᮍ知のឤᰁ症に立ち向か

うために㹼新⯆ឤᰁ症と組織でྲྀり組ࡴឤᰁ

管理㹼」

講師：ᅄ宮⪽（⟪面市立病院 ឤᰁ管理認定看護師）

10 月 31 日 51 名 高㘠保健所

3）行政等会議の参加

会議名 開催日 会場

西㒔ඣ会部議協進推携連域職・域地‮ 7 月 1 日 高㘠保健所

西㒔ඣ会議協進推携連域職・域地‮ 7 月 31 日 高㘠保健所
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5）地域の看護職のス࢟ルアップに貢献する

㸰．活動実⦼

1）委員会活動

委員会・会議名 内容・議題 開催日 参加数 会場

1 ➨ 1 回地区運営委員会 ௧和 7 年度活動計画について 4 月 18 日 12 名 和田病院

2 医療安全推進委員会
地域の⌧≧☜認/活動内容検討/
企画᭩స成

6 月 20 日 3 名 千代田病院

3 施設代表者会議

看護協会からの᝟ሗ提供等㸭

意ぢ交᥮㸭௧和 6年度活動ሗ࿌

と評価㸭௧和 7 年度活動計画

6 月 27 日 31 名 メ࢕ࢹケア┒年㤋

4 医療安全推進委員会 研修企画 8 月 22 日 3 名 千代田病院

5 ➨ 2 回地区運営委員会
上༙期の活動評価㸭ୗ༙期の

活動☜認㸭௧和 8年度活動計画
9 月 19 日 10 名 和田病院

6 まちの保健室運営会議
௧和 7年度活動ሗ࿌㸭௧和 8年

度活動計画
10 月 16 日 16 名 千代田病院

7 ➨ 3 回地区運営委員会
௧和 7年度活動評価㸭௧和 8年

度活動計画
11 月 1 日 7 名 和田病院

8 ➨ 4 回地区運営委員会 ௧和 8 年度活動計画 1 月 11 日 6 名 和田病院

2）研修会活動                         ※参加数（うち会員以外数）

研修名 内容 開催日 参加数※ 会場

௚職種交流会（日向市役所

との合同開催）

医療・介護ᚑ事者と地域住民がつながる、

ᴦしく考える人生会議

講師：高▼真㑣ᩯ（日向たかいしクࣜࢽッ

ク 院長）、୸田ᮃ（医療法人ㄔ和会

和田病院 ⦆和ケア内⛉医師）

7 月 6 日
67 名

(46 名) 日向市役所

まちの保健室協力員等研

修（延岡・西臼杵地区との合

同開催）

認知症を学び地域で支えよう

講師：日髙裕子（延岡市役所健康長寿課 統

括主任）

9 月 6 日
19 名

(1 名) 黒木病院

⮬ẅ対⟇研修
（日向保健所との合同開催）

⮬ẅᮍ㐙者支援

ሗ࿌者：所健保向日）⳯ᮤῦ‮ 健康づくり

課⑌病対⟇ᢸᙜ 主任ᢏ師）

講師：大ሯ 㡪（一⯡♫ᅋ法人藤ඖメ࢕ࢹ

࢝ルシステム 大ᝅ病院 医師）

12 月 9 日 26 名 日向保健所

3）行政等会議の参加

会議名 開催日 会場

日本のࡦなた宮崎 国ス࣏・㞀ス࣏日向市実行委員会➨ 2 回⥲会 6 月 5 日 日向市୰ኸබ民㤋

➨ 1 回日向ධ郷医療ᅪ地域医療構想調整会議 9 月 10 日 （᭩面会議）

௧和 7 年度日向保健所運営協議会 10 月 1 日 日向保健所

➨ 2 回日向ධ郷医療ᅪ地域医療構想調整会議 10 月 24 日 （᭩面会議）

日本のࡦなた宮崎 国ス࣏・㞀ス࣏日向市実行委員会 ➨ 2 回ᐟἩ

⾨生ᑓ㛛委員会
1 月 9 日 日向市୰ኸබ民㤋

4）イベント活動

イベント名 開催日 参加数 会場

看護の日 PR（定期型まちの保健室） 5 月 18 日 協力員 3 名 イオン日向ᗑ

஬༑⊛大⚍（イベント型まちの保健室） 11 月 3 日 協力員 3 名 マルイࢳ㈈ගᑎᗑ

３．実施評価と課題

今年度はึめて地域住民を交えた交流会を開催した。医療・介護職と地域住民のᇉ᰿を㉺えて、⮬ศ

⮬㌟の「もしもの場面」について考え、それぞれに人生会議の大ษさを実ឤするᶵ会となった。医療ᶵ

関や⚟♴施設において対㇟者の意ᛮỴ定を支援するにあたり、質問の௙方やヰの⪺き方な࡝、学びの多

い研修であった。また市役所と合同で開催したことにより、連携しながらお஫いの㈇ᢸ㍍減にもつなが

った。今回の⤒㦂をᶵに、積極的に協力する体制を☜保することができた。

まちの保健室協力員も 3 名の新つⓏ㘓者を㏄えることができた。また、各運営委員会の委員も☜保す

ることができた。地域の᝟ሗをᗈく㞟め、地域住民や看護職に必要な活動を展開していきたい。

す㒔・ඣ区地‮

地区理事 㛵ཎ ᫛࿃（㭯田病院）

委員：Ọ友延Ụ・Ἑ㔝ࢁࡦみ・ᶫ本ᜨ美（ᾏ⪁原⥲合病院）、㔝㑦つࡄみ・⚟田㈗ᘯ・木ᮧ༤人（西㒔ඣ‮

医療ࢭンࢱー）、今ᮧᝋ子・Ọ友⪷ᩄ（㭯田病院）、㘠಴ᢇ美（ඣ西）みとさ浦松・ಙ㷂㔥、（ᰯ学護看෸‮

㒔病院）、ᾏ㔝⃈子・ᶲ田ᚿᕹ・୸岡ᬛ子・Ụ藤⪽子（㒔㎰⏫国民健康保険病院）、㝮田ᜨ子・加藤友
❶（国立病院ᶵ構宮崎病院）、ᑠ森㡰子（介護⪁人保健施設୪木の㔛）、⊦上政ᚨ（訪問看護ステーションࡦな

た）、㈈満ࢁࡦみ（訪問看護ステーションⰼ࡯たる）、୰ᮧ჆代子（ࡦまわり訪問看護ステーション）、安藤
ඃ子（㒔㎰⏫健康管理ࢭンࢱー）、高ᶫ久美子・岩崎༤子（ಶ人会員）

１．活動目標

1）地区活動を通して看護職のネットワークのᙉ໬及び多職種との連携推進を図る

2）研修会の企画・運営を実施し、看護職の質向上を図るとともに組織ᙉ໬に努める

3）まちの保健室活動を、地域住民に࿘知し、健康保ᣢ・増進を支援する

㸰．活動実⦼

1）委員会活動

委員会・会議名 内容・議題 開催日 参加数 会場

1 在宅・⚟♴施設等でാく

看護職のための委員会

௧和㸵年度委員会活動につい

て検討
7 月 4 日 3 名 㭯田クࣜࢽック

2 ௧和㸵年度 西㒔・ඣ‮

地区施設代表者会議

看護協会からの᝟ሗ提供等㸭

意ぢ交᥮「看看連携推進のため

のネットワークᙉ໬」㸭地区活

動計画ሗ࿌

7 月 4 日 31 名 㭯田クࣜࢽック

3 看護の質向上委員会 ௧和 8 年度の活動について 11 月 14 日 5 名 㭯田クࣜࢽック

4 在宅・⚟♴施設等でാく

看護職のための委員会

日向・東臼杵地区のྲྀり組み共

有・᝟ሗ交᥮
12 月 5 日 6 名 和田病院

5 まちの保健室企画運営

委員会

௧和㸵年度実施≧ἣሗ࿌・定౛

委員会ሗ࿌㸭௧和 8年度事ᴗ計

画について㸭その௚

2 月 19 日 7 名 㭯田病院

2）研修会活動                            ※参加者数（うち会員以外数）

研修名 内容 開催日 参加数※ 会場

医療安全推進

研修

講₇「ᦤ㣗ᄟୗにおける安全管理」

講師：ᚨỌὒᖹ（西㒔ඣーࢱンࢭ療医‮ ᦤ㣗ᄟ

ୗ㞀害看護≉定認定看護師）

7 月 19 日
72 名

(23 名)
宮崎県立⏘ᴗ

ᢏ⾡ᑓ㛛ᰯ

災害看護研修
講₇「災害᫬の施設職員の役๭と応急ฎ⨨」

講師：森久保裕（県立延岡病院 救急認定看護師）
10 月 11 日

25 名

(2 名)
木ᇛ⏫⥲合交

流ࢭンࢱー

西㒔ඣ域地‮

ឤᰁ症対⟇研

修会（高㘠保健

所共催）

ձ行政ሗ࿌「新⯆ឤᰁ症にಀる西㒔ඣ域地‮

の医療体制について」

ㄝ明者：Ύᘺె（高㘠保健所健康づくり課）

ղオンࣛイン講₇「ᮍ知のឤᰁ症に立ち向か

うために㹼新⯆ឤᰁ症と組織でྲྀり組ࡴឤᰁ

管理㹼」

講師：ᅄ宮⪽（⟪面市立病院 ឤᰁ管理認定看護師）

10 月 31 日 51 名 高㘠保健所

3）行政等会議の参加

会議名 開催日 会場

西㒔ඣ会部議協進推携連域職・域地‮ 7 月 1 日 高㘠保健所

西㒔ඣ会議協進推携連域職・域地‮ 7 月 31 日 高㘠保健所
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西㒔ඣ会議協進推⟇対ẅ⮬域地‮ 8 月 7 日 高㘠保健所

高㘠保健所運営協議会 8 月 28 日 高㘠保健所

➨１回西㒔ඣ議会整調想構療医域地ᅪ療医次஧‮ 9 月 18 日 高㘠保健所

4）イベント活動

イベント名 開催日 参加数 会場

看護の日 PR（定期型「まちの保健室」） 5 月 11 日 協力員 3 名 西㒔ショッピングࢭンࢱーࣃオ

オーࢱム࢙ࣇスࢱ in西㒔原（イベント型「ま

ちの保健室」）
11 月 8 日 協力員 3 名 西㒔原イベントᗈ場

３．実施評価と課題

ࠒ評価ࠑ 地区活動を通ࡌて、看護職間の᝟ሗ共有や意ぢ交᥮のᶵ会を⥅続的に☜保することができ、ネ

ットワークのᙉ໬に一定の成ᯝがみられた。一方で、多職種との連携においては、㢦のぢえる関ಀ

づくりをさらに推進していくうえで課題がṧる。≉に、ධ㏥院支援における᝟ሗ共有のあり方につ

いてもᨵၿのవ地がある。

研修会については、計画にᇶづき企画・運営を行い、参加者の理ゎ促進や知㆑・ᢏ⾡の向上に

ᐤ୚したと考えられる。なお、組織ᙉ໬へのල体的なຠᯝについては、評価方法もྵめ今ᚋの検

討が必要である。

まちの保健室活動においては、地域住民への࿘知および健康相ㄯ・ၨ発活動を実施し、地域の

健康の保ᣢ・増進に一定の貢献ができた。また、活動を通して看護協会の役๭や活動内容をఏえ

るᶵ会にもつながった。一方で、活動内容にややᅛ定໬がみられるとともに、協力員数の減少が

みられており、体制面においても課題がṧる。

多職種との㢦のぢえる関ಀづくりに向け、連携のᶵ会の☜保を図る・ࠒ課題ࠑ

・ධ㏥院支援における᝟ሗ共有の෇⁥໬に向け、共通ツールの活用や連携体制のᙉ໬を図る

・研修会の学びが⌧場で活かされるよう、ຠᯝの☜認および内容の඘実を図る

・まちの保健室活動における看護協会の役๭の࿘知ᙉ໬および活動内容の඘実を図る

・地域住民のࢽーࢬをᢕᥱし、地域≉ᛶに応ࡌた活動の展開につなࡆる

・まちの保健室協力員の☜保・育成および⥅続しやすい体制づくりを進める

ᐑᓮ・東ㅖ┴地区

地区理事 ⚟‶ 美和 (ᐑᓮ኱Ꮫ）

委員：஭上ὒ子(宮崎県立宮崎病院)、ᡞ高⸅(宮崎市㒆医師会病院)、和Ἠ㈗子(ྂ㈡⥲合病院)、西ᶫᐩ美Ụ(₶

和会グᛕ病院)、ᚋ藤美⣖(けいめいグᛕ病院)、Ụ藤けさよ(㏕田病院)、஭上友㤶(宮崎生協病院)、岩部 ோ
(宮崎ၿோ会病院)、ᑠᕝ和ᙪ(ⱝⲡ病院)、ᑠ∹田佐知子(宮崎生協病院)、எᏲ ⠜(宮崎医療ࢭンࢱー病院)、
➉本美ᕼ(訪問看護ステーションなんࡪ)、西森⏤㈗(宮崎市保健所)、

１．活動目標

1）宮崎県看護協会と連携して地区活動を推進し、地域の看護の質向上を目ᣦす

2）看護職の交流を図り地区の医療・看護に貢献する

3）地域住民の健康と⚟♴の向上にᐤ୚する。

㸰．活動実⦼

1）委員会活動

委員会・会議名 内容・議題 開催日 参加数 会場

1 ➨ 1 回地区運営会

議

௧和 7 年度宮崎・東ㅖ県地区施設代表

者会議ሗ࿌㸭宮崎・東ㅖ県地区災害に

関するネットワーク構想について

7 月 3 日 10 名
宮崎県看護等

研修ࢭンࢱー

2 宮崎・東ㅖ県地区

施設代表者会議

看護協会からの᝟ሗ提供等㸭意ぢ交᥮

「看看連携のための連携の⌧≧」「宮

崎・東ㅖ県地区災害᫬対応における看

護管理者ネットワークの構築」

7 月 3 日 59 名
宮崎県看護等

研修ࢭンࢱー

3 ➨ 1回まちの保健

室協力員会議

まちの保健室地区代表者委員会ሗ࿌㸭

次年度まちの保健室計画㸭まちの保健

室活動について

9 月 27 日 7 名 県立図᭩㤋

4 ➨ 2回地区運営委

員会

௧和㸵年度 宮崎・東ㅖ県地区活動計画

のぢ┤しについて㸭宮崎・東ㅖ県地区

災害に関するネットワーク構想につい

て

10 月 2 日 13 名
宮崎医療ࢭン

ー病院ࢱ

5 ➨ 3回地区運営委

員会

௧和㸵年度 宮崎・東ㅖ県地区活動計画

（᱌）について㸭地区活動 「災害᫬に

対応する看護管理者ネットワーク構築

（௬⛠）」について

12 月 16 日 13 名
宮崎医療ࢭン

ー病院ࢱ

6 ➨ 2回まちの保健

室協力員会議

まちの保健室地区代表者委員会ሗ࿌㸭

次年度まちの保健室委員会活動計画及

びண⟬について㸭まちの保健室活動に

ついて

1 月 31 日 9 名 県立図᭩㤋

7 ➨ 4回地区運営委

員会

௧和 8年度 宮崎・東ㅖ県地区活動計画

（᱌）について㸭௧和 8年度 宮崎・東

ㅖ県地区施設代表者会議企画（᱌）に

ついて㸭地区活動「災害᫬に対応する

看護管理者ネットワーク構築（௬⛠）」

について

2 月 17 日 11 名
宮崎医療ࢭン

ー病院ࢱ

2）研修会活動                           ※参加者数（うち会員以外数）

研修等名 内容 開催日 参加数※ 会場

交流会「大つᶍ災害᫬を

ぢᤣえたᖹ᫬・災害᫬の

連携を考える࢛ࣇーࣛ

ム」

テーマ：災害᫬における看護マネࢪメ

ントの実㝿㹼௧和 6年⬟Ⓩ༙ᓥ地㟈で

の想定外の⌧実と対応㹼講義を⫈講

ᚋ、⮬地区での「災害᫬に対応する看

護管理者ネットワーク構築について

検討した

9 月 16 日
78 名

(7 名)

宮崎県看護

等研修ࢭン

ーࢱ

「多職種交流会 ちࡈ

病Ჷ在宅ࡪで学ࡐまࡷ

医療連携」

多職種で実㝿の事౛をඖに࢝ン࢓ࣇ

ࣞンスの場でのࣟールプࣞイを行な

った。ࣟールプࣞイ⤊஢ᚋに、講師が

インࣗࣅࢱーᙧᘧでそれぞれの㓄役

にㄒってもらい、Ẽづきを῝めていた

10 月 14 日
22 名

(7 名)
宮崎市保健

所

「心のてあて㹼⮬ẅண

㜵 まずは⪺くことか

ら」まちの保健室協力員

等 4 地区合同研修会（西

㒔・ඣ・ᇛ㒔、県ㅖ東・崎宮、‮

໭ㅖ県、ᑠᯘ・えびの・西ㅖ県）

⮬ẅண㜵、⫈くことの㔜要ᛶ・対応方

法について学びを῝めることができ、

まちの保健室活動においても活用で

きる内容で、協力員の㈨質向上につな

がった。

12 月 20 日
35 名

(4 名)

宮崎県看護

等研修ࢭン

ーࢱ

3）行政等会議の参加

会議名 開催日 会場

௧和 7 年度➨ 1回宮崎東ㅖ県地区医療構想調整会議 8 月 6 日 県⥲合保健ࢭンࢱー

日本ࡦなた宮崎国ス࣏・㞀ス࣏宮崎市実行委員会 ➨ 3回

⥲会
3 月 23 日 JA・AZM ࣍ール

4）イベント活動

イベント名 開催日 参加数 会場

ワンストップ相ㄯ会 9 月 7 日 協力員 2 名 イオンࣔール宮崎

いいお⏘の日 in 宮崎 11 月 8 日 協力員 1 名 宮崎県立図᭩㤋

ワンストップ相ㄯ会 1 月 24 日 協力員 2 名 宮崎県㜵災庁舎
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西㒔ඣ会議協進推⟇対ẅ⮬域地‮ 8 月 7 日 高㘠保健所

高㘠保健所運営協議会 8 月 28 日 高㘠保健所

➨１回西㒔ඣ議会整調想構療医域地ᅪ療医次஧‮ 9 月 18 日 高㘠保健所

4）イベント活動

イベント名 開催日 参加数 会場

看護の日 PR（定期型「まちの保健室」） 5 月 11 日 協力員 3 名 西㒔ショッピングࢭンࢱーࣃオ

オーࢱム࢙ࣇスࢱ in西㒔原（イベント型「ま

ちの保健室」）
11 月 8 日 協力員 3 名 西㒔原イベントᗈ場

３．実施評価と課題

ࠒ評価ࠑ 地区活動を通ࡌて、看護職間の᝟ሗ共有や意ぢ交᥮のᶵ会を⥅続的に☜保することができ、ネ

ットワークのᙉ໬に一定の成ᯝがみられた。一方で、多職種との連携においては、㢦のぢえる関ಀ

づくりをさらに推進していくうえで課題がṧる。≉に、ධ㏥院支援における᝟ሗ共有のあり方につ

いてもᨵၿのవ地がある。

研修会については、計画にᇶづき企画・運営を行い、参加者の理ゎ促進や知㆑・ᢏ⾡の向上に

ᐤ୚したと考えられる。なお、組織ᙉ໬へのල体的なຠᯝについては、評価方法もྵめ今ᚋの検

討が必要である。

まちの保健室活動においては、地域住民への࿘知および健康相ㄯ・ၨ発活動を実施し、地域の

健康の保ᣢ・増進に一定の貢献ができた。また、活動を通して看護協会の役๭や活動内容をఏえ

るᶵ会にもつながった。一方で、活動内容にややᅛ定໬がみられるとともに、協力員数の減少が

みられており、体制面においても課題がṧる。

多職種との㢦のぢえる関ಀづくりに向け、連携のᶵ会の☜保を図る・ࠒ課題ࠑ

・ධ㏥院支援における᝟ሗ共有の෇⁥໬に向け、共通ツールの活用や連携体制のᙉ໬を図る

・研修会の学びが⌧場で活かされるよう、ຠᯝの☜認および内容の඘実を図る

・まちの保健室活動における看護協会の役๭の࿘知ᙉ໬および活動内容の඘実を図る

・地域住民のࢽーࢬをᢕᥱし、地域≉ᛶに応ࡌた活動の展開につなࡆる

・まちの保健室協力員の☜保・育成および⥅続しやすい体制づくりを進める

ᐑᓮ・東ㅖ┴地区

地区理事 ⚟‶ 美和 (ᐑᓮ኱Ꮫ）

委員：஭上ὒ子(宮崎県立宮崎病院)、ᡞ高⸅(宮崎市㒆医師会病院)、和Ἠ㈗子(ྂ㈡⥲合病院)、西ᶫᐩ美Ụ(₶

和会グᛕ病院)、ᚋ藤美⣖(けいめいグᛕ病院)、Ụ藤けさよ(㏕田病院)、஭上友㤶(宮崎生協病院)、岩部 ோ
(宮崎ၿோ会病院)、ᑠᕝ和ᙪ(ⱝⲡ病院)、ᑠ∹田佐知子(宮崎生協病院)、எᏲ ⠜(宮崎医療ࢭンࢱー病院)、
➉本美ᕼ(訪問看護ステーションなんࡪ)、西森⏤㈗(宮崎市保健所)、

１．活動目標

1）宮崎県看護協会と連携して地区活動を推進し、地域の看護の質向上を目ᣦす

2）看護職の交流を図り地区の医療・看護に貢献する

3）地域住民の健康と⚟♴の向上にᐤ୚する。

㸰．活動実⦼

1）委員会活動

委員会・会議名 内容・議題 開催日 参加数 会場

1 ➨ 1 回地区運営会

議

௧和 7 年度宮崎・東ㅖ県地区施設代表

者会議ሗ࿌㸭宮崎・東ㅖ県地区災害に

関するネットワーク構想について

7 月 3 日 10 名
宮崎県看護等

研修ࢭンࢱー

2 宮崎・東ㅖ県地区

施設代表者会議

看護協会からの᝟ሗ提供等㸭意ぢ交᥮

「看看連携のための連携の⌧≧」「宮

崎・東ㅖ県地区災害᫬対応における看

護管理者ネットワークの構築」

7 月 3 日 59 名
宮崎県看護等

研修ࢭンࢱー

3 ➨ 1回まちの保健

室協力員会議

まちの保健室地区代表者委員会ሗ࿌㸭

次年度まちの保健室計画㸭まちの保健

室活動について

9 月 27 日 7 名 県立図᭩㤋

4 ➨ 2回地区運営委

員会

௧和㸵年度 宮崎・東ㅖ県地区活動計画

のぢ┤しについて㸭宮崎・東ㅖ県地区

災害に関するネットワーク構想につい

て

10 月 2 日 13 名
宮崎医療ࢭン

ー病院ࢱ

5 ➨ 3回地区運営委

員会

௧和㸵年度 宮崎・東ㅖ県地区活動計画

（᱌）について㸭地区活動 「災害᫬に

対応する看護管理者ネットワーク構築

（௬⛠）」について

12 月 16 日 13 名
宮崎医療ࢭン

ー病院ࢱ

6 ➨ 2回まちの保健

室協力員会議

まちの保健室地区代表者委員会ሗ࿌㸭

次年度まちの保健室委員会活動計画及

びண⟬について㸭まちの保健室活動に

ついて

1 月 31 日 9 名 県立図᭩㤋

7 ➨ 4回地区運営委

員会

௧和 8年度 宮崎・東ㅖ県地区活動計画

（᱌）について㸭௧和 8年度 宮崎・東

ㅖ県地区施設代表者会議企画（᱌）に

ついて㸭地区活動「災害᫬に対応する

看護管理者ネットワーク構築（௬⛠）」

について

2 月 17 日 11 名
宮崎医療ࢭン

ー病院ࢱ

2）研修会活動                           ※参加者数（うち会員以外数）

研修等名 内容 開催日 参加数※ 会場

交流会「大つᶍ災害᫬を

ぢᤣえたᖹ᫬・災害᫬の

連携を考える࢛ࣇーࣛ

ム」

テーマ：災害᫬における看護マネࢪメ

ントの実㝿㹼௧和 6年⬟Ⓩ༙ᓥ地㟈で

の想定外の⌧実と対応㹼講義を⫈講

ᚋ、⮬地区での「災害᫬に対応する看

護管理者ネットワーク構築について

検討した

9 月 16 日
78 名

(7 名)

宮崎県看護

等研修ࢭン

ーࢱ

「多職種交流会 ちࡈ

病Ჷ在宅ࡪで学ࡐまࡷ

医療連携」

多職種で実㝿の事౛をඖに࢝ン࢓ࣇ

ࣞンスの場でのࣟールプࣞイを行な

った。ࣟールプࣞイ⤊஢ᚋに、講師が

インࣗࣅࢱーᙧᘧでそれぞれの㓄役

にㄒってもらい、Ẽづきを῝めていた

10 月 14 日
22 名

(7 名)
宮崎市保健

所

「心のてあて㹼⮬ẅண

㜵 まずは⪺くことか

ら」まちの保健室協力員

等 4 地区合同研修会（西

㒔・ඣ・ᇛ㒔、県ㅖ東・崎宮、‮

໭ㅖ県、ᑠᯘ・えびの・西ㅖ県）

⮬ẅண㜵、⫈くことの㔜要ᛶ・対応方

法について学びを῝めることができ、

まちの保健室活動においても活用で

きる内容で、協力員の㈨質向上につな

がった。

12 月 20 日
35 名

(4 名)

宮崎県看護

等研修ࢭン

ーࢱ

3）行政等会議の参加

会議名 開催日 会場

௧和 7 年度➨ 1回宮崎東ㅖ県地区医療構想調整会議 8 月 6 日 県⥲合保健ࢭンࢱー

日本ࡦなた宮崎国ス࣏・㞀ス࣏宮崎市実行委員会 ➨ 3回

⥲会
3 月 23 日 JA・AZM ࣍ール

4）イベント活動

イベント名 開催日 参加数 会場

ワンストップ相ㄯ会 9 月 7 日 協力員 2 名 イオンࣔール宮崎

いいお⏘の日 in 宮崎 11 月 8 日 協力員 1 名 宮崎県立図᭩㤋

ワンストップ相ㄯ会 1 月 24 日 協力員 2 名 宮崎県㜵災庁舎
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ワンストップ相ㄯ会 3 月 14 日 協力員 3 名 宮崎県立図᭩㤋

３．実施評価と課題

ࠒ評価ࠑ 宮崎県看護協会が推進する「ษれ目のない看護提供体制の構築」を地域ࣞベルでල⌧໬するた

め、宮崎・東ㅖ県地区施設代表者会議にて、本地区の「災害᫬に対応する看護管理者ネットワーク

の構築」についてᢎ認をᚓたᚋ、地区運営委員会で「ネットワーク構築のල体᱌」を⟇定した。

௧和 7 年度内には 2 つの地区研修を企画・実施し目標を達成した。≉に「多職種交流会：ࡈちࡷ

まࡐで学ࡪ病Ჷ在宅医療連携」では、看護職間の連携ᙉ໬に␃まらず、多職種との交流の場ともな

った。

「まちの保健室」により、地区住民の健康と⚟♴にᐤ୚した。

地区運営委員会で⟇定した「ネットワーク構築のල体᱌」を地区施設代表者に提♧し、実ຠᛶの・ࠒ課題ࠑ

高い運用に向けたものに構築する。

・地区企画の研修のプࣟグࣛム構成ではグループワークを఩⨨づけている。௚施設参加者との࢕ࢹ

ス࢝ッションをより活発にするため、ຠᯝ的なグループワーク構成を検討する。

・まちの保健室の協力員を㣴成する。

㒔ᇛ・໭ㅖ┴地区

地区理事 ⲨṊ ᫀ௦（⸨ඖ⥲ྜ病院）

委員：田୰久美・千代森ኤ子・藤内千夏・⚟田幸子（㒔ᇛ医療ࢭンࢱー）、上森ድ美・ᒣඖᬛ子・㛛ศᮍ来
(㒔ᇛ市㒆医師会病院)、୰ᇽⷵ明人・久保田㔛㤶(宮Ọ病院)、上田῟子(藤ඖ上⏫病院)、ᖹ松真⏤美（藤

ඖ⥲合病院）、୰㏕ఙ一・᪩田康἞・大出Ỉᘅ㤶(大ᝅ病院)、ᱵᇉள⏤美(訪問看護ステーションඃ⒵)、
┈␃真⏤美(㒔ᇛ保健所)、ᰩᒣㄋ子（三⫤⏫訪問看護ステーションなࡈみ）、୸ᒣᬛ美（介護⪁人保健

施設はまࡺう）、東ᑠኪ㔛（ベテスࢲクࣜࢽック）、㰺藤ⓙ子・今ᮧ三千代（ಶ人会員）

１．活動目標

1）地区研修会を企画・運営し、地域の看護の質向上を図る。

2）地域包括ケアシステムの構築のために看護職と௚職種との連携を図る。

3）まちの保健室活動を通して、地域住民の健康保ᣢ・増進にᐤ୚する。

4）地区活動を推進し、看護管理者、看護職の交流を῝める。

㸰．活動実⦼

1）委員会活動

委員会・会議名 内容・議題 開催日 参加数 会場

1 ➨１回地区運営委員会、

各委員会合同会議

理事会ሗ࿌㸭今年度の地区活動計画

㸭各委員会で研修企画
5 月 30 日 18 名

藤ඖ⥲合病

院

2
施設代表者会議、

➨ 2 回地区運営委員会、

各委員会合同会議

施設代表者会議（会長講₇、看護協会

からの᝟ሗ提供、看看連携推進のため

の連携の⌧≧についての意ぢ交᥮）㸭

理事会ሗ࿌㸭今年度の地区活動計画

୰間評価

10 月 3 日 16 名

国立病院ᶵ

構㒔ᇛ医療

ーࢱンࢭ

3 まちの保健室企画運営

委員会

委員会活動ሗ࿌㸭相ㄯ௳数実⦼ሗ࿌

㸭次年度計画の検討（運営および研修

計画）

10 月 24 日 8 名
藤ඖ⥲合病

院

4 ➨ 3 回地区運営委員会、

各委員会合同会議

理事会ሗ࿌㸭௧和 7年度地区活動評価

㸭௧和 8 年度地区活動計画の共有
2 月 5 日 18 名

藤ඖ⥲合病

院

2）研修会活動                           ※参加者数（うち会員以外数）

研修名 内容 開催日 参加数※ 会場

在宅・⚟♴施設等

でാく看護職のた

めの研修

⢭⚄⛉⑌ᝈをᢪえる方を地域で支えるために

㹼訪問看護師の役๭と多職種連携㹼

講師：㝮ඖ美乃㔛（訪問看護ステーション cocoro
美 代表ྲྀ⥾役）、ὠᇛᏹ᪫（訪問看護ステ

ーション IRODORI 代表ྲྀ⥾役）

12 月 3 日
19 名

(9 名)

国立病院ᶵ

構㒔ᇛ医療

ーࢱンࢭ

災害看護研修

༡ᾏトࣛࣇᕧ大地㟈から㒔ᇛ・宮崎の医療をᏲ

るには

講師：ⴠ合⚽ಙ（宮崎大学医学部 救急・災害医学

ศ㔝 教ᤵ）

9 月 19 日
48 名

(6 名)

国立病院ᶵ

構㒔ᇛ医療

ーࢱンࢭ

3）行政等会議の参加

会議名 開催日 会場

㒔ᇛ市介護保険運営協議会
7 月 3 日、9 月 19 日

11 月 27 日、2 月 17 日

まちなか交流ࢭンࢱー、

㒔ᇛ市役所、୰ኸබ民

㤋、ࢽ࣑ࣗࢥテࢭ࢕ンࢱー

㒔ᇛ㜵災会議 9 月 30 日 㒔ᇛ市役所

㒔ᇛ市⥲合㜵災カ⦎調整会議 10 月 21 日 ጔࣨୣ地区බ民㤋

㒔ᇛ市三⫤⏫在宅医療介護連携推進協議会 5 月 16 日、3 月 6 日 㒔ᇛ໭ㅖ県医師会㤋

➨ 81 回国民ス࣏ーツ大会・➨ 26 回全国㞀害者ス࣏ー

ツ大会実行委員会
7 月 1 日 ࣍テル୰ᒣⲮ

日本のࡦなた宮崎国ス࣏・㞀ス࣏ ᐟἩ⾨生ᑓ㛛員会 11 月 20 日 㒔ᇛ市役所

㒔ᇛ保健所運営会議 7 月 30 日 㒔ᇛ保健所

㒔ᇛ໭ㅖ県地域職域推進協議会 9 月 2 日、12 月 19 日 㒔ᇛ保健所

㒔ᇛ໭ㅖ県地域医療構想調ᰝ委会議 2 月 26 日 㒔ᇛ保健所

㒔ᇛ໭ㅖ県地域⮬ẅ対⟇協議会 1 月 27 日 㒔ᇛ保健所

4）イベント活動

イベント名 開催日 参加数 会場

看護の日 PR（定期型「まちの保健室」） 5 月 11 日 協力員 2 名 イオン㒔ᇛᗑ

くすりと健康࢙ࣇスࢱ（イベント型「まちの保健室」） 8 月 24 日 協力員 2 名 ࢙࢘ルネス交流プࣛࢨ

㒔ᇛࡰんちネット࢙ࣇステ࢕バル 9 月 23 日 1 名 㒔ᇛまちなかᗈ場

㒔ᇛ市⥲合㜵災カ⦎ 11 月 30 日 3 名 㒔ᇛ市立東ᑠ学ᰯ

みまたん㟝ᓥࣛࣀࣃマまらそん（イベント型「まちの

保健室」）
1 月 25 日 協力員 2 名

三⫤⏫ࡩれあい୰ኸᗈ

場

３．実施評価と課題

地区運営委員会では、地域でാく看護職の問題点をᢳ出し、今年度の活動を考えた。施設代表者会議

を 1 回開催し、宮崎県看護協会長等の参加もあり、活発的な意ぢ交᥮ができた。看護協会にᮍ加ධの看

護職の参加もあり、看護協会の活動等を理ゎし、看護協会運営について理ゎを῝められたのではないか

と評価した。

地区研修会は、各委員の主体的な活動により、計画通りに、災害看護研修、在宅・⚟♴施設等でാく

看護職のための研修を開催することができた。災害看護研修に関しては、ẖ年多くの参加があり、ᕧ大

地㟈等発生᫬の、連携等のあり方等を῝く考えることができた。

まちの保健室は、協力員の協力のもと、定期開催をண定通り行うことができた。まちの保健室の開催

場所の変᭦を行い、相ㄯ௳数も᫖年度より増加した。

行政等の会議へは積極的に参加した。今ᚋも、行政との㢦のぢえる関ಀᛶを保ち、医療・介護の連携

をしていきたい。

地区理事の役๭は、会議、研修等の企画だけではなく、地域に出て、㒔ᇛ໭ㅖ県地区の医療・介護の

問題点をᢳ出し、地域・施設・行政間との連携をᐦに行い、地域の看護の質向上に向け、ྲྀり組ࡴ事が

㔜要であると考えている。また、次ୡ代の医療職の育成にも力をධれていきたいと考える。

ᑠᯘ・ࡢࡧ࠼・すㅖ┴地区

地区理事 山அཱྀ 和ᶞ（ࡢࡧ࠼ᕷ❧病院）

委員：㔝間ᬛ夏・㔝㎶༟真・Ⅳᗋはるな・ᯘ一美（ᅬ田病院）、有ᮧ┤子・岩ඖࡺかり（ụ஭病院）、      
⚟㏕千㤶（訪問看護ステーションࡦかり）、ᑠᕝ㈼஧・ᶫ本ៅ子（内ᮧ病院）、ᒣཱྀ㝧子・ᅄඖ⍞ᜨ・Ṋ田愛・
ᰩ原ᚊ子・ᾏ⸝❶代・ᶫ∎⏤美（ᑠᯘ市立病院）、୰ᮧみ࡝り（高原⏫役場）、今ᓥ῟子・ྜྷ松高ᚿ（え

びの市立病院）、ྂᕝ裕ᜨ・୰ูᗓ千ᜨ・ᱵ木千ᜨ（国民健康保険高原病院）、໭原ඃ子（訪問看護ステー
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ワンストップ相ㄯ会 3 月 14 日 協力員 3 名 宮崎県立図᭩㤋

３．実施評価と課題

ࠒ評価ࠑ 宮崎県看護協会が推進する「ษれ目のない看護提供体制の構築」を地域ࣞベルでල⌧໬するた

め、宮崎・東ㅖ県地区施設代表者会議にて、本地区の「災害᫬に対応する看護管理者ネットワーク

の構築」についてᢎ認をᚓたᚋ、地区運営委員会で「ネットワーク構築のල体᱌」を⟇定した。

௧和 7 年度内には 2 つの地区研修を企画・実施し目標を達成した。≉に「多職種交流会：ࡈちࡷ

まࡐで学ࡪ病Ჷ在宅医療連携」では、看護職間の連携ᙉ໬に␃まらず、多職種との交流の場ともな

った。

「まちの保健室」により、地区住民の健康と⚟♴にᐤ୚した。

地区運営委員会で⟇定した「ネットワーク構築のල体᱌」を地区施設代表者に提♧し、実ຠᛶの・ࠒ課題ࠑ

高い運用に向けたものに構築する。

・地区企画の研修のプࣟグࣛム構成ではグループワークを఩⨨づけている。௚施設参加者との࢕ࢹ

ス࢝ッションをより活発にするため、ຠᯝ的なグループワーク構成を検討する。

・まちの保健室の協力員を㣴成する。

㒔ᇛ・໭ㅖ┴地区

地区理事 ⲨṊ ᫀ௦（⸨ඖ⥲ྜ病院）

委員：田୰久美・千代森ኤ子・藤内千夏・⚟田幸子（㒔ᇛ医療ࢭンࢱー）、上森ድ美・ᒣඖᬛ子・㛛ศᮍ来
(㒔ᇛ市㒆医師会病院)、୰ᇽⷵ明人・久保田㔛㤶(宮Ọ病院)、上田῟子(藤ඖ上⏫病院)、ᖹ松真⏤美（藤

ඖ⥲合病院）、୰㏕ఙ一・᪩田康἞・大出Ỉᘅ㤶(大ᝅ病院)、ᱵᇉள⏤美(訪問看護ステーションඃ⒵)、
┈␃真⏤美(㒔ᇛ保健所)、ᰩᒣㄋ子（三⫤⏫訪問看護ステーションなࡈみ）、୸ᒣᬛ美（介護⪁人保健

施設はまࡺう）、東ᑠኪ㔛（ベテスࢲクࣜࢽック）、㰺藤ⓙ子・今ᮧ三千代（ಶ人会員）

１．活動目標

1）地区研修会を企画・運営し、地域の看護の質向上を図る。

2）地域包括ケアシステムの構築のために看護職と௚職種との連携を図る。

3）まちの保健室活動を通して、地域住民の健康保ᣢ・増進にᐤ୚する。

4）地区活動を推進し、看護管理者、看護職の交流を῝める。

㸰．活動実⦼

1）委員会活動

委員会・会議名 内容・議題 開催日 参加数 会場

1 ➨１回地区運営委員会、

各委員会合同会議

理事会ሗ࿌㸭今年度の地区活動計画

㸭各委員会で研修企画
5 月 30 日 18 名

藤ඖ⥲合病

院

2
施設代表者会議、

➨ 2 回地区運営委員会、

各委員会合同会議

施設代表者会議（会長講₇、看護協会

からの᝟ሗ提供、看看連携推進のため

の連携の⌧≧についての意ぢ交᥮）㸭

理事会ሗ࿌㸭今年度の地区活動計画

୰間評価

10 月 3 日 16 名

国立病院ᶵ

構㒔ᇛ医療

ーࢱンࢭ

3 まちの保健室企画運営

委員会

委員会活動ሗ࿌㸭相ㄯ௳数実⦼ሗ࿌

㸭次年度計画の検討（運営および研修

計画）

10 月 24 日 8 名
藤ඖ⥲合病

院

4 ➨ 3 回地区運営委員会、

各委員会合同会議

理事会ሗ࿌㸭௧和 7年度地区活動評価

㸭௧和 8 年度地区活動計画の共有
2 月 5 日 18 名

藤ඖ⥲合病

院

2）研修会活動                           ※参加者数（うち会員以外数）

研修名 内容 開催日 参加数※ 会場

在宅・⚟♴施設等

でാく看護職のた

めの研修

⢭⚄⛉⑌ᝈをᢪえる方を地域で支えるために

㹼訪問看護師の役๭と多職種連携㹼

講師：㝮ඖ美乃㔛（訪問看護ステーション cocoro
美 代表ྲྀ⥾役）、ὠᇛᏹ᪫（訪問看護ステ

ーション IRODORI 代表ྲྀ⥾役）

12 月 3 日
19 名

(9 名)

国立病院ᶵ

構㒔ᇛ医療

ーࢱンࢭ

災害看護研修

༡ᾏトࣛࣇᕧ大地㟈から㒔ᇛ・宮崎の医療をᏲ

るには

講師：ⴠ合⚽ಙ（宮崎大学医学部 救急・災害医学

ศ㔝 教ᤵ）

9 月 19 日
48 名

(6 名)

国立病院ᶵ

構㒔ᇛ医療

ーࢱンࢭ

3）行政等会議の参加

会議名 開催日 会場

㒔ᇛ市介護保険運営協議会
7 月 3 日、9 月 19 日

11 月 27 日、2 月 17 日

まちなか交流ࢭンࢱー、

㒔ᇛ市役所、୰ኸබ民

㤋、ࢽ࣑ࣗࢥテࢭ࢕ンࢱー

㒔ᇛ㜵災会議 9 月 30 日 㒔ᇛ市役所

㒔ᇛ市⥲合㜵災カ⦎調整会議 10 月 21 日 ጔࣨୣ地区බ民㤋

㒔ᇛ市三⫤⏫在宅医療介護連携推進協議会 5 月 16 日、3 月 6 日 㒔ᇛ໭ㅖ県医師会㤋

➨ 81 回国民ス࣏ーツ大会・➨ 26 回全国㞀害者ス࣏ー

ツ大会実行委員会
7 月 1 日 ࣍テル୰ᒣⲮ

日本のࡦなた宮崎国ス࣏・㞀ス࣏ ᐟἩ⾨生ᑓ㛛員会 11 月 20 日 㒔ᇛ市役所

㒔ᇛ保健所運営会議 7 月 30 日 㒔ᇛ保健所

㒔ᇛ໭ㅖ県地域職域推進協議会 9 月 2 日、12 月 19 日 㒔ᇛ保健所

㒔ᇛ໭ㅖ県地域医療構想調ᰝ委会議 2 月 26 日 㒔ᇛ保健所

㒔ᇛ໭ㅖ県地域⮬ẅ対⟇協議会 1 月 27 日 㒔ᇛ保健所

4）イベント活動

イベント名 開催日 参加数 会場

看護の日 PR（定期型「まちの保健室」） 5 月 11 日 協力員 2 名 イオン㒔ᇛᗑ

くすりと健康࢙ࣇスࢱ（イベント型「まちの保健室」） 8 月 24 日 協力員 2 名 ࢙࢘ルネス交流プࣛࢨ

㒔ᇛࡰんちネット࢙ࣇステ࢕バル 9 月 23 日 1 名 㒔ᇛまちなかᗈ場

㒔ᇛ市⥲合㜵災カ⦎ 11 月 30 日 3 名 㒔ᇛ市立東ᑠ学ᰯ

みまたん㟝ᓥࣛࣀࣃマまらそん（イベント型「まちの

保健室」）
1 月 25 日 協力員 2 名

三⫤⏫ࡩれあい୰ኸᗈ

場

３．実施評価と課題

地区運営委員会では、地域でാく看護職の問題点をᢳ出し、今年度の活動を考えた。施設代表者会議

を 1 回開催し、宮崎県看護協会長等の参加もあり、活発的な意ぢ交᥮ができた。看護協会にᮍ加ධの看

護職の参加もあり、看護協会の活動等を理ゎし、看護協会運営について理ゎを῝められたのではないか

と評価した。

地区研修会は、各委員の主体的な活動により、計画通りに、災害看護研修、在宅・⚟♴施設等でാく

看護職のための研修を開催することができた。災害看護研修に関しては、ẖ年多くの参加があり、ᕧ大

地㟈等発生᫬の、連携等のあり方等を῝く考えることができた。

まちの保健室は、協力員の協力のもと、定期開催をண定通り行うことができた。まちの保健室の開催

場所の変᭦を行い、相ㄯ௳数も᫖年度より増加した。

行政等の会議へは積極的に参加した。今ᚋも、行政との㢦のぢえる関ಀᛶを保ち、医療・介護の連携

をしていきたい。

地区理事の役๭は、会議、研修等の企画だけではなく、地域に出て、㒔ᇛ໭ㅖ県地区の医療・介護の

問題点をᢳ出し、地域・施設・行政間との連携をᐦに行い、地域の看護の質向上に向け、ྲྀり組ࡴ事が

㔜要であると考えている。また、次ୡ代の医療職の育成にも力をධれていきたいと考える。

ᑠᯘ・ࡢࡧ࠼・すㅖ┴地区

地区理事 山அཱྀ 和ᶞ（ࡢࡧ࠼ᕷ❧病院）

委員：㔝間ᬛ夏・㔝㎶༟真・Ⅳᗋはるな・ᯘ一美（ᅬ田病院）、有ᮧ┤子・岩ඖࡺかり（ụ஭病院）、      
⚟㏕千㤶（訪問看護ステーションࡦかり）、ᑠᕝ㈼஧・ᶫ本ៅ子（内ᮧ病院）、ᒣཱྀ㝧子・ᅄඖ⍞ᜨ・Ṋ田愛・
ᰩ原ᚊ子・ᾏ⸝❶代・ᶫ∎⏤美（ᑠᯘ市立病院）、୰ᮧみ࡝り（高原⏫役場）、今ᓥ῟子・ྜྷ松高ᚿ（え

びの市立病院）、ྂᕝ裕ᜨ・୰ูᗓ千ᜨ・ᱵ木千ᜨ（国民健康保険高原病院）、໭原ඃ子（訪問看護ステー
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ションケアࡩる）、上ᮧ勝子・西種子田かよ（前原病院）、Ỉ増美幸・㇂ᕝࡦとみ（㔝ᑼ୰ኸ病院）、     

ྜྷඖ美千代（ᢲ㡿ྖ病院）、高㔝久美子（訪問看護ステーションなでしこ 1ྕ㤋）、ᘪ๐ᑦ美（ಶ人会員）

１．活動目標

1）地区活動を推進し、研修の企画・運営を通し地域の看護の質向上を目ᣦす。

2）地区活動を通し、保健・医療・⚟♴ࢧーࣅスの看護職との連携を図る。

3）まちの保健室活動を実施し、地域住民の健康管理に貢献する。

㸰．活動実⦼

1）委員会活動

委員会㺃会議名 内容㺃議題 開催日 参加数 会場

1 ➨ 1 回まちの保健室

企画運営委員会

活動⌧ἣおよび今ᚋの活動につ

いて
6 月 26 日 7 名 TENAMU ルࣅ

2 地区施設代表者会議

看護協会からの᝟ሗ提供㸭意ぢ

交᥮㺀看看連携推進のためのネッ

トワークᙉ໬㺁㸭地区活動の共有

7 月 1 日 23 名 ᑠᯘ市立病院

3 在宅・⚟♴施設等でാく

看護職のための委員会

次年度の研修内容について検討

災害᫬のマイ・ࢱイムࣛインを☜

認し行動する研修にỴ定

9 月 29 日 9 名 ᑠᯘ市立病院

4 看護の質向上委員会
来年度の研修企画㸭認知症㺃せん

ዶᝈ者の看護について
11 月 5 日 9 名 ᑠᯘ市立病院

5 医療安全推進委員会

次年度の役員☜認㸭次年度の研

修企画 ᦤ㣗ᄟୗにおける安全

管理

11 月 10 日 8 名 内ᮧ病院

6 ➨ 2 回まちの保健室

企画運営委員会

௚地区の活動≧ἣሗ࿌㸭௧和8年

度の事ᴗ計画について㸭地区に

おける相ㄯ者の⌧≧㺃今ᚋの活動

について

11 月 27 日 6 名 TENAMU ルࣅ

2）研修会活動                           ※参加者数（うち会員以外数）

研修名 内容 開催日 参加数※ 会場

災害看護研修

㺀༡ᾏトࣛࣇᕧ大地㟈発生 西ㅖ地域は

きか㺃㺃㺁࡭うす࡝

講師：内ᒣ ᆂ（㟝ᓥグᛕ病院 事ົᒁ長）

6 月 28 日
59 名

(17 名) ᅬ田病院

3）行政等会議の参加

会議名 開催日 会場

西ㅖ地域㺃職域連携推進協議会సᴗ部会 6 月 19 日 ᑠᯘ保健所 2 㝵多目的࣍ール

ᑠᯘ保健所運営協議会 7 月 15 日 ᑠᯘ保健所 2 㝵多目的࣍ール

➨ 1 回西ㅖ地域㺃職域連携推進協議会 8 月 22 日 ᑠᯘ保健所 2 㝵多目的࣍ール

日本のࡦなた宮崎 国ス࣏㺽えびの市実行委員会

➨ 1 回ᐟἩ⾨生ᑓ㛛委員会
10 月 15 日 えびの市ᩥ໬ࢭンࢱー 視⫈ぬ室

西ㅖ地域医療構想調整会議 11 月 7 日 ᑠᯘ保健所 2 㝵多目的࣍ール

➨ 2 回西ㅖ地域㺃職域連携推進協議会 3 月 2 日 ᑠᯘ保健所 1 㝵 会議室

➨ 3 回西ㅖ地域医療構想調整会議 3 月 5 日 (᭩面協議)

西ㅖ地域在宅医療介護連携推進協議会 3 月 18 日 (᭩面会議)

３．実施評価と課題

地区施設代表者会議では看護協会からの᝟ሗ提供、「看看連携推進のためのネットワークᙉ໬」の

意ぢ交᥮会を行い、௚施設代表者との㢦のぢえる関ಀづくりができ、᝟ሗ共有や今ᚋの活動に活か

せる会議であった。まだ、参加できていない施設代表者にも声᥃けを行って、᝟ሗ共有を行ってい

きたい。

施設代表者会議・地区運営委員会も 1 回であったが、来年度の研修企画立᱌等については、各委

員会の委員長と調整し‽ഛを進めている。

今年度の災害看護研修「༡ᾏトࣛࣇᕧ大地㟈発生 西ㅖ地域は࡝うす࡭きか・・」では⮬施設の

ྲྀ組ሗ࿌、ᚋ方支援の㔜要ᛶ等については意ぢ交᥮を行うことができた。

行政等の会議では、地域における行政・医療・介護との連携が必要であるが、᝟ሗ共有等が問題

点としてឤࡌることがあったので今ᚋの検討事㡯である。

日༡・୵㛫地区

地区理事 ኱ᮌ 㑳美（ᐑᓮ┴❧日༡病院）

委員：大ሯ民子（県༡病院）、ΎỈᑠⓒ合・松田⳯⥴子（୵間市民病院）、ᐩ松ဏ枝・⚟田ዉὠ⣖（㇂ཱྀ病院）、     

ᑠᕝ῟子（日༡看護ᑓ㛛学ᰯ）、ᒣඖࢧࣄ子（ಶ人会員）、田୰ⱱ子（᫓ග会グᛕ病院）、స本愛（はまࡰ

う訪問看護ステーション）、Ṋ田㟹子（日༡保健所）、ᒣ୰ࡺかり（愛Ἠ会日༡病院）、藤崎᫓美（介護⪁人

保健施設おびの㔛）、ụỌ༤ᜨ（おび୰ኸ病院）、ᕝ㉺ⓒ合子（日༡市୰部病院）、瀬ᡞཱྀ麻美（訪問看護ス

テーションฆ）、஭上㤶代子（日༡学ᅬ高等学ᰯ看護ᑓᨷ⛉）

１．活動目標

1）地区活動を推進し、県༡地域の看護の質向上を目ᣦす。

2）地区内の看護職の交流を推進する。

㸰．活動実⦼

1）委員会活動

委員会・会議名 内容・議題 開催日 参加数 会場

１
➨ 1 回地区運営委

員会

委員会組織の☜認㸭理事会ሗ࿌㸭各

委員会の活動ሗ࿌
5 月 15 日 14 名 まなびピア

㸰
➨ 1 回まちの保健

室協力員会議

代表者委員会ሗ࿌㸭まちの保健室開

設≧ἣ㸭௧和 7 年度地区研修会
6 月 4 日 16 名 まなびピア

３
➨ 1 回施設代表者

会議

看護協会ሗ࿌㸭グループワーク「看

護ネットワーク」について 10 月 9 日 20 名 まなびピア

㸲
➨ 2 回地区運営委

員会
理事会ሗ࿌㸭各委員会の活動ሗ࿌

㸳
➨ 2 回まちの保健

室協力員会議

代表者委員会ሗ࿌㸭まちの保健室開

設≧ἣ㸭次年度研修会計画㸭相ㄯ日

⛬表
12 月 3 日 15 名 まなびピア

㸴
➨ 3 回地区運営委

員会

理事会ሗ࿌㸭各委員会の活動ሗ࿌㸭

௧和 8 年度活動目標と活動内容
2 月 12 日 11 名 まなびピア

2）研修会活動                                ※参加者数（うち会員以外数）

研修名 内容 開催日 参加数※ 会場

まちの保健室協

力員等研修会

「介護保険制度について」

講師：⏥ᩫᕫ႐ Ặ・⚟Ụὒ美（日༡市健康⚟

♴部長寿課・介護保険課）

7 月 5 日 18 名 まなびピア

医療安全推進研

修

「ᨵめて医療安全を考える㹼医療事ᨾの⤒

㦂からఏえたいこと㹼」

講師：髙ᒣリ✑（ᝈ者・ᐙ᪘と医療をつなࡄ

NPO 法人「ᯫけᶫ」）

8 月 8 日
73 名

(11 名)
日༡市テクࢭࣀ

ンࢱー

看護の質向上の

ための研修

「⮫ᗋ実㊶に活かせる࿧྾・ᚠ⎔のࢪ࢕ࣇ

࢝ルアࢭスメント」

講師：原田⏤⣖子（国立病院ᶵ構㒔ᇛ医療ࢭン

ーࢱ 診療看護師）

10 月 17 日
42 名

(10 名)
日༡看護ᑓ㛛学

ᰯ

災害看護研修

「災害にഛえる看護のࣛ࢝ࢳ㹼CSCATTT
で災害対応力を高めよう㹼」

講師：岩㷂利ᜨ（宮崎県立日༡病院 救急看護

認定看護師）

12 月 6 日
36 名

(8 名)
県立日༡病院

3）行政等会議の参加

会議名 開催日 会場

➨ 1 回日༡୵間地域医療構想調整会議 6 月 （᭩面会議）

➨ 13 回୵間市在宅医療介護連携推進協議会 7 月 3 日 ୵間市⥲合保健⚟♴ࢭンࢱー
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ションケアࡩる）、上ᮧ勝子・西種子田かよ（前原病院）、Ỉ増美幸・㇂ᕝࡦとみ（㔝ᑼ୰ኸ病院）、     

ྜྷඖ美千代（ᢲ㡿ྖ病院）、高㔝久美子（訪問看護ステーションなでしこ 1ྕ㤋）、ᘪ๐ᑦ美（ಶ人会員）

１．活動目標

1）地区活動を推進し、研修の企画・運営を通し地域の看護の質向上を目ᣦす。

2）地区活動を通し、保健・医療・⚟♴ࢧーࣅスの看護職との連携を図る。

3）まちの保健室活動を実施し、地域住民の健康管理に貢献する。

㸰．活動実⦼

1）委員会活動

委員会㺃会議名 内容㺃議題 開催日 参加数 会場

1 ➨ 1 回まちの保健室

企画運営委員会

活動⌧ἣおよび今ᚋの活動につ

いて
6 月 26 日 7 名 TENAMU ルࣅ

2 地区施設代表者会議

看護協会からの᝟ሗ提供㸭意ぢ

交᥮㺀看看連携推進のためのネッ

トワークᙉ໬㺁㸭地区活動の共有

7 月 1 日 23 名 ᑠᯘ市立病院

3 在宅・⚟♴施設等でാく

看護職のための委員会

次年度の研修内容について検討

災害᫬のマイ・ࢱイムࣛインを☜

認し行動する研修にỴ定

9 月 29 日 9 名 ᑠᯘ市立病院

4 看護の質向上委員会
来年度の研修企画㸭認知症㺃せん

ዶᝈ者の看護について
11 月 5 日 9 名 ᑠᯘ市立病院

5 医療安全推進委員会

次年度の役員☜認㸭次年度の研

修企画 ᦤ㣗ᄟୗにおける安全

管理

11 月 10 日 8 名 内ᮧ病院

6 ➨ 2 回まちの保健室

企画運営委員会

௚地区の活動≧ἣሗ࿌㸭௧和8年

度の事ᴗ計画について㸭地区に

おける相ㄯ者の⌧≧㺃今ᚋの活動

について

11 月 27 日 6 名 TENAMU ルࣅ

2）研修会活動                           ※参加者数（うち会員以外数）

研修名 内容 開催日 参加数※ 会場

災害看護研修

㺀༡ᾏトࣛࣇᕧ大地㟈発生 西ㅖ地域は

きか㺃㺃㺁࡭うす࡝

講師：内ᒣ ᆂ（㟝ᓥグᛕ病院 事ົᒁ長）

6 月 28 日
59 名

(17 名) ᅬ田病院

3）行政等会議の参加

会議名 開催日 会場

西ㅖ地域㺃職域連携推進協議会సᴗ部会 6 月 19 日 ᑠᯘ保健所 2 㝵多目的࣍ール

ᑠᯘ保健所運営協議会 7 月 15 日 ᑠᯘ保健所 2 㝵多目的࣍ール

➨ 1 回西ㅖ地域㺃職域連携推進協議会 8 月 22 日 ᑠᯘ保健所 2 㝵多目的࣍ール

日本のࡦなた宮崎 国ス࣏㺽えびの市実行委員会

➨ 1 回ᐟἩ⾨生ᑓ㛛委員会
10 月 15 日 えびの市ᩥ໬ࢭンࢱー 視⫈ぬ室

西ㅖ地域医療構想調整会議 11 月 7 日 ᑠᯘ保健所 2 㝵多目的࣍ール

➨ 2 回西ㅖ地域㺃職域連携推進協議会 3 月 2 日 ᑠᯘ保健所 1 㝵 会議室

➨ 3 回西ㅖ地域医療構想調整会議 3 月 5 日 (᭩面協議)

西ㅖ地域在宅医療介護連携推進協議会 3 月 18 日 (᭩面会議)

３．実施評価と課題

地区施設代表者会議では看護協会からの᝟ሗ提供、「看看連携推進のためのネットワークᙉ໬」の

意ぢ交᥮会を行い、௚施設代表者との㢦のぢえる関ಀづくりができ、᝟ሗ共有や今ᚋの活動に活か

せる会議であった。まだ、参加できていない施設代表者にも声᥃けを行って、᝟ሗ共有を行ってい

きたい。

施設代表者会議・地区運営委員会も 1 回であったが、来年度の研修企画立᱌等については、各委

員会の委員長と調整し‽ഛを進めている。

今年度の災害看護研修「༡ᾏトࣛࣇᕧ大地㟈発生 西ㅖ地域は࡝うす࡭きか・・」では⮬施設の

ྲྀ組ሗ࿌、ᚋ方支援の㔜要ᛶ等については意ぢ交᥮を行うことができた。

行政等の会議では、地域における行政・医療・介護との連携が必要であるが、᝟ሗ共有等が問題

点としてឤࡌることがあったので今ᚋの検討事㡯である。

日༡・୵㛫地区

地区理事 ኱ᮌ 㑳美（ᐑᓮ┴❧日༡病院）

委員：大ሯ民子（県༡病院）、ΎỈᑠⓒ合・松田⳯⥴子（୵間市民病院）、ᐩ松ဏ枝・⚟田ዉὠ⣖（㇂ཱྀ病院）、     

ᑠᕝ῟子（日༡看護ᑓ㛛学ᰯ）、ᒣඖࢧࣄ子（ಶ人会員）、田୰ⱱ子（᫓ග会グᛕ病院）、స本愛（はまࡰ

う訪問看護ステーション）、Ṋ田㟹子（日༡保健所）、ᒣ୰ࡺかり（愛Ἠ会日༡病院）、藤崎᫓美（介護⪁人

保健施設おびの㔛）、ụỌ༤ᜨ（おび୰ኸ病院）、ᕝ㉺ⓒ合子（日༡市୰部病院）、瀬ᡞཱྀ麻美（訪問看護ス

テーションฆ）、஭上㤶代子（日༡学ᅬ高等学ᰯ看護ᑓᨷ⛉）

１．活動目標

1）地区活動を推進し、県༡地域の看護の質向上を目ᣦす。

2）地区内の看護職の交流を推進する。

㸰．活動実⦼

1）委員会活動

委員会・会議名 内容・議題 開催日 参加数 会場

１
➨ 1 回地区運営委

員会

委員会組織の☜認㸭理事会ሗ࿌㸭各

委員会の活動ሗ࿌
5 月 15 日 14 名 まなびピア

㸰
➨ 1 回まちの保健

室協力員会議

代表者委員会ሗ࿌㸭まちの保健室開

設≧ἣ㸭௧和 7 年度地区研修会
6 月 4 日 16 名 まなびピア

３
➨ 1 回施設代表者

会議

看護協会ሗ࿌㸭グループワーク「看

護ネットワーク」について 10 月 9 日 20 名 まなびピア

㸲
➨ 2 回地区運営委

員会
理事会ሗ࿌㸭各委員会の活動ሗ࿌

㸳
➨ 2 回まちの保健

室協力員会議

代表者委員会ሗ࿌㸭まちの保健室開

設≧ἣ㸭次年度研修会計画㸭相ㄯ日

⛬表
12 月 3 日 15 名 まなびピア

㸴
➨ 3 回地区運営委

員会

理事会ሗ࿌㸭各委員会の活動ሗ࿌㸭

௧和 8 年度活動目標と活動内容
2 月 12 日 11 名 まなびピア

2）研修会活動                                ※参加者数（うち会員以外数）

研修名 内容 開催日 参加数※ 会場

まちの保健室協

力員等研修会

「介護保険制度について」

講師：⏥ᩫᕫ႐ Ặ・⚟Ụὒ美（日༡市健康⚟

♴部長寿課・介護保険課）

7 月 5 日 18 名 まなびピア

医療安全推進研

修

「ᨵめて医療安全を考える㹼医療事ᨾの⤒

㦂からఏえたいこと㹼」

講師：髙ᒣリ✑（ᝈ者・ᐙ᪘と医療をつなࡄ

NPO 法人「ᯫけᶫ」）

8 月 8 日
73 名

(11 名)
日༡市テクࢭࣀ

ンࢱー

看護の質向上の

ための研修

「⮫ᗋ実㊶に活かせる࿧྾・ᚠ⎔のࢪ࢕ࣇ

࢝ルアࢭスメント」

講師：原田⏤⣖子（国立病院ᶵ構㒔ᇛ医療ࢭン

ーࢱ 診療看護師）

10 月 17 日
42 名

(10 名)
日༡看護ᑓ㛛学

ᰯ

災害看護研修

「災害にഛえる看護のࣛ࢝ࢳ㹼CSCATTT
で災害対応力を高めよう㹼」

講師：岩㷂利ᜨ（宮崎県立日༡病院 救急看護

認定看護師）

12 月 6 日
36 名

(8 名)
県立日༡病院

3）行政等会議の参加

会議名 開催日 会場

➨ 1 回日༡୵間地域医療構想調整会議 6 月 （᭩面会議）

➨ 13 回୵間市在宅医療介護連携推進協議会 7 月 3 日 ୵間市⥲合保健⚟♴ࢭンࢱー
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日本のࡦなた宮崎国ス࣏・㞀ス࣏ 日༡市実行委員会

➨ 2 回⥲会
7 月 25 日 ኳ↛ Ἠࡦなたのᐟ

➨ 1 回日༡市地域包括支援ࢭンࢱー運営協議会 8 月 4 日 日༡市役所

➨ 1 回日༡市地域ケア推進会議 8 月 4 日 日༡市役所

➨ 1 回健康にちなん 21 推進会議 9 月 5 日 日༡市役所

➨ 2 回日༡୵間地域医療構想調整会議 10 月 6 日 日༡保健所

➨ 3 回日༡୵間地域医療構想調整会議 10 月 17 日 （᭩面会議）

➨ 1 回日༡市地域ᐦ╔型ࢧーࣅス運営委員会 10 月 29 日 日༡市役所

日༡保健所運営協議会 11 月 6 日 日༡保健所

日༡市高㱋保健⚟♴計画及び介護保険事ᴗ計画委員会 11 月 6 日 日༡市役所

௧和 7 年度බເ 地域ᐦ╔型ࢧーࣅス運営事ᴗண定者の㑅定

「面᥋ᑂᰝ」
12 月 16 日 日༡市役所

➨ 14 回୵間市在宅医療介護連携推進協議会 12 月 23 日 ୵間市⥲合保健⚟♴ࢭンࢱー

➨ 2 回健康にちなん 21 推進会議 2 月 20 日 日༡市役所

➨ 2 回日༡市地域包括支援ࢭンࢱー運営協議会 3 月 2 日 日༡市役所

➨ 2 回日༡市地域ケア推進会議 3 月 2 日 日༡市役所

➨ 4 回日༡୵間地域医療構想調整会議 3 月 16 日 日༡保健所

4）イベント活動

イベント名 開催日 参加数 会場

୵間市民⛅まつり 11 月 3 日 協力員 4 名 㐨の㥐くしま 交流施設

日༡市きたࡈう⏘ᴗまつり
11 月 29 日

11 月 30 日

協力員 4 名

協力員 4 名
大藤Ἑᕝබᅬ多目的ᗈ場

⚟♴のまちづくり応援࢙ࣇステ࢕バル 2025 12 月 14 日 協力員 3 名 日༡市⚟♴⥲合保健ࢭンࢱー

３．実施評価と課題

ࠒ評価ࠑ 本年度は「地区活動の推進」と「交流の推進」をᰕに、計 4 回の多様な研修会を開催し、延࡭

160 名以上の看護職に学びの場を提供した。≉に医療安全や災害看護への関心が高く、地域のࢽー

に合⮴した。また、行政会議への積極的な参画により、地域包括ケアシステムの構築における看ࢬ

護職のᏑ在ឤを高めることができた。

と組織拡大ࢳ会員以外へのアプࣟー・ࠒ課題ࠑ

研修会に参加した会員以外に対し、看護協会の活動メࣜットをຠᯝ的に࿘知し、ධ会促進へ⧅ࡆ

る௙組みづくりがồめられる。

・多職種連携・㢦のぢえる関ಀづくりの῝໬

「医療・介護連携の῝໬」に向け、看護職のみならず௚職種も参加しやすい研修⎔ቃの整ഛや、

実ຠᛶのある意ぢ交᥮・交流の場をいかに構築するかが課題である。

・ᣢ続ྍ⬟な組織運営体制の構築

委員の多ᛁなᴗົを考៖し、᫬には ICT の活用（オンࣛインే用等）による会議のຠ⋡໬を検

討し、活動の⥅続ᛶを☜保する必要がある。

௧和 7 年度 地区施設代表者会議

１ 開催≧ἣ（開催㡰）

地区 月日 ᫬間 会場

日向・東臼杵 6 月 27 日 18：20㹼20：15 介護⪁人保健施設メ࢕ࢹケア┒年㤋

ᑠᯘ・えびの・西ㅖ県 7 月 1 日 18：00㹼19：25 ᑠᯘ市立病院

宮崎・東ㅖ県 7 月 3 日 14：30㹼16：45 宮崎県看護等研修ࢭンࢱー

西㒔・ඣ‮ 7 月 4 日 18：30㹼19：55 㭯田病院

㒔ᇛ・໭ㅖ県 10 月 3 日 18：00㹼19：35 国立病院ᶵ構㒔ᇛ医療ࢭンࢱー

日༡・୵間 10 月 9 日 15：00㹼16：55 まなびピア

延岡・西臼杵 10 月 17 日 18：10㹼20：10 延岡看護ᑓ㛛学ᰯ

㸰 会議ᴫ要

１）日本看護協会・宮崎県看護協会の動きについて

㸰）看護管理者等支援事ᴗについて

３）宮崎県看護関連⿵ຓ㔠について

㸲）意ぢ交᥮

（１）目的・㊃᪨：看護職ネットワークのᙉ໬

看看連携を推進する㸭地域包括ケアを推進する㸭㢦を合わせるᶵ会を増やし、住民やᝈ者の療㣴支

援の質を向上させる㸭日㡭の在宅療㣴᫬のネットワークを災害᫬等の༴ᶵ管理につなࡆる

（㸰）内容: 看看連携推進のための連携の⌧≧（ワークシート活用）

ୗグの㸳つの࢝テࣜࢦーの୰の「できていること」と「できていないこと 等」を共有

࢝テࣜࢦー：Ϩ ධ㏥院᫬における連携  ϩ 日ᖖの療㣴支援における連携

          Ϫ 急変対応における連携  ϫ 看ྲྀり対応における連携  Ϭ その௚

（３）意ぢ交᥮（⤖ᯝ）の活用

ձ 意ぢ交᥮の⤖ᯝを共有（地区理事と参加者に⤖ᯝ㏦௜）

ղ ⤖ᯝやワークシートの活用

・地区の代表者会議や委員会内で検討

・⮬施設内の検討に活用

３ 実施⤖ᯝ

１）参加≧ἣ

地区
延岡

西臼杵
日向

東臼杵
西㒔
ඣ‮

宮崎
東ㅖ県

㒔ᇛ
໭ㅖ県

ᑠᯘ
えびの
西ㅖ県

日༡
୵間

計

参加施設数

㸨会員施設数

24
㸨41

15
㸨23

19
㸨26

33
㸨140

18
㸨42

19
㸨27

16
㸨18

144
㸨317

参加人数
（内ᮍ加ධ者）

30
（1）

23
（2）

23
（3）

49
（3）

36
（4）

23
（3）

20
（1）

204
(17)

௧和 6年度 10 4 6 31 3 6 3 63
参加施設

参加人数 10 4 6 32 3 7 3 65

㸰）実施評価と課題

県全体を対㇟としてẖ年１回宮崎県看護等研修ࢭンࢱーで行う施設代表者会議については、௧和㸵年

度は、地区の≧ἣのᢕᥱや地域の看護職のネットワークᙉ໬を目的として地区施設代表者会議に会長等

の役員・職員が出向いた。会員施設以外からの参加もྵめ、全体で１㸲㸲施設㸰㸮㸲名の参加があり、

前年度より大ᖜに増加した（前年ẚ㸶１施設増、１３㸷人増）。アンケートでは「௚施設との交流ができ

た」（91%）、「地域について考えるᶵ会になった」(80%)の回⟅が多く、「㌟近に協会のことを⪺くことが

できた」、「組織や地区の⌧≧を共有することができた」等の意ぢもあった。地区ࡈとに行うことで地区

の課題の共有、参加者の㢦のぢえる関ಀづくりにつながった。次年度以㝆の地区の看護職のネットワー

クᙉ໬に活かす。
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日本のࡦなた宮崎国ス࣏・㞀ス࣏ 日༡市実行委員会

➨ 2 回⥲会
7 月 25 日 ኳ↛ Ἠࡦなたのᐟ

➨ 1 回日༡市地域包括支援ࢭンࢱー運営協議会 8 月 4 日 日༡市役所

➨ 1 回日༡市地域ケア推進会議 8 月 4 日 日༡市役所

➨ 1 回健康にちなん 21 推進会議 9 月 5 日 日༡市役所

➨ 2 回日༡୵間地域医療構想調整会議 10 月 6 日 日༡保健所

➨ 3 回日༡୵間地域医療構想調整会議 10 月 17 日 （᭩面会議）

➨ 1 回日༡市地域ᐦ╔型ࢧーࣅス運営委員会 10 月 29 日 日༡市役所

日༡保健所運営協議会 11 月 6 日 日༡保健所

日༡市高㱋保健⚟♴計画及び介護保険事ᴗ計画委員会 11 月 6 日 日༡市役所

௧和 7 年度බເ 地域ᐦ╔型ࢧーࣅス運営事ᴗண定者の㑅定

「面᥋ᑂᰝ」
12 月 16 日 日༡市役所

➨ 14 回୵間市在宅医療介護連携推進協議会 12 月 23 日 ୵間市⥲合保健⚟♴ࢭンࢱー

➨ 2 回健康にちなん 21 推進会議 2 月 20 日 日༡市役所

➨ 2 回日༡市地域包括支援ࢭンࢱー運営協議会 3 月 2 日 日༡市役所

➨ 2 回日༡市地域ケア推進会議 3 月 2 日 日༡市役所

➨ 4 回日༡୵間地域医療構想調整会議 3 月 16 日 日༡保健所

4）イベント活動

イベント名 開催日 参加数 会場

୵間市民⛅まつり 11 月 3 日 協力員 4 名 㐨の㥐くしま 交流施設

日༡市きたࡈう⏘ᴗまつり
11 月 29 日

11 月 30 日

協力員 4 名

協力員 4 名
大藤Ἑᕝබᅬ多目的ᗈ場

⚟♴のまちづくり応援࢙ࣇステ࢕バル 2025 12 月 14 日 協力員 3 名 日༡市⚟♴⥲合保健ࢭンࢱー

３．実施評価と課題

ࠒ評価ࠑ 本年度は「地区活動の推進」と「交流の推進」をᰕに、計 4 回の多様な研修会を開催し、延࡭

160 名以上の看護職に学びの場を提供した。≉に医療安全や災害看護への関心が高く、地域のࢽー

に合⮴した。また、行政会議への積極的な参画により、地域包括ケアシステムの構築における看ࢬ

護職のᏑ在ឤを高めることができた。

と組織拡大ࢳ会員以外へのアプࣟー・ࠒ課題ࠑ

研修会に参加した会員以外に対し、看護協会の活動メࣜットをຠᯝ的に࿘知し、ධ会促進へ⧅ࡆ

る௙組みづくりがồめられる。

・多職種連携・㢦のぢえる関ಀづくりの῝໬

「医療・介護連携の῝໬」に向け、看護職のみならず௚職種も参加しやすい研修⎔ቃの整ഛや、

実ຠᛶのある意ぢ交᥮・交流の場をいかに構築するかが課題である。

・ᣢ続ྍ⬟な組織運営体制の構築

委員の多ᛁなᴗົを考៖し、᫬には ICT の活用（オンࣛインే用等）による会議のຠ⋡໬を検

討し、活動の⥅続ᛶを☜保する必要がある。

௧和 7 年度 地区施設代表者会議

１ 開催≧ἣ（開催㡰）

地区 月日 ᫬間 会場

日向・東臼杵 6 月 27 日 18：20㹼20：15 介護⪁人保健施設メ࢕ࢹケア┒年㤋

ᑠᯘ・えびの・西ㅖ県 7 月 1 日 18：00㹼19：25 ᑠᯘ市立病院

宮崎・東ㅖ県 7 月 3 日 14：30㹼16：45 宮崎県看護等研修ࢭンࢱー

西㒔・ඣ‮ 7 月 4 日 18：30㹼19：55 㭯田病院

㒔ᇛ・໭ㅖ県 10 月 3 日 18：00㹼19：35 国立病院ᶵ構㒔ᇛ医療ࢭンࢱー

日༡・୵間 10 月 9 日 15：00㹼16：55 まなびピア

延岡・西臼杵 10 月 17 日 18：10㹼20：10 延岡看護ᑓ㛛学ᰯ

㸰 会議ᴫ要

１）日本看護協会・宮崎県看護協会の動きについて

㸰）看護管理者等支援事ᴗについて

３）宮崎県看護関連⿵ຓ㔠について

㸲）意ぢ交᥮

（１）目的・㊃᪨：看護職ネットワークのᙉ໬

看看連携を推進する㸭地域包括ケアを推進する㸭㢦を合わせるᶵ会を増やし、住民やᝈ者の療㣴支

援の質を向上させる㸭日㡭の在宅療㣴᫬のネットワークを災害᫬等の༴ᶵ管理につなࡆる

（㸰）内容: 看看連携推進のための連携の⌧≧（ワークシート活用）

ୗグの㸳つの࢝テࣜࢦーの୰の「できていること」と「できていないこと 等」を共有

࢝テࣜࢦー：Ϩ ධ㏥院᫬における連携  ϩ 日ᖖの療㣴支援における連携

          Ϫ 急変対応における連携  ϫ 看ྲྀり対応における連携  Ϭ その௚

（３）意ぢ交᥮（⤖ᯝ）の活用

ձ 意ぢ交᥮の⤖ᯝを共有（地区理事と参加者に⤖ᯝ㏦௜）

ղ ⤖ᯝやワークシートの活用

・地区の代表者会議や委員会内で検討

・⮬施設内の検討に活用

３ 実施⤖ᯝ

１）参加≧ἣ

地区
延岡

西臼杵
日向

東臼杵
西㒔
ඣ‮

宮崎
東ㅖ県

㒔ᇛ
໭ㅖ県

ᑠᯘ
えびの
西ㅖ県

日༡
୵間

計

参加施設数

㸨会員施設数

24
㸨41

15
㸨23

19
㸨26

33
㸨140

18
㸨42

19
㸨27

16
㸨18

144
㸨317

参加人数
（内ᮍ加ධ者）

30
（1）

23
（2）

23
（3）

49
（3）

36
（4）

23
（3）

20
（1）

204
(17)

௧和 6年度 10 4 6 31 3 6 3 63
参加施設

参加人数 10 4 6 32 3 7 3 65

㸰）実施評価と課題

県全体を対㇟としてẖ年１回宮崎県看護等研修ࢭンࢱーで行う施設代表者会議については、௧和㸵年

度は、地区の≧ἣのᢕᥱや地域の看護職のネットワークᙉ໬を目的として地区施設代表者会議に会長等

の役員・職員が出向いた。会員施設以外からの参加もྵめ、全体で１㸲㸲施設㸰㸮㸲名の参加があり、

前年度より大ᖜに増加した（前年ẚ㸶１施設増、１３㸷人増）。アンケートでは「௚施設との交流ができ

た」（91%）、「地域について考えるᶵ会になった」(80%)の回⟅が多く、「㌟近に協会のことを⪺くことが

できた」、「組織や地区の⌧≧を共有することができた」等の意ぢもあった。地区ࡈとに行うことで地区

の課題の共有、参加者の㢦のぢえる関ಀづくりにつながった。次年度以㝆の地区の看護職のネットワー

クᙉ໬に活かす。
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令和㸵年度 日本看護協会理事会及びᆅ༊ู法人会員会報告

日本看護協会理事会

1.理事会開催状況

ᅇ 日時・会場・出席者等 ୺࡞協議事項等

1

開催日時

・令和 7年 5月 9日（金）

・10：00～14：30

会場

・JNAホール

出席役員

・理事 58名

・監事 4名

Ⅰ事業推進に関する事項

1)2025年度職⬟委員会委員の㑅任(案)について協議、承認。

Ⅱ管理的事項

1)令和 6年度Ỵ算報告書(案)及び監査報告書について協議、承認。

2)令和 6 年度資金調達及び設備投資のᐇ⦼をグ㍕しࡓ書㢮(案)につい

て協議、承認。

3)令和 6 年度公益認定㈈務୕基‽の計算書及び公益┠的ྲྀᚓ㈈⏘ṧ額

(案)について協議、承認。

4)令和 7 年度資金収支予算書及び収支予算書の➨ 1 ḟ補正(案)につい

て協議、承認。

5)教育事業及び看護のᬑ及ၨⓎ事業に対するຓ成金஺௜額の見直し

(案)について協議、議㢟をྲྀ下࡜ࡆし、ḟᅇ以降の理事会࡛再度協

議する࡜ࡇを承認。

Ⅲ職務執行状況の報告

1)会長及び各業務執行理事から自己の職務の執行状況を報告。

2

開催日時

・令和 7年 6月 11日（Ỉ）

・18：00～18：40

会場

・ホࢸルࣗࢽー࢜ーࢽࢱ

ᖥᙇ 㭯の㛫

出席役員

・理事 59名

・監事 4名

㑅ᣲᚋの᪂役員にࡼる理事会開催のࡣࡎࡲ、ࡵࡓ理事会ᣍ㞟のྠពにつ

いて☜認し、඲員のྠពࡀᚓらࡓࢀの࡛、以下の 4 件について協議、す

べて承認。

1)役職の㑅定(案)について協議、承認。

2)会長及び๪会長の常໅ཪࡣ㠀常໅(案)について協議、承認。

3)会長௦行及び専務理事௦行のඃඛ㡰఩(案)について協議、承認。

4)業務執行理事の業務ศᢸ(案)について協議、承認。

3

開催日時

①令和 7年 7月 24日（木）

13：30～17：00

②令和 7年 7月 25日（金）

9：30～10：55

会場

・JNAホール

出席役員

・理事 59名

・監事 4名

Ⅰ事業推進に関する事項

1)看護管理研修（௜ຍ研修ྵࡴ）及び᪂࡞ࡓ認定看護管理者教育課程

にࡅ࠾るࢺ࣓ࣥࢥࢡࢵࣜࣈࣃ⤖ᯝの཯ᫎ、ࣗࢪࢣࢫールኚ᭦(案)に

ついて協議、  承認。

Ⅱ管理的事項

1)令和 7年度資金運⏝方針(案)について協議、承認。

2)⚄ᡞ研修ࢱࣥࢭー㛢ᡤにక࠺一連のᩚ理事項(案)について協議、承

認。

3)教育事業及び看護のᬑ及ၨⓎ事業に対するຓ成金஺௜額の見直し

(案)について協議、承認。

Ⅲ人事関係

1)人事案件(1件協議、承認)

Ⅳ職務執行状況の報告

1)会長及び各業務執行理事から自己の職務の執行状況を報告。

4

開催日時

・令和 7年 9月 19日（金）

9：30～15：15

会場

・JNAホール

出席役員

・理事 57名

・監事 4名

Ⅰ基本方針・政策

1)令和 8年度重点政策(案)について協議、承認。

Ⅱ事業推進に関する事項

1)2026年度「看護の日・看護㐌㛫」事業(案)について協議、承認。

Ⅲ管理的事項

1)➨୕ᮇ長ᮇ修⧋計画(案)について協議、承認。

2)㒔㐨ᗓ┴看護協会࡬の会員Ⓩ㘓事務等の業務委ク費࡜㈇ᢸ金(案)に

ついて協議、承認。

Ⅳ職務執行状況の報告

1)会長及び各業務執行理事から自己の職務の執行状況を報告。

5

開催日時

①令和 7 年 11 月 27 日

（木）

13：30～17：10

②令和 7 年 11 月 28 日

（金）

9：30～12：00

会場

・JNAホール

①出席役員

・理事 60名

・監事 4名

②出席役員

・理事 59名

・監事 4名

Ⅰ基本方針・政策

1)令和 8年度重点政策・重点事業(案)について協議、承認。

2)看護師基礎教育の 4年制大学一本化(案)について協議、承認。

Ⅱ事業推進に関する事項

1)2028 年以降の国際看護師協会(ICN)の会費支払いに関する日本看護

協会の対応方針(案)について協議、承認。

2)B課程認定看護師教育見直しの方針(案)について協議、承認。

Ⅲ管理的事項

1)2026年度の見込み会員数(案)について協議、承認。

2)令和 8年度通常総会開催概要(案)について協議、承認。

3)「図書館運営規程」の改正(案)について協議、承認。

4)公益社団法人日本看護協会 看護研修学校学則」の改正(案)について

協議、承認。

5)日本看護学会規程の改正(案)について協議、承認。

Ⅳ職務執行状況の報告

1)会長及び各業務執行理事から自己の職務の執行状況を報告。

6

開催日時

①令和 8年 2月 19日（木）

13：30～17：55

②令和 8年 2月 20日（金）

9：30～14：55

会場

・JNAホール

出席役員

①理事 58名

監事 4名

②理事 58名

監事 4名

Ⅰ基本方針・政策

1)令和 8年度重点政策・重点事業(案)について協議、承認。

2)令和 8 年度通常総会報告事項(案)の以下の 4 件について協議、すべ

て承認。

①令和 7年度重点政策・重点事業報告(案)

②令和 7年度事業報告(案)

③令和 8年度重点政策・重点事業計画(案)

④令和 8年度事業計画(案)

3)令和 8 年度資金収支予算書(案)及び収支予算書(案)について協議、

承認。

4)令和 8年度資金調達及び設備投資の見込み(案)について協議、承認。

Ⅱ事業推進に関する事項

1)2026 年度認定看護師教育機関審査会・認定看護師審査会・専門看護

師審査会の構成員(案)について協議、承認。

2)B課程認定看護師教育の見直し(案)について協議、承認。

Ⅲ管理的事項

1)2026年度名誉会員候補者(案)について協議、承認。

2)2026年度日本看護協会長表彰候補者（案）について協議、承認。

3)2026年度委員会の設置及び関連規程の改正(案)について協議、承認。

4)「旅費規程」の改正及び関連規則等の改正(案)について協議、承認。

5)会計監査人の再任及び報酬額(案)について協議、承認。

Ⅳ人事関係

1)人事案件（5件協議、承認）

Ⅳ職務執行状況の報告

1)会長及び各業務執行理事から自己の職務の執行状況を報告。
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令和㸵年度 日本看護協会理事会及びᆅ༊ู法人会員会報告

日本看護協会理事会

1.理事会開催状況

ᅇ 日時・会場・出席者等 ୺࡞協議事項等

1

開催日時

・令和 7年 5月 9日（金）

・10：00～14：30

会場

・JNAホール

出席役員

・理事 58名

・監事 4名

Ⅰ事業推進に関する事項

1)2025年度職⬟委員会委員の㑅任(案)について協議、承認。

Ⅱ管理的事項

1)令和 6年度Ỵ算報告書(案)及び監査報告書について協議、承認。

2)令和 6 年度資金調達及び設備投資のᐇ⦼をグ㍕しࡓ書㢮(案)につい

て協議、承認。

3)令和 6 年度公益認定㈈務୕基‽の計算書及び公益┠的ྲྀᚓ㈈⏘ṧ額

(案)について協議、承認。

4)令和 7 年度資金収支予算書及び収支予算書の➨ 1 ḟ補正(案)につい

て協議、承認。

5)教育事業及び看護のᬑ及ၨⓎ事業に対するຓ成金஺௜額の見直し

(案)について協議、議㢟をྲྀ下࡜ࡆし、ḟᅇ以降の理事会࡛再度協

議する࡜ࡇを承認。

Ⅲ職務執行状況の報告

1)会長及び各業務執行理事から自己の職務の執行状況を報告。

2

開催日時

・令和 7年 6月 11日（Ỉ）

・18：00～18：40

会場

・ホࢸルࣗࢽー࢜ーࢽࢱ

ᖥᙇ 㭯の㛫

出席役員

・理事 59名

・監事 4名

㑅ᣲᚋの᪂役員にࡼる理事会開催のࡣࡎࡲ、ࡵࡓ理事会ᣍ㞟のྠពにつ

いて☜認し、඲員のྠពࡀᚓらࡓࢀの࡛、以下の 4 件について協議、す

べて承認。

1)役職の㑅定(案)について協議、承認。

2)会長及び๪会長の常໅ཪࡣ㠀常໅(案)について協議、承認。

3)会長௦行及び専務理事௦行のඃඛ㡰఩(案)について協議、承認。

4)業務執行理事の業務ศᢸ(案)について協議、承認。

3

開催日時

①令和 7年 7月 24日（木）

13：30～17：00

②令和 7年 7月 25日（金）

9：30～10：55

会場

・JNAホール

出席役員

・理事 59名

・監事 4名

Ⅰ事業推進に関する事項

1)看護管理研修（௜ຍ研修ྵࡴ）及び᪂࡞ࡓ認定看護管理者教育課程

にࡅ࠾るࢺ࣓ࣥࢥࢡࢵࣜࣈࣃ⤖ᯝの཯ᫎ、ࣗࢪࢣࢫールኚ᭦(案)に

ついて協議、  承認。

Ⅱ管理的事項

1)令和 7年度資金運⏝方針(案)について協議、承認。

2)⚄ᡞ研修ࢱࣥࢭー㛢ᡤにక࠺一連のᩚ理事項(案)について協議、承

認。

3)教育事業及び看護のᬑ及ၨⓎ事業に対するຓ成金஺௜額の見直し

(案)について協議、承認。

Ⅲ人事関係

1)人事案件(1件協議、承認)

Ⅳ職務執行状況の報告

1)会長及び各業務執行理事から自己の職務の執行状況を報告。

4

開催日時

・令和 7年 9月 19日（金）

9：30～15：15

会場

・JNAホール

出席役員

・理事 57名

・監事 4名

Ⅰ基本方針・政策

1)令和 8年度重点政策(案)について協議、承認。

Ⅱ事業推進に関する事項

1)2026年度「看護の日・看護㐌㛫」事業(案)について協議、承認。

Ⅲ管理的事項

1)➨୕ᮇ長ᮇ修⧋計画(案)について協議、承認。

2)㒔㐨ᗓ┴看護協会࡬の会員Ⓩ㘓事務等の業務委ク費࡜㈇ᢸ金(案)に

ついて協議、承認。

Ⅳ職務執行状況の報告

1)会長及び各業務執行理事から自己の職務の執行状況を報告。

5

開催日時

①令和 7 年 11 月 27 日

（木）

13：30～17：10

②令和 7 年 11 月 28 日

（金）

9：30～12：00

会場

・JNAホール

①出席役員

・理事 60名

・監事 4名

②出席役員

・理事 59名

・監事 4名

Ⅰ基本方針・政策

1)令和 8年度重点政策・重点事業(案)について協議、承認。

2)看護師基礎教育の 4年制大学一本化(案)について協議、承認。

Ⅱ事業推進に関する事項

1)2028 年以降の国際看護師協会(ICN)の会費支払いに関する日本看護

協会の対応方針(案)について協議、承認。

2)B課程認定看護師教育見直しの方針(案)について協議、承認。

Ⅲ管理的事項

1)2026年度の見込み会員数(案)について協議、承認。

2)令和 8年度通常総会開催概要(案)について協議、承認。

3)「図書館運営規程」の改正(案)について協議、承認。

4)公益社団法人日本看護協会 看護研修学校学則」の改正(案)について

協議、承認。

5)日本看護学会規程の改正(案)について協議、承認。

Ⅳ職務執行状況の報告

1)会長及び各業務執行理事から自己の職務の執行状況を報告。

6

開催日時

①令和 8年 2月 19日（木）

13：30～17：55

②令和 8年 2月 20日（金）

9：30～14：55

会場

・JNAホール

出席役員

①理事 58名

監事 4名

②理事 58名

監事 4名

Ⅰ基本方針・政策

1)令和 8年度重点政策・重点事業(案)について協議、承認。

2)令和 8 年度通常総会報告事項(案)の以下の 4 件について協議、すべ

て承認。

①令和 7年度重点政策・重点事業報告(案)

②令和 7年度事業報告(案)

③令和 8年度重点政策・重点事業計画(案)

④令和 8年度事業計画(案)

3)令和 8 年度資金収支予算書(案)及び収支予算書(案)について協議、

承認。

4)令和 8年度資金調達及び設備投資の見込み(案)について協議、承認。

Ⅱ事業推進に関する事項

1)2026 年度認定看護師教育機関審査会・認定看護師審査会・専門看護

師審査会の構成員(案)について協議、承認。

2)B課程認定看護師教育の見直し(案)について協議、承認。

Ⅲ管理的事項

1)2026年度名誉会員候補者(案)について協議、承認。

2)2026年度日本看護協会長表彰候補者（案）について協議、承認。

3)2026年度委員会の設置及び関連規程の改正(案)について協議、承認。

4)「旅費規程」の改正及び関連規則等の改正(案)について協議、承認。

5)会計監査人の再任及び報酬額(案)について協議、承認。

Ⅳ人事関係

1)人事案件（5件協議、承認）

Ⅳ職務執行状況の報告

1)会長及び各業務執行理事から自己の職務の執行状況を報告。
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ᆅ༊ูἲே会ဨ会୪࡟ࡧἲே会ဨ㐃⤡会㸦஑ᕞᆅ༊㸧

日 時 令和 8年 10月 23日（木）9：30～18：00

場 ᡤ ホࢸル日⯟大ศ ー࣡ࢱࢫࢩ࢔࢜

ཧຍ者 ஂಖᩔᏊ（会長）、ᕝ㷂ఙᏊ（常務理事）

୺࡞協議ෆᐜ等

࠙ᆅ༊ู法人会員会ࠚ

1.NuPSのά⏝にྥྲྀࡓࡅ⤌みのᙉ化について

2.認定看護師教育の⌧状࡜課㢟を㋃ࡓ࠼ࡲ௒ᚋの᳨ウについて

3.看護師基礎教育について

࠙法人会員連⤡会ࠚ

Ӑព見஺᥮事項ӑ

1. ⅏ᐖ支᥼ࢼーࢫに関する࡜ࡇ

1)⅏ᐖ支᥼ࢼーࢫのὴ㐵調ᩚに係る┴行政࡜の協定について

2)᪂࡞ࡓ⅏ᐖ支᥼ࢼーࢫὴ㐵調ᩚ等に係る┴行政࡜の委クዎ⣙の進ᤖ状況について

3)⅏ᐖ支᥼ࢼーࢫのὴ㐵調ᩚ等業務の┴からの委ク費⏝について

2. 人ᮦ☜ಖ・定╔ಁ進・࡜ࡇーに関するࢱࣥࢭࢫーࢼ

して、SNS࡜ー事業のᗈ報・࿘▱方法ࢱࣥࢭࢫーࢼ(1 をά⏝している┴に࠾いて、ࡑのຠᯝ

（཯㡪）について

2)SNSά⏝について

ーのάືについてࢱࣥࢭࢫーࢼ(3

のά⏝推進に係るྲྀ⤌状況についてࢫーࢼࢼࢳࣛࣉ(4

3. 研修運営について

1)看護管理研修（௜ຍ研修をྵࡴ）及び᪂࡞ࡓ認定看護管理者教育課程について

2)᪂࡞ࡓ認定看護管理者教育課程の開ጞにక࠺各┴協会の対応予定について

3)་⒪Ᏻ඲管理者㣴成研修に係るཷㅮᩱについて

4)研修会ㅮ師࡬の౫㢗ᩥ書等の㏦௜方法について

5)研修会ᙜ日資ᩱの༳ๅ・㓄ᕸ方法について

6)ᆅᇦ（ᆅ༊支㒊ෆ）にࡅ࠾る᪂人看護職員の人ᮦ育成について

7)研修௻画にࡅ࠾る研修ࢽーࢬのᢕᥱ、ࡼ࠾び研修ホ౯の方法について

8)教育研修について ①研修௻画のయ制について ②研修ホ౯基‽

9)研修ཷㅮᩱの設定基‽について

10)「≉定ศ㔝にࡅ࠾るಖ೺師ຓ⏘師看護師ᐇ⩦ᣦᑟ者ㅮ⩦会」ཷㅮಁ進のࡵࡓのྲྀ⤌に  

ついて

4. 業務のຠ⋡化・DX推進について

1)業務のຠ⋡化࣌࡜ーࣃーࣞࢫ化について

2)DX（ࢱࢪࢹル࢛ࣇࢫࣥࣛࢺー࣓ーࣥࣙࢩ）推進ᢸᙜ職員について

5. の௚ࡑ

1)ⱝ者࡬の看護の㨩ຊⓎಙ事業࡬のྲྀ⤌みについて

2)་⒪໅務⎔ቃ改ၿ支᥼ࢱࣥࢭー࡜の連ᦠについて

3)看護協会「ࡕࡲのಖ೺ᐊ」のάືࡼ࠾び┦ㄯ員について

4)報酬について

5)እ㒊理事・እ㒊監事の㑅⪃する際の⪃࠼方等について
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ᆅ༊ูἲே会ဨ会୪࡟ࡧἲே会ဨ㐃⤡会㸦஑ᕞᆅ༊㸧

日 時 令和 8年 10月 23日（木）9：30～18：00

場 ᡤ ホࢸル日⯟大ศ ー࣡ࢱࢫࢩ࢔࢜

ཧຍ者 ஂಖᩔᏊ（会長）、ᕝ㷂ఙᏊ（常務理事）

୺࡞協議ෆᐜ等

࠙ᆅ༊ู法人会員会ࠚ

1.NuPSのά⏝にྥྲྀࡓࡅ⤌みのᙉ化について

2.認定看護師教育の⌧状࡜課㢟を㋃ࡓ࠼ࡲ௒ᚋの᳨ウについて

3.看護師基礎教育について

࠙法人会員連⤡会ࠚ

Ӑព見஺᥮事項ӑ

1. ⅏ᐖ支᥼ࢼーࢫに関する࡜ࡇ

1)⅏ᐖ支᥼ࢼーࢫのὴ㐵調ᩚに係る┴行政࡜の協定について

2)᪂࡞ࡓ⅏ᐖ支᥼ࢼーࢫὴ㐵調ᩚ等に係る┴行政࡜の委クዎ⣙の進ᤖ状況について

3)⅏ᐖ支᥼ࢼーࢫのὴ㐵調ᩚ等業務の┴からの委ク費⏝について

2. 人ᮦ☜ಖ・定╔ಁ進・࡜ࡇーに関するࢱࣥࢭࢫーࢼ

して、SNS࡜ー事業のᗈ報・࿘▱方法ࢱࣥࢭࢫーࢼ(1 をά⏝している┴に࠾いて、ࡑのຠᯝ

（཯㡪）について

2)SNSά⏝について

ーのάືについてࢱࣥࢭࢫーࢼ(3

のά⏝推進に係るྲྀ⤌状況についてࢫーࢼࢼࢳࣛࣉ(4

3. 研修運営について

1)看護管理研修（௜ຍ研修をྵࡴ）及び᪂࡞ࡓ認定看護管理者教育課程について

2)᪂࡞ࡓ認定看護管理者教育課程の開ጞにక࠺各┴協会の対応予定について

3)་⒪Ᏻ඲管理者㣴成研修に係るཷㅮᩱについて

4)研修会ㅮ師࡬の౫㢗ᩥ書等の㏦௜方法について

5)研修会ᙜ日資ᩱの༳ๅ・㓄ᕸ方法について

6)ᆅᇦ（ᆅ༊支㒊ෆ）にࡅ࠾る᪂人看護職員の人ᮦ育成について

7)研修௻画にࡅ࠾る研修ࢽーࢬのᢕᥱ、ࡼ࠾び研修ホ౯の方法について

8)教育研修について ①研修௻画のయ制について ②研修ホ౯基‽

9)研修ཷㅮᩱの設定基‽について

10)「≉定ศ㔝にࡅ࠾るಖ೺師ຓ⏘師看護師ᐇ⩦ᣦᑟ者ㅮ⩦会」ཷㅮಁ進のࡵࡓのྲྀ⤌に  

ついて

4. 業務のຠ⋡化・DX推進について

1)業務のຠ⋡化࣌࡜ーࣃーࣞࢫ化について

2)DX（ࢱࢪࢹル࢛ࣇࢫࣥࣛࢺー࣓ーࣥࣙࢩ）推進ᢸᙜ職員について

5. の௚ࡑ

1)ⱝ者࡬の看護の㨩ຊⓎಙ事業࡬のྲྀ⤌みについて

2)་⒪໅務⎔ቃ改ၿ支᥼ࢱࣥࢭー࡜の連ᦠについて

3)看護協会「ࡕࡲのಖ೺ᐊ」のάືࡼ࠾び┦ㄯ員について

4)報酬について

5)እ㒊理事・እ㒊監事の㑅⪃する際の⪃࠼方等について
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（報告事項３）௧࿴㸶年度重Ⅼ事業୪びに事業ィ画

2025 年㸴᭶、日本看護協会は「看護のᑗ᮶ࣅジョン 2040」を公表しました。2040 年の社会は、さらな

るᑡᏊ高㱋化の進ᒎ、生⏘年㱋人ཱྀῶᑡୗにおける DXやാき᪉改㠉の推進、気ೃ変動による健康やᰤ養へ

のᙳ㡪な࡝、看護を取りᕳく⎔ቃが大きく変化します。そのような୰、看護職が人々のいのࡕ・暮らし・

ᑛཝをまもり支えるという看護の本質的な౑࿨を引き続き果たしていくため、<看護がめࡊすもの> として、

࠙その人らしさをᑛ重する生ᾭを㏻じた支援 、ࠚ࠙ 専門職としての自律したุ᩿と実践 、ࠚ࠙ キーࣃーࢯンと

してのከ職✀との協ാࠚの 3 つをᥖࡆ、その実現の๓提として、看護職自㌟が࢙࢘ࣝࣅー࢖ンࢢであるこ

と、つまり日々の看護実践にやりがいを実ឤでき、ᚰ㌟ともに充実してാける⎔ቃの実現が重どされてい

ます。

௧࿴㸶年度、ᐑᓮ┴看護協会は、┴内の看護職に関㐃した「㔞と質」の重要なㄢ㢟ゎ決に継続して取り

組みます。看護の౑࿨である、人々の「いのࡕ・暮らし・ᑛཝをまもり支える」の実現を目ᣦして、看護

職の確保、看護職の看護実践能力の向上、地༊の看看㐃ᦠの推進、ならびに看護⟶理者の能力向上となる

事業を実施してまいります。

㔜Ⅼ஦ᴗ

㸯．看護職୍ேࡦとりの࢙࢘ࣝࢢࣥ࢖࣮ࣅのྥୖ

㸰．持⥆ྍ能࡞看護ᥦ౪యไのᵓ⠏

３．より高い自律性を持った専門職としての活躍

４．全世代の健康を支える看護機能の強化

５．組織力の維持

⟇ᐃពᅗ

㸯．看護職୍ேࡦとりの࢙࢘ࣝࢢࣥ࢖࣮ࣅのྥୖ                 

  看護職には専門職としての役割を果たし、人々のいのࡕ・暮らし・ᑛཝをまもり支えていくこと

が求められています。そのためにはまࡎ、⚾たࡕ看護職自㌟が健康でᏳ全に充実ឤを持ってാける

ことが⫢要です。その実現に向け、��時㛫人々のいのࡕをまもり支える看護職の職㈐や専門性に見
ྜった処遇と、Ᏻᚰ・Ᏻ全な職場⎔ቃのᩚഛの支援活動をしてまいります。また、専門職として生

ᾭを㏻じた自律的な自ᕫ◊㛑とキャリアᙧ成に役❧てられるከᙬな学びの場を提供してまいります。

さらには、看護の価್や専門性をᗈく社会にఏえ、そのプࣞࢮンス向上に努めてまいります。

実施内容

１）看護職のാき᪉改㠉の推進

２）看護職の୺体的なキャリアᙧ成支援        

３）社会における看護のプࣞࢮンス向上

㸰．持⥆ྍ能࡞看護ᥦ౪యไのᵓ⠏

  ㄡもがᏳᚰしてࢣアをཷけられる社会をᏲるためには、地域における持続ྍ能な看護提供体制の構築

と地域の医療機関、施設、訪問看護、行政等の㐃ᦠが必要です。その推進には看護⟶理者の役割が重要

であるため看護⟶理者のネット࣡ーࢡを強化し地域のㄢ㢟に取り組む看看㐃ᦠを推進します。

加えて、看護職の確保と定╔のため持続ྍ能なാき᪉に向けた໅務⎔ቃ改善やከᵝでᰂ㌾なാき᪉の

ᬑ及と、DX等の推進等による看護業務の効率化を推進します。

実施内容

  １）地域における看看㐃ᦠの推進

２）';の推進等による看護業務効率化
３）地域の実᝟に応じた看護人材確保の推進

３．より高い自律性を持った専門職としての活躍

限られた人材で質の高い医療を効率的に提供するには、看護職としての専門性と実践力を高めるだけ

ではなく、入院患者や在宅療養者の状態変化に適時適切に対応する自律的な看護が欠かせません。看護

の専門性の発揮に向けた取組を進め、また、認定看護師・専門看護師の一層の活躍を推進します。

人口構造の変化のスピードや医療・介護ニーズの多様化等、地域ごとの違いは大きく、その特徴を踏まえた対

応が必要となり、地域において継続的かつ包括的な医療提供体制の構築において、看護管理者の果たす役割

はより一層重要となります。看護管理者には、地域のヘルスケアサービスを俯瞰し、様々な施設・サービスや多職

種と自律的に連携しながら、組織および地域における資源の管理、人材育成等を担うことが求められています。

そのため、認定看護管理者の新たな教育課程への円滑な移行をすすめ、その育成をさらに推進します。

実施内容

１）看護におけるマネジメント力の醸成

２）看護師の専門性のさらなる発揮

      

４．全世代の健康を支える看護機能の強化

地域完結型へと治療・療養の場が移行するなかで、在宅を含む暮らしの場で療養する人々の看護ニー

ズの一層の高まりは明らかであり、質の高い看護を継続的に提供するためには、看護職一人ひとりが自

らの職能を高め続け、資質の向上を図ることが重要です。地域住民が住み慣れた場所で自分らしく生き、

健康に、あるいは病気や障害を抱えても地域で生活を継続できるよう、予防から看取りまで地域の看護

職がつながり、切れ目のない看護提供体制が強化できるように引き続き取り組みます。

実施内容

１）在宅・施設領域の看護提供体制・看護機能の強化         

２）地域全体の健康・療養支援体制の構築

３）訪問看護ステーションの事業継続支援

５．組織力の維持

日本看護協会の看護職の倫理綱領において、「看護職は、専門職組織に所属し、看護の質を高めるため

の活動に参画し、よりよい社会づくりに貢献する」ことが求められています。併せて、保健・医療・福

祉及び看護にかかわる政策や制度が社会の変化と人々のニーズに沿ったものとなるよう、職能団体とし

て制度の改善や政策決定、新たな社会資源の創出に積極的に取り組むことが重要です。看護職能団体に

所属すること、活動に参加することでよりよい社会づくりに貢献する機会を得ることができます。

日本看護協会は看護職の処遇改善に向け、毎年、関係省庁へ要望を行っており、その結果として国家

公務員の俸給規定見直しや「ベースアップ評価料」の新設が行われるとともに、2026年の診療報酬の改

定においては、他の職能団体と協力し 30年ぶりの大幅改定等が実現しました。人材確保や看護職の質の

向上を進め、看護の社会貢献を果たすためにも協会活動の基盤となる組織力を維持することが必要です。

施設代表者をはじめとする会員の意見を踏まえ、看護協会の担う役割や存在の意義、取組の周知に努め、

新規入会や継続に向けて、引き続き入会促進活動に取り組みます。

実施内容

  １）看護学生に向けたキャリア支援の充実

２）会員継続の強化

３）未加入施設・未加入者に向けた入会促進

４）入会の特典 PR
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（報告事項３）௧࿴㸶年度重Ⅼ事業୪びに事業ィ画

2025 年㸴᭶、日本看護協会は「看護のᑗ᮶ࣅジョン 2040」を公表しました。2040 年の社会は、さらな

るᑡᏊ高㱋化の進ᒎ、生⏘年㱋人ཱྀῶᑡୗにおける DXやാき᪉改㠉の推進、気ೃ変動による健康やᰤ養へ

のᙳ㡪な࡝、看護を取りᕳく⎔ቃが大きく変化します。そのような୰、看護職が人々のいのࡕ・暮らし・

ᑛཝをまもり支えるという看護の本質的な౑࿨を引き続き果たしていくため、<看護がめࡊすもの> として、

࠙その人らしさをᑛ重する生ᾭを㏻じた支援 、ࠚ࠙ 専門職としての自律したุ᩿と実践 、ࠚ࠙ キーࣃーࢯンと

してのከ職✀との協ാࠚの 3 つをᥖࡆ、その実現の๓提として、看護職自㌟が࢙࢘ࣝࣅー࢖ンࢢであるこ

と、つまり日々の看護実践にやりがいを実ឤでき、ᚰ㌟ともに充実してാける⎔ቃの実現が重どされてい

ます。

௧࿴㸶年度、ᐑᓮ┴看護協会は、┴内の看護職に関㐃した「㔞と質」の重要なㄢ㢟ゎ決に継続して取り

組みます。看護の౑࿨である、人々の「いのࡕ・暮らし・ᑛཝをまもり支える」の実現を目ᣦして、看護

職の確保、看護職の看護実践能力の向上、地༊の看看㐃ᦠの推進、ならびに看護⟶理者の能力向上となる

事業を実施してまいります。

㔜Ⅼ஦ᴗ

㸯．看護職୍ேࡦとりの࢙࢘ࣝࢢࣥ࢖࣮ࣅのྥୖ

㸰．持⥆ྍ能࡞看護ᥦ౪యไのᵓ⠏

３．より高い自律性を持った専門職としての活躍

４．全世代の健康を支える看護機能の強化

５．組織力の維持

⟇ᐃពᅗ

㸯．看護職୍ேࡦとりの࢙࢘ࣝࢢࣥ࢖࣮ࣅのྥୖ                 

  看護職には専門職としての役割を果たし、人々のいのࡕ・暮らし・ᑛཝをまもり支えていくこと

が求められています。そのためにはまࡎ、⚾たࡕ看護職自㌟が健康でᏳ全に充実ឤを持ってാける

ことが⫢要です。その実現に向け、��時㛫人々のいのࡕをまもり支える看護職の職㈐や専門性に見
ྜった処遇と、Ᏻᚰ・Ᏻ全な職場⎔ቃのᩚഛの支援活動をしてまいります。また、専門職として生

ᾭを㏻じた自律的な自ᕫ◊㛑とキャリアᙧ成に役❧てられるከᙬな学びの場を提供してまいります。

さらには、看護の価್や専門性をᗈく社会にఏえ、そのプࣞࢮンス向上に努めてまいります。

実施内容

１）看護職のാき᪉改㠉の推進

２）看護職の୺体的なキャリアᙧ成支援        

３）社会における看護のプࣞࢮンス向上

㸰．持⥆ྍ能࡞看護ᥦ౪యไのᵓ⠏

  ㄡもがᏳᚰしてࢣアをཷけられる社会をᏲるためには、地域における持続ྍ能な看護提供体制の構築

と地域の医療機関、施設、訪問看護、行政等の㐃ᦠが必要です。その推進には看護⟶理者の役割が重要

であるため看護⟶理者のネット࣡ーࢡを強化し地域のㄢ㢟に取り組む看看㐃ᦠを推進します。

加えて、看護職の確保と定╔のため持続ྍ能なാき᪉に向けた໅務⎔ቃ改善やከᵝでᰂ㌾なാき᪉の

ᬑ及と、DX等の推進等による看護業務の効率化を推進します。

実施内容

  １）地域における看看㐃ᦠの推進

２）';の推進等による看護業務効率化
３）地域の実᝟に応じた看護人材確保の推進

３．より高い自律性を持った専門職としての活躍

限られた人材で質の高い医療を効率的に提供するには、看護職としての専門性と実践力を高めるだけ

ではなく、入院患者や在宅療養者の状態変化に適時適切に対応する自律的な看護が欠かせません。看護

の専門性の発揮に向けた取組を進め、また、認定看護師・専門看護師の一層の活躍を推進します。

人口構造の変化のスピードや医療・介護ニーズの多様化等、地域ごとの違いは大きく、その特徴を踏まえた対

応が必要となり、地域において継続的かつ包括的な医療提供体制の構築において、看護管理者の果たす役割

はより一層重要となります。看護管理者には、地域のヘルスケアサービスを俯瞰し、様々な施設・サービスや多職

種と自律的に連携しながら、組織および地域における資源の管理、人材育成等を担うことが求められています。

そのため、認定看護管理者の新たな教育課程への円滑な移行をすすめ、その育成をさらに推進します。

実施内容

１）看護におけるマネジメント力の醸成

２）看護師の専門性のさらなる発揮

      

４．全世代の健康を支える看護機能の強化

地域完結型へと治療・療養の場が移行するなかで、在宅を含む暮らしの場で療養する人々の看護ニー

ズの一層の高まりは明らかであり、質の高い看護を継続的に提供するためには、看護職一人ひとりが自

らの職能を高め続け、資質の向上を図ることが重要です。地域住民が住み慣れた場所で自分らしく生き、

健康に、あるいは病気や障害を抱えても地域で生活を継続できるよう、予防から看取りまで地域の看護

職がつながり、切れ目のない看護提供体制が強化できるように引き続き取り組みます。

実施内容

１）在宅・施設領域の看護提供体制・看護機能の強化         

２）地域全体の健康・療養支援体制の構築

３）訪問看護ステーションの事業継続支援

５．組織力の維持

日本看護協会の看護職の倫理綱領において、「看護職は、専門職組織に所属し、看護の質を高めるため

の活動に参画し、よりよい社会づくりに貢献する」ことが求められています。併せて、保健・医療・福

祉及び看護にかかわる政策や制度が社会の変化と人々のニーズに沿ったものとなるよう、職能団体とし

て制度の改善や政策決定、新たな社会資源の創出に積極的に取り組むことが重要です。看護職能団体に

所属すること、活動に参加することでよりよい社会づくりに貢献する機会を得ることができます。

日本看護協会は看護職の処遇改善に向け、毎年、関係省庁へ要望を行っており、その結果として国家

公務員の俸給規定見直しや「ベースアップ評価料」の新設が行われるとともに、2026年の診療報酬の改

定においては、他の職能団体と協力し 30年ぶりの大幅改定等が実現しました。人材確保や看護職の質の

向上を進め、看護の社会貢献を果たすためにも協会活動の基盤となる組織力を維持することが必要です。

施設代表者をはじめとする会員の意見を踏まえ、看護協会の担う役割や存在の意義、取組の周知に努め、

新規入会や継続に向けて、引き続き入会促進活動に取り組みます。

実施内容

  １）看護学生に向けたキャリア支援の充実

２）会員継続の強化

３）未加入施設・未加入者に向けた入会促進

４）入会の特典 PR

－ 65－



事 業 㡯 目 事 業 内 容

１-4)専門・認定看護師活動の支援

࠙重 ࠚ(3-2

(1)専門・認定看護師ጤ員会(ጤ員 6ྡ 年 4ᅇ)

(2)専門看護師・認定看護師◊ಟ会 ௧࿴ 9年 1᭶ 23日

(3)専門看護師・認定看護師の分㔝を㉺えたネット࣡ーࢡ構築

・専門・認定看護師が協ാして௻画する看護職対㇟◊ಟ 8ᅇ

6᭶ 9日、6᭶ 27日、7᭶ 1日、7᭶ 10日、8᭶ 26日、

11᭶ 14日、11᭶ 25日、12᭶ 5日

(4)┴内看護職・┴民への᝟報発ಙ                ࠙重 1-3)  ࠚ  

１-5)看護学会等学⾡᣺⯆の支援 (1)看護◊✲学会ጤ員会㸦ጤ員 6ྡ 年 6ᅇ）

(2)ᐑᓮ┴看護◊✲学会 ௧࿴ 9年 3᭶ 6日

・看護◊✲ᢒ㘓㑅⪃ጤ員会

(3)日本看護学会学⾡㞟会 9 ᭶ 18 日㹼20 日、または日本看護⛉学

学会 12᭶ 12日、13日への参加

１-6)実⩦ᣦᑟ者ㅮ⩦会の支援 (1)実⩦ᣦᑟ者ㅮ⩦会᳨ウጤ員会㸦ጤ員 5ྡ 年 7ᅇ）

(2)実⩦ᣦᑟ者ㅮ⩦会㸦ᐑᓮ┴ጤク事業）         ࠙重 1-2)  ࠚ  

ձᐑᓮ┴保健師ຓ⏘師看護師実⩦ᣦᑟ者ㅮ⩦会

・病院୺体ࢥース 5᭶ 20日㹼8᭶ 6日㸦32日㛫）

・特定分㔝ࢥース 5᭶ 20日㹼7᭶ 24日㸦10日㛫）

ղ実⩦ᣦᑟ者ㅮ⩦会ಟ஢者࢛ࣟࣇーアップ◊ಟ

௧࿴ 9年 1᭶ 30日

㸰．看護職のປാ⎔ቃ➼のᨵၿཬࡧᑵᴗಁ㐍࡟よる┴Ẹの健康ཬࡧ⚟♴のቑ㐍࡟㛵ࡍる஦ᴗ

㸦බ┈┠ⓗ஦ᴗ㸧

事 業 㡯 目 事 業 内 容

２-1)ാきやすい職場⎔ቃづくりの

推進   ࠙重 ࠚ࠙(1-1 重 ࠚ(2-3

(1)ാき続けられる職場⎔ቃづくり推進ጤ員会

㸦ጤ員 8ྡ 年 7ᅇ）

(2)職場⎔ቃづくり推進事業㸦ᐑᓮ┴ጤク事業）

ձ看護職のാき᪉改㠉推進◊ಟ会 8᭶ 21日、 11日 26日

࠙重 重ࠚ࠙(1-1 ࠚ(2-3

ղ地༊㐠Ⴀጤ員会等において໅務⎔ቃに関する᝟報஺᥮

           ࠙重 ࠚ(2-2

ճാき続けられるປാ⎔ቃづくりを推進する施設の支援

࠙重 ࠚ࠙(2-2 重 ࠚ(2-3

մປാᏳ全⾨生࢞࢖ࣛࢻ࢖ンの活⏝

յ看護職㞳職防Ṇ支援㸦定╔支援）

ն関係団体との㐃ᦠ

ᐑᓮ┴医師会、ᐑᓮປാᒁ、ᐑᓮ┴医療໅務⎔ቃ改善支援

ー、ᐑᓮ┴社会保ࢱンࢭー、ᐑᓮ┴ാき᪉改㠉推進支援ࢱンࢭ

㝤ປ務ኈ会、ᐑᓮ┴福祉保健㒊等

շാきやすい職場づくりに関する᝟報཰㞟及び発ಙ

                      ࠙重 2-2)  ࠚ  

ո໅務⎔ቃ等に関する┦ㄯの実施         ࠙重 ࠚ(2-2

(3)看護⟶理者等支援事業㸦ᐑᓮ┴ጤク事業）࠙重 ࠚ࠙(2-1 重 ࠚ(3-1

ձ࣮࣒࣮࣍࣌࡟ࢪ看護⟶⌮⪅ྥࢪ࣮࣌ࡅ᪂タ

ղ看護⟶理者◊ಟ会㸦3⟠所）

ճ医療機関訪問

մ看護人材⋓得支援事業㐃⤡会㆟の㛤ദ㸦㝶時）

２-2)ᑵ業支援 事業㸦ᐑᓮ┴ጤク事業）          ࠙重ࢡンࣂースࢼ(1) ࠚ(2-3

ձNCCS を活⏝した職業⤂௓の෇⁥化、ᑵ業に効果的な᝟報の提

供

ղࢼースࢭンࢱーᗈ報活動

ーだよりをᗈ報ㄅ「なでしこ」内にᥖ㍕ࢱンࢭースࢼ・

㸦年 4ᅇ）

・SNS㸦LINE）による᝟報発ಙの強化

ッズస成ࢢーPRࢱンࢭースࢼ・  

  ・┴内看護学ᰯ༞業生等への PRࢢッズの㓄ᕸ

஦ᴗィ⏬

㸯．看護ᩍ⫱ཬࡧᏛ఍➼Ꮫ⾡᣺⯆࡟㛵ࡍる看護の㉁ྥୖ࡟㛵ࡍる஦ᴗ

㸰．看護職のປാ⎔ቃ➼のᨵၿཬࡧᑵᴗಁ㐍࡟よる┴Ẹの健康ཬࡧ⚟♴のቑ㐍࡟㛵ࡍる஦ᴗ

３．看護࡟㛵ࡍるㄪᰝཬࡧ◊✲୪࡟ࡧ看護ᴗົཬࡧ看護ไᗘ➼のᨵၿ࡬のᥦゝ࡟㛵ࡍる஦ᴗ

４．┴Ẹ࡟ᑐࡍる⑌⑓のண㜵ཬࡧ健康のಖ持ቑ㐍࡟㛵ࡍる஦ᴗ

５．་⒪Ᏻ全ᑐ⟇ཬࡧ⅏ᐖ➼༴機⟶⌮࡟㛵ࡍる஦ᴗ

㸴．ᅾᏯࢫࣅ࣮ࢧ࢔ࢣ➼のᐇ᪋ཬࡧゼၥ看護の᥎㐍支᥼࡟㛵ࡍる஦ᴗ

㸵．ࡑの௚ᮏ఍の┠ⓗを㐩ᡂࡍるた࡟ࡵᚲせ࡞஦ᴗ

࣭஦ᴗෆᐜのኴᏐࡣࢡࢵࢩࢦ᪂つィ⏬

㸯．看護ᩍ⫱ཬࡧᏛ఍➼Ꮫ⾡᣺⯆࡟㛵ࡍる看護の㉁ྥୖ࡟㛵ࡍる஦ᴗ㸦බ┈┠ⓗ஦ᴗ㸧

事 業 㡯 目 事 業 内 容

１-1)生ᾭ学⩦の推進 (1)ᩍ⫱ጤ員会㸦ጤ員 12ྡ 年 8ᅇ）

(2)◊ಟの௻画・実施           ࠙重 ࠚ࠙(1-2 重 ࠚ࠙(3-1 重 3-2)   ࠚ

・専門職としての活動の基盤となる◊ಟ

・看護・医療政策に関する◊ಟ

・人材⫱成やᩍ⫱支援を行う者を対㇟とした◊ಟ

・看護⟶理者を対㇟とした◊ಟ

・資᱁認定ᩍ⫱

・看護の質向上のための◊ಟ

(3)◊ಟ一ぴస成とᗈ報

(4)会員専⏝࣌ージ「キャリࢼース」への◊ಟཷㅮᒚṔの提供によ

るキャリア構築の支援

(5)⟶理支援ࢶーࣝとしての NuPSの周知と活⏝に向けての支援

࠙重 1-2)  ࠚ  

(6)日本看護学ᩍ⫱学会への参加 8᭶ 29日㹼30日

(7)生ᾭ学⩦⎔ቃのᩚഛ・⟶理

ձ㉎入㞧ㄅ・図᭩の᳨ウ及び見直し

ղᩍ材機ჾのᩚഛ・⟶理

ճ◊ಟ⟶理システ࣒「マࣝࣈࢼ」の㐠Ⴀ

１-2)新人看護職員⫱成の推進 (1)新人看護職員◊ಟ推進事業㸦ᐑᓮ┴ጤク事業）

ձ新人看護職員◊ಟのィ画・実施     ࠙重 ࠚ࠙(1-2 重 3-1)  ࠚ  

・新人看護職員ྜྠ◊ಟ

・新人看護職員◊ಟ㈐௵者◊ಟ

・新人看護職員ᩍ⫱担ᙜ者◊ಟ

・新人看護職員実地ᣦᑟ者◊ಟ

・◊ಟのᗈ報・実施・評価

ղ新人看護職員ᩍ⫱体制づくり支援に関する┦ㄯの実施

ճ新人看護職員◊ಟ推進協㆟会の㛤ദ

մ新人看護職員◊ಟに関㐃する学会、◊ಟ会への参加

１-3)認定看護⟶理者ᩍ⫱の推進 (1)認定看護⟶理者ᩍ⫱㐠Ⴀጤ員会㸦ጤ員 9ྡ 年 6ᅇ）

ーストࣞベࣝᩍ⫱ㄢ⛬                    ࠙重࢓ࣇ(2) 3-1)  ࠚ  

ձ認定看護⟶理者ᩍ⫱ㄢ⛬࢓ࣇーストࣞベࣝ

5᭶ 12日㹼9᭶ 1日(105時㛫)

ղ࢓ࣇーストࣞベࣝᩍ⫱ㄢ⛬ಟ஢者࢛ࣟࣇーアップ◊ಟ

  6᭶ 13日

ベࣝᩍ⫱ㄢ⛬                      ࠙重ࣞࢻン࢝ࢭ(3) 3-1)  ࠚ  

ձ認定看護⟶理者ᩍ⫱ㄢ⛬࢝ࢭンࣞࢻベࣝ

10᭶ 2日㹼1᭶ 22日(183時㛫)

ղ࢝ࢭンࣞࢻベࣝᩍ⫱ㄢ⛬ಟ஢者࢛ࣟࣇーアップ◊ಟ

  7᭶ 5日

ճ看護⟶理実践報࿌会 8᭶ 1日

(4)ㄆᐃ看護⟶⌮⪅ᩍ⫱ไᗘのኚ᭦ࡘ࡟いての࿘▱

(5)日本看護⟶理学会学⾡㞟会への参加

8᭶ 21日、22日
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事 業 㡯 目 事 業 内 容

１-4)専門・認定看護師活動の支援

࠙重 ࠚ(3-2

(1)専門・認定看護師ጤ員会(ጤ員 6ྡ 年 4ᅇ)

(2)専門看護師・認定看護師◊ಟ会 ௧࿴ 9年 1᭶ 23日

(3)専門看護師・認定看護師の分㔝を㉺えたネット࣡ーࢡ構築

・専門・認定看護師が協ാして௻画する看護職対㇟◊ಟ 8ᅇ

6᭶ 9日、6᭶ 27日、7᭶ 1日、7᭶ 10日、8᭶ 26日、

11᭶ 14日、11᭶ 25日、12᭶ 5日

(4)┴内看護職・┴民への᝟報発ಙ                ࠙重 1-3)  ࠚ  

１-5)看護学会等学⾡᣺⯆の支援 (1)看護◊✲学会ጤ員会㸦ጤ員 6ྡ 年 6ᅇ）

(2)ᐑᓮ┴看護◊✲学会 ௧࿴ 9年 3᭶ 6日

・看護◊✲ᢒ㘓㑅⪃ጤ員会

(3)日本看護学会学⾡㞟会 9 ᭶ 18 日㹼20 日、または日本看護⛉学

学会 12᭶ 12日、13日への参加

１-6)実⩦ᣦᑟ者ㅮ⩦会の支援 (1)実⩦ᣦᑟ者ㅮ⩦会᳨ウጤ員会㸦ጤ員 5ྡ 年 7ᅇ）

(2)実⩦ᣦᑟ者ㅮ⩦会㸦ᐑᓮ┴ጤク事業）         ࠙重 1-2)  ࠚ  

ձᐑᓮ┴保健師ຓ⏘師看護師実⩦ᣦᑟ者ㅮ⩦会

・病院୺体ࢥース 5᭶ 20日㹼8᭶ 6日㸦32日㛫）

・特定分㔝ࢥース 5᭶ 20日㹼7᭶ 24日㸦10日㛫）

ղ実⩦ᣦᑟ者ㅮ⩦会ಟ஢者࢛ࣟࣇーアップ◊ಟ

௧࿴ 9年 1᭶ 30日

㸰．看護職のປാ⎔ቃ➼のᨵၿཬࡧᑵᴗಁ㐍࡟よる┴Ẹの健康ཬࡧ⚟♴のቑ㐍࡟㛵ࡍる஦ᴗ

㸦බ┈┠ⓗ஦ᴗ㸧

事 業 㡯 目 事 業 内 容

２-1)ാきやすい職場⎔ቃづくりの

推進   ࠙重 ࠚ࠙(1-1 重 ࠚ(2-3

(1)ാき続けられる職場⎔ቃづくり推進ጤ員会

㸦ጤ員 8ྡ 年 7ᅇ）

(2)職場⎔ቃづくり推進事業㸦ᐑᓮ┴ጤク事業）

ձ看護職のാき᪉改㠉推進◊ಟ会 8᭶ 21日、 11日 26日

࠙重 重ࠚ࠙(1-1 ࠚ(2-3

ղ地༊㐠Ⴀጤ員会等において໅務⎔ቃに関する᝟報஺᥮

           ࠙重 ࠚ(2-2

ճാき続けられるປാ⎔ቃづくりを推進する施設の支援

࠙重 ࠚ࠙(2-2 重 ࠚ(2-3

մປാᏳ全⾨生࢞࢖ࣛࢻ࢖ンの活⏝

յ看護職㞳職防Ṇ支援㸦定╔支援）

ն関係団体との㐃ᦠ

ᐑᓮ┴医師会、ᐑᓮປാᒁ、ᐑᓮ┴医療໅務⎔ቃ改善支援

ー、ᐑᓮ┴社会保ࢱンࢭー、ᐑᓮ┴ാき᪉改㠉推進支援ࢱンࢭ

㝤ປ務ኈ会、ᐑᓮ┴福祉保健㒊等

շാきやすい職場づくりに関する᝟報཰㞟及び発ಙ

                      ࠙重 2-2)  ࠚ  

ո໅務⎔ቃ等に関する┦ㄯの実施         ࠙重 ࠚ(2-2

(3)看護⟶理者等支援事業㸦ᐑᓮ┴ጤク事業）࠙重 ࠚ࠙(2-1 重 ࠚ(3-1

ձ࣮࣒࣮࣍࣌࡟ࢪ看護⟶⌮⪅ྥࢪ࣮࣌ࡅ᪂タ

ղ看護⟶理者◊ಟ会㸦3⟠所）

ճ医療機関訪問

մ看護人材⋓得支援事業㐃⤡会㆟の㛤ദ㸦㝶時）

２-2)ᑵ業支援 事業㸦ᐑᓮ┴ጤク事業）          ࠙重ࢡンࣂースࢼ(1) ࠚ(2-3

ձNCCS を活⏝した職業⤂௓の෇⁥化、ᑵ業に効果的な᝟報の提

供

ղࢼースࢭンࢱーᗈ報活動

ーだよりをᗈ報ㄅ「なでしこ」内にᥖ㍕ࢱンࢭースࢼ・

㸦年 4ᅇ）

・SNS㸦LINE）による᝟報発ಙの強化

ッズస成ࢢーPRࢱンࢭースࢼ・  

  ・┴内看護学ᰯ༞業生等への PRࢢッズの㓄ᕸ

஦ᴗィ⏬

㸯．看護ᩍ⫱ཬࡧᏛ఍➼Ꮫ⾡᣺⯆࡟㛵ࡍる看護の㉁ྥୖ࡟㛵ࡍる஦ᴗ

㸰．看護職のປാ⎔ቃ➼のᨵၿཬࡧᑵᴗಁ㐍࡟よる┴Ẹの健康ཬࡧ⚟♴のቑ㐍࡟㛵ࡍる஦ᴗ

３．看護࡟㛵ࡍるㄪᰝཬࡧ◊✲୪࡟ࡧ看護ᴗົཬࡧ看護ไᗘ➼のᨵၿ࡬のᥦゝ࡟㛵ࡍる஦ᴗ

４．┴Ẹ࡟ᑐࡍる⑌⑓のண㜵ཬࡧ健康のಖ持ቑ㐍࡟㛵ࡍる஦ᴗ

５．་⒪Ᏻ全ᑐ⟇ཬࡧ⅏ᐖ➼༴機⟶⌮࡟㛵ࡍる஦ᴗ

㸴．ᅾᏯࢫࣅ࣮ࢧ࢔ࢣ➼のᐇ᪋ཬࡧゼၥ看護の᥎㐍支᥼࡟㛵ࡍる஦ᴗ

㸵．ࡑの௚ᮏ఍の┠ⓗを㐩ᡂࡍるた࡟ࡵᚲせ࡞஦ᴗ

࣭஦ᴗෆᐜのኴᏐࡣࢡࢵࢩࢦ᪂つィ⏬

㸯．看護ᩍ⫱ཬࡧᏛ఍➼Ꮫ⾡᣺⯆࡟㛵ࡍる看護の㉁ྥୖ࡟㛵ࡍる஦ᴗ㸦බ┈┠ⓗ஦ᴗ㸧

事 業 㡯 目 事 業 内 容

１-1)生ᾭ学⩦の推進 (1)ᩍ⫱ጤ員会㸦ጤ員 12ྡ 年 8ᅇ）

(2)◊ಟの௻画・実施           ࠙重 ࠚ࠙(1-2 重 ࠚ࠙(3-1 重 3-2)   ࠚ

・専門職としての活動の基盤となる◊ಟ

・看護・医療政策に関する◊ಟ

・人材⫱成やᩍ⫱支援を行う者を対㇟とした◊ಟ

・看護⟶理者を対㇟とした◊ಟ

・資᱁認定ᩍ⫱

・看護の質向上のための◊ಟ

(3)◊ಟ一ぴస成とᗈ報

(4)会員専⏝࣌ージ「キャリࢼース」への◊ಟཷㅮᒚṔの提供によ

るキャリア構築の支援

(5)⟶理支援ࢶーࣝとしての NuPSの周知と活⏝に向けての支援

࠙重 1-2)  ࠚ  

(6)日本看護学ᩍ⫱学会への参加 8᭶ 29日㹼30日

(7)生ᾭ学⩦⎔ቃのᩚഛ・⟶理

ձ㉎入㞧ㄅ・図᭩の᳨ウ及び見直し

ղᩍ材機ჾのᩚഛ・⟶理

ճ◊ಟ⟶理システ࣒「マࣝࣈࢼ」の㐠Ⴀ

１-2)新人看護職員⫱成の推進 (1)新人看護職員◊ಟ推進事業㸦ᐑᓮ┴ጤク事業）

ձ新人看護職員◊ಟのィ画・実施     ࠙重 ࠚ࠙(1-2 重 3-1)  ࠚ  

・新人看護職員ྜྠ◊ಟ

・新人看護職員◊ಟ㈐௵者◊ಟ

・新人看護職員ᩍ⫱担ᙜ者◊ಟ

・新人看護職員実地ᣦᑟ者◊ಟ

・◊ಟのᗈ報・実施・評価

ղ新人看護職員ᩍ⫱体制づくり支援に関する┦ㄯの実施

ճ新人看護職員◊ಟ推進協㆟会の㛤ദ

մ新人看護職員◊ಟに関㐃する学会、◊ಟ会への参加

１-3)認定看護⟶理者ᩍ⫱の推進 (1)認定看護⟶理者ᩍ⫱㐠Ⴀጤ員会㸦ጤ員 9ྡ 年 6ᅇ）

ーストࣞベࣝᩍ⫱ㄢ⛬                    ࠙重࢓ࣇ(2) 3-1)  ࠚ  

ձ認定看護⟶理者ᩍ⫱ㄢ⛬࢓ࣇーストࣞベࣝ

5᭶ 12日㹼9᭶ 1日(105時㛫)

ղ࢓ࣇーストࣞベࣝᩍ⫱ㄢ⛬ಟ஢者࢛ࣟࣇーアップ◊ಟ

  6᭶ 13日

ベࣝᩍ⫱ㄢ⛬                      ࠙重ࣞࢻン࢝ࢭ(3) 3-1)  ࠚ  

ձ認定看護⟶理者ᩍ⫱ㄢ⛬࢝ࢭンࣞࢻベࣝ

10᭶ 2日㹼1᭶ 22日(183時㛫)

ղ࢝ࢭンࣞࢻベࣝᩍ⫱ㄢ⛬ಟ஢者࢛ࣟࣇーアップ◊ಟ

  7᭶ 5日

ճ看護⟶理実践報࿌会 8᭶ 1日

(4)ㄆᐃ看護⟶⌮⪅ᩍ⫱ไᗘのኚ᭦ࡘ࡟いての࿘▱

(5)日本看護⟶理学会学⾡㞟会への参加

8᭶ 21日、22日

－ 67－



３．看護࡟㛵ࡍるㄪᰝཬࡧ◊✲୪࡟ࡧ看護ᴗົཬࡧ看護ไᗘ➼のᨵၿ࡬のᥦゝ࡟㛵ࡍる஦ᴗ

㸦බ┈┠ⓗ஦ᴗ㸧

事 業 㡯 目 事 業 内 容

３-1)看護制度に関する事業 (1)看護制度に関するᬑ及ၨ発事業

ձ看護制度ጤ員会㸦ጤ員 6ྡ 年 3ᅇ）

ղ特定行Ⅽに係る看護師の◊ಟ制度に関する᝟報提供及びၨ発

ճ看護基♏ᩍ⫱制度改㠉に係る᝟報発ಙ

մその他看護制度に係る᝟報発ಙ

(2)෸看護師への進学支援及び学⩦支援事業

ձ෸看護師◊ಟ・஺ὶ会

ղ看護師養成 2年ㄢ⛬㸦㏻ಙ制）に関する᝟報提供

ճ日本看護協会との㐃ᦠ

３-2)看護業務の改善に関する事㡯 (1)保健師職能ጤ員会活動

ձ保健師職能ጤ員会㸦ጤ員 6ྡ 年 9ᅇ）

ղ保健師・看護師職能ጤ員会Ϩ・看護師職能ጤ員会ϩྜྠ◊ಟ

会 ACP࠙基♏⦅5ࠚ᭶ 23日、ACP࠙㐃ᦠ⦅10ࠚ᭶ 17日

࠙重 ࠚ(4-2

ճ保健師の㨩力発ಙ࢖ベント 8᭶ 2日         ࠙重 ࠚ(1-3

մᐑᓮ┴保健師現௵ᩍ⫱推進会㆟ 㸦2 ᅇ）㸦┴、┴❧看護大学

との協ാ）への参加

յ日本公⾗⾨生看護学会学⾡㞟会への参加㸦රᗜ┴）

12᭶ 19日、20日

ն保健師職能だよりの発行            ࠙重 ࠚ࠙(5-2 重 ࠚ(5-3

(2)ຓ⏘師職能ጤ員会活動

ձຓ⏘師職能ጤ員会㸦ጤ員 6ྡ 年 7ᅇ）

ղ「いいお⏘の日」࢖ベント 11᭶ 7日予定     ࠙重 ࠚ(1-3

ճຓ⏘師職能◊ಟ会 ௧࿴ 9年 1᭶ 16日          ࠙ 重 ࠚ(3-2

մ日本ẕ性⾨生学会への参加(ᮾி㒔) 10᭶ 9日、10日

(3)看護師職能ጤ員会Ϩ活動㸦病院領域）

ձ看護師職能ጤ員会Ϩ㸦ጤ員 10ྡ 年 9ᅇ）

ղ◊ಟ会

ー࣒でᏲる、Ᏻᚰの職場ࢳ・ 㹼ࣛࣁスメントにᦂるがない看

護力㹼 10᭶ 17日                        ࠙重 ࠚ(1-1

・保健師・看護師職能ጤ員会Ϩ・看護師職能ጤ員会ϩྜྠ◊ಟ

会 ACP࠙基♏⦅5ࠚ᭶ 23日、ACP࠙㐃ᦠ⦅10ࠚ᭶ 17日

࠙重 ࠚ(4-2

ճ日本看護学会学⾡㞟会への参加㸦ᒸᒣ┴）

9᭶ 18日㹼20日

(4)看護師職能ጤ員会ϩ活動㸦௓護・福祉関係施設・在宅等領域）

ձ看護師職能ጤ員会ϩ㸦ጤ員 8ྡ 年 9ᅇ）

ղ保健師・看護師職能ጤ員会Ϩ・看護師職能ጤ員会ϩྜྠ◊ಟ

会 ACP࠙基♏⦅5ࠚ᭶ 23日、ACP࠙㐃ᦠ⦅10ࠚ᭶ 17日

࠙重 ࠚ(4-2

ճ看護ᖌ職能ጤဨ఍ϩ㡿ᇦの㨩力Ⓨಙ ࠙重 ࠚ(1-3

(5)┴や関係団体のྛ✀ᑂ㆟会等での発ゝ・提ゝ

ձ関係機関・団体等へのാきかけ

ղᑂ㆟会等で本会意見の཯ᫎ

４．┴Ẹ࡟ᑐࡍる⑌⑓のண㜵ཬࡧ健康のಖ持ቑ㐍࡟㛵ࡍる஦ᴗ㸦බ┈┠ⓗ஦ᴗ㸧

事 業 㡯 目 事 業 内 容

４-1)地域ໟᣓࢣアシステ࣒の推

࠙重 ࠚ࠙(4-1 重 ࠚ࠙(4-2 重 ࠚ(4-3

(1)看護職とከ職✀との஺ὶ

(2)地域医療構᝿ㄪᩚ会㆟等への参画

４-2)ᩆᛴ医療に関わる看護職の質向

上の推進     ࠙ 重 ࠚ࠙(3-2 重 ࠚ(4-2

(1)ᩆᛴ看護◊ಟ

(2)⅏害ᩆᛴ看護◊ಟ

(3)⢭⚄⛉ᩆᛴ看護◊ಟ

事 業 㡯 目 事 業 内 容

ճࣟࣁー࣡ーࢡにおけるᑵ業┦ㄯの実施

  ・ᑵ業支援┦ㄯ員会㆟㸦年 2ᅇ）

ᐑᓮ、ᘏᒸ、高㘠、㒔ᇛ、ᑠᯘでのᑵ業┦ㄯࢡー࣡ーࣟࣁ・  

մ求人施設へのປാ᮲௳の改善に関する᝟報提供、ຓゝ

  ・ከᵝなᑵປཷ入れ体制・支援の強化

・求人施設訪問の強化

յ求職者へのປാ⎔ቃ・ປാ᮲௳の改善に関する᝟報提供、ຓゝ

・ከᵝなᑵປ支援の強化

・施設見学の促進

ն┴内እ看護師等への┴内ᑵ業支援

・看護師養成学ᰯとの㐃ᦠ

㸦学生を対㇟としたᑵ活支援ࢼ࣑ࢭーの実施） ࠙重 ࠚ(5-1

・移住┦ㄯ者への支援

・┴内施設の新年度᥇⏝ヨ㦂᝟報の提供

շᐑᓮ┴ࢼースࢭンࢱー事業㐠Ⴀጤ員会の㛤ദ㸦年 1ᅇ）

ոࣟࣁー࣡ーࢡ、福祉人材ࢭンࢱーとの㐃ᦠ

չࢼースࢭンࢱー・ࣟࣁー࣡ーࢡ㐃ᦠ事業

պ୰ኸࢼースࢭンࢱーとの㐃ᦠ

(2)看護職のᒆけ出制度の❆ཱྀ(ᐑᓮ┴ጤク事業)

ձ看護師等のᒆ出制度の PRとᑵ業支援の充実

・看護職への PR活動

・ᒆ出Ⓩ㘓者へのᑵ業に関する意向の確認とᑵ業支援

(3)看護職のための࣏ー࢖ࢧࣝࢱト NuPS㸦ࢼップス）の周知とⓏ㘓

推進                                      ࠙重 ࠚ(1-2

(4)地域の実᝟に応じた看護職確保推進事業

㸦日本看護協会ጤク事業）              ࠙重 2-3)   ࠚ

２-3)᚟職支援         (1)᚟職支援事業㸦ᐑᓮ┴ጤク事業）               ࠙重 1-2)   ࠚ

ձ᚟職支援◊ಟ

・ㅮ義・₇⩦

ベーシッࢥࢡース 6᭶、12᭶

分㔝ู看護◊ಟࢥース 9᭶

᥇⾑・Ⅼ⁲ᢏ⾡₇⩦

地༊ู᚟職支援◊ಟ

（で行う᥇⾑ᢏ⾡₇⩦㸦ᘏᒸ・高㘠・㒔ᇛࢡー࣡ーࣟࣁ

  ・eࣛーニンࢢ

  ・ᑵ職‽ഛࢥース

    ᑵ職‽ഛࢼ࣑ࢭー 㸵᭶、１᭶

ղ࢝ࢭンࢻキャリア支援

・プࣛࢼࢳ café 7᭶、1᭶

・プࣛࢼ࣑ࢭࢼࢳー 10᭶

ճ௧࿴ 8年度ཷㅮ者に対するᑵ業状ἣㄪᰝ・ᑵ業支援

２-4)「看護のᚰ」ᬑ及事業࠙ 重 ࠚ(1-3 (1)看護のᚰᬑ及事業

ձ看護の日の࢖ベントの㛤ദ

ࢱࢫ࢙ࣇ看護ࡁࡊࡸࡳࠕ࣭ 2026㹼看護の㨩力Ⓨಙ㹼ࠖ

6᭶ 28᪥

ղᐃᮇᆺࡕࡲࠕのಖ健ᐊࠖ࡟て看護の᪥の PR活ື

(2)看護の㨩力発ಙ事業㸦ᐑᓮ┴ጤク事業）

ձ看護進㊰┦ㄯ会 6᭶ 28日

ղ看護の出๓ᤵ業

ճࡩれあい看護体㦂

մ看護⣔進学状ἣㄪᰝ

յ職業㑅ᢥに関する࢖ベントへの協力

ն進㊰ᣦᑟ担ᙜᩍㅍへの᝟報提供
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３．看護࡟㛵ࡍるㄪᰝཬࡧ◊✲୪࡟ࡧ看護ᴗົཬࡧ看護ไᗘ➼のᨵၿ࡬のᥦゝ࡟㛵ࡍる஦ᴗ

㸦බ┈┠ⓗ஦ᴗ㸧

事 業 㡯 目 事 業 内 容

３-1)看護制度に関する事業 (1)看護制度に関するᬑ及ၨ発事業

ձ看護制度ጤ員会㸦ጤ員 6ྡ 年 3ᅇ）

ղ特定行Ⅽに係る看護師の◊ಟ制度に関する᝟報提供及びၨ発

ճ看護基♏ᩍ⫱制度改㠉に係る᝟報発ಙ

մその他看護制度に係る᝟報発ಙ

(2)෸看護師への進学支援及び学⩦支援事業

ձ෸看護師◊ಟ・஺ὶ会

ղ看護師養成 2年ㄢ⛬㸦㏻ಙ制）に関する᝟報提供

ճ日本看護協会との㐃ᦠ

３-2)看護業務の改善に関する事㡯 (1)保健師職能ጤ員会活動

ձ保健師職能ጤ員会㸦ጤ員 6ྡ 年 9ᅇ）

ղ保健師・看護師職能ጤ員会Ϩ・看護師職能ጤ員会ϩྜྠ◊ಟ

会 ACP࠙基♏⦅5ࠚ᭶ 23日、ACP࠙㐃ᦠ⦅10ࠚ᭶ 17日

࠙重 ࠚ(4-2

ճ保健師の㨩力発ಙ࢖ベント 8᭶ 2日         ࠙重 ࠚ(1-3

մᐑᓮ┴保健師現௵ᩍ⫱推進会㆟ 㸦2 ᅇ）㸦┴、┴❧看護大学

との協ാ）への参加

յ日本公⾗⾨生看護学会学⾡㞟会への参加㸦රᗜ┴）

12᭶ 19日、20日

ն保健師職能だよりの発行            ࠙重 ࠚ࠙(5-2 重 ࠚ(5-3

(2)ຓ⏘師職能ጤ員会活動

ձຓ⏘師職能ጤ員会㸦ጤ員 6ྡ 年 7ᅇ）

ղ「いいお⏘の日」࢖ベント 11᭶ 7日予定     ࠙重 ࠚ(1-3

ճຓ⏘師職能◊ಟ会 ௧࿴ 9年 1᭶ 16日          ࠙ 重 ࠚ(3-2

մ日本ẕ性⾨生学会への参加(ᮾி㒔) 10᭶ 9日、10日

(3)看護師職能ጤ員会Ϩ活動㸦病院領域）

ձ看護師職能ጤ員会Ϩ㸦ጤ員 10ྡ 年 9ᅇ）

ղ◊ಟ会

ー࣒でᏲる、Ᏻᚰの職場ࢳ・ 㹼ࣛࣁスメントにᦂるがない看

護力㹼 10᭶ 17日                        ࠙重 ࠚ(1-1

・保健師・看護師職能ጤ員会Ϩ・看護師職能ጤ員会ϩྜྠ◊ಟ

会 ACP࠙基♏⦅5ࠚ᭶ 23日、ACP࠙㐃ᦠ⦅10ࠚ᭶ 17日

࠙重 ࠚ(4-2

ճ日本看護学会学⾡㞟会への参加㸦ᒸᒣ┴）

9᭶ 18日㹼20日

(4)看護師職能ጤ員会ϩ活動㸦௓護・福祉関係施設・在宅等領域）

ձ看護師職能ጤ員会ϩ㸦ጤ員 8ྡ 年 9ᅇ）

ղ保健師・看護師職能ጤ員会Ϩ・看護師職能ጤ員会ϩྜྠ◊ಟ

会 ACP࠙基♏⦅5ࠚ᭶ 23日、ACP࠙㐃ᦠ⦅10ࠚ᭶ 17日

࠙重 ࠚ(4-2

ճ看護ᖌ職能ጤဨ఍ϩ㡿ᇦの㨩力Ⓨಙ ࠙重 ࠚ(1-3

(5)┴や関係団体のྛ✀ᑂ㆟会等での発ゝ・提ゝ

ձ関係機関・団体等へのാきかけ

ղᑂ㆟会等で本会意見の཯ᫎ

４．┴Ẹ࡟ᑐࡍる⑌⑓のண㜵ཬࡧ健康のಖ持ቑ㐍࡟㛵ࡍる஦ᴗ㸦බ┈┠ⓗ஦ᴗ㸧

事 業 㡯 目 事 業 内 容

４-1)地域ໟᣓࢣアシステ࣒の推

࠙重 ࠚ࠙(4-1 重 ࠚ࠙(4-2 重 ࠚ(4-3

(1)看護職とከ職✀との஺ὶ

(2)地域医療構᝿ㄪᩚ会㆟等への参画

４-2)ᩆᛴ医療に関わる看護職の質向

上の推進     ࠙ 重 ࠚ࠙(3-2 重 ࠚ(4-2

(1)ᩆᛴ看護◊ಟ

(2)⅏害ᩆᛴ看護◊ಟ

(3)⢭⚄⛉ᩆᛴ看護◊ಟ

事 業 㡯 目 事 業 内 容

ճࣟࣁー࣡ーࢡにおけるᑵ業┦ㄯの実施

  ・ᑵ業支援┦ㄯ員会㆟㸦年 2ᅇ）

ᐑᓮ、ᘏᒸ、高㘠、㒔ᇛ、ᑠᯘでのᑵ業┦ㄯࢡー࣡ーࣟࣁ・  

մ求人施設へのປാ᮲௳の改善に関する᝟報提供、ຓゝ

  ・ከᵝなᑵປཷ入れ体制・支援の強化

・求人施設訪問の強化

յ求職者へのປാ⎔ቃ・ປാ᮲௳の改善に関する᝟報提供、ຓゝ

・ከᵝなᑵປ支援の強化

・施設見学の促進

ն┴内እ看護師等への┴内ᑵ業支援

・看護師養成学ᰯとの㐃ᦠ

㸦学生を対㇟としたᑵ活支援ࢼ࣑ࢭーの実施） ࠙重 ࠚ(5-1

・移住┦ㄯ者への支援

・┴内施設の新年度᥇⏝ヨ㦂᝟報の提供

շᐑᓮ┴ࢼースࢭンࢱー事業㐠Ⴀጤ員会の㛤ദ㸦年 1ᅇ）

ոࣟࣁー࣡ーࢡ、福祉人材ࢭンࢱーとの㐃ᦠ

չࢼースࢭンࢱー・ࣟࣁー࣡ーࢡ㐃ᦠ事業

պ୰ኸࢼースࢭンࢱーとの㐃ᦠ

(2)看護職のᒆけ出制度の❆ཱྀ(ᐑᓮ┴ጤク事業)

ձ看護師等のᒆ出制度の PRとᑵ業支援の充実

・看護職への PR活動

・ᒆ出Ⓩ㘓者へのᑵ業に関する意向の確認とᑵ業支援

(3)看護職のための࣏ー࢖ࢧࣝࢱト NuPS㸦ࢼップス）の周知とⓏ㘓

推進                                      ࠙重 ࠚ(1-2

(4)地域の実᝟に応じた看護職確保推進事業

㸦日本看護協会ጤク事業）              ࠙重 2-3)   ࠚ

２-3)᚟職支援         (1)᚟職支援事業㸦ᐑᓮ┴ጤク事業）               ࠙重 1-2)   ࠚ

ձ᚟職支援◊ಟ

・ㅮ義・₇⩦

ベーシッࢥࢡース 6᭶、12᭶

分㔝ู看護◊ಟࢥース 9᭶

᥇⾑・Ⅼ⁲ᢏ⾡₇⩦

地༊ู᚟職支援◊ಟ

（で行う᥇⾑ᢏ⾡₇⩦㸦ᘏᒸ・高㘠・㒔ᇛࢡー࣡ーࣟࣁ

  ・eࣛーニンࢢ

  ・ᑵ職‽ഛࢥース

    ᑵ職‽ഛࢼ࣑ࢭー 㸵᭶、１᭶

ղ࢝ࢭンࢻキャリア支援

・プࣛࢼࢳ café 7᭶、1᭶

・プࣛࢼ࣑ࢭࢼࢳー 10᭶

ճ௧࿴ 8年度ཷㅮ者に対するᑵ業状ἣㄪᰝ・ᑵ業支援

２-4)「看護のᚰ」ᬑ及事業࠙ 重 ࠚ(1-3 (1)看護のᚰᬑ及事業

ձ看護の日の࢖ベントの㛤ദ

ࢱࢫ࢙ࣇ看護ࡁࡊࡸࡳࠕ࣭ 2026㹼看護の㨩力Ⓨಙ㹼ࠖ

6᭶ 28᪥

ղᐃᮇᆺࡕࡲࠕのಖ健ᐊࠖ࡟て看護の᪥の PR活ື

(2)看護の㨩力発ಙ事業㸦ᐑᓮ┴ጤク事業）

ձ看護進㊰┦ㄯ会 6᭶ 28日

ղ看護の出๓ᤵ業

ճࡩれあい看護体㦂

մ看護⣔進学状ἣㄪᰝ

յ職業㑅ᢥに関する࢖ベントへの協力

ն進㊰ᣦᑟ担ᙜᩍㅍへの᝟報提供
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事 業 㡯 目 事 業 内 容

４-3)┴民の健康づくり推進に関する

事業       ࠙重 ࠚ(1-3 ࠙重 ࠚ(4-2

(1)まࡕの保健ᐊ事業のᬑ及ၨ発

ձまࡕの保健ᐊ地༊代表者ጤ員会㸦ጤ員 9ྡ 年 5ᅇ）

ղ定ᮇ型「まࡕの保健ᐊ」㸦地༊㛤ദ）          ࠙重 ࠚ(4-2

ճ地域支援型・࢖ベント型「まࡕの保健ᐊ」

ᕷ⏫ᮧまつり・࢖ベント等地域活動支援等

մまࡕの保健ᐊ協力員の養成◊ಟとⓏ㘓の推進

յ地༊ู協力員会㆟

(2)生ᾭを㏻じたዪ性の健康支援

ձ「いいお⏘の日」࢖ベントにおける┦ㄯၨ発   ࠙重 ࠚ(4-2

(3)がん対策支援

ձࣆンࢡリ࣎ン活動のᬑ及ၨ発

ղ関係団体との㐃ᦠ

ճ◊ಟ会の㛤ദ

(4)生活⩦慣病୪びに⑌病予防対策

ձୡ⏺⢾ᒀ病ࢹー、⫢⑌患・⭈⑌患・リ࢘マࢳ等関㐃会㆟・࢖

ベント等の参加による予防対策のၨ発

(5)自ẅ対策に係る人材⫱成◊ಟ事業㸦ᐑᓮ┴ጤク事業）

࠙重 ࠚ(4-2

ձ看護師等専門◊ಟ会㸦自ẅ対策◊ಟ）7᭶ 4日

ղ地༊ู等◊ಟ会

ճ自ẅ予防に関するᬑ及ၨ発

(6)高㱋者対策への取組                         ࠙重 ࠚ(4-2

ձ◊ಟ会の㛤ദ

ղ看護職員認知⑕対応力向上◊ಟ㸦ᐑᓮ┴ጤク事業）

４-4)Ꮚ⫱て支援 (1)Ꮚ⫱て支援事業

ձඣ❺⹢ᚅ予防対策への取組

・ᐑᓮ┴社会福祉ᑂ㆟会ඣ❺福祉専門分⛉会への参加

ղᐑᓮ┴「未᮶みやࡊきᏊ⫱て┴民㐠動推進事業」への協力

５．་⒪Ᏻ全ᑐ⟇ཬࡧ⅏ᐖ➼༴機⟶⌮࡟㛵ࡍる஦ᴗ㸦බ┈┠ⓗ஦ᴗ㸧

事 業 㡯 目 事 業 内 容

㸳-1)医療Ᏻ全推進事業 (1)医療Ᏻ全推進ጤ員会㸦ጤ員 7ྡ 年 5ᅇ）

(2)◊ಟ会及び஺ὶ会                           ࠙重 ࠚ(1-1

ձ医療Ᏻ全⟶理者養成◊ಟ㸦eࣛーニンࢢ 35時㛫、㞟ྜ◊ಟ 5

時㛫）10᭶ 29日

ղ医療Ᏻ全◊ಟ会 医療Ᏻ全⟶理者という生業 㹼医療Ᏻ全⟶

理者のためのネット࣡ーࢡ構築㹼  10᭶ 3日

(3)医療Ᏻ全対策推進

ձ医療Ᏻ全推進㐌㛫のၨ発

ղ医療Ᏻ全᝟報提供

ճ医療Ᏻ全推進の◊ಟ㸦地༊㛤ദ等）

մ医療の質Ᏻ全学会への参加

յ看護職㈺ൾ㈐௵保㝤制度加入の促進

(4) 医療Ᏻ全推進会㆟等への参加

㸳-2)⅏害看護活動の推進 (1)⅏害看護ጤ員会㸦ጤ員 8ྡ 年 6ᅇ）

(2)⅏害看護◊ಟ

ձ⅏害支援ࢼース養成・⫱成事業              ࠙重 ࠚ(3-2

・⅏害支援ࢼース養成◊ಟ㸦⅏害・ឤᰁ⑕対応）㸸࢜ンࢹマ

ンࢻ 20時㛫、₇⩦ 10時㛫㸦11᭶ 20日、21日）

・⅏害支援ࢼース能力維持・向上◊ಟ㸦⅏害⦅）10 ᭶ 9 日、

㸦ឤᰁ⑕⦅）9᭶ 18日

ղ⅏害看護◊ಟ㸦地༊㛤ദ等）                    ࠙重 ࠚ(3-2

(3)⅏害発生時にഛえての体制・⎔ቃᩚഛ

ձ⅏害支援ࢼースὴ㐵ㄪᩚカ⦎

・┴および協定⥾結医療機関等とのὴ㐵ㄪᩚカ⦎

・日本看護協会等とのὴ㐵ㄪᩚカ⦎㸦内㛶ᗓ୺ദ「௧࿴ 8年

事 業 㡯 目 事 業 内 容

度大規ᶍ地㟈時医療活動カ⦎」）11᭶ 27日、28日

ղ日本看護協会との「⅏害支援ࢼースὴ㐵に関する協定」に

基づく⅏害支援ࢼースのὴ㐵ㄪᩚ

ճᐑᓮ┴との⅏害・ឤᰁ⑕支援ࢼースのὴ㐵に関する㐃ᦠによ

る⅏害支援ࢼースのὴ㐵支援、ᐑᓮ┴保健医療福祉ㄪᩚ本㒊

設⨨の㝿の支援団体リ࢚ࢰンὴ㐵

մᐑᓮ┴、ᕷ⏫ᮧの防⅏会㆟・防⅏カ⦎等への参加を㏻じた

実動カ⦎

յ看護⟶理者ネット࣡ーࢡの構築      ࠙重 ࠚ࠙(2-1 重 ࠚ(3-1

ն⅏害支援ࢼースリスト⟶理

շ⅏害看護関㐃学会への参加

・日本⅏害看護学会 10᭶ 3日㹼4日㸦⛅⏣┴）

㸳-3)ឤᰁ対策の推進 (1)ឤᰁ⑕に関する◊ಟの実施

(2)新⯆ឤᰁ⑕対策に向けた体制ᩚഛ

ձ事業継続ィ画㸦BCP）の推進

ղᐑᓮ┴ឤᰁ⑕対策ᑂ㆟会への参加

㸴．ᅾᏯࢫࣅ࣮ࢧ࢔ࢣ➼のᐇ᪋ཬࡧゼၥ看護の᥎㐍支᥼࡟㛵ࡍる஦ᴗ㸦බ┈┠ⓗ஦ᴗ㸧

事 業 㡯 目 事 業 内 容

㸴-1)在宅・福祉関係施設への支援

࠙重 重ࠚ࠙(4-1 重ࠚ࠙(4-2 ࠚ(4-3

(1)訪問看護促進事業㸦ᐑᓮ┴ጤク事業）

ձ訪問看護推進協㆟会㐠Ⴀ事業

・ᐑᓮ┴訪問看護推進協㆟会の㛤ദ㸦ጤ員 14ྡ 年 1ᅇ）

・訪問看護推進᳨ウ会㸦年 3ᅇ）

・訪問看護実態ㄪᰝの実施

・訪問看護ၨ発活動

・関係機関との㐃ᦠ

ղ訪問看護人材⫱成事業                       ࠙重 ࠚ(1-2

・訪問看護◊ಟ STEP１

7᭶㹼10᭶㸦ㅮ義 3日、実⩦ 3日）

・訪問看護◊ಟ STEP2㸦１） 5᭶㸦ㅮ義 1日、実⩦ 1日）

・訪問看護◊ಟ STEP2㸦２） 6᭶㸦ㅮ義 1日、実⩦ 1日）

・訪問看護◊ಟ STEP2㸦３） 7᭶㸦ㅮ義 1日、実⩦ 1日）

  ・訪問看護⟶理者◊ಟ㸦ベーシッࢥࢡース）

5᭶㹼10᭶㸦ㅮ義 4日、実⩦ 0.5日）

・看護⟶理実践報࿌会

・訪問看護師養成ࢥア࢝リキ࣒ࣗࣛ◊ಟ

8᭶㸦ㅮ義・₇⩦ 2日、実⩦ 0.5日）

・在宅ࢣアに関ᚰのある看護職のための公㛤ㅮᗙ 2ᅇ

・新༞訪問看護師⫱成支援

ճ看護人材㐃ᦠ支援事業                      ࠙重 ࠚ(2-1

・専門看護師・認定看護師・特定行Ⅽ◊ಟಟ஢者による支  

  援

・訪問看護ステーションの専門看護師・認定看護師・特定行

Ⅽ◊ಟಟ஢者の஺ὶ会

・訪問看護⟶理者஺ὶ◊ಟ㸦年 2ᅇ）

մ訪問看護┦ㄯ支援事業

  ・訪問看護ステーションへの᝟報提供及び┦ㄯ❆ཱྀの㐠Ⴀ

・訪問看護ステーション㐠Ⴀ支援

  ・┴民等への᝟報提供及び┦ㄯ❆ཱྀの㐠Ⴀ    ࠙重 ࠚ(1-3

訪問看護ࣃンࣞࣇットస成

・訪問看護ステーションに関する᝟報発ಙ    ࠙重 1-3)  ࠚ         

(2)在宅・福祉施設等でാく看護職のための◊ಟ㸦地༊㛤ദ）

(3)ゼၥ看護ࣥࣙࢩ࣮ࢸࢫの஦ᴗ⥅⥆支᥼     ࠙重 ࠚ(4-3

    ࣭ゼၥ看護⥲ྜ支᥼࣮ࢱࣥࢭタ⨨

㸴-2) 看護協会訪問看護ステーショ

ン事業所の㐠Ⴀ事業

(1)ᐑᓮ┴看護協会訪問看護ステーションなでしこ 1㹼3ྕ㤋の
㐠Ⴀ
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事 業 㡯 目 事 業 内 容

４-3)┴民の健康づくり推進に関する

事業       ࠙重 ࠚ(1-3 ࠙重 ࠚ(4-2

(1)まࡕの保健ᐊ事業のᬑ及ၨ発

ձまࡕの保健ᐊ地༊代表者ጤ員会㸦ጤ員 9ྡ 年 5ᅇ）

ղ定ᮇ型「まࡕの保健ᐊ」㸦地༊㛤ദ）          ࠙重 ࠚ(4-2

ճ地域支援型・࢖ベント型「まࡕの保健ᐊ」

ᕷ⏫ᮧまつり・࢖ベント等地域活動支援等

մまࡕの保健ᐊ協力員の養成◊ಟとⓏ㘓の推進

յ地༊ู協力員会㆟

(2)生ᾭを㏻じたዪ性の健康支援

ձ「いいお⏘の日」࢖ベントにおける┦ㄯၨ発   ࠙重 ࠚ(4-2

(3)がん対策支援

ձࣆンࢡリ࣎ン活動のᬑ及ၨ発

ղ関係団体との㐃ᦠ

ճ◊ಟ会の㛤ദ

(4)生活⩦慣病୪びに⑌病予防対策

ձୡ⏺⢾ᒀ病ࢹー、⫢⑌患・⭈⑌患・リ࢘マࢳ等関㐃会㆟・࢖

ベント等の参加による予防対策のၨ発

(5)自ẅ対策に係る人材⫱成◊ಟ事業㸦ᐑᓮ┴ጤク事業）

࠙重 ࠚ(4-2

ձ看護師等専門◊ಟ会㸦自ẅ対策◊ಟ）7᭶ 4日

ղ地༊ู等◊ಟ会

ճ自ẅ予防に関するᬑ及ၨ発

(6)高㱋者対策への取組                         ࠙重 ࠚ(4-2

ձ◊ಟ会の㛤ദ

ղ看護職員認知⑕対応力向上◊ಟ㸦ᐑᓮ┴ጤク事業）

４-4)Ꮚ⫱て支援 (1)Ꮚ⫱て支援事業

ձඣ❺⹢ᚅ予防対策への取組

・ᐑᓮ┴社会福祉ᑂ㆟会ඣ❺福祉専門分⛉会への参加

ղᐑᓮ┴「未᮶みやࡊきᏊ⫱て┴民㐠動推進事業」への協力

５．་⒪Ᏻ全ᑐ⟇ཬࡧ⅏ᐖ➼༴機⟶⌮࡟㛵ࡍる஦ᴗ㸦බ┈┠ⓗ஦ᴗ㸧

事 業 㡯 目 事 業 内 容

㸳-1)医療Ᏻ全推進事業 (1)医療Ᏻ全推進ጤ員会㸦ጤ員 7ྡ 年 5ᅇ）

(2)◊ಟ会及び஺ὶ会                           ࠙重 ࠚ(1-1

ձ医療Ᏻ全⟶理者養成◊ಟ㸦eࣛーニンࢢ 35時㛫、㞟ྜ◊ಟ 5

時㛫）10᭶ 29日

ղ医療Ᏻ全◊ಟ会 医療Ᏻ全⟶理者という生業 㹼医療Ᏻ全⟶

理者のためのネット࣡ーࢡ構築㹼  10᭶ 3日

(3)医療Ᏻ全対策推進

ձ医療Ᏻ全推進㐌㛫のၨ発

ղ医療Ᏻ全᝟報提供

ճ医療Ᏻ全推進の◊ಟ㸦地༊㛤ദ等）

մ医療の質Ᏻ全学会への参加

յ看護職㈺ൾ㈐௵保㝤制度加入の促進

(4) 医療Ᏻ全推進会㆟等への参加

㸳-2)⅏害看護活動の推進 (1)⅏害看護ጤ員会㸦ጤ員 8ྡ 年 6ᅇ）

(2)⅏害看護◊ಟ

ձ⅏害支援ࢼース養成・⫱成事業              ࠙重 ࠚ(3-2

・⅏害支援ࢼース養成◊ಟ㸦⅏害・ឤᰁ⑕対応）㸸࢜ンࢹマ

ンࢻ 20時㛫、₇⩦ 10時㛫㸦11᭶ 20日、21日）

・⅏害支援ࢼース能力維持・向上◊ಟ㸦⅏害⦅）10 ᭶ 9 日、

㸦ឤᰁ⑕⦅）9᭶ 18日

ղ⅏害看護◊ಟ㸦地༊㛤ദ等）                    ࠙重 ࠚ(3-2

(3)⅏害発生時にഛえての体制・⎔ቃᩚഛ

ձ⅏害支援ࢼースὴ㐵ㄪᩚカ⦎

・┴および協定⥾結医療機関等とのὴ㐵ㄪᩚカ⦎

・日本看護協会等とのὴ㐵ㄪᩚカ⦎㸦内㛶ᗓ୺ദ「௧࿴ 8年

事 業 㡯 目 事 業 内 容

度大規ᶍ地㟈時医療活動カ⦎」）11᭶ 27日、28日

ղ日本看護協会との「⅏害支援ࢼースὴ㐵に関する協定」に

基づく⅏害支援ࢼースのὴ㐵ㄪᩚ

ճᐑᓮ┴との⅏害・ឤᰁ⑕支援ࢼースのὴ㐵に関する㐃ᦠによ

る⅏害支援ࢼースのὴ㐵支援、ᐑᓮ┴保健医療福祉ㄪᩚ本㒊

設⨨の㝿の支援団体リ࢚ࢰンὴ㐵

մᐑᓮ┴、ᕷ⏫ᮧの防⅏会㆟・防⅏カ⦎等への参加を㏻じた

実動カ⦎

յ看護⟶理者ネット࣡ーࢡの構築      ࠙重 ࠚ࠙(2-1 重 ࠚ(3-1

ն⅏害支援ࢼースリスト⟶理

շ⅏害看護関㐃学会への参加

・日本⅏害看護学会 10᭶ 3日㹼4日㸦⛅⏣┴）

㸳-3)ឤᰁ対策の推進 (1)ឤᰁ⑕に関する◊ಟの実施

(2)新⯆ឤᰁ⑕対策に向けた体制ᩚഛ

ձ事業継続ィ画㸦BCP）の推進

ղᐑᓮ┴ឤᰁ⑕対策ᑂ㆟会への参加

㸴．ᅾᏯࢫࣅ࣮ࢧ࢔ࢣ➼のᐇ᪋ཬࡧゼၥ看護の᥎㐍支᥼࡟㛵ࡍる஦ᴗ㸦බ┈┠ⓗ஦ᴗ㸧

事 業 㡯 目 事 業 内 容

㸴-1)在宅・福祉関係施設への支援

࠙重 重ࠚ࠙(4-1 重ࠚ࠙(4-2 ࠚ(4-3

(1)訪問看護促進事業㸦ᐑᓮ┴ጤク事業）

ձ訪問看護推進協㆟会㐠Ⴀ事業

・ᐑᓮ┴訪問看護推進協㆟会の㛤ദ㸦ጤ員 14ྡ 年 1ᅇ）

・訪問看護推進᳨ウ会㸦年 3ᅇ）

・訪問看護実態ㄪᰝの実施

・訪問看護ၨ発活動

・関係機関との㐃ᦠ

ղ訪問看護人材⫱成事業                       ࠙重 ࠚ(1-2

・訪問看護◊ಟ STEP１

7᭶㹼10᭶㸦ㅮ義 3日、実⩦ 3日）

・訪問看護◊ಟ STEP2㸦１） 5᭶㸦ㅮ義 1日、実⩦ 1日）

・訪問看護◊ಟ STEP2㸦２） 6᭶㸦ㅮ義 1日、実⩦ 1日）

・訪問看護◊ಟ STEP2㸦３） 7᭶㸦ㅮ義 1日、実⩦ 1日）

  ・訪問看護⟶理者◊ಟ㸦ベーシッࢥࢡース）

5᭶㹼10᭶㸦ㅮ義 4日、実⩦ 0.5日）

・看護⟶理実践報࿌会

・訪問看護師養成ࢥア࢝リキ࣒ࣗࣛ◊ಟ

8᭶㸦ㅮ義・₇⩦ 2日、実⩦ 0.5日）

・在宅ࢣアに関ᚰのある看護職のための公㛤ㅮᗙ 2ᅇ

・新༞訪問看護師⫱成支援

ճ看護人材㐃ᦠ支援事業                      ࠙重 ࠚ(2-1

・専門看護師・認定看護師・特定行Ⅽ◊ಟಟ஢者による支  

  援

・訪問看護ステーションの専門看護師・認定看護師・特定行

Ⅽ◊ಟಟ஢者の஺ὶ会

・訪問看護⟶理者஺ὶ◊ಟ㸦年 2ᅇ）

մ訪問看護┦ㄯ支援事業

  ・訪問看護ステーションへの᝟報提供及び┦ㄯ❆ཱྀの㐠Ⴀ

・訪問看護ステーション㐠Ⴀ支援

  ・┴民等への᝟報提供及び┦ㄯ❆ཱྀの㐠Ⴀ    ࠙重 ࠚ(1-3

訪問看護ࣃンࣞࣇットస成

・訪問看護ステーションに関する᝟報発ಙ    ࠙重 1-3)  ࠚ         

(2)在宅・福祉施設等でാく看護職のための◊ಟ㸦地༊㛤ദ）

(3)ゼၥ看護ࣥࣙࢩ࣮ࢸࢫの஦ᴗ⥅⥆支᥼     ࠙重 ࠚ(4-3

    ࣭ゼၥ看護⥲ྜ支᥼࣮ࢱࣥࢭタ⨨

㸴-2) 看護協会訪問看護ステーショ

ン事業所の㐠Ⴀ事業

(1)ᐑᓮ┴看護協会訪問看護ステーションなでしこ 1㹼3ྕ㤋の
㐠Ⴀ
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事 業 㡯 目 事 業 内 容

  ・訪問看護事業
  ・ᒃ宅௓護支援事業
  ・看護学生・看護職の実⩦ᩍ⫱
  ・関㐃機関との㐃ᦠ・協力
(2)看護協会訪問看護ステーション㐠Ⴀ協㆟会の㛤ദ
㸦ጤ員 9ྡ 年 4ᅇ）

㸵．ࡑの௚ᮏ఍の┠ⓗを㐩ᡂࡍるた࡟ࡵᚲせ࡞஦ᴗ

事 業 㡯 目 事 業 内 容

㸵-1)組織に関する事㡯 (1)本会組織の充実と強化
ձ看護政策推進のための組織強化事業
ղ会員の加入ቑ加ᣑ大
・会員目ᶆᩘ 8,300ྡ
・未加入施設への入会の່め           ࠙重 ࠚ(5-3
・未加入◊ಟཷㅮ者へ入会の່め         ࠙重 ࠚ(5-3
・入会の特典㹎㹐                ࠙重 ࠚ(5-4
ճ看護学生に向けたキャリア支援          ࠙ 重 ࠚ(5-1
մ地༊活動の推進
࠙重 ࠚ࠙(1-3 重 ࠚ࠙(2-1 重 ࠚ࠙(3-1 重 ࠚ࠙(4-2 重 ࠚ࠙(5-2 重 ࠚ(5-3
յ日本看護協会との㐃ᦠ
նㅖ会㆟の㛤ദ
・௧࿴ 8年度㏻ᖖ⥲会 6᭶ 20日
・理事会・ᖖ௵理事会 年 6ᅇ௨上

  ・職能・ᖖ௵・特ูጤ員会
・㑅ᣲ⟶理ጤ員会
・日本看護協会代㆟員及び予ഛ代㆟員◊ಟ会 5᭶ 21日

  ・地༊理事意見஺᥮会 7᭶ 18日、12᭶ 5日
  ・施設代表者会㆟㸦地༊ࡈとに㛤ദ）
շ┘ᰝ及びᑂᰝに関すること
ոᗈ報活動に関する事業

  ・ᗈ報出∧ጤ員会㸦ጤ員 10ྡ 年 12ᅇ）
・ᗈ報ㄅ「なでしこ」の発行㸦年 4ᅇ）
・࣍ー࣒࣌ージの⟶理
・マスメ࢕ࢹアを活⏝したᗈ報

չ会員の福฼ཌ生                              ࠙重 ࠚ(5-2
  ・ᘫ㟁、Ṛஸ見⯙㔠、⅏害見⯙㔠、യ病見⯙㔠の支給
  ・会員特典ࢧーࣅスの提供㸦ࣞジャー施設ඃᚅ、ࣞン࢝ࢱ
   ー฼⏝料割引、ⴿ⚍場฼⏝料割引等）
պྛ✀表ᙲ制度への会員の推⸀
ջᐑᓮ┴看護協会ྐస成

  ・ᐑᓮ┴看護協会ྐ⦅さんጤ員会㸦ጤ員 10ྡ 年 4ᅇ）

㸵-2)日本看護協会との┦஫協力 (1)日本看護協会との㐃ᦠ
(2)日本看護協会が㛤ദする会㆟等への参加
ձ日本看護協会㏻ᖖ⥲会及び全国職能ู஺ὶ㞟会㸦ᮾி㒔㛤ദ）

6᭶ 10日㹼11日
ղ理事会 年 6ᅇ⛬度
ճἲ人会員会 年 6ᅇ⛬度
մ全国職能ጤ員㛗会
յ地༊ูἲ人会員会㸦㮵ඣᓥ㛤ദ）10᭶ 15日
ն地༊ู職能ጤ員㛗会㸦㮵ඣᓥ㛤ദ）10᭶ 16日

㸵-3)΅እに関する事㡯 (1)重Ⅼ事業等に関する΅እ活動
ձ┴行政等への要望活動
ղ関係機関等との㐃ᦠ強化            ࠙ 重 ࠚ(1-3

㸵-4)施設⟶理に関する事㡯 (1)ᐑᓮ┴看護等◊ಟࢭンࢱーの⟶理
ձᩚഛ資㔠⣡入活動と⟶理
ղ施設・機ჾの⟶理
ճ図᭩ᐊの⟶理・㐠Ⴀ

（報告事項４）令和８年度収支予算

（別冊）
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事 業 㡯 目 事 業 内 容

  ・訪問看護事業
  ・ᒃ宅௓護支援事業
  ・看護学生・看護職の実⩦ᩍ⫱
  ・関㐃機関との㐃ᦠ・協力
(2)看護協会訪問看護ステーション㐠Ⴀ協㆟会の㛤ദ
㸦ጤ員 9ྡ 年 4ᅇ）

㸵．ࡑの௚ᮏ఍の┠ⓗを㐩ᡂࡍるた࡟ࡵᚲせ࡞஦ᴗ

事 業 㡯 目 事 業 内 容

㸵-1)組織に関する事㡯 (1)本会組織の充実と強化
ձ看護政策推進のための組織強化事業
ղ会員の加入ቑ加ᣑ大
・会員目ᶆᩘ 8,300ྡ
・未加入施設への入会の່め           ࠙重 ࠚ(5-3
・未加入◊ಟཷㅮ者へ入会の່め         ࠙重 ࠚ(5-3
・入会の特典㹎㹐                ࠙重 ࠚ(5-4
ճ看護学生に向けたキャリア支援          ࠙ 重 ࠚ(5-1
մ地༊活動の推進
࠙重 ࠚ࠙(1-3 重 ࠚ࠙(2-1 重 ࠚ࠙(3-1 重 ࠚ࠙(4-2 重 ࠚ࠙(5-2 重 ࠚ(5-3
յ日本看護協会との㐃ᦠ
նㅖ会㆟の㛤ദ
・௧࿴ 8年度㏻ᖖ⥲会 6᭶ 20日
・理事会・ᖖ௵理事会 年 6ᅇ௨上

  ・職能・ᖖ௵・特ูጤ員会
・㑅ᣲ⟶理ጤ員会
・日本看護協会代㆟員及び予ഛ代㆟員◊ಟ会 5᭶ 21日

  ・地༊理事意見஺᥮会 7᭶ 18日、12᭶ 5日
  ・施設代表者会㆟㸦地༊ࡈとに㛤ദ）
շ┘ᰝ及びᑂᰝに関すること
ոᗈ報活動に関する事業

  ・ᗈ報出∧ጤ員会㸦ጤ員 10ྡ 年 12ᅇ）
・ᗈ報ㄅ「なでしこ」の発行㸦年 4ᅇ）
・࣍ー࣒࣌ージの⟶理
・マスメ࢕ࢹアを活⏝したᗈ報

չ会員の福฼ཌ生                              ࠙重 ࠚ(5-2
  ・ᘫ㟁、Ṛஸ見⯙㔠、⅏害見⯙㔠、യ病見⯙㔠の支給
  ・会員特典ࢧーࣅスの提供㸦ࣞジャー施設ඃᚅ、ࣞン࢝ࢱ
   ー฼⏝料割引、ⴿ⚍場฼⏝料割引等）
պྛ✀表ᙲ制度への会員の推⸀
ջᐑᓮ┴看護協会ྐస成

  ・ᐑᓮ┴看護協会ྐ⦅さんጤ員会㸦ጤ員 10ྡ 年 4ᅇ）

㸵-2)日本看護協会との┦஫協力 (1)日本看護協会との㐃ᦠ
(2)日本看護協会が㛤ദする会㆟等への参加
ձ日本看護協会㏻ᖖ⥲会及び全国職能ู஺ὶ㞟会㸦ᮾி㒔㛤ദ）

6᭶ 10日㹼11日
ղ理事会 年 6ᅇ⛬度
ճἲ人会員会 年 6ᅇ⛬度
մ全国職能ጤ員㛗会
յ地༊ูἲ人会員会㸦㮵ඣᓥ㛤ദ）10᭶ 15日
ն地༊ู職能ጤ員㛗会㸦㮵ඣᓥ㛤ദ）10᭶ 16日

㸵-3)΅እに関する事㡯 (1)重Ⅼ事業等に関する΅እ活動
ձ┴行政等への要望活動
ղ関係機関等との㐃ᦠ強化            ࠙ 重 ࠚ(1-3

㸵-4)施設⟶理に関する事㡯 (1)ᐑᓮ┴看護等◊ಟࢭンࢱーの⟶理
ձᩚഛ資㔠⣡入活動と⟶理
ղ施設・機ჾの⟶理
ճ図᭩ᐊの⟶理・㐠Ⴀ

（報告事項４）令和８年度収支予算

（別冊）

－ 73－



活動報告資料

令和７年度研修分類別研修実績・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・77

令和７年度キャリア支援講話報告・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・81

令和７年度看護職員無料職業紹介事業報告・・・・・・・・・・・・・・・・・82

令和７年度復職支援研修受講者就業状況調査報告・・・・・・・・・・・・・・83

令和７年度看護系進学状況調査結果・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・84

令和７年度看護の出前授業実施報告・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・84

令和７年度看護管理者等支援事業報告・・・・・・・・・・・・・・・・・・・85

令和７年度訪問看護推進事業報告・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・86

令和７年度宮崎県看護協会訪問看護ステーション報告・・・・・・・・・・・・88

－ 74－



活活動動報報告告資資料料  

令和７年度研修分類別研修実績・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・77 

令和７年度キャリア支援講話報告・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・81 

令和７年度看護職員無料職業紹介事業報告・・・・・・・・・・・・・・・・・82 

令和７年度復職支援研修受講者就業状況調査報告・・・・・・・・・・・・・・83 

令和７年度看護系進学状況調査結果・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・84 

令和７年度看護の出前授業実施報告・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・84 

令和７年度看護管理者等支援事業報告・・・・・・・・・・・・・・・・・・・85 

令和７年度訪問看護推進事業報告・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・86 

令和７年度宮崎県看護協会訪問看護ステーション報告・・・・・・・・・・・・88 



令令和和 77年年度度研研修修分分類類別別研研修修実実績績  
分分類類 11  専門職としての活動の基盤となる研修                 研修数：39 参加数：3,191名 

研修名 開催日 開催方法 目的・目標・ねらい 参加数 

新人の応援～看護職のスタートライン～ 
5/15 
・ 

5/29 
集合 

看護協会事業や役割について理解し、看護専門職

としての自覚を深めるとともに、精神面のリフレ

ッシュを図り、新人看護職員として個々が抱える

問題解決の糸口を見出す 

233 

新人のためのフィジカルアセスメント 
7/11 
・ 

7/29 
集合 

身体のアセスメントをするための基礎的な情報

が収集でき、その情報を基に緊急性や看護上の問

題を判断できる 
174 

頑張れ！新人 
～多重課題への対応力を身につけよう～ 

10/2 
. 

10/3 
集合 複数の患者に異変が起きて切迫した状況の中、何

を優先しどのように対応すべきかを学ぶ 177 

新人のための看護「倫理」って何だろう？ 
～倫理的ジレンマを「個人の悩み」にしないために

～ 

11/11 
・ 

11/18 
集合 倫理に関する基本概念を理解し、看護専門職とし

て倫理的な問題を認識できる 180 

新人の応援ファローアップ～同期と語り合い、
看護職者としての成長を実感しよう～ 1/16 集合 就職後 10 ヶ月を経過した自身の変化や成長を実

感でき、次に向かっての課題を明らかにできる 156 

看護研究シリーズ（基礎編） 
～看護研究をはじめよう～ 

5/10 
～ 

5/11 
集合 看護研究の基礎知識を学び研究への意欲を高め、

看護研究に取り組むことができる。 60 

看護研究シリーズ（支援者編） 
～支援者のための看護研究支援のコツ～ 6/29 集合 臨床で取り組む看護研究の指導の知識と技術を

習得する。 20 

看護研究シリーズ（個別指導編） 
5/31 
・ 

8/30 
集合 

研究計画書を作成し、研究の方向性を明確にする

ことができ、宮崎県看護研究学会等での発表につ

なげることができる。 
20 

医療安全の基礎～身近に潜む落とし穴～ 6/24 集合 安全な看護を実践するために、危険予知トレーニ

ング・事故事例を通してリスク感性を高める 121 

看護記録の書き方の基本原則 
～あなたの看護記録は大丈夫？～ 7/4 

集合 
配信 

看護記録の目的を理解し、原則に沿った記録を書

くことができ、法的証拠としての看護記録につい

て学び、理解することができる 
147 

小児のフィジカルアセスメントとケアを学ぼ

う～こどものからだを看て異常を見つけよう！～ 8/23 集合 小児のフィジカルアセスメントを習得し、小児に

よくみる症状とケアについて理解する 45 

せん妄の発症予防と早期改善へのケア 7/13 集合 
せん妄に関する知識やせん妄の発症予防・重症化

予防について学び、せん妄のある患者への適切な

ケアの提供につなげる 
99 

効果的なメンバーシップを発揮するためのコ

ミュニケーションスキル～アサーションスキ
ル・コーチングスキルを学ぼう～ 

9/18 集合 
組織の一員であることを自覚するとともに、適切

なコミュニケーション法を学ぶことでメンバー

シップの発揮につなげる 
50 

スポーツ現場における初期救護活動 
～日本のひなた宮崎国スポ・障スポ大会に向けたメ

ディカルスタッフの育成～ 
8/24 集合 地域のスポーツ現場における安全対策と救護の

基本を知る 82 

もう一度学びたい！摂食嚥下の看護～多職種
チームによる効果的な介入～ 10/1 集合 誤嚥の要因・アセスメント方法などの基礎と予防

対策・ケアを具体的に学び実践につなげる 62 

外来における在宅療養支援能力向上のための

研修 10/25 
OD 
集合 

地域における自施設の外来が果たすべき役割に

基づき、自らが外来で担うべき役割を認識すると

ともに、外来患者を支えるために必要な在宅療養

支援に関する知識を習得する 

23 

看護実践を支える社会人基礎力～看護学生か
らベテラン看護師まで身につけたい能力～ 11/13 集合 社会人基礎力の意味を知り、自身の成長のために

必要なスキルを習得する 47 

入退院支援看護師養成研修 
8/21 
～ 

2/10 
集合 退院支援における看護師の役割と支援のあり方

を理解し、退院調整能力を養う 27 

いまさら聞けない、ポジショニング・トラン

スファーの基本 
10/17 集合 

ポジショニングやトランスファーの基本的な知

識を習得し、患者の障害や生活環境に合わせた生

活援助技術力を高める 
43 

 



令和 7年度研修分類別研修実績
分類 1 専門職としての活動の基盤となる研修               研修数：39 参加数：3,191名

研修名 開催日 開催方法 目的・目標・ねらい 参加数

新人の応援～看護職のスタートライン～
5/15
・

5/29
集合

看護協会事業や役割について理解し、看護専門職

としての自覚を深めるとともに、精神面のリフレ

ッシュを図り、新人看護職員として個々が抱える

問題解決の糸口を見出す

233

新人のためのフィジカルアセスメント
7/11
・

7/29
集合

身体のアセスメントをするための基礎的な情報

が収集でき、その情報を基に緊急性や看護上の問

題を判断できる
174

頑張れ！新人
～多重課題への対応力を身につけよう～

10/2
.

10/3
集合

複数の患者に異変が起きて切迫した状況の中、何

を優先しどのように対応すべきかを学ぶ
177

新人のための看護「倫理」って何だろう？
～倫理的ジレンマを「個人の悩み」にしないために

～

11/11
・

11/18
集合

倫理に関する基本概念を理解し、看護専門職とし

て倫理的な問題を認識できる
180

新人の応援ファローアップ～同期と語り合い、
看護職者としての成長を実感しよう～

1/16 集合
就職後 10 ヶ月を経過した自身の変化や成長を実
感でき、次に向かっての課題を明らかにできる

156

看護研究シリーズ（基礎編）
～看護研究をはじめよう～

5/10
～

5/11
集合

看護研究の基礎知識を学び研究への意欲を高め、

看護研究に取り組むことができる。
60

看護研究シリーズ（支援者編）
～支援者のための看護研究支援のコツ～

6/29 集合
臨床で取り組む看護研究の指導の知識と技術を

習得する。
20

看護研究シリーズ（個別指導編）
5/31
・

8/30
集合

研究計画書を作成し、研究の方向性を明確にする

ことができ、宮崎県看護研究学会等での発表につ

なげることができる。
20

医療安全の基礎～身近に潜む落とし穴～ 6/24 集合
安全な看護を実践するために、危険予知トレーニ

ング・事故事例を通してリスク感性を高める
121

看護記録の書き方の基本原則
～あなたの看護記録は大丈夫？～

7/4
集合

配信

看護記録の目的を理解し、原則に沿った記録を書

くことができ、法的証拠としての看護記録につい

て学び、理解することができる
147

小児のフィジカルアセスメントとケアを学ぼ

う～こどものからだを看て異常を見つけよう！～
8/23 集合

小児のフィジカルアセスメントを習得し、小児に

よくみる症状とケアについて理解する
45

せん妄の発症予防と早期改善へのケア 7/13 集合

せん妄に関する知識やせん妄の発症予防・重症化

予防について学び、せん妄のある患者への適切な

ケアの提供につなげる
99

効果的なメンバーシップを発揮するためのコ

ミュニケーションスキル～アサーションスキ
ル・コーチングスキルを学ぼう～

9/18 集合

組織の一員であることを自覚するとともに、適切

なコミュニケーション法を学ぶことでメンバー

シップの発揮につなげる
50

スポーツ現場における初期救護活動
～日本のひなた宮崎国スポ・障スポ大会に向けたメ

ディカルスタッフの育成～

8/24 集合
地域のスポーツ現場における安全対策と救護の

基本を知る
82

もう一度学びたい！摂食嚥下の看護～多職種
チームによる効果的な介入～

10/1 集合
誤嚥の要因・アセスメント方法などの基礎と予防

対策・ケアを具体的に学び実践につなげる
62

外来における在宅療養支援能力向上のための

研修
10/25

OD
集合

地域における自施設の外来が果たすべき役割に

基づき、自らが外来で担うべき役割を認識すると

ともに、外来患者を支えるために必要な在宅療養

支援に関する知識を習得する

23

看護実践を支える社会人基礎力～看護学生か
らベテラン看護師まで身につけたい能力～

11/13 集合
社会人基礎力の意味を知り、自身の成長のために

必要なスキルを習得する
47

入退院支援看護師養成研修
8/21
～

2/10
集合

退院支援における看護師の役割と支援のあり方

を理解し、退院調整能力を養う
27

いまさら聞けない、ポジショニング・トラン

スファーの基本
10/17 集合

ポジショニングやトランスファーの基本的な知

識を習得し、患者の障害や生活環境に合わせた生

活援助技術力を高める
43
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研修名 開催日 開催方法 目的・目標・ねらい 参加数

ᛧさをඞ᭹！୙整⬦の理解～見㏨してはいけな
い危険な୙整⬦～

6/18 集合
危険とされる୙整⬦を㏿くṇ確に判断するため

の知識を学び、現場の看護実践に活⏝する
108

学ぼう！スキン-テア（⓶⭵⿣യ）予防 7/2 集合

日々の⾜動やケアによりᐜ᫆に発生する๰യで

あることを認識し、⓶⭵をᏲるためのケアについ

て学びを深め、発生予防や෌発予防に活かす
133

リーࢲーࢼースが学ぶ急変᫬対応 8/27 集合
急変᫬のᚰᵓえや対応方法を学び、リーࢲーࢼー

スとしての看護実践能力を高める
87

精神⑌患をᣢつ患者への基本的な看護 11/26
集合

配信

精神⑌患をᣢつ患者の≉性を理解しコミュニケ

ーションのコツをつかみ、日㡭のケア対応の一助

とする
63

ステップアップ がん⸆≀療法看護

～生活を支えるケアに向けて～
11/1 集合

ᾘ化ჾ⑌患のがん⸆≀療法の基本的⪃え方が理

解でき、がん⸆≀療法をཷける患者に出現してい

る症状をアセスメントし、個別性をᤊえたケアを

⪃えることができる

46

⦆和ケア（ELNEC-J）研修
9/6
～
9/7

集合

ELNEC-Jの基盤となる࢚ンࣈ࢜・ࢻ・ライフ・
ケアについて理解し、㉁の高いケアが実践できる

能力を養う
26

③みに向き合う～ス࣌シࣕリストから学ぶ生

活を支える看護～
11/15 集合

ᵝ々な⑓ែ、⑓期における③みをṇしくホ౯し、

看護介入する方法を知ることができる
69

専門・認ᐃ看護師対㇟研修会「アࢻバンス・

ケア・プランニング（ACP）を⪃える」
1/24 集合

ACPについて学びを深め、ྛ 専門㡿域の ACPの
実践を知ることで、௒後の自ᕫの実践につなげる

65

බ開ㅮᗙ「アࢻバンス・ケア・プランニング

（ACP）を⪃える」
1/24

集合

配信
ACPについてṇしく理解し、学びを深める 99

ಖ೺師職能ጤ員会研修会「レジリ࢚ンス（ᢡ

れないᚰ）の高め方」
11/8 集合

レジリ࢚ンスの高め方について学びつつ、஺ὶ会

をもࡕᡤᒓを㉸えたᶓのつながりをᙧ成する
91

助⏘師職能ጤ員会研修会「開業助⏘師の分ፔ

期ケア～開業助⏘師のケアの実㝿を学ぶ～」
1/17 集合

ዷ⏘፬の体とᚰの状ែをᢕᥱし、一人ひとりに合

わせた分ፔ期からの助⏘ケアを学ぶ
20

看護師職能ጤ員会Ϩ研修会「෸看護師から看

護師へステップアップ～情報提供と㐍学支援～」
10/25 集合

看護師養成ᡤ 2 年課⛬の概要やไ度について知
り、㐍学者の実体㦂を⫈き情報஺᥮することで、

自身のライフスタイルをࡩまえた㐍学先の㑅ᢥ

やキࣕリアアップにつなげることができる

9

看護師職能ጤ員会ϩ研修会「地域におけるイ

ンクルーシࣈ防⅏～救࿨⋡向上のための取組み

～」

9/20 集合

地域における救࿨⋡向上のための取組について

⪃え、㑊㞴⾜動要支援者への支援につながるᶵ会

とする
68

⅏害支援ࢼース能力⥔ᣢ・向上研修（⅏害看

護編）
9/26 集合

ὴ㐵活動にഛえるために、ὴ㐵要ㄳからὴ㐵活動

⤊஢までのプロセスを௬᝿体㦂し、⅏害支援ࢼー

スとしてのチームᵓ⠏やᚰᵓえの理解を深める
46

⅏害支援ࢼース能力⥔ᣢ・向上研修（感ᰁ症

看護編）
10/10 集合

感ᰁᣑ大防Ṇ（ࢰーニング）についてスキルを高

めるとともに、࿧྾ჾ感ᰁ症の感ᰁᣑ大防Ṇのた

めのアセスメント能力を高める
33

ᚰ理学とࣄューマン࢚ラーの関ಀから安全対

策のࣄントを得る
9/28 集合

リスクマࢿジメントの方法やࣄューマン࢚ラー

発生のメカニズム、ࣖࣄリࣁット事例の分ᯒ方法

を理解し、実践できる
79

インシデントレポートを๓向きに活⏝してみ

よう！
12/13 集合

インシデントレポートを๓向きにとらえること

を理解し、Safety-ϩのどⅬでのインシデントレポ
ート活⏝について学ぶ

74

௒こそ知っておきたい感ᰁ症の動向と対策 10/4 集合
看護職の㈨㉁向上とともに、まࡕのಖ೺ᐊ協力員

の養成を図る
112

自ẅ対策にಀる看護師専門研修「目の๓の人

にṚにたいとᡴࡕ明けられたら」
7/19 集合

県ෆの自ẅ対策ᙉ化を図るため、自ẅ対策に関わ

る多職種の協ാについて⪃えるዎᶵとする
96

宮崎県看護研究学会 3/7 集合

専門職としての自覚をᣢࡕ、研究的どⅬやែ度を

養うとඹに、研究や看護実践の成果を発表するこ

とにより、௒後の看護活動に役❧て、看護の㉁向

上を図る

101
学生 139

分類 2 看護・医療ᨻ策に関する研修                   研修数：4 参加数：251名

研修名 開催日 開催方法 目的・目標・ねらい 参加数

認知症高㱋者の看護実践に必要な知識（JNA
収録 DVD研修）
ͤ認知症ケア加⟬に対応

9/3
OD
集合

国の施策や医療の現状を理解するとともに、入院

中の認知症高㱋者を適切にケアするための基本

的な知識を学ぶ
111

看護職員認知症対応力向上研修
ͤ認知症ケア加⟬に対応

10/22
～

10/24
集合

個々の認知症の≉ᚩ等に対する実践的な対応力

を習得し、認知症ケアの適切な実施とマࢿジメン

ト体ไのᵓ⠏を図る
40

医療安全⟶理者養成研修 10/30
OD
集合

安全⟶理業ົを㐙⾜するために必要な知識・技術

を習得する。
43

⅏害支援ࢼース養成研修
11/28
～

11/29

OD
集合

⅏害・感ᰁ症等に関する基礎知識・技術を習得す

るとともに、ὴ㐵の概要を理解し、研修修஢者と

して実㝿のὴ㐵᫬に対応できる技能を習得する
57

分類 3 人ᮦ育成やᩍ育支援を⾜う者を対㇟とした研修               研修数：5 参加数：410名

研修名 開催日 開催方法 目的・目標・ねらい 参加数

新人看護職員「研修㈐௵者」「ᩍ育担ᙜ者」「実

地指導者」研修（1日目） 4/26
集合

配信

新人看護職員「研修㈐௵者」「ᩍ育担ᙜ者」「実地

指導者」がྛ々の役割を㐙⾜するために必要な知

識・能力を習得する
156

新人看護職員「研修㈐௵者」研修、「ᩍ育担ᙜ

者」研修（2日目）  
6/7 集合

新人看護職員ཬび実地指導者のᩍ育的支援がで

きるために必要な能力と組織体ไについて理解

でき、現場の新人看護職員研修につなげる
50

新人看護職員「実地指導者」研修～集まれ！悩

めるプリセプター～（2日目）
5/21
・

6/25
集合

新人看護職員の職場への適応状況をᢕᥱし、新人

看護職員への基本的な看護技術の指導ཬび精神

的支援を⾜うための能力について学ぶ
96

新人看護職員「実地指導者」フ࢛ローアップ

研修～指導する႐びを実感しよう！（3日目）
12/5 集合

指導を通して成長したことを実感でき、後㍮育成

について௒後の関わり方を見いだせる
61

新人看護職員の理解に向けて～看護基礎ᩍ育
の現場と看護現場の㐃ᦠ～

2/21 集合

看護基礎ᩍ育の現場と看護現場が㐃ᦠによって、

令和 8年度入職の新人看護職員を理解し、職場環
境に適応するための支援体ไᵓ⠏に⧅げる

47

分類 4 看護⟶理者を対㇟とした研修                   研修数：3 参加数：356名

研修名 開催日 開催方法 目的・目標・ねらい 参加数

プラチࢼࢼースの活⏝～ジョࣈᆺ人事の導入～ 8/22
集合

配信

看護職員がാき⥆けるための多ᵝなാき方、やり

がいのᣢてる職場づくりを⪃える
98

͆⟶理をᴦしむ͇マࢿジメント
～集まる、㎡めない、成長する職場づくり～

9/13
集合

配信

スタッフが集まる、㎡めない、成長する職場づく

りについて理解し、看護⟶理者としての知識・技

術・ែ度を高める
146

看護⿵助者の活⏝᥎㐍のための看護⟶理者研

修 2024年度改ゞ∧
9/25
・

11/27
集合

看護⟶理者が看護⿵助者の活⏝᥎㐍のために必

要な知識や⪃え方を理解し、安全で効⋡的な業ົ

実施体ไ整ഛに活⏝することができる
112

分類 5 ㈨᱁認ᐃᩍ育                        研修数：8 参加数：215名

研修名 開催日 開催方法 目的・目標・ねらい 参加数

認ᐃ看護⟶理者ᩍ育課⛬

ファーストレベル

5/13
～
9/9

集合

看護専門職として必要な⟶理に関する基本的知

識・技術・ែ度を習得し、看護⟶理者の役割と活

動を理解し看護⟶理者の在り方を⪃ᐹできる
66

認ᐃ看護⟶理者ᩍ育課⛬

ファーストレベル フ࢛ローアップ研修
6/1 集合

⤫合₇習Ϩの計画を実践するにあたり、ᅔってい

ること、୙安なこと等グループディスカッション

の中で解決への糸口を見出す
20

認ᐃ看護⟶理者ᩍ育課⛬

セカンࢻレベル

10/3
～

1/23
集合

看護⟶理者として基本的㈐ົを㐙⾜するために

必要な知識・技術・ែ度を習得し、看護⟶理過⛬

のᒎ開や㉁⟶理ができる
20

認ᐃ看護⟶理者ᩍ育課⛬

セカンࢻレベル フ࢛ローアップ研修
7/6 集合

看護⟶理実践の中㛫報࿌および情報ඹ᭷を⾜い、

看護⟶理実践課⛬の課題を解決する
9
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研修名 開催日 開催方法 目的・目標・ねらい 参加数

ᛧさをඞ᭹！୙整⬦の理解～見㏨してはいけな
い危険な୙整⬦～

6/18 集合
危険とされる୙整⬦を㏿くṇ確に判断するため

の知識を学び、現場の看護実践に活⏝する
108

学ぼう！スキン-テア（⓶⭵⿣യ）予防 7/2 集合

日々の⾜動やケアによりᐜ᫆に発生する๰യで

あることを認識し、⓶⭵をᏲるためのケアについ

て学びを深め、発生予防や෌発予防に活かす
133

リーࢲーࢼースが学ぶ急変᫬対応 8/27 集合
急変᫬のᚰᵓえや対応方法を学び、リーࢲーࢼー

スとしての看護実践能力を高める
87

精神⑌患をᣢつ患者への基本的な看護 11/26
集合

配信

精神⑌患をᣢつ患者の≉性を理解しコミュニケ

ーションのコツをつかみ、日㡭のケア対応の一助

とする
63

ステップアップ がん⸆≀療法看護

～生活を支えるケアに向けて～
11/1 集合

ᾘ化ჾ⑌患のがん⸆≀療法の基本的⪃え方が理

解でき、がん⸆≀療法をཷける患者に出現してい

る症状をアセスメントし、個別性をᤊえたケアを

⪃えることができる

46

⦆和ケア（ELNEC-J）研修
9/6
～
9/7

集合

ELNEC-Jの基盤となる࢚ンࣈ࢜・ࢻ・ライフ・
ケアについて理解し、㉁の高いケアが実践できる

能力を養う
26

③みに向き合う～ス࣌シࣕリストから学ぶ生

活を支える看護～
11/15 集合

ᵝ々な⑓ែ、⑓期における③みをṇしくホ౯し、

看護介入する方法を知ることができる
69

専門・認ᐃ看護師対㇟研修会「アࢻバンス・

ケア・プランニング（ACP）を⪃える」
1/24 集合

ACPについて学びを深め、ྛ 専門㡿域の ACPの
実践を知ることで、௒後の自ᕫの実践につなげる

65

බ開ㅮᗙ「アࢻバンス・ケア・プランニング

（ACP）を⪃える」
1/24

集合

配信
ACPについてṇしく理解し、学びを深める 99

ಖ೺師職能ጤ員会研修会「レジリ࢚ンス（ᢡ

れないᚰ）の高め方」
11/8 集合

レジリ࢚ンスの高め方について学びつつ、஺ὶ会

をもࡕᡤᒓを㉸えたᶓのつながりをᙧ成する
91

助⏘師職能ጤ員会研修会「開業助⏘師の分ፔ

期ケア～開業助⏘師のケアの実㝿を学ぶ～」
1/17 集合

ዷ⏘፬の体とᚰの状ែをᢕᥱし、一人ひとりに合

わせた分ፔ期からの助⏘ケアを学ぶ
20

看護師職能ጤ員会Ϩ研修会「෸看護師から看

護師へステップアップ～情報提供と㐍学支援～」
10/25 集合

看護師養成ᡤ 2 年課⛬の概要やไ度について知
り、㐍学者の実体㦂を⫈き情報஺᥮することで、

自身のライフスタイルをࡩまえた㐍学先の㑅ᢥ

やキࣕリアアップにつなげることができる

9

看護師職能ጤ員会ϩ研修会「地域におけるイ

ンクルーシࣈ防⅏～救࿨⋡向上のための取組み

～」

9/20 集合

地域における救࿨⋡向上のための取組について

⪃え、㑊㞴⾜動要支援者への支援につながるᶵ会

とする
68

⅏害支援ࢼース能力⥔ᣢ・向上研修（⅏害看

護編）
9/26 集合

ὴ㐵活動にഛえるために、ὴ㐵要ㄳからὴ㐵活動

⤊஢までのプロセスを௬᝿体㦂し、⅏害支援ࢼー

スとしてのチームᵓ⠏やᚰᵓえの理解を深める
46

⅏害支援ࢼース能力⥔ᣢ・向上研修（感ᰁ症

看護編）
10/10 集合

感ᰁᣑ大防Ṇ（ࢰーニング）についてスキルを高

めるとともに、࿧྾ჾ感ᰁ症の感ᰁᣑ大防Ṇのた

めのアセスメント能力を高める
33

ᚰ理学とࣄューマン࢚ラーの関ಀから安全対

策のࣄントを得る
9/28 集合

リスクマࢿジメントの方法やࣄューマン࢚ラー

発生のメカニズム、ࣖࣄリࣁット事例の分ᯒ方法

を理解し、実践できる
79

インシデントレポートを๓向きに活⏝してみ

よう！
12/13 集合

インシデントレポートを๓向きにとらえること

を理解し、Safety-ϩのどⅬでのインシデントレポ
ート活⏝について学ぶ

74

௒こそ知っておきたい感ᰁ症の動向と対策 10/4 集合
看護職の㈨㉁向上とともに、まࡕのಖ೺ᐊ協力員

の養成を図る
112

自ẅ対策にಀる看護師専門研修「目の๓の人

にṚにたいとᡴࡕ明けられたら」
7/19 集合

県ෆの自ẅ対策ᙉ化を図るため、自ẅ対策に関わ

る多職種の協ാについて⪃えるዎᶵとする
96

宮崎県看護研究学会 3/7 集合

専門職としての自覚をᣢࡕ、研究的どⅬやែ度を

養うとඹに、研究や看護実践の成果を発表するこ

とにより、௒後の看護活動に役❧て、看護の㉁向

上を図る

101
学生 139

分類 2 看護・医療ᨻ策に関する研修                   研修数：4 参加数：251名

研修名 開催日 開催方法 目的・目標・ねらい 参加数

認知症高㱋者の看護実践に必要な知識（JNA
収録 DVD研修）
ͤ認知症ケア加⟬に対応

9/3
OD
集合

国の施策や医療の現状を理解するとともに、入院

中の認知症高㱋者を適切にケアするための基本

的な知識を学ぶ
111

看護職員認知症対応力向上研修
ͤ認知症ケア加⟬に対応

10/22
～

10/24
集合

個々の認知症の≉ᚩ等に対する実践的な対応力

を習得し、認知症ケアの適切な実施とマࢿジメン

ト体ไのᵓ⠏を図る
40

医療安全⟶理者養成研修 10/30
OD
集合

安全⟶理業ົを㐙⾜するために必要な知識・技術

を習得する。
43

⅏害支援ࢼース養成研修
11/28
～

11/29

OD
集合

⅏害・感ᰁ症等に関する基礎知識・技術を習得す

るとともに、ὴ㐵の概要を理解し、研修修஢者と

して実㝿のὴ㐵᫬に対応できる技能を習得する
57

分類 3 人ᮦ育成やᩍ育支援を⾜う者を対㇟とした研修               研修数：5 参加数：410名

研修名 開催日 開催方法 目的・目標・ねらい 参加数

新人看護職員「研修㈐௵者」「ᩍ育担ᙜ者」「実

地指導者」研修（1日目） 4/26
集合

配信

新人看護職員「研修㈐௵者」「ᩍ育担ᙜ者」「実地

指導者」がྛ々の役割を㐙⾜するために必要な知

識・能力を習得する
156

新人看護職員「研修㈐௵者」研修、「ᩍ育担ᙜ

者」研修（2日目）  
6/7 集合

新人看護職員ཬび実地指導者のᩍ育的支援がで

きるために必要な能力と組織体ไについて理解

でき、現場の新人看護職員研修につなげる
50

新人看護職員「実地指導者」研修～集まれ！悩

めるプリセプター～（2日目）
5/21
・

6/25
集合

新人看護職員の職場への適応状況をᢕᥱし、新人

看護職員への基本的な看護技術の指導ཬび精神

的支援を⾜うための能力について学ぶ
96

新人看護職員「実地指導者」フ࢛ローアップ

研修～指導する႐びを実感しよう！（3日目）
12/5 集合

指導を通して成長したことを実感でき、後㍮育成

について௒後の関わり方を見いだせる
61

新人看護職員の理解に向けて～看護基礎ᩍ育
の現場と看護現場の㐃ᦠ～

2/21 集合

看護基礎ᩍ育の現場と看護現場が㐃ᦠによって、

令和 8年度入職の新人看護職員を理解し、職場環
境に適応するための支援体ไᵓ⠏に⧅げる

47

分類 4 看護⟶理者を対㇟とした研修                   研修数：3 参加数：356名

研修名 開催日 開催方法 目的・目標・ねらい 参加数

プラチࢼࢼースの活⏝～ジョࣈᆺ人事の導入～ 8/22
集合

配信

看護職員がാき⥆けるための多ᵝなാき方、やり

がいのᣢてる職場づくりを⪃える
98

͆⟶理をᴦしむ͇マࢿジメント
～集まる、㎡めない、成長する職場づくり～

9/13
集合

配信

スタッフが集まる、㎡めない、成長する職場づく

りについて理解し、看護⟶理者としての知識・技

術・ែ度を高める
146

看護⿵助者の活⏝᥎㐍のための看護⟶理者研

修 2024年度改ゞ∧
9/25
・

11/27
集合

看護⟶理者が看護⿵助者の活⏝᥎㐍のために必

要な知識や⪃え方を理解し、安全で効⋡的な業ົ

実施体ไ整ഛに活⏝することができる
112

分類 5 ㈨᱁認ᐃᩍ育                        研修数：8 参加数：215名

研修名 開催日 開催方法 目的・目標・ねらい 参加数

認ᐃ看護⟶理者ᩍ育課⛬

ファーストレベル

5/13
～
9/9

集合

看護専門職として必要な⟶理に関する基本的知

識・技術・ែ度を習得し、看護⟶理者の役割と活

動を理解し看護⟶理者の在り方を⪃ᐹできる
66

認ᐃ看護⟶理者ᩍ育課⛬

ファーストレベル フ࢛ローアップ研修
6/1 集合

⤫合₇習Ϩの計画を実践するにあたり、ᅔってい

ること、୙安なこと等グループディスカッション

の中で解決への糸口を見出す
20

認ᐃ看護⟶理者ᩍ育課⛬

セカンࢻレベル

10/3
～

1/23
集合

看護⟶理者として基本的㈐ົを㐙⾜するために

必要な知識・技術・ែ度を習得し、看護⟶理過⛬

のᒎ開や㉁⟶理ができる
20

認ᐃ看護⟶理者ᩍ育課⛬

セカンࢻレベル フ࢛ローアップ研修
7/6 集合

看護⟶理実践の中㛫報࿌および情報ඹ᭷を⾜い、

看護⟶理実践課⛬の課題を解決する
9
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研修名 開催日 開催方法 目的・目標・ねらい 参加数

認ᐃ看護⟶理者ᩍ育課⛬

セカンࢻレベル 看護⟶理実践報࿌会
8/2 集合

セカンࢻレベルᩍ育課⛬修஢者が看護⟶理実践

報࿌を⾜い、報࿌者と参加者が意見஺᥮を⾜うこ

とで看護⟶理についての理解を深める
28

宮崎県ಖ೺師助⏘師看護師実習指導者ㅮ習会

⑓院୺体コース

5/28
～
8/6

OD
集合

看護ᩍ育における実習の意⩏ཬび実習指導者と

しての役割を理解し、効果的な実習指導を⾜うた

めに必要な知識、技術を修得させ、看護ᩍ育のෆ

ᐜの඘実向上を図る

42

宮崎県ಖ೺師助⏘師看護師実習指導者ㅮ習会

≉ᐃ分㔝コース

5/28
～

7/25
集合

看護ᩍ育における実習の意⩏ཬび実習指導者とし

ての役割を理解し、≉ᐃ分㔝の実習における効果

的な実習指導を⾜うために必要な知識、技術を修

得させ、看護ᩍ育のෆᐜの඘実向上を図る

11

宮崎県ಖ೺師助⏘師看護師実習指導者ㅮ習会

フ࢛ローアップ研修
1/31 集合

ㅮ習会修஢後の実習指導者としての役割を᣺り

㏉り、課題を明確にするとともに௒後の取り組み

にむけて㈨㉁向上を図る
19

研修⥲数：59 参加者⥲数：4,423名

令和 7年度キャリア支援講話報告
実施 17校（18回）、参加者 605名

回 実施日 学校名 参加者数（学年）
1 7月 14日 宮崎大学医学部看護学科 62名（1年生）

2 11月 4日 宮崎県立看護大学 95名（4年生）

3 11月 7日 九州医療科学大学専門学校 41名（3年生）

4 11月 10日 延岡看護専門学校医療専門課程 36名（3年生）

5 11月 12日 宮崎大学医学部看護学科 5名（4年生）

6 11月 21日 日南看護専門学校 29名（3年生）

7 1月 14日 日南学園高等学校宮崎頴学館田野看護専攻科 32名（5年生）

8 2月 19日 宮崎医療福祉専門学校看護学科 29名（3年生）

9 2月 19日 聖心ウルスラ学園高等学校看護科・看護専攻科 27名（5年生）

10 2月 19日 櫻美学園高等学校看護科・看護専攻科 26名（4・5年生）

11 2月 24日 宮崎看護専門学校医療専門課程 39名（3年生）

12 2月 25日 小林看護医療専門学校 24名（3年生）

13 2月 25日 鵬翔高等学校看護科・看護専攻科 38名（5年生）

14 2月 25日 都城看護専門学校医療専門課程 19名（3年生）

15 2月 26日 日南学園高等学校看護科・看護専攻科 14名（5年生）

16 2月 27日 国立病院機構都城医療センター附属看護学校 39名（3年生）

17 2月 27日 藤元メディカルシステム看護大学校 27名（3年生）

18 3月 5日 フィオーレ KOGA看護専門学校 23名（3年生）

結果 アンケート回答 491（対象 543名 回収率 90％）※1回目はアンケート実施せず

１）結果概要

講話後のアンケートでは、9 割以上の学生が「生涯学習の重要性が理解できた」「協会の活動が必要だ

と思った」と回答した。看護協会の活動は、研修だけでなく、無料の職業紹介、災害支援、さらには医療

事故に備えた保険制度など、多岐にわたる内容に驚きと安心感の声があった。また、卒後臨床研修制度や

相談窓口があることを知り、4月からの入職や新しい環境で働くことへの不安が和らいだという意見も多

数あった。講話を通じて、生涯学習の重要性や協会の役割について理解を深めることができた。

２）その他の結果

（１）就職先についての情報収集の方法（複数回答）※％＝回答数／回収数

（２）就職先を選ぶときに重視する項目（複数回答）※％＝回答数／回収数
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1 7月 14日 宮崎大学医学部看護学科 62名（1年生）

2 11月 4日 宮崎県立看護大学 95名（4年生）

3 11月 7日 九州医療科学大学専門学校 41名（3年生）

4 11月 10日 延岡看護専門学校医療専門課程 36名（3年生）
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１）結果概要
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２）その他の結果

（１）就職先についての情報収集の方法（複数回答）※％＝回答数／回収数
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令和 7 年度復職支援研修受講者就業状況調査報告

１．調査概要：講義演習、地区別復職支援研修、採血・点滴演習等の受講者 85人のうち未就業・転職希望

であった受講者 70 人に対し、メール、電話インタビューを実施した。

２．調査対象者の背景

表 1 年齢分布 単位：人          表 2 未就業 62 人のブランク期間 単位：人

【平均年齢 43.5 歳】（ｎ＝70）         【平均ブランク期間 4.5年】 （ｎ＝62）

                       

年代別 人数（割合）

20 歳代 8（11％）

30 歳代 18（26％）

40 歳代 27（39％）

50 歳代 14（20％）

60 歳代 3（4％）

表 3 経験年数 単位：人

【平均経験年数 12 年】（ｎ＝70）

経験年数 人数（割合）

1 年未満 8（11％）

1 年以上～5 年満 13（19％）

5 年以上～10年未満 11（15％）

10 年以上～20 年未満 25（36％）

20 年以上 13（19％）

３．調査結果

表 4 就業状況  令和 8年 3月現在の就業状況（n＝70）単位：人

就業状況
就業

（4月採用を含む）

未就業

就職活動中

回答数 45 人（64％）
25 人（36％）

   25人

表 5 再就業者の状況 再就業者の就業場所と雇用形態   （ｎ＝34）

病院 診療所
訪問看護

ｽﾃｰｼｮﾝ
施設 その他※4 計

就業者数 16 6 5 8 10 45

常 勤※1
11 6 4 4 1 26

非 常 勤※2 5 0 1 4 2 12

臨時雇用＊3 0 0 0 0 7 7

※1 常勤 ：雇用期間の定めのない職員（非正規雇用や短時間勤務者含む）
※2 非常勤：1ヶ月以上の雇用期間の定めのある職員（嘱託など）

※3臨時雇用：検診や救護等のスポット求人で就業した者

※4その他の就業場所の内訳：保育園、学校

ブランク期間 人数（割合）

1 年未満 26（42％）

1 年以上～5 年満 15（24％）

5 年以上～10年未満 10（16％）

10 年以上～20年未満 8（13％）

20 年以上 3（5％）

令和 7年度看護職員無料職業紹介事業報告

１．ナースバンク事業

１）求人・求職・就職（ナースセンター就職とハローワーク就職、自己就職も含む）実績   単位：人

資格別 保健師 助産師 看護師 准看護師 合計

求人数 33 46 1,915 151 2,145

求職数 41 8 701 93 843

就職数 6 3 343 32 384

２）看護職の届出状況  単位：人

届出数（年度数／平成 27年 10月からの総届出人数）

R7年度

届出数/届出総数 155／2,334

届出者の eナースセンター登録・応募・就職状況（年度数／平成 27年 10月からの延べ数）単位：人

R7年度

ｅナースセンター登録希望者 115／1,821

内、求人施設への応募者 43／608

内、就職者数 42／519

３）相談件数  単位：件

相談者区分
看護職

（求職相談）

施設

（求人相談）

その他

（看護職・施

設以外）

合 計
進路相談

（再掲）

総数（件） 2,622 1,490 192 27   4,304

件

数

内

訳

来 所 132 24 24 18 180

電 話 2,047 1,450 159 7 3,656

メール 439 15   7 2      461

郵送・FAX 4 1   2 0        7

２．看護のシゴト出前就業相談事業

１）実施場所と地区別相談件数  単位：件

ハローワーク

宮崎

ハローワーク

延岡

ハローワーク

高鍋

ハローワーク

都城

ハローワーク

小林

計

相談回数 2回/月 1回/月 1回/月 1回/月 1回/月

相談件数 93 27 22 20 10 172

対
象
別

看護職 89 26 22 17 6 160

施設 0 1 0 2 4 7

その他 4 0 0 1 0 5

２）相談と就職状況   単位：人

相談延べ人数
172人

※内訳：看護職（160）人、施設（7）人、その他（5）

相談者実人数（看護職） 139人

「eナースセンター」登録者 121人    

就職者数 50人
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令和 7 年度復職支援研修受講者就業状況調査報告

１．調査概要：講義演習、地区別復職支援研修、採血・点滴演習等の受講者 85人のうち未就業・転職希望

であった受講者 70 人に対し、メール、電話インタビューを実施した。

２．調査対象者の背景

表 1 年齢分布 単位：人          表 2 未就業 62 人のブランク期間 単位：人

【平均年齢 43.5 歳】（ｎ＝70）         【平均ブランク期間 4.5年】 （ｎ＝62）
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電 話 2,047 1,450 159 7 3,656

メール 439 15   7 2      461

郵送・FAX 4 1   2 0        7

２．看護のシゴト出前就業相談事業

１）実施場所と地区別相談件数  単位：件

ハローワーク

宮崎

ハローワーク

延岡

ハローワーク

高鍋

ハローワーク

都城

ハローワーク

小林

計

相談回数 2回/月 1回/月 1回/月 1回/月 1回/月

相談件数 93 27 22 20 10 172

対
象
別

看護職 89 26 22 17 6 160

施設 0 1 0 2 4 7

その他 4 0 0 1 0 5

２）相談と就職状況   単位：人

相談延べ人数
172人

※内訳：看護職（160）人、施設（7）人、その他（5）

相談者実人数（看護職） 139人

「eナースセンター」登録者 121人    

就職者数 50人
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令和 7 年度看護系進学状況調査結果

調査方法 県内の 54 高等学校に対し、web（Google フォーム）による回答を依頼

調査結果 回収率 100％注）5年一貫看護師養成課程については調査対象から除く

  

表 1 令和 7年度 県内高等学校卒業生の看護系進学状況の詳細 ＊□：県内校進学者数(人）/ 県内校進学率(％)  人

卒業生総数 9,566 人

総計ふれあい看護体験者数 367 人 体験せずに看護系

に進学した

生徒数
体験者で看護系に

進学した生徒数

看護大学 145 67 212

県内進学者数/県内校進学率 88 /60.7％ 33 /49.3％ 121 /57.1％

看護短期大学 0 1 1

看護師

学校

養成所

保健師看護師統合ｶﾘｷｭﾗﾑ校 1 1 2

看護専門学校（3年課程） 116 73 189

県内進学者数/県内校進学率 94 /81.0％ 60 /82.2％ 154 /81.5％

准看護師学校養成所 4 3 7

県内進学者数/県内校進学率 4 /100％ 3 /100％ 7 /100％

計 266 145 411

県内進学者数/県内校進学率 186 /69.9％ 96 /66.2％ 282 /68.6％

・卒業生総数 9,566人中、看護系に進学した生徒数は 411人で全体の 4.3％であった。

・ふれあい看護体験者 367 人中、266人（72.5％）が看護系に進学しており、そのうち県内校進学者は

186人であった。

令和 7 年度看護の出前授業実施報告

実施回数 11回 参加者：生徒 625 名 教諭他(54名) 合計 679名

表 2 開催状況

回 日程 開催場所 参加者（人数） 計

1 6/4（水） 西都市立穂北中学校 生徒 78、教諭（13）、保護者（6） 97

2 7/2（水） 宮崎県立延岡商業高等学校 生徒 9、教諭（2） 11

3 8/8（金） 宮崎県立延岡高等学校 生徒 7、教諭（1） 8

4 9/4（木） 宮崎市立住吉中学校 生徒 58、教諭（2） 60

5 10/3（金） 小林市立野尻中学校 生徒 18、教諭（2） 20

6 10/18（土） 宮崎県立都城泉ヶ丘高等学校 生徒 49、教諭（1） 50

7 11/12（水） 宮崎大学教育学部附属中学校 生徒 144、教諭（7） 151

8 11/27（木） 宮崎市立加納中学校 生徒 30、教諭（1） 31

9 11/27（木） 都農町立都農中学校 生徒 84、教諭（6） 90

10 12/2（火） 高鍋町立高鍋西中学校 生徒 73、教諭（4） 77

11 12/9（火） 高鍋町立高鍋東中学校 生徒 75、教諭（9） 84

令和 7年度看護管理者等支援事業報告
１．事業概要

１）目的

県内の医療機関の看護管理者に対し、看護管理業務及び教育体制作りに関する相談支援等を実施

することで、対象施設の看護職員の確保、勤務環境の改善、離職防止等に繋げることができる。

２）目標

①看護管理者等に対する人材確保・育成・定着等の看護管理業務に関する相談支援を強化する。

②看護管理者が身近な地域において、看護管理に関する相談や必要な情報を得ることができる

よう地域の看護管理者間ネットワークの構築、強化を図る。

③中小規模病院の看護管理者に求められる組織の管理運営の改善や、地域との連携に係る能力の

向上を図る。

２．事業内容と結果

事業内容              結果

医療機関等

に 対 す る

支援

(1)医療機関訪問 ①令和 5・6年度訪問医療機関、令和 6年度看護人材確保研修会参加

医療機関：31施設  電話での聞き取り：5施設

※令和 5・6年度訪問医療機関、令和 6年度看護人材確保研修会参加

医療機関の取組状況の確認と分析

②令和 5・6年度に地区主催の施設代表者会議に一度も参加していな

い医療機関：40施設

※施設代表者会議への参加依頼と情報提供

③他病院の参考になる取組みをされている医療機関：2施設

(2)資料の説明と

配付

①管理を行う上で参考になる資料「看護管理に係る資料・文献 一

覧」

②「中小規模病院の看護管理状況評価シート A」と「中小規模病院

の看護管理行動評価シート B」の配付(注 1)

(3)好事例集の

作成

①ナースセンターのホームページに掲載している好事例一覧表と一

部詳細な「事例紹介フォーマット」に事例を追加

（県のホームページからもアクセスできる）

地域ごとのネットワーク強化 ①7 地区で開催した施設代表者会議で、看護人材獲得支援事業（令

和 6 年度から看護管理者等支援事業へ事業名称変更）の活動を報

告。また、グループワークにファシリテーターとして参加

中小規模病院の看護管理者能力

向上研修会開催

①研修会を 2回開催

・第 1回：令和 7年 9月 22日（月）参加者 53名 病院数 39施設

・第 2回：令和 7年 11月 20日（木）参加者 29名 病院数 22施設

成果の共有 ①ナースセンターのホームページに掲載している好事例一覧表と一

部詳細な「事例紹介フォーマット」に事例を追加

②なでしこ宮崎（ナースセンターだより）に事業の記事掲載

（会報 Vol.160・Vol.161）

報告 実績及び年度報告書の作成

看護人材獲得支援事業連絡会議 随時開催

注１）中小規模病院看護管理者支援ガイドライン（平成 28 年度厚生労働行政推進調査事業費補助金

「アウトリーチ（訪問）型看護管理能力支援モデルの検証」）により作成された評価シート

３．評価

  医療機関訪問、研修会に参加した病院の約 6割が何らかの取り組みをされていることから、訪問時

のアドバイスや研修会での学びが、課題解決に向けた何らかの糸口になったのではないかと考える。

また、令和 5・6年度に地区で開催された施設代表者会議に参加されていない 40病院を訪問し参加を

呼びかけたところ、24病院の看護管理者の参加があった。グループワークで情報交換や意見交換がで

きたことで、施設間の交流が深まったと考える。看護管理者能力向上研修会では、講演内容や評価シ

ートを活用し意見交換することで、看護管理者として多くの学びと自己の課題を明確にすることがで

きていた。今後も地域のネットワークの構築と看護管理者の能力向上の推進に取り組む必要性を感じ

た。
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令和 7 年度看護系進学状況調査結果

調査方法 県内の 54高等学校に対し、web（Google フォーム）による回答を依頼

調査結果 回収率 100％注）5年一貫看護師養成課程については調査対象から除く

  

表 1 令和 7年度 県内高等学校卒業生の看護系進学状況の詳細 ＊□：県内校進学者数(人）/ 県内校進学率(％)  人

卒業生総数 9,566 人

総計ふれあい看護体験者数 367 人 体験せずに看護系

に進学した

生徒数
体験者で看護系に

進学した生徒数

看護大学 145 67 212

県内進学者数/県内校進学率 88 /60.7％ 33 /49.3％ 121 /57.1％

看護短期大学 0 1 1

看護師

学校

養成所

保健師看護師統合ｶﾘｷｭﾗﾑ校 1 1 2

看護専門学校（3年課程） 116 73 189

県内進学者数/県内校進学率 94 /81.0％ 60 /82.2％ 154 /81.5％

准看護師学校養成所 4 3 7

県内進学者数/県内校進学率 4 /100％ 3 /100％ 7 /100％

計 266 145 411

県内進学者数/県内校進学率 186 /69.9％ 96 /66.2％ 282 /68.6％

・卒業生総数 9,566人中、看護系に進学した生徒数は 411人で全体の 4.3％であった。

・ふれあい看護体験者 367 人中、266人（72.5％）が看護系に進学しており、そのうち県内校進学者は

186人であった。

令和 7 年度看護の出前授業実施報告

実施回数 11回 参加者：生徒 625名 教諭他(54名) 合計 679名

表 2 開催状況

回 日程 開催場所 参加者（人数） 計

1 6/4（水） 西都市立穂北中学校 生徒 78、教諭（13）、保護者（6） 97

2 7/2（水） 宮崎県立延岡商業高等学校 生徒 9、教諭（2） 11

3 8/8（金） 宮崎県立延岡高等学校 生徒 7、教諭（1） 8

4 9/4（木） 宮崎市立住吉中学校 生徒 58、教諭（2） 60

5 10/3（金） 小林市立野尻中学校 生徒 18、教諭（2） 20

6 10/18（土） 宮崎県立都城泉ヶ丘高等学校 生徒 49、教諭（1） 50

7 11/12（水） 宮崎大学教育学部附属中学校 生徒 144、教諭（7） 151

8 11/27（木） 宮崎市立加納中学校 生徒 30、教諭（1） 31

9 11/27（木） 都農町立都農中学校 生徒 84、教諭（6） 90

10 12/2（火） 高鍋町立高鍋西中学校 生徒 73、教諭（4） 77

11 12/9（火） 高鍋町立高鍋東中学校 生徒 75、教諭（9） 84

令和 7年度看護管理者等支援事業報告
１．事業概要

１）目的

県内の医療機関の看護管理者に対し、看護管理業務及び教育体制作りに関する相談支援等を実施

することで、対象施設の看護職員の確保、勤務環境の改善、離職防止等に繋げることができる。

２）目標

①看護管理者等に対する人材確保・育成・定着等の看護管理業務に関する相談支援を強化する。

②看護管理者が身近な地域において、看護管理に関する相談や必要な情報を得ることができる

よう地域の看護管理者間ネットワークの構築、強化を図る。

③中小規模病院の看護管理者に求められる組織の管理運営の改善や、地域との連携に係る能力の

向上を図る。

２．事業内容と結果

事業内容              結果

医療機関等

に 対 す る

支援

(1)医療機関訪問 ①令和 5・6年度訪問医療機関、令和 6年度看護人材確保研修会参加

医療機関：31施設  電話での聞き取り：5施設

※令和 5・6年度訪問医療機関、令和 6年度看護人材確保研修会参加

医療機関の取組状況の確認と分析

②令和 5・6年度に地区主催の施設代表者会議に一度も参加していな

い医療機関：40施設

※施設代表者会議への参加依頼と情報提供

③他病院の参考になる取組みをされている医療機関：2施設

(2)資料の説明と

配付

①管理を行う上で参考になる資料「看護管理に係る資料・文献 一

覧」

②「中小規模病院の看護管理状況評価シート A」と「中小規模病院

の看護管理行動評価シート B」の配付(注 1)

(3)好事例集の

作成

①ナースセンターのホームページに掲載している好事例一覧表と一

部詳細な「事例紹介フォーマット」に事例を追加

（県のホームページからもアクセスできる）

地域ごとのネットワーク強化 ①7 地区で開催した施設代表者会議で、看護人材獲得支援事業（令

和 6 年度から看護管理者等支援事業へ事業名称変更）の活動を報

告。また、グループワークにファシリテーターとして参加

中小規模病院の看護管理者能力

向上研修会開催

①研修会を 2回開催

・第 1回：令和 7年 9月 22日（月）参加者 53名 病院数 39施設

・第 2回：令和 7年 11月 20日（木）参加者 29名 病院数 22施設

成果の共有 ①ナースセンターのホームページに掲載している好事例一覧表と一

部詳細な「事例紹介フォーマット」に事例を追加

②なでしこ宮崎（ナースセンターだより）に事業の記事掲載

（会報 Vol.160・Vol.161）

報告 実績及び年度報告書の作成

看護人材獲得支援事業連絡会議 随時開催

注１）中小規模病院看護管理者支援ガイドライン（平成 28 年度厚生労働行政推進調査事業費補助金

「アウトリーチ（訪問）型看護管理能力支援モデルの検証」）により作成された評価シート

３．評価

  医療機関訪問、研修会に参加した病院の約 6割が何らかの取り組みをされていることから、訪問時

のアドバイスや研修会での学びが、課題解決に向けた何らかの糸口になったのではないかと考える。

また、令和 5・6年度に地区で開催された施設代表者会議に参加されていない 40病院を訪問し参加を

呼びかけたところ、24病院の看護管理者の参加があった。グループワークで情報交換や意見交換がで

きたことで、施設間の交流が深まったと考える。看護管理者能力向上研修会では、講演内容や評価シ

ートを活用し意見交換することで、看護管理者として多くの学びと自己の課題を明確にすることがで

きていた。今後も地域のネットワークの構築と看護管理者の能力向上の推進に取り組む必要性を感じ

た。
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令和 7年ᗘ訪問看護᥎㐍事業報࿌
㸯． 訪問看護人材⫱ᡂ事業

1）₯在看護師のたࡵの訪問看護講₇会 表 1-1

研修名 開催日 開催方法 目的・目標・ねらい 定ဨ ᛂເ数
受講
決定数

参加数

アカࣜࢥ訪問看護師養ᡂࠕ

࢟ࣗラム～訪問看護を体㦂

してࡳよう～ࠖ  

8/12

8/26

2日間

会場

㸯日

実習

訪問看護に対する関ᚰや⮬ᕫຠຊឤが

高ࡾࡲ、就業ពḧがႏ㉳ࡉれる。ࡲた、

訪問看に関する୙Ᏻや課題を解決でき、

᭦なる目標にྥけたྲྀࡳ⤌ࡾにࡘなࡆ

るࡇとができる。

20 7 7 7

2）在宅ケアに関ᚰの࠶る看護職のたࡵの訪問看護研修බ開講ᗙ 表 1-2           研修数：6

研修名 開催日 開催方法 目的・目標・ねらい 定ဨ ᛂເ数
受講
決定数

参加数

（㸯）訪問看護研修 STEP2 5/13
会場

配信

訪問看護師養ᡂ研修のࢥース受講がᅔ

㞴な訪問看護師等が、බ開講ᗙの研修を

通ࡌて訪問看護の知識を῝ࡵるࡇとが

でき、訪問看護に関する課題解決にྥけ

てのྲྀࡳ⤌ࡾにࡘなࡆるࡇとができる。

30 7 7 7

（２）訪問看護研修 STEP2 5/31 会場 30 15 15 15

（３）訪問看護研修 STEP2 6/14
会場

配信
30 2 2 2

（４）訪問看護研修 STEP2 7/5
会場

配信
30 10 10 10

（㸳）訪問看護管理者研修 7/26
会場

配信
30 6 6 6

（㸴）訪問看護研修 STEP1 10/21
会場

配信
30 11 11 11

3）新༞訪問看護師⫱ᡂ研修 表 1-3

研修名 開催日 開催方法 目的・目標・ねらい 定ဨ ᛂເ数
受講
決定数

参加数

新༞訪問看護師⫱ᡂ研修
4/26～

R8.2/7
会場

訪問看護師としての基本ጼໃ、必要な知

識・技術を㌟にࡘけ訪問看護ステーショ

ンのメンࣂーとしてά動できる。

2 2 2

4）訪問看護師養ᡂ基礎研修 表 1-4

研修名 開催日 開催方法 目的・目標・ねらい 定ဨ ᛂເ数
受講
決定数

参加数

訪問看護研修 STEP㸯

～訪問看護基礎研修～

7/1

7/15

10/21

3日間

会場

3日間

実習

訪問看護ステーションにᚑ事している

看護師等が、ࠕ訪問看護 e ラーࢽンࠖࢢ

で習得した基礎知識に加ࡉ、࠼らに実㊶

に必要な知識・技術・態ᗘを修得する。

30 18 18 18

5）実㊶ຊ・高ᗘ医療対ᛂຊの࠶る訪問看護師の⫱ᡂ 表 1-5

研修名 開催日 開催方法 目的・目標・ねらい 定ဨ ᛂເ数
受講
決定数

参加数

訪問看護研修 STEP2

～専門分㔝の知識・技術習

得のたࡵのステࣉࢵアࣉࢵ

研修～

5/13

5/31

6/14

7/5

9/2

5日間

会場

1日

実習

専門分㔝の知識・技術を習得し、高ᗘ医

療の看護実㊶にάかす。
16 10 10 10

6）訪問看護ス࢟ࣝアࣉࢵ研修 表 1-6 研修数：2

研修名 開催日 開催方法 目的・目標・ねらい 定ဨ ᛂເ数
受講
決定数

参加数

訪問看護管理者研修

（࣋ーシࢥࢡࢵース）

6/17

7/26

9/17

9/27

4日間

会場

0.5日

実習

看護管理者にồࡵられる基本的㈐務を

㐙行するたࡵに必要な知識・技術・態ᗘ

と訪問看護ステーションの運営・経営、

人材⫱ᡂを担う⬟ຊを修得し、質の高い

訪問看護管理ができるととࡶに、訪問看

護事業をⓎᒎできる。

20 11 11 11

訪問看護管理者研修受講者

フ࢛ࣟーアࣉࢵ研修
9/6 会場 訪問看護管理者の実㊶⬟ຊを高ࡵる 14 2 2 2

㈨ᩱ２㸫㸯

２． 看護人材連携支援事業

1）訪問看護ステーションの専門看護師・認定看護師による派遣・支援研修 表 2-1

研修名 開催日 開催方法 目的・目標・ねらい
受講
決定数

参加数

訪問看護ステーションの専

門看護師・認定看護師によ

る研修会・相談会

7/12
会場

配信

訪問看護ステーション看護師が、在宅療法者に必要な看

護の知識・技術の習得ができ、在宅療養者に対し、質の

高い看護技術を提供できる。

19 15

2）訪問看護ステーションの専門看護師・認定看護師による派遣・支援 表 2-2

事業名 期間 支援対象 支援を受けた事業所数 内容

訪問看護ステーションの専
門看護師・認定看護師によ
る派遣・支援

令和 7 年 4 月～
令和 8年 2月

県内の訪問看護
ステーション等

6か所
研修、カンファレンス参加、
訪問に同行

3）医療機関と訪問看護ステーションの看護職の人材交流研修会 表 2-3

研修名 開催日 開催方法 目的・目標・ねらい
受講
決定数

参加数

医療機関と訪問看護ステーショ
ンの看護職の人材交流研修会

8/23
会場

配信

医療機関に就業する看護師と訪問看護師が互い

の役割や地域における在宅療養支援体制を理解

し、連携体制の構築ができる。

26 28

4）訪問看護管理者交流会 表 2-4

研修名 開催日 開催方法 目的・目標・ねらい
受講
決定数

参加数

第 1回  訪問看護管理者交流会 5/17
会場

配信 交流会を通して、地域包括ケアシステムの中で

多職種と協働して担う役割を認識できる。

相談会を通して訪問看護ステーションの課題解

決の支援ができる。

25 24

第 2回  訪問看護管理者交流会 8/30
会場

配信
26 24

第 3回  訪問看護管理者交流会 10/11
会場

配信
33 31

３. 訪問看護相談支援事業

1)相談窓口・業務支援 表 3-1

４月～

３月

相談   

件数

相談     

時間  

(分）

相談区分 相談内容

訪問看

護 ST

医療      

機関
家族 他

看護業

務関係

診療報

酬関係

研修    

関係

新規開

設等

訪問看

護利用
他

合計 126 1,778 79 6 8 32 6 47 19 9 12 31

2)訪問看護ステーション運営支援研修 表 3-2

研修名 開催日 開催方法 目的・目標・ねらい
受講
決定数

参加数

訪問看護ステーション運

営支援研修
9/6 会場

目 標：訪問看護ステーションの経営・運営の基本的な

知識を学び、具体的な行動がとれるようになる

テーマ：訪問看護ステーションの経営・運営の基礎

14 14

４.訪問看護実態調査 表 4

事業名 調査期間 調査対象 調査内容 回答数

訪問看護実態調査
令和 7年

6月～7月

県内の訪問看護ステーショ

ン 203箇所（令和 7年 8月

31日現在数）の管理者

1)訪問看護ステーションの概況

2)カスタマーハラスメントの現状と対

策の状況

3)看護師が行う特定行為研修修了者の

実態

107

回答率 52.7％

－ 86－



令和 7年ᗘ訪問看護᥎㐍事業報࿌
㸯． 訪問看護人材⫱ᡂ事業

1）₯在看護師のたࡵの訪問看護講₇会 表 1-1

研修名 開催日 開催方法 目的・目標・ねらい 定ဨ ᛂເ数
受講
決定数

参加数

アカࣜࢥ訪問看護師養ᡂࠕ

࢟ࣗラム～訪問看護を体㦂

してࡳよう～ࠖ  

8/12

8/26

2日間

会場

㸯日

実習

訪問看護に対する関ᚰや⮬ᕫຠຊឤが

高ࡾࡲ、就業ពḧがႏ㉳ࡉれる。ࡲた、

訪問看に関する୙Ᏻや課題を解決でき、

᭦なる目標にྥけたྲྀࡳ⤌ࡾにࡘなࡆ

るࡇとができる。

20 7 7 7

2）在宅ケアに関ᚰの࠶る看護職のたࡵの訪問看護研修බ開講ᗙ 表 1-2           研修数：6

研修名 開催日 開催方法 目的・目標・ねらい 定ဨ ᛂເ数
受講
決定数

参加数

（㸯）訪問看護研修 STEP2 5/13
会場

配信

訪問看護師養ᡂ研修のࢥース受講がᅔ

㞴な訪問看護師等が、බ開講ᗙの研修を

通ࡌて訪問看護の知識を῝ࡵるࡇとが

でき、訪問看護に関する課題解決にྥけ

てのྲྀࡳ⤌ࡾにࡘなࡆるࡇとができる。

30 7 7 7

（２）訪問看護研修 STEP2 5/31 会場 30 15 15 15

（３）訪問看護研修 STEP2 6/14
会場

配信
30 2 2 2

（４）訪問看護研修 STEP2 7/5
会場

配信
30 10 10 10

（㸳）訪問看護管理者研修 7/26
会場

配信
30 6 6 6

（㸴）訪問看護研修 STEP1 10/21
会場

配信
30 11 11 11

3）新༞訪問看護師⫱ᡂ研修 表 1-3

研修名 開催日 開催方法 目的・目標・ねらい 定ဨ ᛂເ数
受講
決定数

参加数

新༞訪問看護師⫱ᡂ研修
4/26～

R8.2/7
会場

訪問看護師としての基本ጼໃ、必要な知

識・技術を㌟にࡘけ訪問看護ステーショ

ンのメンࣂーとしてά動できる。

2 2 2

4）訪問看護師養ᡂ基礎研修 表 1-4

研修名 開催日 開催方法 目的・目標・ねらい 定ဨ ᛂເ数
受講
決定数

参加数

訪問看護研修 STEP㸯

～訪問看護基礎研修～

7/1

7/15

10/21

3日間

会場

3日間

実習

訪問看護ステーションにᚑ事している

看護師等が、ࠕ訪問看護 e ラーࢽンࠖࢢ

で習得した基礎知識に加ࡉ、࠼らに実㊶

に必要な知識・技術・態ᗘを修得する。

30 18 18 18

5）実㊶ຊ・高ᗘ医療対ᛂຊの࠶る訪問看護師の⫱ᡂ 表 1-5

研修名 開催日 開催方法 目的・目標・ねらい 定ဨ ᛂເ数
受講
決定数

参加数

訪問看護研修 STEP2

～専門分㔝の知識・技術習

得のたࡵのステࣉࢵアࣉࢵ

研修～

5/13

5/31

6/14

7/5

9/2

5日間

会場

1日

実習

専門分㔝の知識・技術を習得し、高ᗘ医

療の看護実㊶にάかす。
16 10 10 10

6）訪問看護ス࢟ࣝアࣉࢵ研修 表 1-6 研修数：2

研修名 開催日 開催方法 目的・目標・ねらい 定ဨ ᛂເ数
受講
決定数

参加数

訪問看護管理者研修

（࣋ーシࢥࢡࢵース）

6/17

7/26

9/17

9/27

4日間

会場

0.5日

実習

看護管理者にồࡵられる基本的㈐務を

㐙行するたࡵに必要な知識・技術・態ᗘ

と訪問看護ステーションの運営・経営、

人材⫱ᡂを担う⬟ຊを修得し、質の高い

訪問看護管理ができるととࡶに、訪問看

護事業をⓎᒎできる。

20 11 11 11

訪問看護管理者研修受講者

フ࢛ࣟーアࣉࢵ研修
9/6 会場 訪問看護管理者の実㊶⬟ຊを高ࡵる 14 2 2 2

㈨ᩱ２㸫㸯

２． 看護人材連携支援事業

1）訪問看護ステーションの専門看護師・認定看護師による派遣・支援研修 表 2-1

研修名 開催日 開催方法 目的・目標・ねらい
受講
決定数

参加数

訪問看護ステーションの専

門看護師・認定看護師によ

る研修会・相談会

7/12
会場

配信

訪問看護ステーション看護師が、在宅療法者に必要な看

護の知識・技術の習得ができ、在宅療養者に対し、質の

高い看護技術を提供できる。

19 15

2）訪問看護ステーションの専門看護師・認定看護師による派遣・支援 表 2-2

事業名 期間 支援対象 支援を受けた事業所数 内容

訪問看護ステーションの専
門看護師・認定看護師によ
る派遣・支援

令和 7 年 4 月～
令和 8年 2月

県内の訪問看護
ステーション等

6か所
研修、カンファレンス参加、
訪問に同行

3）医療機関と訪問看護ステーションの看護職の人材交流研修会 表 2-3

研修名 開催日 開催方法 目的・目標・ねらい
受講
決定数

参加数

医療機関と訪問看護ステーショ
ンの看護職の人材交流研修会

8/23
会場

配信

医療機関に就業する看護師と訪問看護師が互い

の役割や地域における在宅療養支援体制を理解

し、連携体制の構築ができる。

26 28

4）訪問看護管理者交流会 表 2-4

研修名 開催日 開催方法 目的・目標・ねらい
受講
決定数

参加数

第 1回  訪問看護管理者交流会 5/17
会場

配信 交流会を通して、地域包括ケアシステムの中で

多職種と協働して担う役割を認識できる。

相談会を通して訪問看護ステーションの課題解

決の支援ができる。

25 24

第 2回  訪問看護管理者交流会 8/30
会場

配信
26 24

第 3回  訪問看護管理者交流会 10/11
会場

配信
33 31

３. 訪問看護相談支援事業

1)相談窓口・業務支援 表 3-1

４月～

３月

相談   

件数

相談     

時間  

(分）

相談区分 相談内容

訪問看

護 ST

医療      

機関
家族 他

看護業

務関係

診療報

酬関係

研修    

関係

新規開

設等

訪問看

護利用
他

合計 126 1,778 79 6 8 32 6 47 19 9 12 31

2)訪問看護ステーション運営支援研修 表 3-2

研修名 開催日 開催方法 目的・目標・ねらい
受講
決定数

参加数

訪問看護ステーション運

営支援研修
9/6 会場

目 標：訪問看護ステーションの経営・運営の基本的な

知識を学び、具体的な行動がとれるようになる

テーマ：訪問看護ステーションの経営・運営の基礎

14 14

４.訪問看護実態調査 表 4

事業名 調査期間 調査対象 調査内容 回答数

訪問看護実態調査
令和 7年

6月～7月

県内の訪問看護ステーショ

ン 203箇所（令和 7年 8月

31日現在数）の管理者

1)訪問看護ステーションの概況

2)カスタマーハラスメントの現状と対

策の状況

3)看護師が行う特定行為研修修了者の

実態

107

回答率 52.7％

－ 87－



令和 7年ᗘᐑᓮ県看護協会訪問看護ステーション報࿌

㸯．ά動内容

1）訪問看護事業

表 1-1 令和 7年ᗘのなでしࡇ㤋の訪問看護利用者数                   ༢఩/人

利用者数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

௓護ಖ㝤 102 104 104 110 109 109 117 115 110 119 112 116

医療ಖ㝤 89 82 82 80 93 91 89 93 94 100 107 98

合 計 191 186 186 190 202 200 206 208 204 219 219 214

表 1-2 令和 7年ᗘのなでしࡇ㤋の訪問ᘏ࡭件数                     ༢఩/件

訪問ᘏ࡭
件数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

௓護ಖ㝤 556 578 622 675 625 665 705 621 706 675 675 776

医療ಖ㝤 629 522 617 594 617 646 749 633 667 658 694 709

合 計 1,185 1,100 1,239 1,269 1,242 1,311 1,454 1,254 1,373 1,333 1,369 1,485

2）ᒃ宅௓護支援事業

表 1-3 令和 7年ᗘなでしࡇ 2・3ྕ㤋のᒃ宅௓護支援利用者数              ༢఩/人

利用者数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

௓ 護 110 126 118 120 124 122 128 119 117 116 109 115

ண 㜵 14 14 14 16 17 16 17 17 17 18 18 17

合 計 124 140 132 136 141 138 145 136 134 134 127 132

２.実習・研修等の受けධれ 表 2-1                             人

区分 学ᰯ名等 対象 ᘏ人数

኱学㝔 ᐑᓮ኱学医学㒊看護学研✲⛉修ኈ課⛬ ኱学㝔⏕ 13

኱学 ᐑᓮ県❧看護኱学 2年⏕・3年⏕ 47

ᐑᓮ኱学医学㒊看護学⛉ 看護学⏕ 3年 12

ᐑᓮ኱学医学㒊医学⛉ 医学⏕ 4年⏕・5年⏕ 20

専門学ᰯ ᑠᯘ看護医療専門学ᰯ 3年⏕ 28

ᐑᓮ医療⚟♴専門学ᰯ 3年⏕ 72

✰྿医療኱学ᰯ看護学⛉ 2年⏕ 14

日本医療学ᅬ㝃ᒓᮾள看護学㝔 2年⏕ 2

フ࢜࢕ーレ KOGA看護専門学ᰯ 看護学⏕ 3年⏕ 82

看護職研修 訪問看護研修 STEP1 看護師 14

ンターࢭースࢼ い看護体㦂࠶れࡩ 高ᰯ⏕ 2

３． 地域ά動

㸯）なでしࡇ 1ྕ㤋 表 3-1

୺催 名⛠ ഛ⪃

ᐑᓮ県看護協会
ᑠᯘ・࠼びの・すㅖ県地区᪋設௦表者・運営ጤဨ会

訪問看護管理者交流会 講師

すㅖ地区 すㅖ地域医療的ケアඣ支援連⤡会㆟（ಖ೺・医師㒊会）

２）なでしࡇ 2ྕ㤋 表 3-2

୺催 名⛠ 役割

ᐑᓮᕷబᅵཎ⏫ 多職種連⤡会 講師

ᐑᓮ県看護協会

訪問看護研修 STEP2（医療的ケアを必要とするᑠඣの在宅

看護）
講師

訪問看護管理者交流会 講師

ᐑᓮ県௓護支援専門ဨ

協会

௓護支援専門ဨ研修（実務・課⛬Ϩ.ϩ等） 講師

ᐑᓮ県௓護支援専門ဨス࢟ࣝアࣉࢵ事業స業㒊会

  

３）なでしࡇ 3ྕ㤋 表 3-3

୺催 名⛠ 役割

ᐑᓮ県看護協会

訪問看護ステーションの専門・認定看護師派遣支援事業 講師

訪問看護管理者交流会

医療機関と訪問看護ステーションの人材交流支援᳨ウጤ

ဨ会

ᐑᓮ県訪問看護᥎㐍᳨ウ会

訪問看護研修 STEP2（在宅における⦆和ケアと⤊ᮎ期の看

護）
講師

訪問看護師養ᡂࢥアカࣜ࢟ࣗラム実習報࿌会・ᗙ談会

ᐑᓮ県ᩍ⫱ᗇ 特ู支援学ᰯ医療的ケア運営協㆟会

日༡看護専門学ᰯ 在宅看護ㄽ ター࣑ࣝࢼケア 講師

ᐑᓮ看護専門学ᰯ 在宅看護ㄽ 在宅がࢇ看護 講師

フ࢜࢕ーレ KOGA 在宅看護ㄽ 講師

ᐑᓮ県がࢇ診療連携協

㆟会
⦆和医療専門㒊会ᑠጤဨ会

ᐑᓮ኱学኱学㝔
がࢇ看護専門看護師養ᡂࢥース（኱学㝔修ኈ課⛬）

⦆和ケアϩ

講師

ᐑᓮ県医師会 在宅シ࣑ࣗレータ研修（看ྲྀࡾ） 講師

ᐑᓮ࢟ࣗアケアࢵࢿト

࣡ーࢡ
2025年在宅を支࠼る多職種交流会（⭡⭷㏱ᯒ） ௻⏬

ᐑᓮ県௓護支援専門ဨ

協会
௓護支援専門ဨ研修

講師・ファシࣜテ

ーター

ᐑᓮᕷΎṊ⏫ 医療と௓護と㞀がいの連携を⪃࠼る会 ーࣂアメンࢥ

㒔ᇛ⦆和ケア研修会 㒔ᇛ⦆和ケア研修会：事౛Ⓨ表
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令和 7年ᗘᐑᓮ県看護協会訪問看護ステーション報࿌

㸯．ά動内容

1）訪問看護事業

表 1-1 令和 7年ᗘのなでしࡇ㤋の訪問看護利用者数                   ༢఩/人

利用者数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

௓護ಖ㝤 102 104 104 110 109 109 117 115 110 119 112 116

医療ಖ㝤 89 82 82 80 93 91 89 93 94 100 107 98

合 計 191 186 186 190 202 200 206 208 204 219 219 214

表 1-2 令和 7年ᗘのなでしࡇ㤋の訪問ᘏ࡭件数                     ༢఩/件

訪問ᘏ࡭
件数

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

௓護ಖ㝤 556 578 622 675 625 665 705 621 706 675 675 776

医療ಖ㝤 629 522 617 594 617 646 749 633 667 658 694 709

合 計 1,185 1,100 1,239 1,269 1,242 1,311 1,454 1,254 1,373 1,333 1,369 1,485

2）ᒃ宅௓護支援事業

表 1-3 令和 7年ᗘなでしࡇ 2・3ྕ㤋のᒃ宅௓護支援利用者数              ༢఩/人

利用者数 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

௓ 護 110 126 118 120 124 122 128 119 117 116 109 115

ண 㜵 14 14 14 16 17 16 17 17 17 18 18 17

合 計 124 140 132 136 141 138 145 136 134 134 127 132

２.実習・研修等の受けධれ 表 2-1                             人

区分 学ᰯ名等 対象 ᘏ人数

኱学㝔 ᐑᓮ኱学医学㒊看護学研✲⛉修ኈ課⛬ ኱学㝔⏕ 13

኱学 ᐑᓮ県❧看護኱学 2年⏕・3年⏕ 47

ᐑᓮ኱学医学㒊看護学⛉ 看護学⏕ 3年 12

ᐑᓮ኱学医学㒊医学⛉ 医学⏕ 4年⏕・5年⏕ 20

専門学ᰯ ᑠᯘ看護医療専門学ᰯ 3年⏕ 28

ᐑᓮ医療⚟♴専門学ᰯ 3年⏕ 72

✰྿医療኱学ᰯ看護学⛉ 2年⏕ 14

日本医療学ᅬ㝃ᒓᮾள看護学㝔 2年⏕ 2

フ࢜࢕ーレ KOGA看護専門学ᰯ 看護学⏕ 3年⏕ 82

看護職研修 訪問看護研修 STEP1 看護師 14

ンターࢭースࢼ い看護体㦂࠶れࡩ 高ᰯ⏕ 2

３． 地域ά動

㸯）なでしࡇ 1ྕ㤋 表 3-1

୺催 名⛠ ഛ⪃

ᐑᓮ県看護協会
ᑠᯘ・࠼びの・すㅖ県地区᪋設௦表者・運営ጤဨ会

訪問看護管理者交流会 講師

すㅖ地区 すㅖ地域医療的ケアඣ支援連⤡会㆟（ಖ೺・医師㒊会）

２）なでしࡇ 2ྕ㤋 表 3-2

୺催 名⛠ 役割

ᐑᓮᕷబᅵཎ⏫ 多職種連⤡会 講師

ᐑᓮ県看護協会

訪問看護研修 STEP2（医療的ケアを必要とするᑠඣの在宅

看護）
講師

訪問看護管理者交流会 講師

ᐑᓮ県௓護支援専門ဨ

協会

௓護支援専門ဨ研修（実務・課⛬Ϩ.ϩ等） 講師

ᐑᓮ県௓護支援専門ဨス࢟ࣝアࣉࢵ事業స業㒊会

  

３）なでしࡇ 3ྕ㤋 表 3-3

୺催 名⛠ 役割

ᐑᓮ県看護協会

訪問看護ステーションの専門・認定看護師派遣支援事業 講師

訪問看護管理者交流会

医療機関と訪問看護ステーションの人材交流支援᳨ウጤ

ဨ会

ᐑᓮ県訪問看護᥎㐍᳨ウ会

訪問看護研修 STEP2（在宅における⦆和ケアと⤊ᮎ期の看

護）
講師

訪問看護師養ᡂࢥアカࣜ࢟ࣗラム実習報࿌会・ᗙ談会

ᐑᓮ県ᩍ⫱ᗇ 特ู支援学ᰯ医療的ケア運営協㆟会

日༡看護専門学ᰯ 在宅看護ㄽ ター࣑ࣝࢼケア 講師

ᐑᓮ看護専門学ᰯ 在宅看護ㄽ 在宅がࢇ看護 講師

フ࢜࢕ーレ KOGA 在宅看護ㄽ 講師

ᐑᓮ県がࢇ診療連携協

㆟会
⦆和医療専門㒊会ᑠጤဨ会

ᐑᓮ኱学኱学㝔
がࢇ看護専門看護師養ᡂࢥース（኱学㝔修ኈ課⛬）

⦆和ケアϩ

講師

ᐑᓮ県医師会 在宅シ࣑ࣗレータ研修（看ྲྀࡾ） 講師

ᐑᓮ࢟ࣗアケアࢵࢿト

࣡ーࢡ
2025年在宅を支࠼る多職種交流会（⭡⭷㏱ᯒ） ௻⏬

ᐑᓮ県௓護支援専門ဨ

協会
௓護支援専門ဨ研修

講師・ファシࣜテ

ーター

ᐑᓮᕷΎṊ⏫ 医療と௓護と㞀がいの連携を⪃࠼る会 ーࣂアメンࢥ

㒔ᇛ⦆和ケア研修会 㒔ᇛ⦆和ケア研修会：事౛Ⓨ表
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第12章 定款の変更、合併及び解散等(第 54条～第 58条 ) 

第13章 公告(第59条） 

第14章 補則(第60条) 

附則 

 

 

第１章 総 則 

 

（名称） 

第１条 この法人(以下「本会」という。)は、公益社団法人宮崎県

看護協会と称する。 

 

（事務所） 

第２条 本会は、主たる事務所を宮崎県宮崎市に置く。 

２ 本会は、理事会の決議によって従たる事務所を必要な地に置

くことができる。これを変更又は廃止する場合も同様とする。 

 

第２章 目的及び事業 

 

（目的） 

第３条 本会は、公益社団法人日本看護協会（以下「日本看護協会」と

いう。）との連携のもと、保健師、助産師、看護師及び准看護師

（以下「看護職」という。）が、看護に関する専門教育と研鑽に

よる看護の質の向上を図るとともに、医療の担い手である看護

職が安心して働き続けられる環境づくりを推進し、あわせて地

域のニーズに応える看護職による訪問看護等の地域医療の充

実を図ることにより、宮崎県民の健康な生活の実現に寄与する

ことを目的とする。 

 

（事業） 

第４条 本会は、前条の目的を達成するため、宮崎県内において

次の事業を行う。 

（１）看護教育及び学会等学術振興に関する看護の質向上に

関する事業 

（２）看護職の労働環境等の改善及び就業促進による県民の

健康及び福祉の増進に関する事業 

（３）看護に関する調査及び研究並びに看護業務及び看護制

度等の改善への提言に関する事業 

（４）県民に対する疾病の予防及び健康の保持増進に関する

事業 

（５）医療安全対策及び災害等危機管理に関する事業 

（６）在宅ケアサービス等の実施及び訪問看護の推進支援に

関する事業 

（７）その他本会の目的を達成するために必要な事業 

 

第３章 会 員 

 

（種別） 

第５条 本会の会員は、次の２種とする。 

（１）正会員 宮崎県内に勤務し、又は在住する看護職であ

って、本会の目的に賛同して入会したもの。 

（２）名誉会員 看護事業に顕著な功績のあった看護職で、

理事会が推薦し、本人の承諾を得て日本看護協会総会にお

いて承認されたもの。 

２ 前項の正会員をもって、一般社団法人及び一般財団法人に

関する法律（以下「法人法」という。）に規定する社員とする。 

 

（入会） 

第６条 正会員として入会しようとする者は、定款細則の入会手

続きにより申し込むものとする。 

２  本会の正会員は、本会を通じて日本看護協会に正会員として

の加入の手続きをとるものとする。 

 

（会費） 

第７条 正会員は、本会の事業活動に必要な経費に充てるため、

定款細則に定める会費を納入しなければならない。 

 

（退会） 

第８条  正会員は、定款細則に定める退会の届け出により、任意

に退会することができる。 

 

（除名） 

第９条  会員が次の各号の一に該当する場合は、総会においてす

べての正会員の３分の２以上の決議により、当該会員を除名す

ることができる。 

（１）本会の定款又は細則に違反したとき。 

（２）本会の名誉を傷つけ、又は目的に反する行為をしたとき。 

（３）その他正当な事由があるとき。 

２ 除名の決議を行う場合、その会員に対し、総会の１週間前ま

でに理由を付してその旨を通知し、総会において決議の前に弁

明の機会を与えなければならない。 

３ 除名が決議されたときは、会長はその会員に対して除名した

理由を明らかにし、ただちにその旨を通知しなければならない。 

 

（会員の資格喪失） 

第１０条 前２条の場合のほか、会員は次の各号の一に該当する

場合には、その資格を喪失する。 

（１）看護職の資格を喪失したとき。 

（２）死亡し、若しくは失踪宣告を受けたとき。 

公公益益社社団団法法人人宮宮崎崎県県看看護護協協会会定定款款  
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第１章 総則(第1条～第2条
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第１章 総 則

（名称）

第１条 この法人(以下「本会」という。)は、公益社団法人宮崎県

看護協会と称する。

（事務所）

第２条 本会は、主たる事務所を宮崎県宮崎市に置く。

２ 本会は、理事会の決議によって従たる事務所を必要な地に置

くことができる。これを変更又は廃止する場合も同様とする。

第２章 目的及び事業

（目的）

第３条 本会は、公益社団法人日本看護協会（以下「日本看護協会」と

いう。）との連携のもと、保健師、助産師、看護師及び准看護師

（以下「看護職」という。）が、看護に関する専門教育と研鑽に

よる看護の質の向上を図るとともに、医療の担い手である看護

職が安心して働き続けられる環境づくりを推進し、あわせて地

域のニーズに応える看護職による訪問看護等の地域医療の充

実を図ることにより、宮崎県民の健康な生活の実現に寄与する

ことを目的とする。

（事業）

第４条 本会は、前条の目的を達成するため、宮崎県内において

次の事業を行う。

（１）看護教育及び学会等学術振興に関する看護の質向上に

関する事業

（２）看護職の労働環境等の改善及び就業促進による県民の

健康及び福祉の増進に関する事業

（３）看護に関する調査及び研究並びに看護業務及び看護制

度等の改善への提言に関する事業

（４）県民に対する疾病の予防及び健康の保持増進に関する

事業

（５）医療安全対策及び災害等危機管理に関する事業

（６）在宅ケアサービス等の実施及び訪問看護の推進支援に

関する事業

（７）その他本会の目的を達成するために必要な事業

第３章 会 員

（種別）

第５条 本会の会員は、次の２種とする。

（１）正会員 宮崎県内に勤務し、又は在住する看護職であ

って、本会の目的に賛同して入会したもの。

（２）名誉会員 看護事業に顕著な功績のあった看護職で、

理事会が推薦し、本人の承諾を得て日本看護協会総会にお

いて承認されたもの。

２ 前項の正会員をもって、一般社団法人及び一般財団法人に

関する法律（以下「法人法」という。）に規定する社員とする。

（入会）

第６条 正会員として入会しようとする者は、定款細則の入会手

続きにより申し込むものとする。

２  本会の正会員は、本会を通じて日本看護協会に正会員として

の加入の手続きをとるものとする。

（会費）

第７条 正会員は、本会の事業活動に必要な経費に充てるため、

定款細則に定める会費を納入しなければならない。

（退会）

第８条  正会員は、定款細則に定める退会の届け出により、任意

に退会することができる。

（除名）

第９条  会員が次の各号の一に該当する場合は、総会においてす

べての正会員の３分の２以上の決議により、当該会員を除名す

ることができる。

（１）本会の定款又は細則に違反したとき。

（２）本会の名誉を傷つけ、又は目的に反する行為をしたとき。

（３）その他正当な事由があるとき。

２ 除名の決議を行う場合、その会員に対し、総会の１週間前ま

でに理由を付してその旨を通知し、総会において決議の前に弁

明の機会を与えなければならない。

３ 除名が決議されたときは、会長はその会員に対して除名した

理由を明らかにし、ただちにその旨を通知しなければならない。

（会員の資格喪失）

第１０条 前２条の場合のほか、会員は次の各号の一に該当する

場合には、その資格を喪失する。

（１）看護職の資格を喪失したとき。

（２）死亡し、若しくは失踪宣告を受けたとき。

公益社団法人宮崎県看護協会定款
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（３）正当な理由↓く３か᭶以上会費を⁫納したとき。

（４）すべての正会員の同意があったとき。

（５）その他会員資格に該当しなくなったとき。

（会員資格喪失にకうᶒ฼及び⩏務）

第１１条 会員が第９条から前条までの規定によりその資格を

喪失したときは、本会に対するᶒ฼を失い、⩏務をචれる。

２ 本会は、会員がその資格を喪失しても、᪤納の会費及びその

他のᣐ出㔠ရは、㏉㑏しない。

第４章 総 会

（ᵓ成及び議決ᶒ）

第１２条 総会は、すべての正会員をもってᵓ成する。

２ 総会における議決ᶒは、正会員1名につき１ಶとする。

３ 総会をもって、法人法上の社員総会とする。

（ᶒ㝈）

第１３条 総会は、次にᥖࡆる事項を決議する。

（１）定款の変更に関する事項

（２）理事及び┘事の㑅任又は解任

（３）会費の㢠

（４）理事及び┘事のሗ㓘等の㢠

（５）会員の除名

（６）本会の解散、ṧవ財産のฎ分及び公益目的ྲྀ得財産ṧ㢠

の㉗与

（７）理事会において総会に付議した事項

（８）合併、事業の全㒊若しくは一㒊のㆡΏ

（９）㈚೉対↷⾲及び正࿡財産増ῶ計⟬᭩の承認

（１０）その他総会で決議するものとして法௧又はこの定款

で定められた事項

（種㢮及び㛤ദ）

第１４条 本会の総会は、通ᖖ総会及び⮫᫬総会の２種とする。

２ 通ᖖ総会は、ẖᖺ1ᅇ、ẖ事業ᖺ度⤊஢ᚋ３か᭶以内に㛤ദ

する。

３ ⮫᫬総会は、理事会の決議を経て、会長がᣍ㞟する。ただし、

すべての正会員の議決ᶒの１０分の１以上の議決ᶒを᭷する

正会員から、会議の目的たる事項及びᣍ㞟の理由をグ㍕した᭩

㠃により、ᣍ㞟のㄳồがあったときは、会長は、当該ㄳồがあ

った日から６週間以内の日を㛤ദ日として⮫᫬総会をᣍ㞟しな

ければならない。

（ᣍ㞟）

第１５条 総会は、理事会の決議を経て、会長がᣍ㞟する。

２ 総会をᣍ㞟するときは、会議の日᫬、場所、目的及びᑂ議

事項を㛤ദ３０日前までに本会の機関ㄅによって公⾲し会

員に通知する᪉法、又は᭩㠃（㟁☢的᪉法をྵむ。）によっ

て会員に通知しなければならない。この機関ㄅ、又は᭩㠃（㟁

☢的᪉法をྵむ。）はⓏ㘓された住所又は勤務場所に㏦付す

ることにより、すべての会員に㏦付しなければならない。

ただし、総会に出ᖍしない正会員が᭩㠃又は㟁☢的᪉法によ

り、議決ᶒを行౑することができることとするときは、法௧

に定めるཧ⪃᭩㢮及び議決ᶒ行౑᭩㠃をῧえて２週間前ま

でに通知をⓎしなければならない。

（議長）

第１６条 総会に議長団を置く。

２ 議長団は３名とし、総会において、その㒔度出ᖍした正会員

の୰から㑅任する。

３ 議長は、議長団がこれを定める。

（定㊊ᩘ）

第１７条 総会は、すべての正会員の㐣༙ᩘの出ᖍをもって成❧

する。

（決議）

第１８条 総会の決議は、この定款に別ẁの定めがある場合を除

き、すべての正会員の㐣༙ᩘが出ᖍし、出ᖍした正会員の㐣༙

ᩘをもって決し、ྍ ྰ同ᩘのときは議長の決するとこࢁによる。

２ 前項前ẁの場合において、議長は正会員として決議に加わる

ことはできない。ただし、出ᖍ者ᩘからは除かない。

３ 第１項の規定にかかわらࡎ、次にᥖࡆる事項は、すべての正会

員の３分の２以上の決議により行わなければならない。

（１）定款の変更

（２）┘事の解任

（３）会員の除名

（４）本会の解散

（５）その他法௧で定められた事項

（᭩㠃による⾲決等）

第１９条 むを得ない理由のため総会に出ᖍできない正会員ࡸ

は、あらかじめ通知された事項について᭩㠃をもって⾲決し、

又は他の正会員を௦理人として⾲決を委任することができる。

 この場合において᭩㠃で⾲決した者又は⾲決を委任した者は

総会に出ᖍしたものとࡳなす。

（議事㘓）

第２０条 総会の議事については、法௧で定めるとこࢁにより、

᭩㠃又は㟁☢的グ㘓をもってస成し、総会の日から10ᖺ間主た

る事務所にഛえ置かࡡばならない。

２ 前項の議事㘓には議長及びその総会において㑅任された議

事㘓⨫名人２名以上が、⨫名又はグ名ᢲ༳しなければならない。

（総会㐠Ⴀ規則）

第２１条 総会の㐠Ⴀに関し、必要な事項は、法௧又はこの定

款に定めるもののほか、総会の決議により別に定める総会㐠

Ⴀ規則による。

第５章 役員等

（役員のタ置）

第２２条 本会に、次の役員を置く。

（１）理事 １６名以上２１名以内

（２）┘事 ３名

２ 理事のうち、１名を会長、２名を๪会長、３名以内をᖖ務理

事とし、職⬟理事（保健師職⬟理事、助産師職⬟理事、看護師

職⬟理事）を４名、地区理事を１０名以内、准看護師理事を１

名置く。

３ 前項の会長をもって法人法上の௦⾲理事とし、ᖖ務理事をも

って法人法第９１条第１項第２号に規定する業務ᇳ行理事（以

下「業務ᇳ行理事」という。）とする。

（役員の㑅任）

第２３条 理事及び┘事は、総会の決議によって㑅任する。ただし、

前条第１項第２号にᥖࡆる┘事３名のうち１名については、会員

以እの者とする。

２ 理事会は、会長、๪会長及びᖖ務理事を㑅定及び解職する。

３ 前項において、理事会は、総会の決議により㑅出された会長

ೃ補者及び๪会長ೃ補者から会長及び๪会長を㑅定すること

ができる。

４ 理事会は、会長が推薦するᖖ務理事ೃ補者の୰からᖖ務理事

を㑅定することができる。

（役員のḞ格事由）

第２４条 次にᥖࡆる者は、本会の役員となることができない。

（１）法人法第６５条第１項各号にᥖࡆられた者

（２）法人法第６５条第１項第３号に該当する⨥ฮ又は第４

号に該当するฮにฎせられるྍ⬟ᛶのある⨥で㉳ッされて

いる者

（３）公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律

（以下「認定法」という。）第６条第１号に該当する者

（４）認定法第６条第１号ࣟに該当する⨥ฮ又はࣁに該当す

るฮにฎせられるྍ⬟ᛶのある⨥で㉳ッされている者

（役員の資格喪失）

第２５条 前条に該当するに⮳った者は、該当᫬Ⅼで本会の役員

の資格を喪失する。

（役員のぶ᪘等๭合の制㝈）

第２６条 本会の理事のうちには、理事のいࡎれか１名及びそ

のぶ᪘その他≉Ṧの関ಀにある者の合計ᩘが、理事の総ᩘ

（現在ᩘ）の３分の１を㉸えてྵまれてはならない。

２ 他の同一の団య（認定法第５条第１１号の委任を受けて公

益法人に‽ࡎるものとしてᨻ௧で定められるものを除く。）

の理事又は職員である者その他これに‽ࡎる┦஫にᐦ᥋な

関ಀにある者として認定法施行௧第５条で定められる者で

ある理事の合計ᩘが、理事の総ᩘ（現在ᩘ）の３分の１を㉸

えてྵまれてはならない。┘事についても同様とする。

３ 本会の┘事には、本会の理事（ぶ᪘その他≉Ṧの関ಀがあ

る者をྵむ。）及び本会の職員がྵまれてはならない。また、

各┘事は、┦஫にぶ᪘その他≉Ṧの関ಀがあってはならない。

（理事の職務及びᶒ㝈）

第２７条 理事は、理事会をᵓ成し、法௧及びこの定款で定める

とこࢁにより、その職務をᇳ行する。

２ 会長は、本会を௦⾲し、その業務をᇳ行する。

３ ๪会長は、会長を補బする。

４ ᖖ務理事は、理事会において別に定めるとこࢁにより、本会

の業務を分担ᇳ行する。

５ 会長及び業務ᇳ行理事は、３か᭶に１ᅇ以上⮬ᕫの職務のᇳ

行≧ἣを理事会にሗ告しなければならない。

（┘事の職務及びᶒ㝈）

第２８条 ┘事は、次にᥖࡆる職務を行う。

（１）理事の職務のᇳ行を┘査し、┘査ሗ告をస成すること

（２）本会の業務及び財産の≧ἣを┘査すること。

（３）総会及び理事会に出ᖍし、必要があると認めるときは、

意ぢを㏙べること。

（４）理事が、୙正の行為をし、若しくは୙正の行為をするお

それがあると認めるとき、又は法௧若しくは定款に違反す

る事実関ಀ若しくは୙当な事実関ಀがあると認めるときは、

㐜⁫なく、その旨を理事会にሗ告すること。

（５）前号のሗ告をするため必要があるときは、会長に理事会

のᣍ㞟をㄳồすること。ただし、そのㄳồがあった日から

５日以内に、理事会を㛤ദする旨のᣍ㞟通知（そのㄳồが

あった日から２週間以内の日を㛤ദ日とするものに㝈る。）

がⓎせられない場合は、┤᥋理事会をᣍ㞟すること。

（６）理事が、総会に提出しようとする議᱌、᭩㢮その他法௧

で定めるものを調査し、法௧若しくは定款に違反し、又は

著しく୙当な事実があると認めるときは、その調査の⤖ᯝ

を総会にሗ告すること。

（７）理事が、本会の目的の⠊ᅖእの行為その他法௧若しくは

定款に違反する行為をし、又はその行為をするおそれがあ

る場合において、その行為によって本会に著しいᦆ害が生

じるおそれがあるときは、その理事に対し、その行為をࡸ

めることをㄳồすること。

（８）その他┘事に認められた法௧上のᶒ㝈を行౑すること。

（役員の任ᮇ）

第２９条 理事の任ᮇは、㑅任ᚋ２ᖺ以内に⤊஢する事業ᖺ度の

うち、᭱ ⤊のものに関する通ᖖ総会の⤊⤖の᫬までとし、෌任

をጉࡆない。

２ 前項の規定にかかわらࡎ、理事は、会長、๪会長、ᖖ務理事

及びその他の理事として同一の役職にᘬき続き就任するとき

は、㑅任ᚋ６ᖺ以内に⤊஢する事業ᖺ度のうち、᭱ ⤊のものに

関する通ᖖ総会の⤊⤖の᫬を㉸えて就任することができない。

３ ┘事の任ᮇは、㑅任ᚋ４ᖺ以内に⤊஢する事業ᖺ度のうち、

᭱⤊のものに関する通ᖖ総会の⤊⤖の᫬までとし、෌任をጉࡆ

ない。

４ 前項の規定にかかわらࡎ、┘事は、同一職にᘬき続き就任す

－ 94－



（３）正当な理由↓く３か᭶以上会費を⁫納したとき。

（４）すべての正会員の同意があったとき。

（５）その他会員資格に該当しなくなったとき。

（会員資格喪失にకうᶒ฼及び⩏務）

第１１条 会員が第９条から前条までの規定によりその資格を

喪失したときは、本会に対するᶒ฼を失い、⩏務をචれる。

２ 本会は、会員がその資格を喪失しても、᪤納の会費及びその

他のᣐ出㔠ရは、㏉㑏しない。

第４章 総 会

（ᵓ成及び議決ᶒ）

第１２条 総会は、すべての正会員をもってᵓ成する。

２ 総会における議決ᶒは、正会員1名につき１ಶとする。

３ 総会をもって、法人法上の社員総会とする。

（ᶒ㝈）

第１３条 総会は、次にᥖࡆる事項を決議する。

（１）定款の変更に関する事項

（２）理事及び┘事の㑅任又は解任

（３）会費の㢠

（４）理事及び┘事のሗ㓘等の㢠

（５）会員の除名

（６）本会の解散、ṧవ財産のฎ分及び公益目的ྲྀ得財産ṧ㢠

の㉗与

（７）理事会において総会に付議した事項

（８）合併、事業の全㒊若しくは一㒊のㆡΏ

（９）㈚೉対↷⾲及び正࿡財産増ῶ計⟬᭩の承認

（１０）その他総会で決議するものとして法௧又はこの定款

で定められた事項

（種㢮及び㛤ദ）

第１４条 本会の総会は、通ᖖ総会及び⮫᫬総会の２種とする。

２ 通ᖖ総会は、ẖᖺ1ᅇ、ẖ事業ᖺ度⤊஢ᚋ３か᭶以内に㛤ദ

する。

３ ⮫᫬総会は、理事会の決議を経て、会長がᣍ㞟する。ただし、

すべての正会員の議決ᶒの１０分の１以上の議決ᶒを᭷する

正会員から、会議の目的たる事項及びᣍ㞟の理由をグ㍕した᭩

㠃により、ᣍ㞟のㄳồがあったときは、会長は、当該ㄳồがあ

った日から６週間以内の日を㛤ദ日として⮫᫬総会をᣍ㞟しな

ければならない。

（ᣍ㞟）

第１５条 総会は、理事会の決議を経て、会長がᣍ㞟する。

２ 総会をᣍ㞟するときは、会議の日᫬、場所、目的及びᑂ議

事項を㛤ദ３０日前までに本会の機関ㄅによって公⾲し会

員に通知する᪉法、又は᭩㠃（㟁☢的᪉法をྵむ。）によっ

て会員に通知しなければならない。この機関ㄅ、又は᭩㠃（㟁

☢的᪉法をྵむ。）はⓏ㘓された住所又は勤務場所に㏦付す

ることにより、すべての会員に㏦付しなければならない。

ただし、総会に出ᖍしない正会員が᭩㠃又は㟁☢的᪉法によ

り、議決ᶒを行౑することができることとするときは、法௧

に定めるཧ⪃᭩㢮及び議決ᶒ行౑᭩㠃をῧえて２週間前ま

でに通知をⓎしなければならない。

（議長）

第１６条 総会に議長団を置く。

２ 議長団は３名とし、総会において、その㒔度出ᖍした正会員

の୰から㑅任する。

３ 議長は、議長団がこれを定める。

（定㊊ᩘ）

第１７条 総会は、すべての正会員の㐣༙ᩘの出ᖍをもって成❧

する。

（決議）

第１８条 総会の決議は、この定款に別ẁの定めがある場合を除

き、すべての正会員の㐣༙ᩘが出ᖍし、出ᖍした正会員の㐣༙

ᩘをもって決し、ྍ ྰ同ᩘのときは議長の決するとこࢁによる。

２ 前項前ẁの場合において、議長は正会員として決議に加わる

ことはできない。ただし、出ᖍ者ᩘからは除かない。

３ 第１項の規定にかかわらࡎ、次にᥖࡆる事項は、すべての正会

員の３分の２以上の決議により行わなければならない。

（１）定款の変更

（２）┘事の解任

（３）会員の除名

（４）本会の解散

（５）その他法௧で定められた事項

（᭩㠃による⾲決等）

第１９条 むを得ない理由のため総会に出ᖍできない正会員ࡸ

は、あらかじめ通知された事項について᭩㠃をもって⾲決し、

又は他の正会員を௦理人として⾲決を委任することができる。

  この場合において᭩㠃で⾲決した者又は⾲決を委任した者は

総会に出ᖍしたものとࡳなす。

（議事㘓）

第２０条 総会の議事については、法௧で定めるとこࢁにより、

᭩㠃又は㟁☢的グ㘓をもってస成し、総会の日から10ᖺ間主た

る事務所にഛえ置かࡡばならない。

２ 前項の議事㘓には議長及びその総会において㑅任された議

事㘓⨫名人２名以上が、⨫名又はグ名ᢲ༳しなければならない。

（総会㐠Ⴀ規則）

第２１条 総会の㐠Ⴀに関し、必要な事項は、法௧又はこの定

款に定めるもののほか、総会の決議により別に定める総会㐠

Ⴀ規則による。

第５章 役員等

（役員のタ置）

第２２条 本会に、次の役員を置く。

（１）理事 １６名以上２１名以内

（２）┘事 ３名

２ 理事のうち、１名を会長、２名を๪会長、３名以内をᖖ務理

事とし、職⬟理事（保健師職⬟理事、助産師職⬟理事、看護師

職⬟理事）を４名、地区理事を１０名以内、准看護師理事を１

名置く。

３ 前項の会長をもって法人法上の௦⾲理事とし、ᖖ務理事をも

って法人法第９１条第１項第２号に規定する業務ᇳ行理事（以

下「業務ᇳ行理事」という。）とする。

（役員の㑅任）

第２３条 理事及び┘事は、総会の決議によって㑅任する。ただし、

前条第１項第２号にᥖࡆる┘事３名のうち１名については、会員

以እの者とする。

２ 理事会は、会長、๪会長及びᖖ務理事を㑅定及び解職する。

３ 前項において、理事会は、総会の決議により㑅出された会長

ೃ補者及び๪会長ೃ補者から会長及び๪会長を㑅定すること

ができる。

４ 理事会は、会長が推薦するᖖ務理事ೃ補者の୰からᖖ務理事

を㑅定することができる。

（役員のḞ格事由）

第２４条 次にᥖࡆる者は、本会の役員となることができない。

（１）法人法第６５条第１項各号にᥖࡆられた者

（２）法人法第６５条第１項第３号に該当する⨥ฮ又は第４

号に該当するฮにฎせられるྍ⬟ᛶのある⨥で㉳ッされて

いる者

（３）公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律

（以下「認定法」という。）第６条第１号に該当する者

（４）認定法第６条第１号ࣟに該当する⨥ฮ又はࣁに該当す

るฮにฎせられるྍ⬟ᛶのある⨥で㉳ッされている者

（役員の資格喪失）

第２５条 前条に該当するに⮳った者は、該当᫬Ⅼで本会の役員

の資格を喪失する。

（役員のぶ᪘等๭合の制㝈）

第２６条 本会の理事のうちには、理事のいࡎれか１名及びそ

のぶ᪘その他≉Ṧの関ಀにある者の合計ᩘが、理事の総ᩘ

（現在ᩘ）の３分の１を㉸えてྵまれてはならない。

２ 他の同一の団య（認定法第５条第１１号の委任を受けて公

益法人に‽ࡎるものとしてᨻ௧で定められるものを除く。）

の理事又は職員である者その他これに‽ࡎる┦஫にᐦ᥋な

関ಀにある者として認定法施行௧第５条で定められる者で

ある理事の合計ᩘが、理事の総ᩘ（現在ᩘ）の３分の１を㉸

えてྵまれてはならない。┘事についても同様とする。

３ 本会の┘事には、本会の理事（ぶ᪘その他≉Ṧの関ಀがあ

る者をྵむ。）及び本会の職員がྵまれてはならない。また、

各┘事は、┦஫にぶ᪘その他≉Ṧの関ಀがあってはならない。

（理事の職務及びᶒ㝈）

第２７条 理事は、理事会をᵓ成し、法௧及びこの定款で定める

とこࢁにより、その職務をᇳ行する。

２ 会長は、本会を௦⾲し、その業務をᇳ行する。

３ ๪会長は、会長を補బする。

４ ᖖ務理事は、理事会において別に定めるとこࢁにより、本会

の業務を分担ᇳ行する。

５ 会長及び業務ᇳ行理事は、３か᭶に１ᅇ以上⮬ᕫの職務のᇳ

行≧ἣを理事会にሗ告しなければならない。

（┘事の職務及びᶒ㝈）

第２８条 ┘事は、次にᥖࡆる職務を行う。

（１）理事の職務のᇳ行を┘査し、┘査ሗ告をస成すること

（２）本会の業務及び財産の≧ἣを┘査すること。

（３）総会及び理事会に出ᖍし、必要があると認めるときは、

意ぢを㏙べること。

（４）理事が、୙正の行為をし、若しくは୙正の行為をするお

それがあると認めるとき、又は法௧若しくは定款に違反す

る事実関ಀ若しくは୙当な事実関ಀがあると認めるときは、

㐜⁫なく、その旨を理事会にሗ告すること。

（５）前号のሗ告をするため必要があるときは、会長に理事会

のᣍ㞟をㄳồすること。ただし、そのㄳồがあった日から

５日以内に、理事会を㛤ദする旨のᣍ㞟通知（そのㄳồが

あった日から２週間以内の日を㛤ദ日とするものに㝈る。）

がⓎせられない場合は、┤᥋理事会をᣍ㞟すること。

（６）理事が、総会に提出しようとする議᱌、᭩㢮その他法௧

で定めるものを調査し、法௧若しくは定款に違反し、又は

著しく୙当な事実があると認めるときは、その調査の⤖ᯝ

を総会にሗ告すること。

（７）理事が、本会の目的の⠊ᅖእの行為その他法௧若しくは

定款に違反する行為をし、又はその行為をするおそれがあ

る場合において、その行為によって本会に著しいᦆ害が生

じるおそれがあるときは、その理事に対し、その行為をࡸ

めることをㄳồすること。

（８）その他┘事に認められた法௧上のᶒ㝈を行౑すること。

（役員の任ᮇ）

第２９条 理事の任ᮇは、㑅任ᚋ２ᖺ以内に⤊஢する事業ᖺ度の

うち、᭱ ⤊のものに関する通ᖖ総会の⤊⤖の᫬までとし、෌任

をጉࡆない。

２ 前項の規定にかかわらࡎ、理事は、会長、๪会長、ᖖ務理事

及びその他の理事として同一の役職にᘬき続き就任するとき

は、㑅任ᚋ６ᖺ以内に⤊஢する事業ᖺ度のうち、᭱ ⤊のものに

関する通ᖖ総会の⤊⤖の᫬を㉸えて就任することができない。

３ ┘事の任ᮇは、㑅任ᚋ４ᖺ以内に⤊஢する事業ᖺ度のうち、

᭱⤊のものに関する通ᖖ総会の⤊⤖の᫬までとし、෌任をጉࡆ

ない。

４ 前項の規定にかかわらࡎ、┘事は、同一職にᘬき続き就任す

－ 95－



たときは、その提᱌をྍ決する旨の決議があったものとࡳなす。

ただし、┘事が␗議を㏙べたときは、この㝈りではない。

（議事㘓）

第４０条 理事会の議事については、法௧で定めるとこࢁにより

議事㘓をస成し、出ᖍした会長及び┘事が⨫名又はグ名ᢲ༳し

なければならない。

２ 前項の議事㘓は、理事会の日から１０ᖺ間、主たる事務所に

ഛえ置かなければならない。

（理事会㐠Ⴀ規則）

第４１条 理事会㐠Ⴀに関し必要な事項は、法௧又はこの定款

に定めるもののほか、理事会の決議により別に定める理事会

㐠Ⴀ規則による。

第７章 委員会

（職⬟委員会）

第４２条 本会に次の職⬟委員会を置く。

（１）保健師職⬟委員会

（２）助産師職⬟委員会

（３）看護師職⬟委員会

２ 各職⬟委員会は、それࡒれ、職⬟上の問㢟をᑂ議し、会長に

助言する。

３ 各職⬟委員会の委員長は、保健師、助産師、看護師職⬟の理

事をもって充てる。

４ 各職⬟委員会の委員は、理事会において㑅任する。

５ 各職⬟委員会のᵓ成及び㐠Ⴀに必要な事項は、理事会の決議

により別に定める。

（職⬟委員会以እの委員会）

第４３条 前条に定める委員会のほか、本会の事業を推進するた

め必要があるときは、理事会はその決議により、委員会をタ置

することができる。

２ 委員会は、総会、理事会その他の法定機関のᶒ㝈をෑさない

ものとする。

３ 委員会の委員は、理事会において㑅任する。

４ 委員会の任務、ɔ 成及び㐠Ⴀに関し必要な事項は、理事会の

決議により別に定める。

第８章 事務局

（事務局）

第４４条 本会の事務をฎ理するため、事務局をタ置する。

２ 事務局には、事務局長及び所要の職員を置く。

３ 事務局長及び㔜要な職員は、理事会の決議を経て、会長が任

චする。

４ 事務局の⤌⧊及び㐠Ⴀに関し必要な事項は、理事会の決議を

経て、会長が別に定める。

第９章 地 区

（地区）

第４５条 この法人の業務㐠Ⴀを෇⁥に図るため地区を定める。

２ 所管⠊ᅖは定款細則に定める。

３ 地区の㐠Ⴀに関し、必要な事項は理事会の決議により別に

定める。

第１０章 事業所

（事業所）

第４６条 第４条第6号に規定する事業を実施するため、理事会

の決議を経て、訪問看護事業及び訪問௓護事業を行う事業所

（以下「訪問看護スࢸーࣥࣙࢩ」という。）並びにᒃ宅௓護支

援事業を行う事業所（以下「ᒃ宅௓護支援事業所」という。）

をタ置することができる。

２ 前項の訪問看護スࢸーࣥࣙࢩ及びᒃ宅௓護支援事業所の⤌

⧊その他必要な事項は、理事会の決議により別に定める。

第１１章 資産及び会計

（事業ᖺ度）

第４７条 本会の事業ᖺ度は、ẖᖺ４᭶１日にጞまり、⩣ᖺ３᭶

３１日に⤊わる。

（会計のཎ則）

第４８条 本会の会計は、一般に公正ጇ当と認められる公益法人

の会計のᇶ‽及びその他の会計の័行に従うものとする。

（資産の管理）

第４９条 本会の資産は会長が管理し、その᪉法は理事会の決議

により別に定める。

（事業計⏬及び཰支予⟬）

第５０条 本会の事業計⏬、཰支予⟬、資㔠調達及びタഛᢞ資の

ぢ込ࡳをグ㍕した᭩㢮（以下「予⟬᭩等」という。）については、

ẖ事業ᖺ度の㛤ጞの前日までに、会長がస成し、理事会の決議

により決定するものとする。これを変更する場合も同様とする。

２ 予⟬᭩等については、通ᖖ総会にሗ告するものとする。

３ 予⟬᭩等については、主たる事務所に当該事業ᖺ度が⤊஢す

るまでの間ഛえ置き、一般の㜀ぴに౪するものとする。

４ 予⟬᭩等については、ẖ事業ᖺ度の㛤ጞの日の前日までに宮

崎県知事に提出しなければならない。

（事業ሗ告及び決⟬）

第５１条 本会の事業ሗ告及び決⟬については、ẖ事業ᖺ度⤊஢

ᚋ、会長が次の᭩㢮をస成し、┘事の┘査を受けたうえで、理

事会の承認を受けなければならない。

（１）事業ሗ告

（２）事業ሗ告の附ᒓ明細᭩

（３）㈚೉対↷⾲

るときは、㑅任ᚋ８ᖺ以内に⤊஢する事業ᖺ度のうち、᭱ ⤊の

ものに関する通ᖖ総会の⤊⤖の᫬を㉸えて就任することがで

きない。

５ 補Ḟとして㑅任された理事又は┘事の任ᮇは、前任の任ᮇの

‶஢する᫬までとする。

６ 増員により㑅任された理事の任ᮇは、他の現任者の任ᮇの‶

஢する᫬までとする。

７ 第２２条第１項で定めた役員の員ᩘがḞけた場合には、任ᮇ

の‶஢又は㎡任により退任した役員は、᪂たに㑅任された役員

が就任するまで、なお役員としてのᶒ฼⩏務を᭷する。

（役員の解任）

第３０条 理事及び┘事は、総会の決議によって解任することが

できる。ただし、┘事を解任する場合は、総会においてすべて

の正会員の３分の２以上の決議により、行わなければならない。

（役員のሗ㓘等）

第３１条 役員に対して、その職務ᇳ行の対౯として、総会にお

いて定める総㢠の⠊ᅖ内で、ሗ㓘を支⤥することができる。

２ 役員には、その職務をᇳ行するために要する費⏝を弁ൾする

ことができる。

３  前２項に関し必要な事項は、理事会の決議により別に定める

役員等のሗ㓘及び費⏝に関する規則による。ただし、┘事のሗ

㓘については┘事の協議による。

（役員の㈐任及びච除）

第３２条 理事又は┘事は、その任務をᛰったときは、本会に対

し、これによって生じたᦆ害を㈺ൾする㈐任を㈇い、法人法第

１１２条の規定により、この㈐任は、すべての正会員の同意が

なければච除することができない。

２ 前項の規定にかかわらࡎ、当該理事又は┘事が善意で㔜኱な

㐣失がない場合には、本会は、同法第１１４条第１項の規定に

より、任務をᛰった事による理事又は┘事（理事又は┘事であ

った者をྵむ。）のᦆ害㈺ൾ㈐任を法௧の㝈度において理事会の

決議によってච除することができる。

第６章 理事会

（タ置）

第３３条 本会に理事会をタ置する。

２ 理事会は、すべての理事をもって⤌⧊する。

（ᶒ㝈）

第３４条 理事会は、法௧及びこの定款に定めるもののほか、次

にᥖࡆる職務を行う。

（１）本会の業務ᇳ行の決定

（２）理事の職務ᇳ行の┘╩

（３）会長、๪会長及びᖖ務理事の㑅定及び解職

２ 理事会は、次にᥖࡆる事項その他㔜要な業務ᇳ行の決定を理

事に委任することができない。

（１）㔜要な財産のฎ分及びㆡり受け

（２）ከ㢠の೉財

（３）㔜要な職員の㑅任及び解任

（４）従たる事務所その他㔜要な⤌⧊のタ置、変更及び廃止

（５）本会の業務の㐺正を☜保するために必要なものとして法

௧で定めるయ制のᩚഛ

（６）第３２条第２項に規定する㈐任のච除

（種㢮及び㛤ദ）

第３５条 理事会は、定౛理事会及び⮫᫬理事会の２種とする。

２ 定౛理事会は、ᖺ６ᅇ以上㛤ദする。

３ ⮫᫬理事会は、次の各号の一に該当する場合に㛤ദする。

（１）会長が必要と認めたとき。

（２）会長以እの理事から会議の目的をグ㍕した᭩㠃をもって、

会長にᣍ㞟のㄳồがあったとき。

（３）前号のㄳồがあった日から５日以内に、そのㄳồがあっ

た日から２週間以内の日を理事会の日とする理事会のᣍ㞟

の通知がⓎせられない場合に、その理事がᣍ㞟したとき。

（４）第２８条第５号の規定により、┘事から会長にᣍ㞟のㄳ

ồがあったとき、又は┘事がᣍ㞟したとき。

（ᣍ㞟）

第３６条 理事会は、この定款に別ẁの定めがある場合を除き、

会長がᣍ㞟し、議長となる。ただし、会長に事ᨾあるときは、あ

らかじめ理事会において定めた㡰ᗎによる理事がᣍ㞟し、議長

となる。

２ 理事会をᣍ㞟する者は、会議の日᫬、場所、目的である事項

をグ㍕した᭩㠃又は㟁☢的᪉法をもって、理事会の㛤ദ日の１

週間前までに各理事及び各┘事に対してその通知をⓎしなけ

ればならない。

３ 前項の規定にかかわらࡎ、理事及び┘事の全員の同意がある

ときは、ᣍ㞟の手続きを経ることなく理事会を㛤ദすることが

できる。

（定㊊ᩘ）

第３７条 理事会は、議決に加わることができる理事の㐣༙ᩘの

出ᖍをもって成❧する。

（決議）

第３８条 理事会の決議は、この定款に別ẁの定めがある場合を

除き、議事に加わることができる理事の㐣༙ᩘが出ᖍし、その

㐣༙ᩘをもって決し、ྍ ྰ同ᩘのときは議長が決するとこࢁに

よる。

２ 理事会の議事について、≉別の฼害関ಀを᭷する理事は、そ

の議決に加わることができない。

３ 第１項前ẁの場合において、議長は、理事として決議に加わ

ることができない。ただし、出ᖍᩘからは除かない。

（決議の┬␎）

第３９条 理事が理事会の目的である事項について提᱌をした

場合において、当該提᱌について、議事に加わることができる

理事の全員が᭩㠃又は㟁☢的グ㘓により同意の意ᛮ⾲♧をし
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たときは、その提᱌をྍ決する旨の決議があったものとࡳなす。

ただし、┘事が␗議を㏙べたときは、この㝈りではない。

（議事㘓）

第４０条 理事会の議事については、法௧で定めるとこࢁにより

議事㘓をస成し、出ᖍした会長及び┘事が⨫名又はグ名ᢲ༳し

なければならない。

２ 前項の議事㘓は、理事会の日から１０ᖺ間、主たる事務所に

ഛえ置かなければならない。

（理事会㐠Ⴀ規則）

第４１条 理事会㐠Ⴀに関し必要な事項は、法௧又はこの定款

に定めるもののほか、理事会の決議により別に定める理事会

㐠Ⴀ規則による。

第７章 委員会

（職⬟委員会）

第４２条 本会に次の職⬟委員会を置く。

   （１）保健師職⬟委員会

   （２）助産師職⬟委員会

   （３）看護師職⬟委員会

２ 各職⬟委員会は、それࡒれ、職⬟上の問㢟をᑂ議し、会長に

助言する。

３ 各職⬟委員会の委員長は、保健師、助産師、看護師職⬟の理

事をもって充てる。

４ 各職⬟委員会の委員は、理事会において㑅任する。

５ 各職⬟委員会のᵓ成及び㐠Ⴀに必要な事項は、理事会の決議

により別に定める。

（職⬟委員会以እの委員会）

第４３条 前条に定める委員会のほか、本会の事業を推進するた

め必要があるときは、理事会はその決議により、委員会をタ置

することができる。

２ 委員会は、総会、理事会その他の法定機関のᶒ㝈をෑさない

ものとする。

３ 委員会の委員は、理事会において㑅任する。

４ 委員会の任務、ɔ 成及び㐠Ⴀに関し必要な事項は、理事会の

決議により別に定める。

第８章  事務局

（事務局）

第４４条 本会の事務をฎ理するため、事務局をタ置する。

２ 事務局には、事務局長及び所要の職員を置く。

３ 事務局長及び㔜要な職員は、理事会の決議を経て、会長が任

චする。

４ 事務局の⤌⧊及び㐠Ⴀに関し必要な事項は、理事会の決議を

経て、会長が別に定める。

第９章 地 区

（地区）

第４５条 この法人の業務㐠Ⴀを෇⁥に図るため地区を定める。

２ 所管⠊ᅖは定款細則に定める。

３ 地区の㐠Ⴀに関し、必要な事項は理事会の決議により別に

定める。

第１０章  事業所

（事業所）

第４６条 第４条第6号に規定する事業を実施するため、理事会

の決議を経て、訪問看護事業及び訪問௓護事業を行う事業所

（以下「訪問看護スࢸーࣥࣙࢩ」という。）並びにᒃ宅௓護支

援事業を行う事業所（以下「ᒃ宅௓護支援事業所」という。）

をタ置することができる。

２ 前項の訪問看護スࢸーࣥࣙࢩ及びᒃ宅௓護支援事業所の⤌

⧊その他必要な事項は、理事会の決議により別に定める。

第１１章 資産及び会計

（事業ᖺ度）

第４７条 本会の事業ᖺ度は、ẖᖺ４᭶１日にጞまり、⩣ᖺ３᭶

３１日に⤊わる。

（会計のཎ則）

第４８条 本会の会計は、一般に公正ጇ当と認められる公益法人

の会計のᇶ‽及びその他の会計の័行に従うものとする。

（資産の管理）

第４９条 本会の資産は会長が管理し、その᪉法は理事会の決議

により別に定める。

（事業計⏬及び཰支予⟬）

第５０条 本会の事業計⏬、཰支予⟬、資㔠調達及びタഛᢞ資の

ぢ込ࡳをグ㍕した᭩㢮（以下「予⟬᭩等」という。）については、

ẖ事業ᖺ度の㛤ጞの前日までに、会長がస成し、理事会の決議

により決定するものとする。これを変更する場合も同様とする。

２ 予⟬᭩等については、通ᖖ総会にሗ告するものとする。

３ 予⟬᭩等については、主たる事務所に当該事業ᖺ度が⤊஢す

るまでの間ഛえ置き、一般の㜀ぴに౪するものとする。

４ 予⟬᭩等については、ẖ事業ᖺ度の㛤ጞの日の前日までに宮

崎県知事に提出しなければならない。

（事業ሗ告及び決⟬）

第５１条 本会の事業ሗ告及び決⟬については、ẖ事業ᖺ度⤊஢

ᚋ、会長が次の᭩㢮をస成し、┘事の┘査を受けたうえで、理

事会の承認を受けなければならない。

（１）事業ሗ告

（２）事業ሗ告の附ᒓ明細᭩

（３）㈚೉対↷⾲

るときは、㑅任ᚋ８ᖺ以内に⤊஢する事業ᖺ度のうち、᭱ ⤊の

ものに関する通ᖖ総会の⤊⤖の᫬を㉸えて就任することがで

きない。

５ 補Ḟとして㑅任された理事又は┘事の任ᮇは、前任の任ᮇの

‶஢する᫬までとする。

６ 増員により㑅任された理事の任ᮇは、他の現任者の任ᮇの‶

஢する᫬までとする。

７ 第２２条第１項で定めた役員の員ᩘがḞけた場合には、任ᮇ

の‶஢又は㎡任により退任した役員は、᪂たに㑅任された役員

が就任するまで、なお役員としてのᶒ฼⩏務を᭷する。

（役員の解任）

第３０条 理事及び┘事は、総会の決議によって解任することが

できる。ただし、┘事を解任する場合は、総会においてすべて

の正会員の３分の２以上の決議により、行わなければならない。

（役員のሗ㓘等）

第３１条 役員に対して、その職務ᇳ行の対౯として、総会にお

いて定める総㢠の⠊ᅖ内で、ሗ㓘を支⤥することができる。

２ 役員には、その職務をᇳ行するために要する費⏝を弁ൾする

ことができる。

３  前２項に関し必要な事項は、理事会の決議により別に定める

役員等のሗ㓘及び費⏝に関する規則による。ただし、┘事のሗ

㓘については┘事の協議による。

（役員の㈐任及びච除）

第３２条 理事又は┘事は、その任務をᛰったときは、本会に対

し、これによって生じたᦆ害を㈺ൾする㈐任を㈇い、法人法第

１１２条の規定により、この㈐任は、すべての正会員の同意が

なければච除することができない。

２ 前項の規定にかかわらࡎ、当該理事又は┘事が善意で㔜኱な

㐣失がない場合には、本会は、同法第１１４条第１項の規定に

より、任務をᛰった事による理事又は┘事（理事又は┘事であ

った者をྵむ。）のᦆ害㈺ൾ㈐任を法௧の㝈度において理事会の

決議によってච除することができる。

第６章 理事会

（タ置）

第３３条 本会に理事会をタ置する。

２ 理事会は、すべての理事をもって⤌⧊する。

（ᶒ㝈）

第３４条 理事会は、法௧及びこの定款に定めるもののほか、次

にᥖࡆる職務を行う。

（１）本会の業務ᇳ行の決定

（２）理事の職務ᇳ行の┘╩

（３）会長、๪会長及びᖖ務理事の㑅定及び解職

２ 理事会は、次にᥖࡆる事項その他㔜要な業務ᇳ行の決定を理

事に委任することができない。

（１）㔜要な財産のฎ分及びㆡり受け

（２）ከ㢠の೉財

（３）㔜要な職員の㑅任及び解任

（４）従たる事務所その他㔜要な⤌⧊のタ置、変更及び廃止

（５）本会の業務の㐺正を☜保するために必要なものとして法

௧で定めるయ制のᩚഛ

（６）第３２条第２項に規定する㈐任のච除

（種㢮及び㛤ദ）

第３５条 理事会は、定౛理事会及び⮫᫬理事会の２種とする。

２ 定౛理事会は、ᖺ６ᅇ以上㛤ദする。

３ ⮫᫬理事会は、次の各号の一に該当する場合に㛤ദする。

（１）会長が必要と認めたとき。

（２）会長以እの理事から会議の目的をグ㍕した᭩㠃をもって、

会長にᣍ㞟のㄳồがあったとき。

（３）前号のㄳồがあった日から５日以内に、そのㄳồがあっ

た日から２週間以内の日を理事会の日とする理事会のᣍ㞟

の通知がⓎせられない場合に、その理事がᣍ㞟したとき。

（４）第２８条第５号の規定により、┘事から会長にᣍ㞟のㄳ

ồがあったとき、又は┘事がᣍ㞟したとき。

（ᣍ㞟）

第３６条 理事会は、この定款に別ẁの定めがある場合を除き、

会長がᣍ㞟し、議長となる。ただし、会長に事ᨾあるときは、あ

らかじめ理事会において定めた㡰ᗎによる理事がᣍ㞟し、議長

となる。

２ 理事会をᣍ㞟する者は、会議の日᫬、場所、目的である事項

をグ㍕した᭩㠃又は㟁☢的᪉法をもって、理事会の㛤ദ日の１

週間前までに各理事及び各┘事に対してその通知をⓎしなけ

ればならない。

３ 前項の規定にかかわらࡎ、理事及び┘事の全員の同意がある

ときは、ᣍ㞟の手続きを経ることなく理事会を㛤ദすることが

できる。

（定㊊ᩘ）

第３７条 理事会は、議決に加わることができる理事の㐣༙ᩘの

出ᖍをもって成❧する。

（決議）

第３８条 理事会の決議は、この定款に別ẁの定めがある場合を

除き、議事に加わることができる理事の㐣༙ᩘが出ᖍし、その

㐣༙ᩘをもって決し、ྍ ྰ同ᩘのときは議長が決するとこࢁに

よる。

２ 理事会の議事について、≉別の฼害関ಀを᭷する理事は、そ

の議決に加わることができない。

３ 第１項前ẁの場合において、議長は、理事として決議に加わ

ることができない。ただし、出ᖍᩘからは除かない。

（決議の┬␎）

第３９条 理事が理事会の目的である事項について提᱌をした

場合において、当該提᱌について、議事に加わることができる

理事の全員が᭩㠃又は㟁☢的グ㘓により同意の意ᛮ⾲♧をし
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（４）正࿡財産増ῶ計⟬᭩

（５）㈚೉対↷⾲及び正࿡財産増ῶ計⟬᭩の附ᒓ明細᭩

（６）財産目㘓

（７）資㔠調達及びタഛᢞ資の実績をグ㍕した᭩㢮

２ 前項の承認を受けた᭩㢮のうち、第１号、第３号、第４号及

び第６号の᭩㢮については通ᖖ総会に提出し、第１号の᭩㢮に

ついてはその内ᐜをሗ告し、その他の᭩㢮については承認を受

けなければならない。

３ 第１項の᭩㢮のほか、次の᭩㢮は、主たる事務所に５ᖺ間ഛ

え置き、一般の㜀ぴに౪するとともに、 定款㺂正会員名⡙を主

たる事務所にഛえ置き、一般の㜀ぴに౪するものとする。

（１）┘査ሗ告

（２）理事及び┘事の名⡙

（３）理事及び┘事のሗ㓘等のᇶ‽を♧した᭩㢮

（４）㐠Ⴀ⤌⧊及び事業活動の≧ἣのᴫ要及びこれらに関する

ᩘ್のうち㔜要なものをグ㍕した᭩㢮

４ 第１項各号（第７号を除く。）及び前項各号の᭩㢮並びに正

会員名⡙は、当該事業ᖺ度経㐣ᚋ、３か᭶以内に宮崎県知事に

提出しなければならない。

５ ㈚೉対↷⾲は、通ᖖ総会⤊⤖ᚋ㐜⁫なく公告するものとする。

（公益目的ྲྀ得財産ṧ㢠の⟬定）

第５２条 会長は、公益社団法人及び公益財団法人等の認定等に

関する法律施行規則第４８条の規定にᇶづき、ẖ事業ᖺ度、当

該事業ᖺ度のᮎ日における公益目的ྲྀ得財産ṧ㢠を⟬定し、前

条第３項第４号に定める᭩㢮にグ㍕する。

（会計の規則等）

第５３条 会計に関して必要な事項は、理事会の決議により別に

定める。

第１２章 定款の変更、合併及び解散等

（定款の変更）

第５４条 この定款は、総会においてすべての正会員の３分の２

以上の決議により、変更することができる。

２ 認定法第１１条第１項各号にᥖࡆる事項にಀる定款の変更

（㍍ᚤなものを除く。）をしようとするときは、その事項の変更

につき、宮崎県知事の認定を受けなければならない。

３ 前項以እの変更を行った場合は、㐜⁫なく宮崎県知事に届け

出なければならない。

（合併等）

第５５条 本会は、総会においてすべての正会員の３分の２以上

の決議により、他の法人法上の法人との合併又は事業の全㒊ㆡ

Ώを行うことができる。

（解散）

第５６条 本会は、総会においてすべての正会員の３分の２以上

の決議、その他法௧で定められた事由により、解散する。

（公益目的ྲྀ得財産ṧ㢠の㉗与）

第５７条 本会が公益認定のྲྀᾘしのฎ分を受けた場合又は合

併によりᾘ⁛する場合（そのᶒ฼⩏務を承⥅する法人が公益法

人であるときを除く。）において、認定法第３０条第２項に規

定する公益目的ྲྀ得財産ṧ㢠があるときは、これに┦当する㢠

の財産を当該公益認定のྲྀᾘしの日又は当該合併の日から１

か᭶以内に、総会の決議により、認定法第５条第１７号にᥖࡆ

る法人又はᅜ若しくは地᪉公ඹ団యに㉗与するものとする。

（ṧవ財産のᖐᒓ）

第５８条 本会が解散等によりΎ⟬するときに᭷するṧవ財産

は、総会の決議により、ᅜ若しくは地᪉公ඹ団య又は認定法第

５条第１７号にᥖࡆる法人であって⛒⛯≉別ᥐ置法第４０条

第１項に規定する公益法人等に該当する法人に㉗与するもの

とする。

第１３章 公告

（公告᪉法）

第５９条 本会の公告は、主たる事務所の公⾗のぢࡸすい場所に

ᥖ♧する᪉法により行うものとする。

第１４章 補 則

（委任）

第６０条 この定款に定めるもののほか、本会の㐠Ⴀに必要な定

款細則は、理事会の決議により別に定める。

附 則

１ この定款は、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及

び公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律の施

行にకう関ಀ法律のᩚഛ等に関する法律（以下「ᩚഛ法」とい

う。）第１０６条第１項に定める公益法人のタ❧のⓏグを行っ

た日から施行する。

２ ᩚഛ法第１０６条第１項に定める≉౛民法法人の解散のⓏ

グと公益社団法人のタ❧のⓏグを行ったときは、第４７条の定

めにかかわらࡎ、解散Ⓩグの日の前日を事業ᖺ度のᮎ日とし、

タ❧のⓏグの日を事業ᖺ度の㛤ጞ日とする。なお、この場合に

おいて、第５０条第１項の定めにかかわらࡎ、ᚋẁの事業ᖺ度

の予⟬等については、認定法第21条第１項かっこ᭩きの定めを

㐺⏝する。

３ この法人のタ❧Ⓩグの日に就任する理事及び┘事は、別⣬役

員名⡙グ㍕のとおりとする。

４ この法人の᭱ึの会長は、境ᏕᏊとする。

５ この法人の᭱ึの๪会長は、℩ཱྀ࣍ࢳ、⏣上ᩥᜨとする。

６ この法人の᭱ึのᖖ務理事は、ᯘࣣࢳᏊ、ᯇᾆ康௦とする。

目次

第１章 総 則（第１条）

第２章 会 員（第２条～第５条）

第３章 役 員（第６条～第８条）

第４章 選 挙（第９条～第16条）

第５章 日本看護協会代議員及び予備代議員（第17条～第18条）

第６章 総 会（第19条～第20条）

第７章 理事会（第21条）

第８章 常任理事会（第22条～第24条）

第９章 職能委員会（第25条～第29条）

第10章 委員会（第30条～40条）

第11章 推薦委員会（第41条）

第12章 事務局（第42条～43条）

第13章 補 則（第44条）

第１章 総 則

（定款細則の目的）

第１条 この定款細則は、公益社団法人宮崎県看護協会（以下「本

会」という。）定款第６０条の規定に基づき、本会の運営に必要

な事項を定める。

第２章 会 員

（入会の手続き）

第２条 正会員になろうとする者は、本会の指定する手続きにより、

入会の申し込みをしなければならない。

２ 前項の場合において、本会は入会の申込み及び会費の納入を

受けたときは、正会員名簿に登録し日本看護協会と連携して会

員証を交付しなければならない。この手続きは、入会の申込み

及び会費の納入を受けた日の翌日から起算して３０日以内に行わ

なければならない。

（会費）

第３条 正会員の会費は、日本看護協会の会費を含む１か年  

１３，５００円とし、そのうち８，５００円を本会の会費とす

る。ただし、名誉会員及び他都道府県の看護協会から異動し

た会員の当該年度の会費は免除する。

２ 会費は、本会の指定する日までに翌年度分を前納しなければな

らない。ただし、新入会員については会費納入期日はこの限りで

ない。

３ 定款第１０条第３号の規定により、会員資格を喪失した場合は、

会費を徴収しないものとする。

４ いったん納入した会費は、原則として返還しない。

（退会の手続き）

第４条 会員が退会しようとするときは、会員証を添えて、退会届

を本会会長に提出しなければならない。

２ 本会は、定款第８条から第１０条までの規定により会員資格

を喪失した会員について、正会員名簿の登録を抹消しなければ

ならない。

（届出内容の変更）

第５条 会員が氏名、住所又は勤務地等を変更したときは、本会

会長に届け出なければならない。

第３章 役 員

（理事の種別）

第６条 理事の種類は、会長、副会長、常務理事のほか、次のとお

りである。

（１）職能理事（保健師、助産師、看護師） ４名

（２）地区理事 １０名以内

（３）准看護師理事 １名

（４）公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律第５

条第１５号に規定する外部理事（以下「外部理事」という。）

１名

２ 前項の規定にかかわらず、定款第２２条第１項第１号に定める

範囲内において理事を置くことができる。

３ 職能理事は職能委員長となる。

（役員の職務）

第 7条 会長は、この法人を代表し業務を統括し、渉外に関し

て会を代表してその任にあたると共に、日本看護協会法人会

員の代表者としての職務を行う。また、理事会の議を経てす

べての委員を任命する。（ただし、推薦委員を除く。）

２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき又は会長が

欠けたときはあらかじめ定められた順位により、その職務を

代行する。

３ 常務理事は、会長の旨を受けて担当業務を執行し、副会長

に事故あるときはあらかじめ定められた順位によりその職務

を代行する。

担当の委員会に出席し任務遂行上の助言を行い、常任理事会

および理事会に委員会の活動状況を報告する。

４ 職能理事は、担当職能委員会を掌握し、委員会活動の円滑

な運営をはかる。理事会に出席し専門的な立場から会全般の

発展に寄与すると共に、職能委員会の活動を報告する。また、

日本看護協会の各職能委員長会に出席するものとする。

５ 地区理事は担当地区の委員を掌握し、地区並びに本会事業の

推進をはかり、本会との連携を密にする。会員の質の向上をは

かり、地域住民の保健衛生の普及及び福祉に寄与する。

６ 准看護師理事は、看護師職能委員会に属し、その立場から会

全般の発展に寄与する。また、日本看護協会の全国准看護師代

表者会議に出席するものとする。

７ 外部理事は、独立した視点からの助言や提案により理事会

運営の活性化に寄与し、法人の長期的な成長を支援する。

（役員の推薦等）

第８条 推薦委員会の推薦については、次の各号により推薦するも

のとする。

（１）会長、副会長、常務理事及び監事
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（４）正࿡財産増ῶ計⟬᭩

（５）㈚೉対↷⾲及び正࿡財産増ῶ計⟬᭩の附ᒓ明細᭩

（６）財産目㘓

（７）資㔠調達及びタഛᢞ資の実績をグ㍕した᭩㢮

２ 前項の承認を受けた᭩㢮のうち、第１号、第３号、第４号及

び第６号の᭩㢮については通ᖖ総会に提出し、第１号の᭩㢮に

ついてはその内ᐜをሗ告し、その他の᭩㢮については承認を受

けなければならない。

３ 第１項の᭩㢮のほか、次の᭩㢮は、主たる事務所に５ᖺ間ഛ

え置き、一般の㜀ぴに౪するとともに、 定款㺂正会員名⡙を主

たる事務所にഛえ置き、一般の㜀ぴに౪するものとする。

（１）┘査ሗ告

（２）理事及び┘事の名⡙

（３）理事及び┘事のሗ㓘等のᇶ‽を♧した᭩㢮

（４）㐠Ⴀ⤌⧊及び事業活動の≧ἣのᴫ要及びこれらに関する

ᩘ್のうち㔜要なものをグ㍕した᭩㢮

４ 第１項各号（第７号を除く。）及び前項各号の᭩㢮並びに正

会員名⡙は、当該事業ᖺ度経㐣ᚋ、３か᭶以内に宮崎県知事に

提出しなければならない。

５ ㈚೉対↷⾲は、通ᖖ総会⤊⤖ᚋ㐜⁫なく公告するものとする。

（公益目的ྲྀ得財産ṧ㢠の⟬定）

第５２条 会長は、公益社団法人及び公益財団法人等の認定等に

関する法律施行規則第４８条の規定にᇶづき、ẖ事業ᖺ度、当

該事業ᖺ度のᮎ日における公益目的ྲྀ得財産ṧ㢠を⟬定し、前

条第３項第４号に定める᭩㢮にグ㍕する。

（会計の規則等）

第５３条 会計に関して必要な事項は、理事会の決議により別に

定める。

第１２章 定款の変更、合併及び解散等

（定款の変更）

第５４条 この定款は、総会においてすべての正会員の３分の２

以上の決議により、変更することができる。

２ 認定法第１１条第１項各号にᥖࡆる事項にಀる定款の変更

（㍍ᚤなものを除く。）をしようとするときは、その事項の変更

につき、宮崎県知事の認定を受けなければならない。

３ 前項以እの変更を行った場合は、㐜⁫なく宮崎県知事に届け

出なければならない。

（合併等）

第５５条 本会は、総会においてすべての正会員の３分の２以上

の決議により、他の法人法上の法人との合併又は事業の全㒊ㆡ

Ώを行うことができる。

（解散）

第５６条 本会は、総会においてすべての正会員の３分の２以上

の決議、その他法௧で定められた事由により、解散する。

（公益目的ྲྀ得財産ṧ㢠の㉗与）

第５７条 本会が公益認定のྲྀᾘしのฎ分を受けた場合又は合

併によりᾘ⁛する場合（そのᶒ฼⩏務を承⥅する法人が公益法

人であるときを除く。）において、認定法第３０条第２項に規

定する公益目的ྲྀ得財産ṧ㢠があるときは、これに┦当する㢠

の財産を当該公益認定のྲྀᾘしの日又は当該合併の日から１

か᭶以内に、総会の決議により、認定法第５条第１７号にᥖࡆ

る法人又はᅜ若しくは地᪉公ඹ団యに㉗与するものとする。

（ṧవ財産のᖐᒓ）

第５８条 本会が解散等によりΎ⟬するときに᭷するṧవ財産

は、総会の決議により、ᅜ若しくは地᪉公ඹ団య又は認定法第

５条第１７号にᥖࡆる法人であって⛒⛯≉別ᥐ置法第４０条

第１項に規定する公益法人等に該当する法人に㉗与するもの

とする。

第１３章 公告

（公告᪉法）

第５９条 本会の公告は、主たる事務所の公⾗のぢࡸすい場所に

ᥖ♧する᪉法により行うものとする。

第１４章 補 則

（委任）

第６０条 この定款に定めるもののほか、本会の㐠Ⴀに必要な定

款細則は、理事会の決議により別に定める。

附 則

１ この定款は、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及

び公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律の施

行にకう関ಀ法律のᩚഛ等に関する法律（以下「ᩚഛ法」とい

う。）第１０６条第１項に定める公益法人のタ❧のⓏグを行っ

た日から施行する。

２ ᩚഛ法第１０６条第１項に定める≉౛民法法人の解散のⓏ

グと公益社団法人のタ❧のⓏグを行ったときは、第４７条の定

めにかかわらࡎ、解散Ⓩグの日の前日を事業ᖺ度のᮎ日とし、

タ❧のⓏグの日を事業ᖺ度の㛤ጞ日とする。なお、この場合に

おいて、第５０条第１項の定めにかかわらࡎ、ᚋẁの事業ᖺ度

の予⟬等については、認定法第21条第１項かっこ᭩きの定めを

㐺⏝する。

３ この法人のタ❧Ⓩグの日に就任する理事及び┘事は、別⣬役

員名⡙グ㍕のとおりとする。

４ この法人の᭱ึの会長は、境ᏕᏊとする。

５ この法人の᭱ึの๪会長は、℩ཱྀ࣍ࢳ、⏣上ᩥᜨとする。

６ この法人の᭱ึのᖖ務理事は、ᯘࣣࢳᏊ、ᯇᾆ康௦とする。

目次

第１章 総 則（第１条）

第２章 会 員（第２条～第５条）

第３章 役 員（第６条～第８条）

第４章 選 挙（第９条～第16条）

第５章 日本看護協会代議員及び予備代議員（第17条～第18条）

第６章 総 会（第19条～第20条）

第７章 理事会（第21条）

第８章 常任理事会（第22条～第24条）

第９章 職能委員会（第25条～第29条）

第10章 委員会（第30条～40条）

第11章 推薦委員会（第41条）

第12章 事務局（第42条～43条）

第13章 補 則（第44条）

第１章 総 則

（定款細則の目的）

第１条 この定款細則は、公益社団法人宮崎県看護協会（以下「本

会」という。）定款第６０条の規定に基づき、本会の運営に必要

な事項を定める。

第２章 会 員

（入会の手続き）

第２条 正会員になろうとする者は、本会の指定する手続きにより、

入会の申し込みをしなければならない。

２ 前項の場合において、本会は入会の申込み及び会費の納入を

受けたときは、正会員名簿に登録し日本看護協会と連携して会

員証を交付しなければならない。この手続きは、入会の申込み

及び会費の納入を受けた日の翌日から起算して３０日以内に行わ

なければならない。

（会費）

第３条 正会員の会費は、日本看護協会の会費を含む１か年  

１３，５００円とし、そのうち８，５００円を本会の会費とす

る。ただし、名誉会員及び他都道府県の看護協会から異動し

た会員の当該年度の会費は免除する。

２ 会費は、本会の指定する日までに翌年度分を前納しなければな

らない。ただし、新入会員については会費納入期日はこの限りで

ない。

３ 定款第１０条第３号の規定により、会員資格を喪失した場合は、

会費を徴収しないものとする。

４ いったん納入した会費は、原則として返還しない。

（退会の手続き）

第４条 会員が退会しようとするときは、会員証を添えて、退会届

を本会会長に提出しなければならない。

２ 本会は、定款第８条から第１０条までの規定により会員資格

を喪失した会員について、正会員名簿の登録を抹消しなければ

ならない。

（届出内容の変更）

第５条 会員が氏名、住所又は勤務地等を変更したときは、本会

会長に届け出なければならない。

第３章 役 員

（理事の種別）

第６条 理事の種類は、会長、副会長、常務理事のほか、次のとお

りである。

（１）職能理事（保健師、助産師、看護師） ４名

（２）地区理事 １０名以内

（３）准看護師理事 １名

（４）公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律第５

条第１５号に規定する外部理事（以下「外部理事」という。）

１名

２ 前項の規定にかかわらず、定款第２２条第１項第１号に定める

範囲内において理事を置くことができる。

３ 職能理事は職能委員長となる。

（役員の職務）

第 7条 会長は、この法人を代表し業務を統括し、渉外に関し

て会を代表してその任にあたると共に、日本看護協会法人会

員の代表者としての職務を行う。また、理事会の議を経てす

べての委員を任命する。（ただし、推薦委員を除く。）

２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき又は会長が

欠けたときはあらかじめ定められた順位により、その職務を

代行する。

３ 常務理事は、会長の旨を受けて担当業務を執行し、副会長

に事故あるときはあらかじめ定められた順位によりその職務

を代行する。

担当の委員会に出席し任務遂行上の助言を行い、常任理事会

および理事会に委員会の活動状況を報告する。

４ 職能理事は、担当職能委員会を掌握し、委員会活動の円滑

な運営をはかる。理事会に出席し専門的な立場から会全般の

発展に寄与すると共に、職能委員会の活動を報告する。また、

日本看護協会の各職能委員長会に出席するものとする。

５ 地区理事は担当地区の委員を掌握し、地区並びに本会事業の

推進をはかり、本会との連携を密にする。会員の質の向上をは

かり、地域住民の保健衛生の普及及び福祉に寄与する。

６ 准看護師理事は、看護師職能委員会に属し、その立場から会

全般の発展に寄与する。また、日本看護協会の全国准看護師代

表者会議に出席するものとする。

７ 外部理事は、独立した視点からの助言や提案により理事会

運営の活性化に寄与し、法人の長期的な成長を支援する。

（役員の推薦等）

第８条 推薦委員会の推薦については、次の各号により推薦するも

のとする。

（１）会長、副会長、常務理事及び監事
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（２）職能理事（保健師、助産師から各１名、看護師から２名）

（３）地区理事（地区ẖに各１名）

（４）准看護師理事 １名

（５）外部理事 １名

（６）日本看護協会の代議員及び予備代議員 日本看護協会の指

定したᩘ

２ 前項にいう地区とは、定款第４５条第２項に定める別表の７地

区をいう。（別表１ཧ↷）

第４章 選 挙

（役員及び推薦委員の選出）

第９条 本会の役員及び定款第４３条によりタ置ࡉれた委員会の

うち推薦委員会委員のೃ補者は、推薦委員会が正会員（会員以外

から選任する監事及び外部理事の場合は、会員以外の者）の୰か

ら推薦し、理事会の議を経て、総会において出席した正会員が選

出する。

２ 推薦委員が前項のೃ補者を正会員の୰から推薦する場合は、本

会正会員の勤務᪋タ職能等を基♏として、ᐈほ的に公正ཝ正、ຠ

⋡的に㓄៖しなければならない。

３ 推薦委員会は、ྠ ୍役職についてᨵ選ᩘ以上のೃ補者を推薦し

なければならない。

４ 推薦委員会は、推薦名簿を選挙⟶理委員会に㏻常総会の１か

᭶前までに㏦付しなければならない。

（選挙⟶理委員会）

第１０条 総会議長は、総会において、正会員の୰から次年度にお

ける選挙⟶理委員を定める。

２ 選挙に関する規則は、理事会において別に定める

（役員のೃ補者）

第１１条 役員に立ೃ補しようとする者は、正会員５名以上の推薦

を受けて選挙⟶理委員長に㏻常総会２か᭶前までに届け出なけれ

ばならない。

２ 選挙⟶理委員長は、役員の立ೃ補者名と⿕推薦者名を、㏻常総

会１か᭶前までに正会員に公表しなければならない。

（職能委員会選任の᫬期）

第１２条 職能委員は、理事会において、༙ᩘをወᩘ年次（すᬺ）

に、༙ᩘをഅᩘ年次(すᬺ)に選任する。

（ᢞ⚊ᙧᘧ）

第１３条 ᢞ⚊はグ号を⏝い連グ↓グ名でこれを行う。

（選挙の成立）

第１４条 ᢞ⚊総ᩘのうち༙ᩘ以上が᭷ຠᢞ⚊でなければ選挙は

成立しない。

（当選）

第１５条 役員の選任については、総会に出席した正会員の㐣༙ᩘ

の㈶成をᚓた者の୰から役職ࡈとにᚓ⚊ᩘのከい者を当選者と

する。なお、ᚓ⚊ᩘがྠじであるときは議長がくじでこれを定め

る。

（選挙の規則）   

第１６条 総会にಀる選挙に関する規則は、理事会において別に定

める。

第５章 日本看護協会代議員及び予備代議員

（代議員の選出）

第１７条 ẖ年の総会において日本看護協会代議員を正会員の୰

から選出する。

２ 代議員になろうとする者は、㏻常総会期日の２か᭶前までに選

挙⟶理委員長に届け出なければならない。

３ 前項の立ೃ補を行う者のほか、推薦委員会が代議員を副会長及

び職能理事を含め正会員の୰から推薦し、㏻常総会でỴ定する。

４ 代議員のᩘは日本看護協会の指定したᩘとするが、看護師２名、

保健師、助産師、准看護師より各１名選出し、これを㉸える代議

員については職種をၥわないものとする。

５ 予備代議員は、代議員が欠けたとき又は事故がある場合に備え

て、ྠ⛬度選出して順ᗎを付しておくものとする。

６ 代議員及び予備代議員の任期は、１か年とする。ణし෌選はጉ

。ないࡆ

７ 会長は、代議員の名簿をస成し、㐜くとも前年度の２᭶ᮎまで

に日本看護協会長に報告するものとする。

（代議員の任務）

第１８条 本会を代表してຍ入団యである日本看護協会総会に出

席して選挙ᶒ及び議Ỵᶒを行౑する。

２ 代議員は、本会正会員及び本会のពをయして日本看護協会総会

に出席し、議Ỵ事項等のᶒ限を行౑した⤖ᯝについて本会に報告

しなければならない。

第６章 総 会

（㛤ദ期日）

第１９条 ㏻常総会は、ẖ年６᭶に㛤ദする。ただし、やむをᚓな

い事᝟のある場合は、理事会のỴ議により、４᭶又は５᭶に変更

することができる。

（総会運営規則）

第２０条 総会の運営に関し必要な事項は、理事会でᑂ議し、総会

のỴ議により別に定める

第７章 理 事 会

（ᑂ議事項）

第２１条 理事会のᑂ議事項は次のとおりとする。

（１）会務のฎ理に関する事項

（２）定款及び定款細則の変更に関する事項

（３）事業ィ⏬、収支予算案、事業報告に関する事項

（４）総会の㛤ദ日᫬及び総会提出議案に関する事項

（５）会長の委კする委員に関する事項

（６）必要ある場合の≉別委員会のタ置に関する事項

（７）資産を㡸ける㔠⼥ᶵ関の選定に関する事項

（８）年１ᅇ以上の公認会ィኈによる会ィᖒ簿に関する事項

（９）その他理事会が必要と認めた事項

第８章 常任理事会

（ᵓ成）

第２２条 常任理事会は、会長、副会長、常務理事でᵓ成する。

（ᑂ議事項）

第２３条 常任理事会は、会長が議長となる。

２ 常任理事会は次の事項をฎ理する。

（１）会務の執行状況に関する事項

（２）委員会࡬のㅎၥ事項

（３）事業ィ⏬に関する事項

（４）理事会運営に関する事項

（５）その他常任理事会が必要と認める事項

（ᣍ㞟）

第２４条 会長が、必要と認めるときにᣍ㞟することができる。

第９章 職能委員会

（ᵓ成）

第２５条 定款第４２条に規定する職能委員会は、委員各６名（委

員長を含む）をもってᵓ成する。ただし、看護師職能委員会は１

８名とし、うち准看護師は２名以内とする。

（職能委員の指名等）

第２６条 職能委員は、委員長となる者を除き、各職能ẖに理事会

において選任し、会長が任命する。

２ 前項の選任ᩘ及び選任᪉法は別㏵定める。

３ 前項の看護師職のうち、准看護師ᩘは２名以内とする。

（ᣍ㞟及び職能別㞟会）

第２７条 職能委員会は定౛的に会議を行なう。

２ 職能委員会は、年１ᅇ会長のᢎ認を経て、職能別㞟会を㛤ദす

ることが出᮶る。

３ 委員長は、職能別㞟会の長となり委員はこの会の運営に当たる。

（ᑠ委員会）

第２８条 職能委員会は、必要にᛂじてᑠ委員会をタけることがで

きる。

（職能委員の任期）

第２９条 職能委員会の委員の任期は、２年とする。ణし、補欠の

職能委員の任期は、前任者のṧ任期㛫とする。

２ 職能委員のうち、༙ ᩘは、ወᩘ年次(すᬺ)に、のこり༙ᩘはഅ

ᩘ年次(すᬺ)に選任し、෌任はጉࡆない。ただし、職能委員は、

選任ᚋ６年を㉸えてᑵ任することはできない。

（職能委員会のグ録）

第３０条 職能委員会の議事については、その経㐣の要㡿及びそ

の⤖ᯝをグ㍕した議事録をస成するものとする。

第１０章 委員会

（職能委員会以外の委員会）

第３１条 定款第４３条の規定に基づき、本会に次の常任委員会を

置く。

（１）推薦委員会

（２）ᩍ⫱委員会

（３）ാき続けられる職場⎔ቃづくり推進委員会

（４）ᗈ報出∧委員会

２ 前項の各号にᥖࡆる委員会のほかに、本会の事業を推進するた

め必要があるときは、理事会のỴ議を経て、≉別委員会をおくこ

とができる。

（委員会の任務）

第３２条 常任委員会は、第３０条第１項の委員会を各委員長がᣍ

㞟し、会務執行につとめる。

２ ≉別委員会は、専門事項に関するㄪᰝ及び௻⏬等、会長からㅎ

ၥを受けた事項をᑂ議する。

（委員長の理事会出席）

第３３条 常任委員会の委員長は、必要にᛂじて理事会に出席する

ことができる。ణし、表Ỵᶒは᭷しない。

（活動内容等）

第３４条 各常任委員の活動目ᶆ及び活動内容は別に定める。

（常任委員の選任）

第３５条 常任委員会の委員は（推薦委員を除く）、第３０条の規

定にᚑい、正会員の୰から理事会で選任し、会長が委კする。

（常任委員の任期）

第３６条 常任委員の任期は、２年とする。ణし、補欠の常任委員

の任期は、前任者のṧ任期㛫とする。

２ 常任委員のうち、༙ ᩘは、ወᩘ年次(すᬺ)に、ṧり༙ᩘはഅᩘ

年次(すᬺ)に選任し、෌任はጉࡆない。ただし、常任委員は、選

任ᚋ６年を㉸えてᑵ任することはできない。

３ 前２項の規定にかかわらず、推薦委員の任期は、選任ᚋ１年以

内に⤊஢する事業年度のうち᭱⤊のものに関する㏻常総会の⤊

⤖の᫬までとする。

（常任委員会のᵓ成）

第３７条 常任委員会は、次の委員ᩘをもってᵓ成し、そのうち１

名を委員長とする。
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（２）職能理事（保健師、助産師から各１名、看護師から２名）

（３）地区理事（地区ẖに各１名）

（４）准看護師理事 １名

（５）外部理事 １名

（６）日本看護協会の代議員及び予備代議員 日本看護協会の指

定したᩘ

２ 前項にいう地区とは、定款第４５条第２項に定める別表の７地

区をいう。（別表１ཧ↷）

第４章 選 挙

（役員及び推薦委員の選出）

第９条 本会の役員及び定款第４３条によりタ置ࡉれた委員会の

うち推薦委員会委員のೃ補者は、推薦委員会が正会員（会員以外

から選任する監事及び外部理事の場合は、会員以外の者）の୰か

ら推薦し、理事会の議を経て、総会において出席した正会員が選

出する。

２ 推薦委員が前項のೃ補者を正会員の୰から推薦する場合は、本

会正会員の勤務᪋タ職能等を基♏として、ᐈほ的に公正ཝ正、ຠ

⋡的に㓄៖しなければならない。

３ 推薦委員会は、ྠ ୍役職についてᨵ選ᩘ以上のೃ補者を推薦し

なければならない。

４ 推薦委員会は、推薦名簿を選挙⟶理委員会に㏻常総会の１か

᭶前までに㏦付しなければならない。

（選挙⟶理委員会）

第１０条 総会議長は、総会において、正会員の୰から次年度にお

ける選挙⟶理委員を定める。

２ 選挙に関する規則は、理事会において別に定める

（役員のೃ補者）

第１１条 役員に立ೃ補しようとする者は、正会員５名以上の推薦

を受けて選挙⟶理委員長に㏻常総会２か᭶前までに届け出なけれ

ばならない。

２ 選挙⟶理委員長は、役員の立ೃ補者名と⿕推薦者名を、㏻常総

会１か᭶前までに正会員に公表しなければならない。

（職能委員会選任の᫬期）

第１２条 職能委員は、理事会において、༙ᩘをወᩘ年次（すᬺ）

に、༙ᩘをഅᩘ年次(すᬺ)に選任する。

（ᢞ⚊ᙧᘧ）

第１３条 ᢞ⚊はグ号を⏝い連グ↓グ名でこれを行う。

（選挙の成立）

第１４条 ᢞ⚊総ᩘのうち༙ᩘ以上が᭷ຠᢞ⚊でなければ選挙は

成立しない。

（当選）

第１５条 役員の選任については、総会に出席した正会員の㐣༙ᩘ

の㈶成をᚓた者の୰から役職ࡈとにᚓ⚊ᩘのከい者を当選者と

する。なお、ᚓ⚊ᩘがྠじであるときは議長がくじでこれを定め

る。

（選挙の規則）   

第１６条 総会にಀる選挙に関する規則は、理事会において別に定

める。

第５章 日本看護協会代議員及び予備代議員

（代議員の選出）

第１７条 ẖ年の総会において日本看護協会代議員を正会員の୰

から選出する。

２ 代議員になろうとする者は、㏻常総会期日の２か᭶前までに選

挙⟶理委員長に届け出なければならない。

３ 前項の立ೃ補を行う者のほか、推薦委員会が代議員を副会長及

び職能理事を含め正会員の୰から推薦し、㏻常総会でỴ定する。

４ 代議員のᩘは日本看護協会の指定したᩘとするが、看護師２名、

保健師、助産師、准看護師より各１名選出し、これを㉸える代議

員については職種をၥわないものとする。

５ 予備代議員は、代議員が欠けたとき又は事故がある場合に備え

て、ྠ⛬度選出して順ᗎを付しておくものとする。

６ 代議員及び予備代議員の任期は、１か年とする。ణし෌選はጉ

。ないࡆ

７ 会長は、代議員の名簿をస成し、㐜くとも前年度の２᭶ᮎまで

に日本看護協会長に報告するものとする。

（代議員の任務）

第１８条 本会を代表してຍ入団యである日本看護協会総会に出

席して選挙ᶒ及び議Ỵᶒを行౑する。

２ 代議員は、本会正会員及び本会のពをయして日本看護協会総会

に出席し、議Ỵ事項等のᶒ限を行౑した⤖ᯝについて本会に報告

しなければならない。

第６章 総 会

（㛤ദ期日）

第１９条 ㏻常総会は、ẖ年６᭶に㛤ദする。ただし、やむをᚓな

い事᝟のある場合は、理事会のỴ議により、４᭶又は５᭶に変更

することができる。

（総会運営規則）

第２０条 総会の運営に関し必要な事項は、理事会でᑂ議し、総会

のỴ議により別に定める

第７章 理 事 会

（ᑂ議事項）

第２１条 理事会のᑂ議事項は次のとおりとする。

（１）会務のฎ理に関する事項

（２）定款及び定款細則の変更に関する事項

（３）事業ィ⏬、収支予算案、事業報告に関する事項

（４）総会の㛤ദ日᫬及び総会提出議案に関する事項

（５）会長の委კする委員に関する事項

（６）必要ある場合の≉別委員会のタ置に関する事項

（７）資産を㡸ける㔠⼥ᶵ関の選定に関する事項

（８）年１ᅇ以上の公認会ィኈによる会ィᖒ簿に関する事項

（９）その他理事会が必要と認めた事項

第８章 常任理事会

（ᵓ成）

第２２条 常任理事会は、会長、副会長、常務理事でᵓ成する。

（ᑂ議事項）

第２３条 常任理事会は、会長が議長となる。

２ 常任理事会は次の事項をฎ理する。

（１）会務の執行状況に関する事項

（２）委員会࡬のㅎၥ事項

（３）事業ィ⏬に関する事項

（４）理事会運営に関する事項

（５）その他常任理事会が必要と認める事項

（ᣍ㞟）

第２４条 会長が、必要と認めるときにᣍ㞟することができる。

第９章 職能委員会

（ᵓ成）

第２５条 定款第４２条に規定する職能委員会は、委員各６名（委

員長を含む）をもってᵓ成する。ただし、看護師職能委員会は１

８名とし、うち准看護師は２名以内とする。

（職能委員の指名等）

第２６条 職能委員は、委員長となる者を除き、各職能ẖに理事会

において選任し、会長が任命する。

２ 前項の選任ᩘ及び選任᪉法は別㏵定める。

３ 前項の看護師職のうち、准看護師ᩘは２名以内とする。

（ᣍ㞟及び職能別㞟会）

第２７条 職能委員会は定౛的に会議を行なう。

２ 職能委員会は、年１ᅇ会長のᢎ認を経て、職能別㞟会を㛤ദす

ることが出᮶る。

３ 委員長は、職能別㞟会の長となり委員はこの会の運営に当たる。

（ᑠ委員会）

第２８条 職能委員会は、必要にᛂじてᑠ委員会をタけることがで

きる。

（職能委員の任期）

第２９条 職能委員会の委員の任期は、２年とする。ణし、補欠の

職能委員の任期は、前任者のṧ任期㛫とする。

２ 職能委員のうち、༙ ᩘは、ወᩘ年次(すᬺ)に、のこり༙ᩘはഅ

ᩘ年次(すᬺ)に選任し、෌任はጉࡆない。ただし、職能委員は、

選任ᚋ６年を㉸えてᑵ任することはできない。

（職能委員会のグ録）

第３０条 職能委員会の議事については、その経㐣の要㡿及びそ

の⤖ᯝをグ㍕した議事録をస成するものとする。

第１０章 委員会

（職能委員会以外の委員会）

第３１条 定款第４３条の規定に基づき、本会に次の常任委員会を

置く。

（１）推薦委員会

（２）ᩍ⫱委員会

（３）ാき続けられる職場⎔ቃづくり推進委員会

（４）ᗈ報出∧委員会

２ 前項の各号にᥖࡆる委員会のほかに、本会の事業を推進するた

め必要があるときは、理事会のỴ議を経て、≉別委員会をおくこ

とができる。

（委員会の任務）

第３２条 常任委員会は、第３０条第１項の委員会を各委員長がᣍ

㞟し、会務執行につとめる。

２ ≉別委員会は、専門事項に関するㄪᰝ及び௻⏬等、会長からㅎ

ၥを受けた事項をᑂ議する。

（委員長の理事会出席）

第３３条 常任委員会の委員長は、必要にᛂじて理事会に出席する

ことができる。ణし、表Ỵᶒは᭷しない。

（活動内容等）

第３４条 各常任委員の活動目ᶆ及び活動内容は別に定める。

（常任委員の選任）

第３５条 常任委員会の委員は（推薦委員を除く）、第３０条の規

定にᚑい、正会員の୰から理事会で選任し、会長が委კする。

（常任委員の任期）

第３６条 常任委員の任期は、２年とする。ణし、補欠の常任委員

の任期は、前任者のṧ任期㛫とする。

２ 常任委員のうち、༙ ᩘは、ወᩘ年次(すᬺ)に、ṧり༙ᩘはഅᩘ

年次(すᬺ)に選任し、෌任はጉࡆない。ただし、常任委員は、選

任ᚋ６年を㉸えてᑵ任することはできない。

３ 前２項の規定にかかわらず、推薦委員の任期は、選任ᚋ１年以

内に⤊஢する事業年度のうち᭱⤊のものに関する㏻常総会の⤊

⤖の᫬までとする。

（常任委員会のᵓ成）

第３７条 常任委員会は、次の委員ᩘをもってᵓ成し、そのうち１

名を委員長とする。
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（１）推薦委員会 ６名

（２）ᩍ⫱委員会    １２名

（３）ാき続けられる職場⎔ቃづくり推進委員会 ８名

（４）ᗈ報出∧委員会   １０名

２ 委員長は、委員の஫選による。

（常任委員会の㛤ദ及びᣍ㞟）

第３８条 常任委員会は、定౛的に㛤ദする。

２ 常任委員会は委員長がᣍ㞟し、その議長となる。

（常任委員会のグ録）

第３９条 常任委員会の議事については、その経㐣の要㡿及びその

⤖ᯝをグ㍕した議事録をస成するものとする。

（≉別委員会）

第４０条 ≉別委員会は、常任委員会に‽ずるものとする。

２ ≉別委員会は、任務が⤊஢したときにゎᩓする。

第１１章 推薦委員会

（タ置）

第４１条 推薦委員会は、本会の役員及び推薦委員並びに日本看護

協会の代議員及び予備代議員のᨵ選に㝿し、そのೃ補者の推薦に

関する事項をつか࡝ࡉる。

２ 推薦委員は、総会において正会員から選任する。ただし、役員は、

推薦委員をවࡡることができない。

３ 推薦委員会は、ೃ補者を推薦しようとするときは、予め本人の

ᢎㅙをᚓて推薦しなければならない。

第１２章 事務局

（理事会のỴ議を要する職員）

第４２条 定款第44条第３項に規定する㔜要な職員とは、ࢭࢫ࣮ࢼ

。長及びᅾᏯ支援ᐊ長とする࣮ࢱࣥ

（ᑵ業及び⤥与）

第４３条 職員のᑵ業及び⤥与に関しては、理事会のỴ議により別

に定める。

第１３章 補則

（定款細則の変更）

第４４条 この定款細則を変更しようとするときは、理事会のỴ議

による。ただし、第３条第１項に定める会費の㢠を変更しようと

するときは、総会のỴ議をᚓなければならない。

㝃則

（᪋行期日）

１ この細則は、୍般社団法人及び୍般財団法人に関する法律

及び公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律の

᪋行にకう関ಀ法律のᩚ備等に関する法律第１０６条第１項

に定める公益法人のタ立の登グの日から᪋行する。

㝃則

１ この細則は、ᖹ成２５年７᭶２７日から᪋行する。

㝃則

１ この細則は、ᖹ成２７年４᭶１日から᪋行する。

㝃則

１ この細則は、ᖹ成２７年１２᭶５日から᪋行する。（ᖹ成

２７年１２᭶５日理事会議Ỵ）

㝃則

１ この細則は、ᖹ成２８年４᭶１日から᪋行する。（ᖹ成  

２８年１᭶２３日理事会議Ỵ）

㝃則

１ この細則は、ᖹ成２９年１᭶２８日から᪋行する。（ᖹ成

２９年１᭶２８日理事会議Ỵ）

㝃則

１ この細則は、ᖹ成２９年４᭶２２日から᪋行し、ᖹ成２９

年４᭶１日から㐺⏝する。（ᖹ成２９年４᭶２２日理事会議

Ỵ）

㝃則

１ この細則は、௧࿴２年７᭶１８日から᪋行する。

㝃則

１ この規則は、௧࿴３年４᭶１日から᪋行する。（௧࿴３年２

᭶２７日理事会議Ỵ）

㝃則

１ この規則は、௧࿴７年１᭶１８日から᪋行する。（௧࿴７

年１᭶１８日理事会議Ỵ）

別表１ 地区名

地区名 含まれる地域

ᘏᒸ࣭す⮻ᯂ地区 ᘏᒸᕷ、㧗༓✑⏫、日அᙳ⏫、

஬ࣨ℩⏫

４ᕷ⏫

日向࣭ᮾ⮻ᯂ地区 日向ᕷ、門ᕝ⏫、ㅖሯᮧ、  

᳝ⴥᮧ、⨾㒓⏫

５ᕷ⏫ᮧ

す都࣭ඣ区地‮ す都ᕷ、㧗㘠⏫、新ᐩ⏫、  

す⡿Ⰻᮧ、ᮌᇛ⏫、ᕝ༡⏫、

都㎰⏫

７ᕷ⏫ᮧ

宮崎࣭ᮾㅖ県地区 宮崎ᕷ、国ᐩ⏫、⥤⏫ ３ᕷ⏫

都ᇛ࣭໭ㅖ県地区 都ᇛᕷ、୕⫤⏫ ２ᕷ⏫

ᑠᯘ࣭えびの࣭

すㅖ県地区

ᑠᯘᕷ、えびのᕷ、㧗原⏫ ３ᕷ⏫

日༡࣭୵㛫地区 日༡ᕷ、୵㛫ᕷ ２ᕷ

７地区 ２６ᕷ⏫ᮧ

公益社団法人宮崎県看護協会 会館整備資金取扱規程

（目的）

第１条 公益社団法人宮崎県看護協会（以下「本会」という。）の保有する建物・機械設備等の補修

や将来の会館建替並びに備品の更新及び会館管理等に要する資金は、正会 員からの会館整備に係

る資金（以下「整備資金」という。）を充てるものとし、整備資 金の管理・運営に関してはこの

規程による。

（整備資金の使途）

第２条 整備資金の使途は、次のものに限る。

（１）建物・機械設備及び備品等の減価償却費

（２）建物・機械設備及び備品等の法定検査費

（３）建物・機械設備及び備品等の維持補修に要する経費

（４）機械設備及び備品等の更新に要する経費

（５）会館管理に要する経費

（６）その他本会の建物、機械設備等の価値を高める経費

（整備資金の額）

第３条 正会員は整備資金を納付するものとし、金額は１人あたり５万円とする。

（整備資金の使途の割合）

第４条 整備資金の使途の割合は、整備資金総額の２分の１以上を公益目的事業に充てるものとす

る。

（整備資金の納付方法）

第５条 整備資金の納付方法は、一括払い及び分割払いのいずれの方法でも差し支えないものとす

る。

（会計経理の基準）

第６条 整備資金に係る会計経理については、本会の会計処理規則の定めるところにより取り扱う

ものとする。

（事務）

第７条 整備資金の受け入れ事務は、本会事務局が行う。

（改廃）

第８条 この規程の改廃は、総会の決議を経て行うものとする。

（補則）

第９条 この規程の実施に関し必要な事項は、会長が理事会の承認を得て、別に定めるものとする。

附 則

この規程は、平成２５年６月１５日から施行し、平成２５年４月１日から適用する。
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（１）推薦委員会 ６名

（２）ᩍ⫱委員会 １２名

（３）ാき続けられる職場⎔ቃづくり推進委員会 ８名

（４）ᗈ報出∧委員会 １０名

２ 委員長は、委員の஫選による。

（常任委員会の㛤ദ及びᣍ㞟）

第３８条 常任委員会は、定౛的に㛤ദする。

２ 常任委員会は委員長がᣍ㞟し、その議長となる。

（常任委員会のグ録）

第３９条 常任委員会の議事については、その経㐣の要㡿及びその

⤖ᯝをグ㍕した議事録をస成するものとする。

（≉別委員会）

第４０条 ≉別委員会は、常任委員会に‽ずるものとする。

２ ≉別委員会は、任務が⤊஢したときにゎᩓする。

第１１章 推薦委員会

（タ置）

第４１条 推薦委員会は、本会の役員及び推薦委員並びに日本看護

協会の代議員及び予備代議員のᨵ選に㝿し、そのೃ補者の推薦に

関する事項をつか࡝ࡉる。

２ 推薦委員は、総会において正会員から選任する。ただし、役員は、

推薦委員をවࡡることができない。

３ 推薦委員会は、ೃ補者を推薦しようとするときは、予め本人の

ᢎㅙをᚓて推薦しなければならない。

第１２章 事務局

（理事会のỴ議を要する職員）

第４２条 定款第44条第３項に規定する㔜要な職員とは、ࢭࢫ࣮ࢼ

。長及びᅾᏯ支援ᐊ長とする࣮ࢱࣥ

（ᑵ業及び⤥与）

第４３条 職員のᑵ業及び⤥与に関しては、理事会のỴ議により別

に定める。

第１３章 補則

（定款細則の変更）

第４４条 この定款細則を変更しようとするときは、理事会のỴ議

による。ただし、第３条第１項に定める会費の㢠を変更しようと

するときは、総会のỴ議をᚓなければならない。

㝃則

（᪋行期日）

１ この細則は、୍般社団法人及び୍般財団法人に関する法律

及び公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律の

᪋行にకう関ಀ法律のᩚ備等に関する法律第１０６条第１項

に定める公益法人のタ立の登グの日から᪋行する。

㝃則

１ この細則は、ᖹ成２５年７᭶２７日から᪋行する。

㝃則

１ この細則は、ᖹ成２７年４᭶１日から᪋行する。

㝃則

１ この細則は、ᖹ成２７年１２᭶５日から᪋行する。（ᖹ成

２７年１２᭶５日理事会議Ỵ）

㝃則

１ この細則は、ᖹ成２８年４᭶１日から᪋行する。（ᖹ成

２８年１᭶２３日理事会議Ỵ）

㝃則

１ この細則は、ᖹ成２９年１᭶２８日から᪋行する。（ᖹ成

２９年１᭶２８日理事会議Ỵ）

㝃則

１ この細則は、ᖹ成２９年４᭶２２日から᪋行し、ᖹ成２９

年４᭶１日から㐺⏝する。（ᖹ成２９年４᭶２２日理事会議

Ỵ）

㝃則

１ この細則は、௧࿴２年７᭶１８日から᪋行する。

㝃則

１ この規則は、௧࿴３年４᭶１日から᪋行する。（௧࿴３年２

᭶２７日理事会議Ỵ）

㝃則

１ この規則は、௧࿴７年１᭶１８日から᪋行する。（௧࿴７

年１᭶１８日理事会議Ỵ）

別表１ 地区名

地区名 含まれる地域

ᘏᒸ࣭す⮻ᯂ地区 ᘏᒸᕷ、㧗༓✑⏫、日அᙳ⏫、

஬ࣨ℩⏫

４ᕷ⏫

日向࣭ᮾ⮻ᯂ地区 日向ᕷ、門ᕝ⏫、ㅖሯᮧ、

᳝ⴥᮧ、⨾㒓⏫

５ᕷ⏫ᮧ

す都࣭ඣ区地‮ す都ᕷ、㧗㘠⏫、新ᐩ⏫、

す⡿Ⰻᮧ、ᮌᇛ⏫、ᕝ༡⏫、

都㎰⏫

７ᕷ⏫ᮧ

宮崎࣭ᮾㅖ県地区 宮崎ᕷ、国ᐩ⏫、⥤⏫ ３ᕷ⏫

都ᇛ࣭໭ㅖ県地区 都ᇛᕷ、୕⫤⏫ ２ᕷ⏫

ᑠᯘ࣭えびの࣭

すㅖ県地区

ᑠᯘᕷ、えびのᕷ、㧗原⏫ ３ᕷ⏫

日༡࣭୵㛫地区 日༡ᕷ、୵㛫ᕷ ２ᕷ

７地区 ２６ᕷ⏫ᮧ

公益社団法人宮崎県看護協会 会館整備資金取扱規程

（目的）

第１条 公益社団法人宮崎県看護協会（以下「本会」という。）の保有する建物・機械設備等の補修

や将来の会館建替並びに備品の更新及び会館管理等に要する資金は、正会 員からの会館整備に係

る資金（以下「整備資金」という。）を充てるものとし、整備資 金の管理・運営に関してはこの

規程による。

（整備資金の使途）

第２条 整備資金の使途は、次のものに限る。

（１）建物・機械設備及び備品等の減価償却費

（２）建物・機械設備及び備品等の法定検査費

（３）建物・機械設備及び備品等の維持補修に要する経費

（４）機械設備及び備品等の更新に要する経費 

（５）会館管理に要する経費

（６）その他本会の建物、機械設備等の価値を高める経費

（整備資金の額）

第３条 正会員は整備資金を納付するものとし、金額は１人あたり５万円とする。

（整備資金の使途の割合）

第４条 整備資金の使途の割合は、整備資金総額の２分の１以上を公益目的事業に充てるものとす

る。

（整備資金の納付方法）

第５条 整備資金の納付方法は、一括払い及び分割払いのいずれの方法でも差し支えないものとす

る。

（会計経理の基準）

第６条  整備資金に係る会計経理については、本会の会計処理規則の定めるところにより取り扱う
ものとする。

（事務）

第７条 整備資金の受け入れ事務は、本会事務局が行う。

（改廃）

第８条  この規程の改廃は、総会の決議を経て行うものとする。

（補則）

第９条 この規程の実施に関し必要な事項は、会長が理事会の承認を得て、別に定めるものとする。

附 則

この規程は、平成２５年６月１５日から施行し、平成２５年４月１日から適用する。
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【役員・職能委員会】

氏　　　名 施設・事業所名 氏     名 施設・事業所名

2 久保　敦子 宮崎県看護協会 ☆ 甲斐　聡 五ヶ瀬町国民健康保険病院

4 田中　美幸 個人会員 ☆ 湯浅　宏美 宮崎県延岡保健所

2 中村　小夜子 宮崎大学医学部附属病院 ☆ 河野　由香里 若草病院

2 永野　秀子 宮崎県看護協会 ☆ 中山　雄貴 宮崎大学医学部附属病院

2 川﨑　伸子 宮崎県看護協会 ☆ 池永　博恵 おび中央病院

保健師 ☆ 松尾　祐子 宮崎県中央保健所 ☆ 上森　妃美 都城市郡医師会病院

助産師 6 田中　優子 古賀総合病院 ☆ 2 木津　里美 伸和会延岡共立病院

看護師Ⅰ 2 釘﨑　信 西都病院 2 坂本　香代 高千穂町国民健康保険病院

看護師Ⅱ 3 黒木　正樹 介護老人保健施設螢邑苑 2 後藤　香織 済生会日向病院
延岡・西臼杵

地区
2 鴨田　充世 延岡市医師会病院 ☆ 日髙　早苗 宮崎県立延岡病院（県央）

日向・東臼杵
地区

3 富山　由美 和田病院 ☆ 乙守　篤(～7/18)

西都・児湯
地区

5 関原　昭吾 鶴田病院 ★ 関屋　翔太(7/19～)

宮崎・東諸県
地区 ☆ 福満　美和 宮崎大学医学部附属病院 2 佐藤　美和 宮崎市郡医師会病院

都城・北諸県
地区

2 荒武　昌代 藤元総合病院 ☆ 薦岡　やよい 宮崎中央眼科病院
小林・えびの・
西諸県地区 ☆ 山之口　和樹 えびの市立病院 ☆ 田井　徳子 潤和会記念病院
日南・串間

地区 ☆ 大木　郁美 宮崎県立日南病院 2 束野　千春 野崎東病院

☆ 押川　朋一郎 近間病院 2 久保　江里 宮崎大学医学部看護学科

☆ 横山　幸子 宮崎県社会福祉協議会 ☆ 西　香奈 串間市民病院

☆ 荒瀬　みえ 個人会員 2 田村　美千代 日南市立中部病院

☆ 小城　一代 個人会員 ☆ 栁田　志乃 黒木病院

5 三浦　洋司 三浦会計事務所 ☆ 2 甲斐　泰幸 協和病院

☆ 2 有川　文美 延岡市役所 ☆ 後藤　美紀 けいめい記念病院

2 田邉　真理 宮崎県延岡保健所 ☆ 篠原　真理子 増田病院

★ 西尾　仁美 九州電力宮崎支店 ☆ 福田　奈津紀 谷口病院

★ 溝口　由香梨 宮崎市役所 ☆ 早田　康治 大悟病院

2 永山　加恵 宮崎県小林保健所 ☆ 3 藤村　涼子 宮崎県福祉保健部医療政策課

2 林田　留実子 渡辺産婦人科 ☆ 3 荒川　貴代美 県看護協会ナースセンター

☆ 長友　三梨子 宮崎市郡医師会病院 4 山﨑　朱美 平田東九州病院

2 長倉　千夏 宮崎県立宮崎病院 2 高見　多恵 三股病院

2 佐藤　百恵 宮崎大学医学部附属病院 ☆ 加藤　友章 国立病院機構宮崎病院

☆ 小野　純佳 国立病院機構都城医療センター ☆ 丸田　歌織 さがら病院宮崎

4 日髙　栄美 和田病院 ☆ 長谷川　尚子 古賀駅前クリニック

☆ 桐木　志穂 日之影町国民健康保険病院 ☆ 3 坂元　由美子 増田病院

☆ 児玉　裕子 宮崎大学医学部附属病院 2 熊倉　仁美 迫田病院

2 平山　薫 宮崎江南病院 2 財部　正恵 都城市郡医師会病院

2 岩部　仁 宮崎善仁会病院 2 安田　修一郎 小林市立病院

☆ 永迫　沙織 野尻中央病院 ☆ 3 上田　麻衣子 日南市立中部病院

☆ 3 餅原　悦子 小林市立病院

准 2 中村　幸恵 慈英病院

☆ 3 日野　亮司 訪問看護ステーション陽のひかり

4 佐藤　幸代 訪問看護ステーションなでしこ日向

☆ 2 小森　順子 介護老人保健施設並木の里

2 兒玉　真由見 訪問看護ステーションやわらぎ

4 谷口　世志美 個人会員

☆ 四位　美幸 野尻中央病院

☆ 2 作本　愛 はまぼう訪問看護ステーション

☆新役員（再任を含む）　数字は在籍年数

★任期途中で辞任した役員・委員の後任

会　　　長 推

薦

委

員

会

副会長

令和７年度 役員・委員名簿
【常任委員会】

役員・委員会名
委員
会名

副会長

常務理事

常務理事

職
能
理
事 教

育

委

員

会

地
区
理
事
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【役員・職能委員会】

氏　　　名 施設・事業所名 氏     名 施設・事業所名

2 久保　敦子 宮崎県看護協会 ☆ 甲斐　聡 五ヶ瀬町国民健康保険病院

4 田中　美幸 個人会員 ☆ 湯浅　宏美 宮崎県延岡保健所

2 中村　小夜子 宮崎大学医学部附属病院 ☆ 河野　由香里 若草病院

2 永野　秀子 宮崎県看護協会 ☆ 中山　雄貴 宮崎大学医学部附属病院

2 川﨑　伸子 宮崎県看護協会 ☆ 池永　博恵 おび中央病院

保健師 ☆ 松尾　祐子 宮崎県中央保健所 ☆ 上森　妃美 都城市郡医師会病院

助産師 6 田中　優子 古賀総合病院 ☆ 2 木津　里美 伸和会延岡共立病院

看護師Ⅰ 2 釘﨑　信 西都病院 2 坂本　香代 高千穂町国民健康保険病院

看護師Ⅱ 3 黒木　正樹 介護老人保健施設螢邑苑 2 後藤　香織 済生会日向病院
延岡・西臼杵

地区
2 鴨田　充世 延岡市医師会病院 ☆ 日髙　早苗 宮崎県立延岡病院（県央）

日向・東臼杵
地区

3 富山　由美 和田病院 ☆ 乙守　篤(～7/18)

西都・児湯
地区

5 関原　昭吾 鶴田病院 ★ 関屋　翔太(7/19～)

宮崎・東諸県
地区 ☆ 福満　美和 宮崎大学医学部附属病院 2 佐藤　美和 宮崎市郡医師会病院

都城・北諸県
地区

2 荒武　昌代 藤元総合病院 ☆ 薦岡　やよい 宮崎中央眼科病院
小林・えびの・
西諸県地区 ☆ 山之口　和樹 えびの市立病院 ☆ 田井　徳子 潤和会記念病院
日南・串間

地区 ☆ 大木　郁美 宮崎県立日南病院 2 束野　千春 野崎東病院

☆ 押川　朋一郎 近間病院 2 久保　江里 宮崎大学医学部看護学科

☆ 横山　幸子 宮崎県社会福祉協議会 ☆ 西　香奈 串間市民病院

☆ 荒瀬　みえ 個人会員 2 田村　美千代 日南市立中部病院

☆ 小城　一代 個人会員 ☆ 栁田　志乃 黒木病院

5 三浦　洋司 三浦会計事務所 ☆ 2 甲斐　泰幸 協和病院

☆ 2 有川　文美 延岡市役所 ☆ 後藤　美紀 けいめい記念病院

2 田邉　真理 宮崎県延岡保健所 ☆ 篠原　真理子 増田病院

★ 西尾　仁美 九州電力宮崎支店 ☆ 福田　奈津紀 谷口病院

★ 溝口　由香梨 宮崎市役所 ☆ 早田　康治 大悟病院

2 永山　加恵 宮崎県小林保健所 ☆ 3 藤村　涼子 宮崎県福祉保健部医療政策課

2 林田　留実子 渡辺産婦人科 ☆ 3 荒川　貴代美 県看護協会ナースセンター

☆ 長友　三梨子 宮崎市郡医師会病院 4 山﨑　朱美 平田東九州病院

2 長倉　千夏 宮崎県立宮崎病院 2 高見　多恵 三股病院

2 佐藤　百恵 宮崎大学医学部附属病院 ☆ 加藤　友章 国立病院機構宮崎病院

☆ 小野　純佳 国立病院機構都城医療センター ☆ 丸田　歌織 さがら病院宮崎

4 日髙　栄美 和田病院 ☆ 長谷川　尚子 古賀駅前クリニック

☆ 桐木　志穂 日之影町国民健康保険病院 ☆ 3 坂元　由美子 増田病院

☆ 児玉　裕子 宮崎大学医学部附属病院 2 熊倉　仁美 迫田病院

2 平山　薫 宮崎江南病院 2 財部　正恵 都城市郡医師会病院

2 岩部　仁 宮崎善仁会病院 2 安田　修一郎 小林市立病院

☆ 永迫　沙織 野尻中央病院 ☆ 3 上田　麻衣子 日南市立中部病院

☆ 3 餅原　悦子 小林市立病院

准 2 中村　幸恵 慈英病院

☆ 3 日野　亮司 訪問看護ステーション陽のひかり

4 佐藤　幸代 訪問看護ステーションなでしこ日向

☆ 2 小森　順子 介護老人保健施設並木の里

2 兒玉　真由見 訪問看護ステーションやわらぎ

4 谷口　世志美 個人会員

☆ 四位　美幸 野尻中央病院

☆ 2 作本　愛 はまぼう訪問看護ステーション

☆新役員（再任を含む）　数字は在籍年数

★任期途中で辞任した役員・委員の後任

会　　　長 推

薦

委
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会

副会長

令和７年度 役員・委員名簿
【常任委員会】
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令和８年度日本看護協会代議員及び予備代議員

番号 代議員・予備代議員区分 氏名 職能別 役職等

1 代議員 中村 小夜子 看護師 副会長

2 代議員 永野 秀子 保健師 常務理事

3
(予備 3)

代議員 田邉 真理 保健師 保健師職能委員

4 代議員 田中 優子 助産師 助産師職能理事

5 代議員 釘﨑 信 看護師 看護師職能Ⅰ理事

6 代議員 黒木 正樹 看護師 看護師職能Ⅱ理事

7
(予備 8)

代議員 池上 好枝 准看護師 元准看護師理事

8 代議員 鴨田 充世 看護師 延岡・西臼杵地区理事

9
(予備 9)

代議員 関原 昭吾 看護師 西都・児湯地区理事

予備 1 予備代議員 田中 美幸 保健師 副会長

予備 2 予備代議員 川﨑 伸子 看護師 常務理事

予備 4 予備代議員 長倉 千夏 助産師 助産師職能委員

予備 5 予備代議員 長友 三梨子 助産師 助産師職能委員

予備 6 予備代議員 平山 薫 看護師 看護師職能委員（Ⅰ領域）

予備 7 予備代議員 兒玉 真由見 看護師 看護師職能委員（Ⅱ領域）

予備 10 予備代議員 福満 美和 看護師 宮崎・東諸県地区理事

【≉ู委員会】
 委員
会名 氏　　 名 施　設　・　事業所

 委員
会名 氏　　 名 施　設　・　事業所

㛛田　広美 延岡看護ᑓ㛛学ᰯ 田中　⃈子 個人会員

藤村　涼子 宮崎県福祉保健部医療政策課 加藤　千鶴 延岡・西臼杵地区（延岡䢔䢆䢇䢚䢔䡿䡬䡸䡪䢙病院）

井上　洋子 宮崎県立宮崎病院 藤原　຾美 日向・東臼杵地区（千代田病院）

坂本　三ᬛ代 宮崎県福祉保健部健康増進課 丸岡　ᬛ子 西都・児湯地区（都㎰町国民健康保険病院）

℈ᔘ　真由美 宮崎県立看護大学 小∹田　佐▱子 宮崎・東諸県地区（宮崎生協病院）

久保　敦子 宮崎県看護協会 㰺藤　ⓙ子 都城・北諸県地区（個人会員）

甲斐　㑥宏 延岡・西臼杵地区（国見ヶୣ病院） 四元　⍞恵 小林・えびの・西諸県地区（小林市立病院）

ྑ松　真ᑑ美 日向・東臼杵地区（済生会日向病院） 山元　䝠䝃子 日南・串間地区（個人会員）

永友　延江 西都・児湯地区（ᾏ老原総合病院） 永野　秀子 宮崎県看護協会  

宮ෆ　ひかる 宮崎・東諸県地区（潤和会記念病院） 三㍯　真◁子 宮崎大学医学部附属病院

藤ෆ　千夏 都城・北諸県地区（国立病院機構都城医療センター） 中村　佐代 宮崎江南病院

小川　㈼஧ 小林・えびの・西諸県地区（ෆ村病院） 中ෆ　健太 宮崎県立延岡病院

黒木　美紀 日南・串間地区（串間市民病院） 㓇井　美香 宮崎市郡医師会病院

井上　由紀子 一⯡財ᅋἲ人ᘯ潤会 田原　真美代 小林市立病院

東　美代子 宮崎県病院ᒁ⤒Ⴀ⟶理課 高㡲　順子 宮崎善仁会病院

武田　愛 小林市立病院 久保　敦子 宮崎県看護協会    

日髙　᫂美 宮崎県立宮崎病院 永野　秀子 宮崎県看護協会    

松田　⪷美 済生会日向病院 川﨑　伸子 宮崎県看護協会    

久保田　ᬛ美 宮崎大学医学部附属病院 㟷出木　和ஓ 宮崎県看護協会    

向井　䜅さ子 宮崎県看護協会 荒川　貴代美 宮崎県看護協会    

髙岩　真秀美 宮崎県看護協会 荒川　文子 宮崎県看護協会    

松ⴥ　里江 古賀総合病院 田中　美幸 個人会員

日髙　真紀 宮崎県高㘠保健所 中武　郁子 個人会員

平田　䝃䜸リ 宮崎県立宮崎病院 ᶫ満　༖子 個人会員

松本　᠇子 宮崎県立看護大学

川崎　朋子 宮崎大学医学部附属病院

川﨑　伸子 宮崎県看護協会 【㑅ᣲ⟶理委員会】

小川　῟子 日南看護ᑓ㛛学ᰯ 施　設　・　事業所

῝見　信子 小林看護医療ᑓ㛛学ᰯ 宮崎県延岡保健所

上山　美紀 宮崎県立宮崎病院 宮崎市保健所

坂井　ㅬḟ 宮崎県立看護大学 宮崎県立延岡病院

川﨑　伸子 宮崎県看護協会 宮崎県立宮崎病院

㛛田　広美 延岡・西臼杵地区（延岡看護ᑓ㛛学ᰯ） 小林市立病院

黒木　⥤乃 日向・東臼杵地区（千代田病院） 和田病院

ᶲ田　志ᕹ 西都・児湯地区（都㎰町国民健康保険病院） 訪問看護ステーション陽のひかり

田代　和代 宮崎・東諸県地区（古賀総合病院） 個人会員

福田　幸子 都城・北諸県地区（国立病院機構都城医療センター）

野間　ᬛ夏 小林・えびの・西諸県地区（ᅬ田病院）

松田　⳯⥴子 日南・串間地区（串間市民病院）

永迫　ᮃ ឤᰁ⟶理ㄆᐃ看護師（潤和会記念病院）
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令和８年度日本看護協会代議員及び予備代議員

番号 代議員・予備代議員区分 氏名 職能別 役職等

1 代議員 中村 小夜子 看護師 副会長

2 代議員 永野 秀子 保健師 常務理事

3
(予備 3)

代議員 田邉 真理 保健師 保健師職能委員

4 代議員 田中 優子 助産師 助産師職能理事

5 代議員 釘﨑 信 看護師 看護師職能Ⅰ理事

6 代議員 黒木 正樹 看護師 看護師職能Ⅱ理事

7
(予備 8)

代議員 池上 好枝 准看護師 元准看護師理事

8 代議員 鴨田 充世 看護師 延岡・西臼杵地区理事

9
(予備 9)

代議員 関原 昭吾 看護師 西都・児湯地区理事

予備 1 予備代議員 田中 美幸 保健師 副会長

予備 2 予備代議員 川﨑 伸子 看護師 常務理事

予備 4 予備代議員 長倉 千夏 助産師 助産師職能委員

予備 5 予備代議員 長友 三梨子 助産師 助産師職能委員

予備 6 予備代議員 平山 薫 看護師 看護師職能委員（Ⅰ領域）

予備 7 予備代議員 兒玉 真由見 看護師 看護師職能委員（Ⅱ領域）

予備 10 予備代議員 福満 美和 看護師 宮崎・東諸県地区理事

【≉ู委員会】
 委員
会名 氏　　 名 施　設　・　事業所

 委員
会名 氏　　 名 施　設　・　事業所

㛛田　広美 延岡看護ᑓ㛛学ᰯ 田中　⃈子 個人会員

藤村　涼子 宮崎県福祉保健部医療政策課 加藤　千鶴 延岡・西臼杵地区（延岡䢔䢆䢇䢚䢔䡿䡬䡸䡪䢙病院）

井上　洋子 宮崎県立宮崎病院 藤原　຾美 日向・東臼杵地区（千代田病院）

坂本　三ᬛ代 宮崎県福祉保健部健康増進課 丸岡　ᬛ子 西都・児湯地区（都㎰町国民健康保険病院）

℈ᔘ　真由美 宮崎県立看護大学 小∹田　佐▱子 宮崎・東諸県地区（宮崎生協病院）

久保　敦子 宮崎県看護協会 㰺藤　ⓙ子 都城・北諸県地区（個人会員）

甲斐　㑥宏 延岡・西臼杵地区（国見ヶୣ病院） 四元　⍞恵 小林・えびの・西諸県地区（小林市立病院）

ྑ松　真ᑑ美 日向・東臼杵地区（済生会日向病院） 山元　䝠䝃子 日南・串間地区（個人会員）

永友　延江 西都・児湯地区（ᾏ老原総合病院） 永野　秀子 宮崎県看護協会         

宮ෆ　ひかる 宮崎・東諸県地区（潤和会記念病院） 三㍯　真◁子 宮崎大学医学部附属病院

藤ෆ　千夏 都城・北諸県地区（国立病院機構都城医療センター） 中村　佐代 宮崎江南病院

小川　㈼஧ 小林・えびの・西諸県地区（ෆ村病院） 中ෆ　健太 宮崎県立延岡病院

黒木　美紀 日南・串間地区（串間市民病院） 㓇井　美香 宮崎市郡医師会病院

井上　由紀子 一⯡財ᅋἲ人ᘯ潤会 田原　真美代 小林市立病院

東　美代子 宮崎県病院ᒁ⤒Ⴀ⟶理課 高㡲　順子 宮崎善仁会病院

武田　愛 小林市立病院 久保　敦子 宮崎県看護協会         

日髙　᫂美 宮崎県立宮崎病院 永野　秀子 宮崎県看護協会         

松田　⪷美 済生会日向病院 川﨑　伸子 宮崎県看護協会         

久保田　ᬛ美 宮崎大学医学部附属病院 㟷出木　和ஓ 宮崎県看護協会         

向井　䜅さ子 宮崎県看護協会 荒川　貴代美 宮崎県看護協会         

髙岩　真秀美 宮崎県看護協会 荒川　文子 宮崎県看護協会         

松ⴥ　里江 古賀総合病院 田中　美幸 個人会員

日髙　真紀 宮崎県高㘠保健所 中武　郁子 個人会員

平田　䝃䜸リ 宮崎県立宮崎病院 ᶫ満　༖子 個人会員

松本　᠇子 宮崎県立看護大学

川崎　朋子 宮崎大学医学部附属病院

川﨑　伸子 宮崎県看護協会 【㑅ᣲ⟶理委員会】

小川　῟子 日南看護ᑓ㛛学ᰯ 施　設　・　事業所

῝見　信子 小林看護医療ᑓ㛛学ᰯ 宮崎県延岡保健所

上山　美紀 宮崎県立宮崎病院 宮崎市保健所

坂井　ㅬḟ 宮崎県立看護大学 宮崎県立延岡病院

川﨑　伸子 宮崎県看護協会 宮崎県立宮崎病院

㛛田　広美 延岡・西臼杵地区（延岡看護ᑓ㛛学ᰯ） 小林市立病院

黒木　⥤乃 日向・東臼杵地区（千代田病院） 和田病院

ᶲ田　志ᕹ 西都・児湯地区（都㎰町国民健康保険病院） 訪問看護ステーション陽のひかり

田代　和代 宮崎・東諸県地区（古賀総合病院） 個人会員

福田　幸子 都城・北諸県地区（国立病院機構都城医療センター）

野間　ᬛ夏 小林・えびの・西諸県地区（ᅬ田病院）

松田　⳯⥴子 日南・串間地区（串間市民病院）

永迫　ᮃ ឤᰁ⟶理ㄆᐃ看護師（潤和会記念病院）
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日髙　栄美

日野　亮司

谷口　世志美

氏　　名

田邉　真理

地田　Ⰻ美

松本　友紀子

長倉　千夏

餅原　悦子
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令和７年度・令和８年度 表彰受賞者名簿

令和 8年度宮崎県看護協会長表彰受賞者

No 氏 名 職能 施 設 名（推薦時点）

1 前田 真貴子 看護師 宮崎県看護連盟

2 佐伯 綾子 看護師 宮崎県看護協会

3 津貫 恵子 看護師 前原病院

4 清水 恵子 看護師 西都市西児湯地域包括ケア推進センター

5 荒武 昌代 看護師 藤元総合病院

6 邊木園 幸 看護師 宮崎県立看護大学

7 川原 瑞代 保健師 宮崎県立看護大学

8 益留 真由美 保健師 宮崎県都城保健所

9 武田 靖子 保健師 宮崎県日南保健所

10 上森 妃美 看護師 都城市郡医師会病院

11 右松 真寿美 看護師 済生会日向病院

12 甲斐 章子 看護師 延岡看護専門学校

宮崎県看護協会推薦表彰受賞者

表彰名 受賞日 氏 名 所属施設名（推薦時点）

令和 8年度
日本看護協会長表彰

令和 8年 6月 10日 平木 和子 個人会員

令和 7年度
公衆衛生事業功労者
厚生労働大臣表彰

令和 8年 2月 24日 藤本 洋子 個人会員

令和 7年度
公衆衛生事業功労者
日本公衆衛生協会長表彰

令和 8年 2月 24日 片平 久美 宮崎県精神保健福祉センター

令和 7年度
宮崎県公衆衛生功労者表彰

令和 8年 1月 29日 安藤 チカ子 個人会員

令和 8年度

「看護の日」記念

宮崎県知事表彰

令和 8年 5月 15日

末永 淳子 個人会員

田中 美幸 個人会員

江藤 ますみ 聖心ウルスラ学園高等学校

松田 聖美 済生会日向病院

松下 理絵 訪問看護ステーション希星

甲斐 邦宏 国見ヶ丘病院

【宮崎県ナースセンター事業運営委員会】

氏 名 団体名等

池井 義彦 宮崎県医師会

赤須 郁太郎 宮崎県医師会

小川 淳子 日南看護専門学校

柳田 俊彦 宮崎大学医学部看護学科

松下 理絵 訪問看護ステーション希星

多田 真理子 宮崎公共職業安定所

岡村 清美
社会福祉法人宮崎県社会福祉協議会
宮崎県福祉人材センター

益留 真由美 宮崎県保健師長会

早川 俊一 宮崎県福祉保健部医療政策課

岩部 仁 宮崎善仁会病院

久保 敦子 宮崎県看護協会

【訪問看護推進協議会】

氏 名 団体名等

池井 義彦 宮崎県医師会

弓場 光泰 宮崎県歯科医師会

岩﨑 恭子 宮崎県薬剤師会

久保 敦子 宮崎県看護協会

木場 圭一 宮崎県介護福祉士会

佐藤 幸代
宮崎県済生会訪問看護ステーション
なでしこ日向

那須 聡子
宮崎県看護協会訪問看護ステーショ
ンなでしこ２号館

井上 早智子 日南慶明会訪問看護ステーション

福迫 千香 訪問看護ステーションひかり

日髙 陽子 宮崎県介護支援専門員協会

楠木 千恵子 宮崎県栄養士会

川原 瑞代 宮崎県立看護大学

早川 俊一 宮崎県福祉保健部医療政策課

井上 裕二 宮崎県福祉保健部長寿介護課

【新人看護職員研修推進協議会】

氏 名 団体名等

池井 義彦 宮崎県医師会

比嘉 利信 国立病院機構宮崎東病院

川原 瑞代 宮崎県立看護大学

戸髙 薫 宮崎市郡医師会病院

三原 直子 宮崎江南病院

早川 俊一 宮崎県福祉保健部医療政策課

松田 聖美 済生会日向病院

久保 敦子 宮崎県看護協会

令和 7年度各種事業に伴う委員会
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令和７年度・令和８年度 表彰受賞者名簿

令和 8年度宮崎県看護協会長表彰受賞者

No 氏 名 職能 施 設 名（推薦時点）

1 前田 真貴子 看護師 宮崎県看護連盟

2 佐伯 綾子 看護師 宮崎県看護協会

3 津貫 恵子 看護師 前原病院

4 清水 恵子 看護師 西都市西児湯地域包括ケア推進センター

5 荒武 昌代 看護師 藤元総合病院

6 邊木園 幸 看護師 宮崎県立看護大学

7 川原 瑞代 保健師 宮崎県立看護大学

8 益留 真由美 保健師 宮崎県都城保健所

9 武田 靖子 保健師 宮崎県日南保健所

10 上森 妃美 看護師 都城市郡医師会病院

11 右松 真寿美 看護師 済生会日向病院

12 甲斐 章子 看護師 延岡看護専門学校

宮崎県看護協会推薦表彰受賞者

表彰名 受賞日 氏 名 所属施設名（推薦時点）

令和 8年度
日本看護協会長表彰

令和 8年 6月 10日 平木 和子 個人会員

令和 7年度
公衆衛生事業功労者
厚生労働大臣表彰

令和 8年 2月 24日 藤本 洋子 個人会員

令和 7年度
公衆衛生事業功労者
日本公衆衛生協会長表彰

令和 8年 2月 24日 片平 久美 宮崎県精神保健福祉センター

令和 7年度
宮崎県公衆衛生功労者表彰

令和 8年 1月 29日 安藤 チカ子 個人会員

令和 8年度

「看護の日」記念

宮崎県知事表彰

令和 8年 5月 15日

末永 淳子 個人会員

田中 美幸 個人会員

江藤 ますみ 聖心ウルスラ学園高等学校

松田 聖美 済生会日向病院

松下 理絵 訪問看護ステーション希星

甲斐 邦宏 国見ヶ丘病院

【宮崎県ナースセンター事業運営委員会】

氏 名 団体名等

池井 義彦 宮崎県医師会

赤須 郁太郎 宮崎県医師会

小川 淳子 日南看護専門学校

柳田 俊彦 宮崎大学医学部看護学科

松下 理絵 訪問看護ステーション希星

多田 真理子 宮崎公共職業安定所

岡村 清美
社会福祉法人宮崎県社会福祉協議会
宮崎県福祉人材センター

益留 真由美 宮崎県保健師長会

早川 俊一 宮崎県福祉保健部医療政策課

岩部 仁 宮崎善仁会病院

久保 敦子 宮崎県看護協会

【訪問看護推進協議会】

氏 名 団体名等

池井 義彦 宮崎県医師会

弓場 光泰 宮崎県歯科医師会

岩﨑 恭子 宮崎県薬剤師会

久保 敦子 宮崎県看護協会

木場 圭一 宮崎県介護福祉士会

佐藤 幸代
宮崎県済生会訪問看護ステーション
なでしこ日向

那須 聡子
宮崎県看護協会訪問看護ステーショ
ンなでしこ２号館

井上 早智子 日南慶明会訪問看護ステーション

福迫 千香 訪問看護ステーションひかり

日髙 陽子 宮崎県介護支援専門員協会

楠木 千恵子 宮崎県栄養士会

川原 瑞代 宮崎県立看護大学

早川 俊一 宮崎県福祉保健部医療政策課

井上 裕二 宮崎県福祉保健部長寿介護課

【新人看護職員研修推進協議会】

氏 名 団体名等

池井 義彦 宮崎県医師会

比嘉 利信 国立病院機構宮崎東病院

川原 瑞代 宮崎県立看護大学

戸髙 薫 宮崎市郡医師会病院

三原 直子 宮崎江南病院

早川 俊一 宮崎県福祉保健部医療政策課

松田 聖美 済生会日向病院

久保 敦子 宮崎県看護協会

令和 7年度各種事業に伴う委員会

－ 109－



௧࿴㸵ᖺᗘ関ಀᶵ関等࡬の委員等のཧ画
役職等 名  称
会長 宮崎県⥲ྜ計画審議会

宮崎県地域医療構想調整会議
宮崎県医療審議会
宮崎県医療審議会医療ἲ人等部会
宮崎県⸆事審議会
宮崎県医療介護推進協議会
宮崎県社会福祉審議会
宮崎県社会福祉審議会児❺福祉専門分科会
宮崎県防災会議
宮崎県Ỉ防協議会
宮崎県国民健康保険運営協議会
宮崎県医療㈝㐺ṇ໬計画策定検討委員会
宮崎県国民保護協議会
宮崎県࿘⏘ᮇ医療協議会
宮崎県がん対策審議会
宮崎県⫢疾ᝈデ療連携ᣐⅬ病㝔連絡協議会
宮崎県⢾ᒀ病対策推進会議
宮崎県❧病㝔事業ホ౯委員会
宮崎県地᪉⊂❧行ᨻἲ人ホ౯委員会
宮崎県ᘓ築審査会
宮崎県࢟ࣕリア教育推進会議
宮崎県医療事故調査支援ᅋ体連絡協議会
宮崎県訪問看護ステーション連絡協議会
宮崎県⏨ዪඹྠཧ画センターホ౯委員会
日本のひなた宮崎 国スポ・障スポ実行委員会
宮崎市医療Ᏻ඲推進協議会
宮崎市防災会議
宮崎市保健所運営協議会
宮崎市㛤Ⓨ審査会
宮崎市福祉部ᣦ定⟶理者ೃ⿵者㑅定員会
宮崎県社会福祉協議会ホ議員会
宮崎市社会福祉審議会
宮崎県プライマリ・ケア研究会
宮崎県⛣᳜推進㈈ᅋ理事会
日本医療マ࣓ࢪࢿント学会宮崎県支部理事会
日本社会医療学会
特定行Ⅽ研修⟶理委員会
「地域におけるスポーツ医・科学サポート体制構築事業」コンソーシアム構成員

๪会長 宮崎県⊩⾑推進協議会
宮崎県高齢者虐待防止連絡会議
宮崎県健康づくり推進協議会
宮崎市地域包括支援センター運営協議会
宮崎東諸県在宅医療介護連携推進協議会
慢性⭈⮚病対策推進会議（Mz-CKDI）
宮崎市国民保護協議会
宮崎県リ࢘マࢳ研究会世話人会
宮崎県社会福祉事業ᅋホ議員会
「宮崎いのちの㟁話」理事会
宮崎県国民健康保険ᅋ体連ྜ会保健事業支援・ホ౯委員会
බ❧኱学ἲ人宮崎県❧看護኱学教育研究審議会

常務理事
（⥲務担当）

宮崎県感染症対策審議会
宮崎県感染症対策連携協議会
宮崎県医療審議会医療計画部会
宮崎県災害ὴ㐵精神医療ࢳーム（DPAT）運営委員会
኱つᶍ地㟈᫬医療ά動カ⦎調整会議
宮崎県自殺対策推進協議会
宮崎県ᚠ環ჾ病対策推進協議会
宮崎県難病対策協議会
宮崎県高齢者サービス⥲ྜ調整推進会議
宮崎県アࣂࢻンス・ケア・プランࢽンࢢ推進委員会
宮崎県ṑ科保健推進協議会
宮崎県医療介護推進協議会地域リハビリテーション支援体制検討部会
宮崎市認▱症地域支援ࢵࢿト࣡ーࢡ推進委員会
宮崎市高齢者・障がい者虐待防止ࢵࢿト࣡ーࢡ運営委員会
宮崎市地域密着型サービス運営委員会
宮崎県国民健康保険ᅋ体連ྜ会介護⤥௜㈝審査委員会
宮崎県小児保健学会┘事

常務理事
（教育担当）

宮崎県෸看護師ヨ㦂委員会
宮崎県❧看護኱学地域㈉⊩等研究推進事業審査委員会
宮崎県❧看護኱学看護研究・研修センター運営協議会
日本のひなた宮崎 国スポ・障スポ実行委員会 医療ᩆ護専門部会
リ࣎ンά動みやざき実行委員会及び௻画委員会ࢡンࣆ
リ࣎ンά動みやざき┘事ࢡンࣆ
宮崎県スポーツ協会スポーツ医・科学委員会
宮崎県➇ᢏຊ向上対策本部コン࢕ࢹショࢽンࢢサポート専門委員会
宮崎県ࣟコࣔテࣈ࢕シンࣟࢻーム対策協議会

役職等 名  称
常務理事
（教育担当）

宮崎県医師会医療事故調査支援委員会
宮崎県プライマリ・ケア研究会学術広報委員会
宮崎リハビリテーション研究会世話人会
宮崎県健康長寿社会づくり推進会議
「地域におけるスポーツ医・科学サポート体制構築事業」コンソーシアム構成員

職能理事 宮崎県母子保健運営協議会
宮崎県保健師現任教育推進会議
宮崎県段階別保健師研修運営委員会
宮崎県 HTLV-1母子感染対策協議会
宮崎県介護現場革新会議
宮崎県性と生殖に関する調査検討会
延岡市在宅医療・介護連携推進協議会部会

地区理事 延岡保健所運営協議会
延岡西臼杵地域医療構想調整会議
延岡市在宅医療・介護連携推進協議会
日向保健所運営協議会
日向入郷医療圏地域医療構想調整会議
日本のひなた宮崎 国スポ・障スポ日向市実行委員会 宿泊衛生専門委員会
高鍋保健所運営協議会
西都児湯地域・職域連携推進協議会及び部会
西都児湯地域自殺対策推進協議会
西都児湯二次医療圏地域医療構想調整会議
宮崎東諸県地域医療構想調整会議
中央保健所運営協議会
宮崎市感染症予防計画策定協議会
日本のひなた宮崎 国スポ・障スポ宮崎市実行委員会 宿泊衛生専門委員会
都城保健所運営協議会
都城北諸県地域・職域連携推進協議会及び作業部会
都城北諸県地域医療構想調整会議
都城市介護保険運営協議会
都城市防災会議
都城北諸地域自殺対策協議会
日本のひなた宮崎 国スポ・障スポ都城市実行委員会 宿泊衛生専門委員会
都城市・三股町医療・介護連携推進協議会
西諸地域・職域連携推進協議会及び作業部会
小林保健所運営協議会
西諸地域医療構想調整会議
西諸地域自殺対策協議会
西諸地域在宅介護連携推進協議会
日本のひなた宮崎 国スポえびの市実行委員会
日南保健所運営協議会
日南串間地域・職域連携推進協議会
日南串間地域医療構想調整会議
健康にちなん 21推進会議
日南市在宅医療・介護連携推進協議会
日南市地域包括支援センター運営協議会
日南市地域密着型サービス運営会議
日南市地域ケア推進協議会
日南市高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画委員会
日本のひなた宮崎 国スポ・障スポ日南市実行委員会
串間市在宅医療介護連携推進協議会

ナースセンター長 宮崎県医療勤務環境改善支援センター運営協議会
ひなたの出逢い・子育て応援運動「子育て応援部会」
みやざき医療・福祉分野人材確保対策推進協議会

在宅支援室長 宮崎県障がい者虐待防止・権利擁護連絡会議
宮崎県介護人材確保推進協議会
宮崎県訪問看護ステーション連絡協議会
宮崎県介護支援専門員研修向上委員会
第５次宮崎市地域福祉計画検討会議

会員 宮崎県精神医療審査会
宮崎東諸県地域介護認定審査会
宮崎市障がい者支援区分認定審査会
都城市介護認定審査会
日南串間地域介護認定審査会
日南市串間地区障害支援区分等認定審査会
宮崎県医師会在宅医療協議会
宮崎市医療的ケア児等支援連絡協議会
宮崎市難病対策地域協議会
宮崎市小児慢性特定疾病対策地域協議会
都城市小・中学校医療的ケア児支援運営協議会
延岡市小・中・義務教育学校医療的ケア運営協議会
延岡市介護認定審査会

事務局長 宮崎県防災会議幹事
宮崎県国民保護協議会幹事
宮崎市国民保護協議会幹事
宮崎市高齢者福祉計画等推進協議会
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௧࿴㸵ᖺᗘ関ಀᶵ関等࡬の委員等のཧ画
役職等 名  称
会長 宮崎県⥲ྜ計画審議会

宮崎県地域医療構想調整会議
宮崎県医療審議会
宮崎県医療審議会医療ἲ人等部会
宮崎県⸆事審議会
宮崎県医療介護推進協議会
宮崎県社会福祉審議会
宮崎県社会福祉審議会児❺福祉専門分科会
宮崎県防災会議
宮崎県Ỉ防協議会
宮崎県国民健康保険運営協議会
宮崎県医療㈝㐺ṇ໬計画策定検討委員会
宮崎県国民保護協議会
宮崎県࿘⏘ᮇ医療協議会
宮崎県がん対策審議会
宮崎県⫢疾ᝈデ療連携ᣐⅬ病㝔連絡協議会
宮崎県⢾ᒀ病対策推進会議
宮崎県❧病㝔事業ホ౯委員会
宮崎県地᪉⊂❧行ᨻἲ人ホ౯委員会
宮崎県ᘓ築審査会
宮崎県࢟ࣕリア教育推進会議
宮崎県医療事故調査支援ᅋ体連絡協議会
宮崎県訪問看護ステーション連絡協議会
宮崎県⏨ዪඹྠཧ画センターホ౯委員会
日本のひなた宮崎 国スポ・障スポ実行委員会
宮崎市医療Ᏻ඲推進協議会
宮崎市防災会議
宮崎市保健所運営協議会
宮崎市㛤Ⓨ審査会
宮崎市福祉部ᣦ定⟶理者ೃ⿵者㑅定員会
宮崎県社会福祉協議会ホ議員会
宮崎市社会福祉審議会
宮崎県プライマリ・ケア研究会
宮崎県⛣᳜推進㈈ᅋ理事会
日本医療マ࣓ࢪࢿント学会宮崎県支部理事会
日本社会医療学会
特定行Ⅽ研修⟶理委員会
「地域におけるスポーツ医・科学サポート体制構築事業」コンソーシアム構成員

๪会長 宮崎県⊩⾑推進協議会
宮崎県高齢者虐待防止連絡会議
宮崎県健康づくり推進協議会
宮崎市地域包括支援センター運営協議会
宮崎東諸県在宅医療介護連携推進協議会
慢性⭈⮚病対策推進会議（Mz-CKDI）
宮崎市国民保護協議会
宮崎県リ࢘マࢳ研究会世話人会
宮崎県社会福祉事業ᅋホ議員会
「宮崎いのちの㟁話」理事会
宮崎県国民健康保険ᅋ体連ྜ会保健事業支援・ホ౯委員会
බ❧኱学ἲ人宮崎県❧看護኱学教育研究審議会

常務理事
（⥲務担当）

宮崎県感染症対策審議会
宮崎県感染症対策連携協議会
宮崎県医療審議会医療計画部会
宮崎県災害ὴ㐵精神医療ࢳーム（DPAT）運営委員会
኱つᶍ地㟈᫬医療ά動カ⦎調整会議
宮崎県自殺対策推進協議会
宮崎県ᚠ環ჾ病対策推進協議会
宮崎県難病対策協議会
宮崎県高齢者サービス⥲ྜ調整推進会議
宮崎県アࣂࢻンス・ケア・プランࢽンࢢ推進委員会
宮崎県ṑ科保健推進協議会
宮崎県医療介護推進協議会地域リハビリテーション支援体制検討部会
宮崎市認▱症地域支援ࢵࢿト࣡ーࢡ推進委員会
宮崎市高齢者・障がい者虐待防止ࢵࢿト࣡ーࢡ運営委員会
宮崎市地域密着型サービス運営委員会
宮崎県国民健康保険ᅋ体連ྜ会介護⤥௜㈝審査委員会
宮崎県小児保健学会┘事

常務理事
（教育担当）

宮崎県෸看護師ヨ㦂委員会
宮崎県❧看護኱学地域㈉⊩等研究推進事業審査委員会
宮崎県❧看護኱学看護研究・研修センター運営協議会
日本のひなた宮崎 国スポ・障スポ実行委員会 医療ᩆ護専門部会
リ࣎ンά動みやざき実行委員会及び௻画委員会ࢡンࣆ
リ࣎ンά動みやざき┘事ࢡンࣆ
宮崎県スポーツ協会スポーツ医・科学委員会
宮崎県➇ᢏຊ向上対策本部コン࢕ࢹショࢽンࢢサポート専門委員会
宮崎県ࣟコࣔテࣈ࢕シンࣟࢻーム対策協議会

役職等 名  称
常務理事
（教育担当）

宮崎県医師会医療事故調査支援委員会
宮崎県プライマリ・ケア研究会学術広報委員会
宮崎リハビリテーション研究会世話人会
宮崎県健康長寿社会づくり推進会議
「地域におけるスポーツ医・科学サポート体制構築事業」コンソーシアム構成員

職能理事 宮崎県母子保健運営協議会
宮崎県保健師現任教育推進会議
宮崎県段階別保健師研修運営委員会
宮崎県 HTLV-1母子感染対策協議会
宮崎県介護現場革新会議
宮崎県性と生殖に関する調査検討会
延岡市在宅医療・介護連携推進協議会部会

地区理事 延岡保健所運営協議会
延岡西臼杵地域医療構想調整会議
延岡市在宅医療・介護連携推進協議会
日向保健所運営協議会
日向入郷医療圏地域医療構想調整会議
日本のひなた宮崎 国スポ・障スポ日向市実行委員会 宿泊衛生専門委員会
高鍋保健所運営協議会
西都児湯地域・職域連携推進協議会及び部会
西都児湯地域自殺対策推進協議会
西都児湯二次医療圏地域医療構想調整会議
宮崎東諸県地域医療構想調整会議
中央保健所運営協議会
宮崎市感染症予防計画策定協議会
日本のひなた宮崎 国スポ・障スポ宮崎市実行委員会 宿泊衛生専門委員会
都城保健所運営協議会
都城北諸県地域・職域連携推進協議会及び作業部会
都城北諸県地域医療構想調整会議
都城市介護保険運営協議会
都城市防災会議
都城北諸地域自殺対策協議会
日本のひなた宮崎 国スポ・障スポ都城市実行委員会 宿泊衛生専門委員会
都城市・三股町医療・介護連携推進協議会
西諸地域・職域連携推進協議会及び作業部会
小林保健所運営協議会
西諸地域医療構想調整会議
西諸地域自殺対策協議会
西諸地域在宅介護連携推進協議会
日本のひなた宮崎 国スポえびの市実行委員会
日南保健所運営協議会
日南串間地域・職域連携推進協議会
日南串間地域医療構想調整会議
健康にちなん 21推進会議
日南市在宅医療・介護連携推進協議会
日南市地域包括支援センター運営協議会
日南市地域密着型サービス運営会議
日南市地域ケア推進協議会
日南市高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画委員会
日本のひなた宮崎 国スポ・障スポ日南市実行委員会
串間市在宅医療介護連携推進協議会

ナースセンター長 宮崎県医療勤務環境改善支援センター運営協議会
ひなたの出逢い・子育て応援運動「子育て応援部会」
みやざき医療・福祉分野人材確保対策推進協議会

在宅支援室長 宮崎県障がい者虐待防止・権利擁護連絡会議
宮崎県介護人材確保推進協議会
宮崎県訪問看護ステーション連絡協議会
宮崎県介護支援専門員研修向上委員会
第５次宮崎市地域福祉計画検討会議

会員 宮崎県精神医療審査会
宮崎東諸県地域介護認定審査会
宮崎市障がい者支援区分認定審査会
都城市介護認定審査会
日南串間地域介護認定審査会
日南市串間地区障害支援区分等認定審査会
宮崎県医師会在宅医療協議会
宮崎市医療的ケア児等支援連絡協議会
宮崎市難病対策地域協議会
宮崎市小児慢性特定疾病対策地域協議会
都城市小・中学校医療的ケア児支援運営協議会
延岡市小・中・義務教育学校医療的ケア運営協議会
延岡市介護認定審査会

事務局長 宮崎県防災会議幹事
宮崎県国民保護協議会幹事
宮崎市国民保護協議会幹事
宮崎市高齢者福祉計画等推進協議会
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令和７年度関係団体の後援

. 名 称 主 催 期 日

1

令和 7 年度地域貢献等研究推進事業 看護師に向けた性的マ

イノリティへの受療行動支援事業 公開講座「LGBTQ+の基礎知

識：だれ一人取り残さない医療の実践」

宮崎県立看護大学看護

研究・研修センター

令和 7年 9月 6日、12
日、13日

2 みやざき“いのちのリレー”ポスターコンテスト 2025
公益財団法人

宮崎県移植推進財団

作品募集
令和 7年 7月 23日～9
月 5日
表彰式
令和 7年 10月中旬

3 第 13回市民フォーラム
国立病院機構都城医療

センター
令和 7年 9月 6日

4
令和 7 年度認知症臨床研究会（つわぶきの会）市民公開講座

「笑顔で生きる 認知症と共に」
日南市 令和 7年 8月 30日

5 第 36回宮崎県糖尿病教育セミナー 宮崎県糖尿病懇話会 令和 7年 9月 7日

6 第 65回宮崎県精神保健福祉大会

宮崎県・宮崎県精神保健

連絡協議会・宮崎県精神

科病院協会

令和 7年 11月 8日

7
令和 7 年度公益財団法人宮崎県スポーツ協会認定アスレティ

ックトレーナー養成講習会

公益財団法人

宮崎県スポーツ協会

令和 7年 7月 6日～令
和 8年 1月 18日

8 令和 7年度 第 13回宮崎県輸血懇話会
宮崎県赤十字血液セン

ター
令和 7年 9月 27日

9 医療と介護の未来展 inみやざき 2025

株式会社カクイック

ス・株式会社カクイック

スウイング

令和 7年 12月 12日

10 西臼杵郡医師会学術講演会
西臼杵郡医師会

アッヴィ合同会社
令和 7年 9月 8日

11
宮崎大学リカレント教育講座 ひなた学び塾「生き抜く力養

成講座」

宮崎大学 学び・学生支

援機構

令和 7年 12月 3日～
令和 8年 2月 4日

12 第 30回宮崎県理学療法学会
一般社団法人宮崎県理

学療法士会
令和 7年 12月 7日

13 宮崎県北部における多職種連携セミナー
延岡市内科医会

アッヴィ合同会社
令和 7年 10月 6日

14 日本社会医療学会第 26回学術集会 日本社会医療学会
令和 7年 10月 25日、
26日

15 第 12回日本医療安全学会学術総会
一般社団法人日本医療

安全学会

令和 8年 4月 18日、
19日

16 第 13回呼吸療法勉強会 宮崎県呼吸療法ﾈｯﾄﾜｰｸ 令和 7年 11月 22日

17 PDNセミナー 第 14回九州 PEGサミット in宮崎
第 14 回九州 PEG サミッ

ト in宮崎実行委員会

令和 7年 10月 10日、
11日

18 日本医療マネジメント学会第 18回宮崎県支部学術集会
日本医療マネジメント

学会宮崎県支部
令和 8年 2月 28日

19 一般社団法人宮崎県介護支援専門員協会研究大会
一般社団法人宮崎県介

護支援専門員協会
令和 8年 2月 11日

20 第 26回日本癌治療学会市民公開講座
一般社団法人日本癌治

療学会
令和 8年 3月 14日

21 がん対策推進企業ｱｸｼｮﾝ 宮崎県ﾌﾞﾛｯｸｾﾐﾅｰ
がん対策推進企業ｱｸｼｮﾝ

事務局
令和 8年 2月 20日

22 ひだまりフェスタ 宮崎県作業療法士協会 令和 8年 2月 15日

23
ｷｯｸｵﾌｲﾍﾞﾝﾄ、ﾊｰﾌﾀｲﾑｲﾍﾞﾝﾄ、未来自治体 2026 宮崎大会、最終

報告会
NPO法人ﾄﾞｯﾄｼﾞｪｲﾋﾞｰ

令和 8年 1月 24日～3
月 28日

24 宮崎ｷｭｱｹｱﾈｯﾄﾜｰｸ 2026年度 多職種交流会 宮崎ｷｭｱｹｱﾈｯﾄﾜｰｸ 令和 8年 6月 13日

25 九州理学療法士学術大会 2026in宮崎
一般社団法人

宮崎県理学療法士会

令和 8年 11月 14日、
15日

26 第 17回日本健康運動看護学会学術集会 日本健康運動看護学会 令和 8年 10月 10日

※申請順に記載

延岡・西臼杵地区（延岡市、高千穂町、日之影町、五ヶ瀬町） 692名

R8.4.30
現在

R7年度

宮崎県立延岡病院 0982-32-6181 小泉 さなえ 882-0835 延岡市新小路2丁目1-10 355 377

伸和会延岡共立病院 0982-33-3268 山本 いづみ 882-0037 延岡市山月町5丁目5679-1 49 51

高千穂町国民健康保険病院 0982-73-1700 甲斐 美幸 882-1101 西臼杵郡高千穂町三田井435-1 54 58

延岡市医師会病院 0982-21-1302 鴨田充世 882-0856 延岡市出北6-1621 35 44

延岡リハビリテーション病院 0982-21-6211 桝田 美代子 882-0854 延岡市長浜町1-1777 35 44

黒木病院 0982-21-6381 栁田 志乃 882-0041 延岡市北小路14-1 29 34

平田東九州病院 0982-37-5959 藤原 貢美 889-0503 延岡市伊形町4791

介護老人保健施設トトロみのる園 0982-37-3336 会員代表者 889-0516 延岡市鯛名町422-9

早田病院 0982-33-5577 梅田 政子 882-0042 延岡市高千穂通3748-1 26 32

日之影町国民健康保険病院 0982-87-2021 桐木 志穂 882-0401 西臼杵郡日之影町大字七折9074-3 20 19

育生会井上病院 0982-21-5110 木村 祥子 882-0866 延岡市平原町1-990-1 10 10

国見ヶ丘病院 0982-72-3151 甲斐 邦宏 882-1102 西臼杵郡高千穂町大字押方1130 9 8

吉田病院 0982-37-0126 会員代表者 889-0511 延岡市松原町4丁目8850 0 3

岡村病院 0982-21-5353 会員代表者 882-0866 延岡市平原町1-1389-1 0 2

谷村病院 0982-33-3024 会員代表者 882-0041 延岡市北小路10-2 2 4

五ヶ瀬町国民健康保険病院 0982-73-5500 興梠 靖子 882-1203 西臼杵郡五ケ瀬町三ケ所2109-1 4 3

延岡保養園 0982-33-6396 奈須 満子 882-0863 延岡市緑ヶ丘5丁目14番地30号 0 1

米田脳神経外科 0982-33-7766 会員代表者 882-0857 延岡市惣領町3-19 3 3

あたご整形外科 0982-22-7575 東福 紀代子 882-0872 延岡市愛宕町3丁目161 1 1

石井皮膚科 0982-28-1112 会員代表者 882-0855 延岡市卸本町2-19 0 1

延岡市夜間急病センター 0982-21-9999 小川 幸一 882-0856 延岡市出北6丁目1621番地 1 1

おがわクリニック 0982-31-3121 882-0803 延岡市大貫町2-1206-1

おおぬきクリニック 0982-28-1533 882-0803 延岡市大貫町2丁目1236番地

ブレストセンターさがらクリニック延岡 0982-33-0355 ― 882-0836 延岡市恒富町4－26 ― 1

生協クリニックのべおか 0982-26-7100 北野 里佳 882-0851 延岡市浜砂1-5-17 3 4

しおはまクリニック 0982-20-2101 会員代表者 882-0864 延岡市塩浜町4-1717-68 1 1

宮崎県延岡保健所 0982-33-5373 後藤 由佳 882-0803 延岡市大貫町1-2840 8 9

延岡市役所 0982-22-7014 会員代表者 882-8686 延岡市東本小路2-1 0 3

宮崎県高千穂保健所 0982-72-2168 坂本 裕美 882-1101 西臼杵郡高千穂町三田井1086-1 5 4
旭化成(株)健康経営推進室
産業保健グループ延岡健康経営支援センター 0982-22-2928 赤木 真希子 882-0847 延岡市旭町6-4100-1 6 5

旭化成健康保険組合 0982-22-2940 会員代表者 882-0847 延岡市旭町2-1-3 2 3

訪問看護ステーション陽のひかり 0982-20-5085 日野 亮司 882-0864 延岡市塩浜町3丁目1795番地1 2 7

訪問看護ステーションそれいゆ 0982-31-1442 稲垣 澄子 882-0851 延岡市浜砂1-5-6 4 4

訪問看護事業所あたご 0982-26-7578 黒木 健次 882-0846 延岡市中島町4丁目314-3 2 2

訪問看護ステーションあいの環 0982-40-3669 会員代表者 882-0021 延岡市無鹿町1丁目2233 0 2

介護老人保健施設エクセルライフ 0982-32-1550 会員代表者 882-0803 延岡市大貫町1-2850-1 1 1

介護老人保健施設螢邑苑 0982-46-2295 黒木 正樹 889-0101 延岡市北川町川内名7055-2 1 1

特別養護老人ホームひえいの郷 0982-47-2266 会員代表者 882-0125 延岡市北方町川水流卯1810-86 0 1

日向・東臼杵地区（日向市、門川町、諸塚村、椎葉村、美郷町） 422名

R8.4.30
現在

R7年度

千代田病院 0982-52-7111 水永 豊子 883-0064 日向市大字日知屋字古田町88番地 137 153

令和8年度入会施設一覧 （令和8年4月30日現在：7,280名）

R8代表者氏名施　　設　　名 電話番号 〒 住　　　　　　　　所

入会者数
施　　設　　名 電話番号 〒 住　　　　　　　　所

2824

9

代表者氏名

会員代表者 0

入会者数

－ 112－



令和8年3月31日現在

年度 保健師 助産師 看護師 准看護師 計 増減

57 195 502 2,322

58 204 96 1,611 497 2,408 86

59 207 101 1,666 463 2,437 29

60 208 114 1,907 460 2,689 252

61 211 111 1,953 451 2,726 37

62 218 116 2,084 442 2,860 134

63 237 123 2,164 478 3,002 142

平成 元 240 112 2,291 482 3,125 123

2 235 126 2,340 485 3,186 61

3 239 120 2,438 471 3,268 82

4 248 110 2,520 499 3,377 109

5 234 122 2,604 554 3,514 137

6 220 127 2,721 571 3,639 125

7 222 130 3,020 569 3,941 302

8 221 132 3,177 596 4,126 185

9 239 143 3,445 642 4,469 343

10 244 149 3,822 724 4,939 470

11 266 137 4,043 699 5,145 206

12 256 157 4,139 666 5,218 73

13 245 166 4,221 671 5,303 85

14 248 167 4,502 697 5,614 311

15 247 164 4,760 659 5,830 216

16 216 176 4,947 720 6,059 229

17 249 180 5,081 731 6,241 182

18 249 176 5,276 738 6,439 198

19 236 196 5,552 769 6,753 314

20 227 193 5,786 788 6,994 241

21 231 209 6,070 834 7,344 350

22 243 217 6,324 800 7,584 240

23 241 233 6,470 771 7,715 131

24 234 222 6,670 783 7,909 194

25 222 229 6,789 760 8,000 91

26 225 233 6,949 749 8,156 156

27 226 234 7,099 704 8,263 107

28 212 236 7,200 641 8,289 26

29 229 220 7,272 609 8,330 41

30 232 230 7,571 620 8,653 323

令和 元 225 253 7,750 593 8,821 168

2 229 242 7,864 576 8,911 90

3 226 251 7,931 535 8,943 32

4 223 258 7,967 487 8,935 △ 8

5 225 261 7,884 431 8,801 △ 134

6 195 237 7,751 394 8,577 △ 224

7 205 255 7,491 330 8,281 △ 296

1,625

宮崎県看護協会年次別入会者数

宮崎県合併地図（平成２２年３月２３日現在 ）

26市町村（９市１４町３村）

延岡市

高千穂町

五ヶ瀬町 日之影町

門川町

諸塚村

椎葉村

美郷町

日向市

都農町
木城町

西米良村

西都市

川南町

高鍋町

新富町

宮崎市

国富町

綾町

えびの市

小林市

高原町

都城市

三股町

日南市

串間市

－ 122－



令和8年3月31日現在

年度 保健師 助産師 看護師 准看護師 計 増減

57 195 502 2,322

58 204 96 1,611 497 2,408 86

59 207 101 1,666 463 2,437 29

60 208 114 1,907 460 2,689 252

61 211 111 1,953 451 2,726 37

62 218 116 2,084 442 2,860 134

63 237 123 2,164 478 3,002 142

平成 元 240 112 2,291 482 3,125 123

2 235 126 2,340 485 3,186 61

3 239 120 2,438 471 3,268 82

4 248 110 2,520 499 3,377 109

5 234 122 2,604 554 3,514 137

6 220 127 2,721 571 3,639 125

7 222 130 3,020 569 3,941 302

8 221 132 3,177 596 4,126 185

9 239 143 3,445 642 4,469 343

10 244 149 3,822 724 4,939 470

11 266 137 4,043 699 5,145 206

12 256 157 4,139 666 5,218 73

13 245 166 4,221 671 5,303 85

14 248 167 4,502 697 5,614 311

15 247 164 4,760 659 5,830 216

16 216 176 4,947 720 6,059 229

17 249 180 5,081 731 6,241 182

18 249 176 5,276 738 6,439 198

19 236 196 5,552 769 6,753 314

20 227 193 5,786 788 6,994 241

21 231 209 6,070 834 7,344 350

22 243 217 6,324 800 7,584 240

23 241 233 6,470 771 7,715 131

24 234 222 6,670 783 7,909 194

25 222 229 6,789 760 8,000 91

26 225 233 6,949 749 8,156 156

27 226 234 7,099 704 8,263 107

28 212 236 7,200 641 8,289 26

29 229 220 7,272 609 8,330 41

30 232 230 7,571 620 8,653 323

令和 元 225 253 7,750 593 8,821 168

2 229 242 7,864 576 8,911 90

3 226 251 7,931 535 8,943 32

4 223 258 7,967 487 8,935 △ 8

5 225 261 7,884 431 8,801 △ 134

6 195 237 7,751 394 8,577 △ 224

7 205 255 7,491 330 8,281 △ 296

1,625

宮崎県看護協会年次別入会者数

　 　 　
　 　

宮崎県合併地図（平成２２年３月２３日現在 ）

26市町村（９市１４町３村）

延岡市

高千穂町

五ヶ瀬町 日之影町

門川町

諸塚村

椎葉村

美郷町

日向市

都農町
木城町

西米良村

西都市

川南町

高鍋町

新富町

宮崎市

国富町

綾町

えびの市

小林市

高原町

都城市

三股町

日南市

串間市

県内就業者数と入会状況（令和 7年度）

72（235）

3（40）

808
（2,331）

20
（56）

148
（349）

361
（984）

54
（333）

27
（99）

7
（26）

122
（306）

16
（110）

222
（490）

4,305
（8,251）

30
（273）

4
（50）

1
（16）

376
（1,146）

21
（33）

8
（32）

4
（61）

37
（223）

920
（3,596）

491
（1,109）

76
（322）

109
（341）

39
（90）

入会者数総数8,281名（令和8年3月末現在）

※（　）内は令和6年12月末現在就業者数：20,902名	

－ 123－
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(1
)　
就
業
者
数
は
、
『
令
和
6
年
度
　
衛
生
行
政
報
告
例
』
に
よ
り
計
上
。

(2
)　
「
入
会
率
」
は
、
令
和
7
年
3
月
3
1
日
現
在
の
会
員
数
で
算
出
。

(3
)　
各
都
道
府
県
の
会
員
数
は
、
住
所
変
更
に
伴
う
他
県
へ
の
移
動
に
よ
り
、
各
都
道
府
県
の
会
費
納
入
者
数
（
令
和
6
年
度
決
算
報
告
書
）
と
は
異
な
る
。

(4
)　
「
保
健
師
」
、
「
看
護
師
」
、
「
准
看
護
師
」
欄
の
（
　
）
内
は
男
子
の
再
掲
。
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業
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年
度
　
衛
生
行
政
報
告
例
』
に
よ
り
計
上
。

(2
)
「
入
会
率
」
は
、
令
和
7
年
3
月
3
1
日
現
在
の
会
員
数
で
算
出
。

(3
)
各
都
道
府
県
の
会
員
数
は
、
住
所
変
更
に
伴
う
他
県
へ
の
移
動
に
よ
り
、
各
都
道
府
県
の
会
費
納
入
者
数
（
令
和
6
年
度
決
算
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告
書
）
と
は
異
な
る
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（
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内
は
男
子
の
再
掲
。
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日本看護協会歌

光 求めて
山本　敏子　作詞
小椋　佳　　補作詞・作曲

１．大空のもと　光求めて
　　　看護の心　胸深く
　　両手にかざす　愛のほむらは
　　　静かに燃える　優しく燃える
　　今　この時　そして明日に

２．さざなみに揺れ　光求めて
　　　看護の願い　胸熱く
　　つなぐその手に　通う血潮は
　　　さやかにとける　優しくとける
　　ただ　ひとすじ　またひたむきに

３．そよ風に乗り　光求めて
　　　看護の祈り　胸清く
　　枕べにたつ　花の香りは
　　　ほのかに匂う　優しく匂う
　　今　この時　そして明日に
　　今　この時　そして明日に　

１. お	 お	 ぞ	 ら	の	 も	 と	 ー	 ひ	 か
２. さ	 ざ	 な	 み	に	 ゆ	 れ	 ー	 ひ	 か
３. そ	 よ	 か	 ぜ	に	 の	 り	 ー	 ひ	 か

り	 も	 と	め	 て	 ー	 か	 ん	 ご	 の
り	 も	 と	め	 て	 ー	 か	 ん	 ご	 の
り	 も	 と	め	 て	 ー	 か	 ん	 ご	 の

こ	 こ	 ろ	 む	 ね	 ふ	 か	 く	 ー
ね	 が	 い	 む	 ね	 あ	 つ	 く	 ー
い	 の	 り	 む	 ね	 き	 よ	 く	 ー

りょ	 う	 て	 に	 か	 ざ	 す	 ー	 あ	 い
つ	 な	 ぐ	 そ	 の	 て	 に	 ー	 か	 よ
ま	 く	 ら	 べ	 に	 た	 つ	 ー	 は	 な

の	 ほ	む	ら	 は	 ー	 し	ず	ー	 か	 に	 も	え
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光 求めて
山本　敏子　作詞
小椋　佳　　補作詞・作曲

１．大空のもと　光求めて
　　　看護の心　胸深く
　　両手にかざす　愛のほむらは
　　　静かに燃える　優しく燃える
　　今　この時　そして明日に

２．さざなみに揺れ　光求めて
　　　看護の願い　胸熱く
　　つなぐその手に　通う血潮は
　　　さやかにとける　優しくとける
　　ただ　ひとすじ　またひたむきに

３．そよ風に乗り　光求めて
　　　看護の祈り　胸清く
　　枕べにたつ　花の香りは
　　　ほのかに匂う　優しく匂う
　　今　この時　そして明日に
　　今　この時　そして明日に　
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